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序文

財団法人千葉県教育振興財団（文化財センター）は、埋蔵文化財の

調査研究、文化財保護思想の涵養と普及などを主な目的として昭和

49年に設立され、以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その結

果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県教育振興財団調査報告第631集として、千葉県

県土整備部による、柏北部中央地区土地区画整理事業（公共つくば

ェクスプレス沿線整備委託）に伴って実施した、柏市原山遺跡の発

掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

原山遺跡の調査では、立川ローム層中から 52か所に及ぶ旧石器時

代の石器集中地点が検出され、ナイフ形石器を主体とする石器群の

良好な資料が得られております。

刊行に当たり、本書が学術資料として、また埋蔵文化財の保護に

対する理解を深めるための資料として広く活用されることを願って

おります。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を始めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理までご苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成21年 10月

財団法人 千葉県教育振興財団

理事長篠塚俊夫



凡 例

1 本書は、千葉県県土整備部（旧千葉県企業庁）による公共つくばエクスプレス沿線整備委託事業に伴う、

埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は、千葉県柏市若柴字原山276-1ほかに所在する、原山遺跡（遺跡コード217-

032)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県県土整備部の委託を受けて財団法人千葉県教育振興財

団が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の実施期間及び担当者は本文中に記載した。

5 本書の執筆・編集は、上席研究員 新田浩三が担当した。

6 発掘調査から報告書刊行に至るまで、下記の諸機関・諸氏から多くの御指導、御協力を得た。記して

感謝申し上げたい。（敬称略）

千葉県教育庁教育振興部文化財課、千葉県県土整備部、柏市教育委員会

田村 隆、池谷信之、小菅将夫、島立桂、矢本節朗、永塚俊司、宇井義典

7 本書で使用した地形図は、以下のとおりである。

第 1・7・8図 千葉県県土整備部 1/500地形図「21・22・25・26」（平成9年測量）

第2図 柏市都市計画課 1/2,500都市地形図「11・17」（平成 5年3月修正測量）

第4図 参謀本部陸軍測量局第 1軍管地方迅速側図「流山村」、「我孫子宿」（明治 13年測量）

「野田町」、「守谷町」（明治 14年測量）

第5図 国土地理院発行 1/25,000地形図「流山」[N 1 -54 -25 -1 -2 ] (平成 17年8月発行）

8 本書で使用した航空写真は、下記のとおりである。

図版 l 在日極東アメリカ軍撮影（昭和22年8月）

図版2 京葉測量株式会社撮影（昭和48年3月）

9 本書で使用した図面の方位はすべて座標北であり、測量系は日本測地系による。

10 第2章第 8節の黒曜石産地推定に当たっては、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団（主に大屋道則

氏、国武貞克氏）並びに望月明彦氏のご厚意により、黒曜石原産地を推定することができた。御指導、

御協力に対して感謝の意を表します。この分析結果を基に文化層別の黒曜石産地の変遷を記載した。

11 巻末に添付したCD-ROMには、旧石器属性表（全点）、母岩別組成表、本書掲載の表・写真図版の一部、及び、

旧石器のカラー写真のデータが収録されている。また、図版3---..,5 (遺物の出土状況とセクション）はカ

ラー写真データで収録した。 CD-ROMのフォーマットは、 Windows、Macに対応する。ファイル形式は、表

についてはXLS(Excel)、写真についてはJPEGである。ファイル目次はCD-ROMに収納した。また、本書

と同じ内容をPDF形式（中解像度、標準圧縮版）で収納した。



旧石器属性表の見方

属性表（添付CDに収録）の記載事項は以下の通りである。

挿図番号 実測図として掲載した遺物の番号であり、写真図版の番号とも一致する。ブロックごとに 1か

ら順につけた。

打面 Cは自然面、 Pは点状打面、 Lは線状打面、 1は平坦剥離、 2以上は複剥離打面で、ーは欠損

等による打面なし・計測不可を示す。

打角・剥離角

打角は剥片の打面とポジティブバルブが作る角度、剥離角は石核の打面とネガティブバルブが

作る角度。

背面構成 素材の情報が失われている石器に関しては記載しないが、背面構成のわかるものに関しては観

察される範囲で記入した。 Hは主要剥離面と同一方向、 Tは主要剥離面と逆方向、 Rは右方向、

Lは左方向、 Dは背面方向、 Vは腹面方向からの加撃による剥離、 Cは自然面、 Jは節理面。

末端形状 Fは直線状、 Hは蝶番状、 Sは階段状、 0は石核の内側に力が向かったためにアーチ状または

L状になったもの。

調整角 削器の刃部、ナイフ形石器の刃潰しなどの調整剥離角。

刃部角 主にナイフ形石器の刃部の角度。

使用痕 N (Ni eked edge)は刃こぼれ、 H(Heated marks)は被熱痕。

欠損 定形的な石器で、欠損部分のあるものを＋で表した。

遺存部位 折れたあとに残存している部位。背面側から見た部位を表す。

H: 頭部

T: 尾部 口L: 背面側から見て左部

R: 背面側から見て右部 口中間部の表し方

V-M: 垂直方向の中間部

H-M: 水平方向の中間部

（ H 
＼ 

以下、アルファベットの組み合わせによって遺

存部位を示す。 ＼ 

V-M I 
LH: 左頭部 RH: 右頭部 ＼ 
LM: 左中間部 RM: 右中間部

LT: 左尾部 RT: 右尾部

□□〕 三ビ 口日口MH: 中央頭部 MT: 中央尾部

M: 9分割された中間部 00  ロロB
:詈尺][o/ □口万

折れによる遺存部位の表示
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第 1章はじめに

第 1節調査の概要

l. 調査に至る経緯と経過

千葉県県土整備部（旧千葉県企業庁）は、つくばエクスプレス（旧常磐新線）の建設に関連して、柏北部中

央地区土地区画整理事業を計画した。事業の実施に先立って、千葉県県土整備部より用地内の「埋蔵文化

財の所在の有無及びその取り扱いについ

て」の照会文書が千葉県教育委員会あて

に提出され、その取り扱いについで慎重

な協議が重ねられた結果、可能な限り緑

地として現状保存をはかる一方で、現状

保存が困難な地点についてはやむを得ず

記録保存の措置を講ずることで協議が整

い、財団法人千葉県教育振興財団に委託

して発掘調査が実施されることとなった。

原山遺跡の調査対象面積は 99,391団に

のぼり、平成 13年 12月の第 1次確認調

査を皮切りに、平成 19年度まで 11次に

わたって発掘調査が行われ（第 l図）、上

層確認調査 10,524 rrl、下層確認調査 4,525

面を経て、上層本調査 4,813 rrl、下層本

調査 8,369面が実施された。

各年度毎の調査内容及び担当者等は第

l表のとおりである。

第 l図原山遺跡調査区域

第 1表発掘調査一覧

年度 鯛査次
対象面積 確認謂査 (rr/) 本謂査 (rrl)

調査期間 担当者 鯛査事務所長
(rr/) 上層 下層 上層 下層

平成13
(1) 12,650 1,265 504 

゜
I, 444 平成13年 12月3日～平成14年3月29日 木下 圭司

田坂 浩
3,176 I, 270 '' 一平成14年 1月7日～平成 14年3月29日 川島利道—.. (2) 31, 760 

平成14
，一 4,471 !, 749 平成14年4月8日～平成14年6月27日 川島利道

田坂 浩
1, 142 555 一平成15年3月3日～平成15年3月27日 川島利道

(3) 11, 390 
平成15年4月7日～平成15年5月30日 竹内久美子'' 

゜
2,764 

平成15 (4) 3,866 364 244 

゜
1,196 平成15年4月14日～平成15年5月30日 織田 良昭 田坂 浩

(5) 180 20 8 

゜
0平成15年6月9日～平成15年6月19日 織田 良昭

平成16
(6) 3,000 296 180 342 324 平成17年 1月17日～平成17年2月28日 川島利道

田坂 浩
(7) 10,000 !, 377 516 

゜
937 平成17年3月1日～平成17年3月28日 川島 利道

平成17
(8) 6,000 650 304 

゜
225 平成17年4月4日～平成17年5月31日 川島利道

田坂 浩
(9) 5,240 664 224 

゜
0平成17年12月8日～平成18年 1月31日 川島利道

平成18 (10) 14,500 I, 450 684 

゜
0平成18年11月17日～平成19年2月26日 土屋潤一郎 田坂 浩

平成19 (11) 805 120 36 

゜
0平成20年 1月16日～平成20年 1月28日 柴田 龍司 及JII 淳一

-1-

調査研究部長

佐久間豊

斎木 勝

斎木勝

矢戸三男

矢戸三男

矢戸ー男

矢戸＝男





なお、整理作業は平成 19年度から実施した。

平成 19年度記録整理～実測 調査研究部長矢戸

整理課長高田博

平成 20年度 トレース～原稿の一部 調査研究部長大原

整理課長高田博

平成 21年度原稿の一部～刊行まで 調査研究部長及川

整理課長高田博

ー＝カ日ヨ

上席研究員新田浩三

正義

上 席 研 究 員 新 田 浩 三

淳一

上 席 研 究 員 新 田 浩 三

2. 調査の方法と概要

調査にあたっては、国土方眼座標（第IX座標系）に基づいてグリッドの設定を行った。柏北部中央地区

土地区画整理事業地内に所在するすべての調査対象遺跡と重複するように 40mx  40 mの方眼網を設定

してこれを大グリッドとし、北西端を起点に南北方向を北から I、

2、3…、東西方向を西から A、B、C…としてこれを組み合わせて

呼称することとした（第 2図）。原山遺跡は南北方向で 40から 51

グリッド、東西方向で Yから GGグリッドにあたる。この大グリッ

ドをさらに 4mx4mの小グリッドに 100分割し、やはり北西端

を起点に北から南へ 00、10、20…、西から東へ 00、01、02…と呼

称することにした。すなわち、大グリッド内の小グリッドは北西

端が00、北東端が09、南西端が90、南東端が 99ということにな

る。調査時には、この大グリッド名と小グリッド名を組み合わせて、

lA-55のように呼称した（第 3図）。

A 

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 

10 11 

20 22 

30 33 

40 44 
1 

50 55 

60 66 

70 77 

80 88 

90 99 

゜
40m 

上層の調査は、まず調査対象面積の 10%においてトレンチを設

定し、遺構の有無、種類や時期及びその分布を把握するため確認

調査を実施した。 トレンチの設定方向は各調査区の形状や地形に

即しており、必ずしも方眼に沿っていない。確認調査の段階で検出された遺構が希薄な場合は、 トレンチ

を適宜拡張し、遺構の精査を行った。また遺構が広範囲に分布する場合は、本調査範囲を設定し引き続き

第 3図 グリッドの呼称例

調査を行った。

原山遺跡で上層本調査実施に至ったのは、 (2)次と (6)次である。 (2)次調査では、縄文時代前期の住

居跡 2軒、陥穴4基、土坑 17基、礫群 3か所が検出され、縄文土器、石器、礫のほかに、中近世の陶磁器、

銭貨が出土している。 (6)次調査では、縄文時代前期の住居跡3軒と陥穴 l基、縄文土器、石器が検出さ

れた。確認調査で終了した中では、 (3)次に縄文時代の陥穴 l基、 (7)次に縄文時代前期の住居跡 l軒、

陥穴 3基、 (8)次に縄文時代の陥穴 2基、 (9)次に縄文時代の陥穴 l基が検出されている。

下層の調査は上層の調査が終了した後、調査対象面積の 4%について 2mx2mのグリッドを設定し確

認調査を行った。石器等の遺物が集中的に出土した箇所については拡張後、本調査に移行した。

原山遺跡で下層本調査実施に至ったのは、 (1)次、 (2)次、 (3)次、 (4)次、 (6)次、 (7)次、 (8)次

である。また、 (10)次確認調査においては単独出土の石器が発見されている。上層と比較して、台地上広

い範囲に旧石器時代の生活の痕跡を検出することができた。
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第 2節遺跡の 位 置 と 環 境

l. 遺跡の位置と地理的環境（第4・5図、図版 1・2)

原山遺跡の所在する柏市は、千葉県の北西部、首都圏 30km圏内に位置するベッドタウンである。地形

はほぼ平坦で、北の境界に利根川が流れ、標高は南部から北部にかけて次第に低くなる。利根川、利根運

河、大堀川、大津川の大きな河川と手賀沼に囲まれ、市内には多数の湧水が点在している。手賀沼に注ぐ

水路の「地金堀」は、柏市正連寺地区に存在する湧水（こんぶくろ池、弁天池）が水源のひとつとなって

いる。中央部や南部は、大堀川（流山市を源に発し、柏市を南北に二分するように西から東へ流れ手賀沼

に達する）大津川（鎌ヶ谷市を源に発し、柏市と沼南町の境を南から北に流れ手賀沼に注ぐ）によってで

きた侵食谷が入り込み、台地を分断している。

原山遣跡をはじめとする柏北部中央地区は、柏市若柴地区、正連寺地区、十余二地区にまたがった地域

に位置し、遺跡群（第4・5図において遺跡番号 1,...__, 9) は地金堀と大堀川の開析谷にはさまれた広い平

坦面を持つ台地上および地金堀の西側の対岸に立地している。

第4図は、明治時代に作られた迅速測図を基に作成したものである。迅速測図とは、関東平野のほぼ全

域について、明治 13年頃から 19年頃にかけて旧陸軍によって 1/2万の縮尺で約 1000枚作成されたもので、

正規の三角測鼠によらず、応急的に作成された地形図である。近代測量の基礎となった地図で、緯度経度

の表示はないが、位置関係は現在の測量にひけをとらないとの評価が今日なされている。開発の進んだ遺

跡周辺の旧地形を知るために、第4図を作成した。水系をあらわす低地を水色で示し、それを現代の地形

図に貼り込んだものが第 5図である。宅地等で見えにくくなっていた旧地形が明らかになっている。図版

lは、昭和 22年に撮影された航空写真である。それとあわせて見ると迅速測図における地形の多少のず

れが存在することが理解できる。迅速測図では、原山遣跡（遺跡番号 1) 内部に谷が入っているが、航空

写真ではやや北側、遺跡に接して位置していることが判明したので、低地の水色もそれにそって北に移動

させ修正を施してある。

原山遣跡は、柏市若柴字原山、字アラクにわたって所在する。前述の小さな谷が北東から南西に向かっ

て入り込み、東側は地金堀へ向かって傾斜している台地上に位置する。昭和 48年撮影の航空写真（図版2)

でわかるように、調査前は全域が昭和 36年にオープンした柏ゴルフ場の敷地内であった。つくばエクス

プレス建設にあたり、平成 13年にゴルフ場が閉鎖され、その年の 12月から調査が開始されるに至った。

2. 周辺の遺跡（第4・5図、第 2、 3表、図版 1)

原山遺跡の周辺では数多くの遺跡の所在が知られるが、本報告書の性質上、ここでは旧石器時代の遺跡

にのみ絞って掲載してある。第4・5図、図版 lの遺跡番号は、第 2、3表の周辺遺跡一覧表と対応して

いる。第4・5図の遺跡範囲は、ふさの国文化財ナビゲーション（千葉県教育委員会 2004年）を基に作

成した。

1,......., 9は柏北部中央地区土地区画整理事業に伴う調査対象の遺跡群である。 1は原山遺跡。北西に入り

込んだ小さな谷をはさんで西側に立地するのは報告書刊行済みの溜井台遺跡(2)である。原山遺跡と同様、

柏ゴルフ場跡地に立地しており、 IX,..,_,旧層に 5枚の文化層が検出された。石器集中地点 14か所、礫群4

か所の遺構とナイフ形石器を含む 968点の石器が出土している。 IX,...,_,VII層にあたる第 1文化層第 1ブロッ

クはガラス質黒色安山岩が主体の石器群で、ナイフ形石器、削器、接合資料が検出されている。 V,.......,III層
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に生活面を持つ第 4 文化層第 8 ブロックでは剥片• 石器類と焼礫．礫片群が同一面上から検出され、ナイ

フ形石器を含む接合資料が複数確認されている。それ以外の遺跡群において、現在調査・整理が進められ

ているところである。同じゴルフ場敷地内の大割遺跡 (4)、内山遺跡 (5) を含みすべての遺跡で旧石

器時代の資料が検出されており、地金堀対岸の台地上に立地する農協前遺跡 (7) では環状ユニットが検

出されている。

10 ,.._, 24は柏北部東地区土地区画整理事業にともなう調査対象の遺跡群である。調査区北側に常磐自動

車道が存在し、花前 I,.._, III遺跡 (20,.._, 22)、館林 II遺跡 (24)は常磐自動車道建設にともなう調査区の南

側が新たに対象区域となっている。柏北部東地区も現在調査・整理が進められているところである。報告

書既刊なのは、 18の大松遺跡である。 21か所の石器集中地点が検出され、うち 20か所はIX層に属する

50 mx  40 mの環状ユニットである。主要石器は縦長剥片を素材としたナイフ形石器で、石材は黒曜石を

主体とし、玉髄、頁岩、珪質頁岩、流紋岩などが使われている。

20 ,.._, 31は常磐自動車道の建設に伴う調査が昭和 50年代に行われた遺跡群である。前述のとおり、一

部遺跡が柏北部東地区土地区と重複しており、また遺跡の名称、範囲についても報告書刊行時と現在とで

は違っているものもある。第 2、3表に記載した遺跡名称は、報告文から判断して現在の名称に変更した

ものが含まれる。例えば常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書 lに掲載されている『水砂遺跡』については、

報告書では、東側の『水砂遣跡』と西側の『大青田遺跡』を統合して l遺跡として総称した旨の記述があ

るが、現在は東側が水砂II、西側は水砂 Iと再び分離されている。報告書に記載された石器出土地点は大

青田地区とあったので、水砂 I遺跡からの出土と判断した。水砂 I遺跡 (25)から出土した石器群は、実

測図から香山新田中横堀遺跡（空港No.7遺跡）などで検出されている下総型石刃再生技法と呼称されるも

のに帰属する可能性が高い。中山新田 I遺跡 (27)からは、総数 2,156点の石器の大半がIX層から出土し

ている。ナイフ形石器、台形様石器、石刃、石錐、削器、彫器、石斧、敲石などが検出され、径 30mの

環状ユニットを形成している。中山新田 II遺跡 (28)は、報告書と現在の遣跡範囲との比較から、報告書

における国道 16号線より南の調査区（中山新田 II-2、II-3遺跡）は中山新田III遺跡 (29)の範囲内と

なるらしい。報告書中の第 1Aユニット～第 10ユニットが中山新田 II遺跡でVII,.._,VI層からナイフ形石器

などを検出している。第 10ユニットは 50cmの範囲にナイフ形石器4点のみの単一器種による集中地点で

ある。そして、第 11ユニット～第 21ユニットが中山新田III遺跡で、 IX,.._,III層から石器が検出されている。

第 16ユニットはナイフ形石器を含まず、削器を主体的に含む。聖人塚遺跡 (30)では、 1,345点の石器

が出土し、 5枚の文化層が確認されている。最古とされる第 5文化層からは基部調整のナイフ形石器、石

刃が、第4文化層からナイフ形石器、石刃、削器、石斧が環状ユニットを形成して出土している。また第

3文化層に帰属する第 15ブロック (VI層）は、 13点 12個体のナイフ形石器から構成され、単一器種の

特殊な分布を呈している。元割遺跡 (31)では、 1,215点の石器が出土し、 3枚の文化層が確認されている。

第2文化層に帰属するNo.2地点 (IV層）は、石器の集中ブロック 5、礫の集中ブロック 3の合計8ブロッ

クで構成され、器種については切出形のナイフ形石器、削器、敲石、錐などが検出されている。

34 ,.._, 47は流山新市街地地区土地区画整理事業に伴う調査対象の遺跡群である。流山新市街地地区もま

た現在調査・整理が進められているところである。現時点で報告書既刊なのは今年度刊行予定分を含め、

以下の 4遺跡となっている。市野谷宮尻遺跡 (40)では、槍先形尖頭器が 1点単独出土、西初石五丁目遺

跡 (39)では、 IX,.._,VII層に 1か所、 v,.._,rv層に 3か所の集中地点が検出されており、 V,.._,IV層の集中地点
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第2表周辺遺跡一覧表 (1)

番号 遺跡名 事業名 内容（報告書・抄報・年報などから）※ 文 献

1原山遺跡 柏北部中央

2溜井台遺跡 柏北部中央 IX-直、 v-直層に5枚の文化層、総点数968点。ナイフ形石器・削器など。 10 

(3)次調査にて、集中地点2か所(N-m層）。 (5)次調査にて、集中地点5か所(IX、V-N層）、尖頭器、ナイ

3須賀井遣跡
柏北部中央 フ形石器、削器など。 (6)次調査にて、集中地点1か所(V-N層）。 (8)次確認調査にて、 5か所から7点出土

(X-IX、v-w層）。

---- 8 

4大割遺跡 柏北部中央
"（w.'""中"●'池配沼·●ーw"'躙讀'"-、斉"'査mvに·鳳に.て""'mて、層、●出集"調情＋中布"韻曇鼠F漏紺和て釦？層村、•集'"•京jjj(·中量＂て靖頁中層、層点亀集.,.,,,"点中.,"l,.地,.紐液匹調点頑頭9斉.か直v,査.所-てに直ばw、て出--層、集＋,x.,v""'瓶中..v趣点点v-9点。-柄信ew9m、カ）元.F集洒層m潤«中）m""、斉地~出-9点潤こ士叩皿て紐脊嵐点、ド集虹所直(てmぼ層中か、欧）建集所．．出点区調""中9～士査地か・趣＂に"'点所点層て層l'か""'紐）、L。集所、jjj 
(15)次調査にて、集中地点2か所(Vll-IV層）、出土地点1か所(W層）。

(l)次調査にて、集中地点4か所（頂層）209点。 (2)次調査にて、集中地点3か所(IX-Vll、m層）139点、他に

5内山遺跡 柏北部中央 尖頭器など。 (3)次調査にて、集中地点2か所cv-m、m層）151点。 ('-4)次m調層査）13に6点て、、 集中地点2か所cvn-
m、m層)58点、出土地点8か所。 (5)次調査にて、集中地点2か所(IV 層） 、出土地点3か所(IX、
VII層）。

(6)次調査にて、 3か所で出土(IX、VI層）。 (12)次調査にて、中集地中点地5点か3所か(IX所-(VVII-、頂層）229点。 (13)次調査に
て、集中地点3か所(IX、m層）117点。 (14)次調査にて、集 、VI-IV、V-IV層）149 

6屋敷内遺跡 柏北部中央 点、出土地点1か所(ill層）。 (16)次調査にて、集中地点lか所(IX-VI層）62点、出土地点1か所(IX層）。 (17)
次調査にて、集中地点2か所(VI-N、直層）170点、出土地点1か所(VI層）。 (18)次調査にて、集中地点1か
所(VI-N層）32点、出土地点l力>ffl'{VH層）0 (21)次調査にて、集中地点4か所(X-IX、m層）267点。

7農協前遺跡 柏北部中央 (I)次調査にて、集中地点19か所(IX、VII、VI層）、径20mの環状ユニットが重複。

8北花崎遺跡 柏北部中央 (I)次調査にて、撹乱層から尖頭器など14点出士。

(2)次調査にて、集中地点2か所(IX、m層）147点。 (3)次調査にて、集中地点16か所(!Xe(ほぼ環状に分

9翁原遺跡 柏北部中央
布）、 IXa、、 N m層）1,094点。 (5)次調査にて、集中地点16か所(IX、m層）、出土地点1か所(V層）。 (6)次調
査にて、集中地点5か所(IX、m層）。 (7)次調査にて、集中地点4か所(N、m層）142点、出土地点4か所(IX、
VII、VI層）。 (8)次調査にて、集中地点2か所(N-m、m層）117点。 (9)次調査にて、出土地点7か所(IX、W、
m層）。 (11)次調査にて、集中地点2か所(IX、VI層）。 04)次調査にて、出土地点2か所(ill層）。

10 八反目台遺跡 柏北部東

11 宮前遺跡 柏北部東 包蔵地

12 寺下前遺跡 柏北部東 (2)次調査にて、集中地点1か所(IX-Vll層）56点、出土地点lか所(IX層）。

13 小山台遺跡 柏北部東 (2層次)調）、、(査出3)次士に調て地査、点集に5か中て所地、集(点IX中1-4地かVII点所、VI1(IX2か、-m所m層(IX層）。-）(985V)0次点、確w。認(-7)調田次査層調に）査。て(に4)、て次細、調石集査刃中に核地て出点、土集4か。中所地(IX点-lかVII所、(VIIX--田Vll、層m）。 (5) 

14 原畑遺跡 柏北部東
()次査層査＋)L精にに次⑲てて点調、、に袖石査集出℃靡にiJiOX中土●て集趣趣直湯点点中、介"“紐l＋かに屈吋揃所てwv'l信、onか"出9所'討層.●十m'x釈調睛,."-"V点,"広扇'＂rn次が属'て鵬,所げ、"A集..,ov'イ~に中フ.冨ャて疱頂ト形有、層"石し集ドL、'謬中℃が集●な珀所中"'集ビ点c噌oc躙中舷戸出-蛾査叶吋七cv所点に勺隋層ax所て9か）●＂、、、所1出出置vか～(V士-＋iJiO)(頂鱚珊-国層点,v炉、入、圃l屈圃かが出屈）層所、所士M出"（'地お圃"'＋'点層点・櫂'苓"',,,.）、。的出漏層".,'"＋脊か頂次琲"に所'鍾叔て、心次璽詔9、躙か） 出調

所(IX、m層）。 (13)次調査にて、8)集次中調地査点に1てか所(V-m層）。 (15)次調査にて、集中地点3か所(V-m
層）607点、出士地点2か所。 (I 、集中地点1か所(IXaR!i)。

常磐自動車道
珊、 V-lV、直層に11ブロック（うち6か所礫群）280点。ナイフ形石器、削器、掻

5 

15 矢船 I遺跡
器など。

柏北部東
(l)次確認調査にて、VI層から1点。 (2)次調査にて、 5か所の集中地点(IX、IX-VII、V-IV層）、出土地点2
か所(IX、VD層）。 (3)次調査にて、 IX層から1点。

(3)次確認調査にて、出土地点3か所(X-IX、IX層）。 (4)次確認調査にて、出土地点1か-所w(VI層）-掻器ill層な）。 (5)
次土確地認点調lか査所に(IXて層、出）。土地点2か所(X、IX層）。 (7)次調査にて、集中地点2か所(IX、VD ど、出

(8)次調査にて、集中地点3か所(IX-V、v-m、w-m層）ナイフ形石器など、出土
地点2か所cm層）。 (9)次調査にて、集中地点2か所(V-m層）。 (12)次調査にて、集中地点2か所(!Xe層）、

16 矢船II遺跡 柏北部東
出士地点1か所<m層）。 (15)次調査にて、集中地点2か所(V-m、m層）、出土地点1か所<m層次調）。(査16に)次て調、
査に中て地、点集2中か地所点(V10か所(X-VI、IX-VI、vn-w、v-直層）、出土地点1か所(IX層）。 (17) 、
集 、m層）。 (18)次調査にて、集中に地て点、1集か所中地(IX点c、2IXかc所-(VDIX-a、IX-VJ!、VJ1層）。 (19)次確認
調査にて、集中地点3か所(VI、V層）. (21)次調査 、 V、VI-V層）82点、出土地
点にてl力、>m(JV集中地層、）。 (22)次調査にて、集中地点2か所(VJ[、W-VI層）85点、出土地点1か所(VI層）。 (24)次調査

中地点1か所cm層）。 (25)次調査にて、出土地点lか所(IX層）。

17 富士見遺跡 柏北部東

訊所直屈,～.,ぼ直.,疇．直,直、点.,ほIV-K、_w、出に螂四,.、て＋w_、粕調,集-置●脊-(x中II1,x,か層連.心て、所K点""'、M8l.伍l集か冷員）中駄所F.患（て.. '直わ"点、紐-而集"位IV中'』所躙層L印、,（布）直点、muに出、紐rてm十糟、所、-清逗点出0.. iv点9十が枷、、覆粕冨冒脈」所"し点-か頂但”'璽IXら血"‘o頑、~所次-IV臥·国葺恒四x、器ぽX暦"磨欧・"層''に"'"躙"て""躙査'''""漱版脊に罹在て讀調I店調て~、査査有に集、ににて,集中.ててて、埠中集、、、集旭出点用中中邸1土地十か地趣悧点iJi(か細点A所占直か1枷かcかm 所

所(41()N次-調V査、にVIIて層、）集。(3中2地)次点調1査かに所てcm、出土地点1か所（直層 、出土地点1か所cm-w屑査層に）。
-VI層）96点。 (44)次調査にて、出土地点1か所cm層）。 (45)次調

て、出土地点1か所(IX層）。

18 大松遣跡 柏北部東
IXa-VJI、IV-直層に2枚の文化層。 40mx50mの環状ブロック。ナイフ形石器な

11 
ど。

※ 報告書掲載内容はゴシック体で、それ以外の内容については明朝体で表示した。明朝体で示したものは大半が未整
理であるため、遺跡の全体的な把握ができておらず、現時点では確定された内容ではないことを明記しておく。
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第3表周辺遺跡一覧表 (2)

番号 遺跡名 事業名 内容（報告書・抄報・年報などから）※ 文献

19駒形遺跡 柏北部東

層か((IIX)所）次。-((調2IVW)次査層、v調に）。-て査(4)、mに次集層て調中）、。査集地(Iに点中O)て地次3か、調点遺所査2物か(IXに集所、て中(VIV、地-出-点IV土m1地、層かVI点所）、-l(W出かm士所層層地(））IX、尖点出層頭1土）か器。地所(、II点ナ()V次1イか-調フ所m形査。層石に(6）器。て)次(、な3調)集ど次査中、調出に地査て土点に`地2て集か点、中所出1か地(IX土所点-地<2mVll点か、所l 

VI-N層）37点。 (13)次調査にて、出土地点2か所。 (15)次調査にて、集中地点lか所(ill層）80点。 (22)次調
査にて、出土地点1か所(N層）・ (24)次調査にて、出士地点2か所(N、m層）。 (26)次調査にて、出土地点l
か所(ill層）0 (27)次調査にて、出士地点1か所(Vll層）。 (28)次調査にて、集中地点7か所(Vll、m層）。 (32)次
調査にて、出土地点1か所(IXa層）。 (34)次調査にて、集中地点1か所(IXa層）。 (36)次調査にて、集中地点l
か所（田層）。

20花前 I遺跡
常磐自動車道 頁岩の片刃礫器。 4 

柏北部東

21花前1I遺跡
常磐自動車道 ナイフ形石器、尖頭器など。（報告書では花1111Il-2遺跡と呼称される。） 5 

柏北部東

常磐自動車道
直層から4ブロック、総数635点。ナイフ形石器、礫器など。

3 
22花前m遺跡 （報告書では花前11-1遺跡と呼称される。）

柏北部東

23館林 I遺跡 常磐自動車道
西端台地緩斜面で直層から1ブロック、剥片32点。

3 
（報告書では館林遺跡Bブロックと呼称される。）

常磐自動車道
東寄り台地平坦部で直層から1ブロック、剥片153点。

3 
（報告書では館林遺跡Aプロックと呼称される。）

24館林II遺跡
(I)次調査にて、集中地点2か所。 (2)次調査にて、 w-m層から2点の剥片。 (3)次調査にて、西側でw -田

柏北部東 層から2か所の集中地点、ナイフ形石器・礫など95点。 (4)次調査にて、集中地点1か所。 (5)次調査にて、集
中地点3か所(IX-VII、w-m層）。・

25水砂 I遺跡 常磐自動車道
m、V、VII層から4ブロック、 567点。ナイフ形石器、削器、東内野型尖頭器な

3 
ど。

26水砂 II遺跡
常磐自動車道--- ， 

27 中山新田 I遺跡 常磐自動車道
IX層から9地点の出土か所、総点数2,156点。ナイフ形石器、石刃、石錐、削器、

6 
局部磨製石斧など。

28 中山新田 II遺跡 常磐自動車道 VII、VI-頂、 V、W、直層に23ユニット。ナイフ形石器、削器、礫器など。 4 

29 中山新田m遺跡 常磐自動車道 ナイフ形石器｀一次加工のある剥片。 4 

常磐自動車道
x、JX-頂、 VI、v-w.m層に5枚の文化層、総点数1,345。ナイフ形石器、削

6 
30 聖人塚遺跡 器、尖頭器など。

----- ， 
31 元割遺跡 常磐自動車道

VII-VI、1V、直層に3枚の文化屠、総点数1,215。尖頭器、ナイフ形石器、削器な
6 

ど。

32 向砂遺跡 ----削器、尖頭器など。 2 

33 鴻ノ巣II遺跡 ---ナイフ形石器、尖頭器など。 1 

34 十太夫第II遺跡 流山新市街地 集中地点1か所(VI-N)礫が主体、出土地点2か所(IX、v-w層）。

35 十太夫第IlI遺跡 流山新市街地 IX層から1点出土。

36 東初石六丁目第 1遺跡 流山新市街地 (6)次調査にて、4か所から13点出土(VH、V、m層）。

37 東初石六丁目第II遺跡 流山新市街地
(I)次.w確層認）。調査にて、集中地点1か所cm層）、石核など。 (3)次調査にて、5か所の集中地点(VlI-VI、vn-
V、)。

38 花山東遺跡 ----ナイフ形石器。昭和61年、平成7、 8年一部調査。旧•西初石四丁目遺跡。

39 西初石五丁目遺跡 流山新市街地
Vil-区、直-v層に4か所の集中地点。尖頭器、ナイフ形石器など。 13 

(19)次調査にて、集中地点lか所(V-田層）、出土地点lか所(VI層）。

40 市野谷宮尻遺跡 流山新市街地 槍先形尖頭器。 12 

41 市野谷入台遺跡 流山新市街地
頂、 VI、v -w、直層に5枚の文化層、 25か所の集中地点、 1.670点の石器。ナイ

14 
フ形石器、角錐状石器、掻器、繍石刃核など。

42 大久保遺跡 流山新市街地
(I-中)地m次層点調）(査、IX礫に-がてm主、、1体v8か。-(所3m)の次層集調）、中査1,地4に5点て0点(、V2の5-か石m所器層の。）(集6、)約次中7調地,0査0点0に(点Xての-、石IX集器、中。v地(2-)点次m2調か層査所）。に((VII4て)次-、調VI3か査層所に）。のて(7集)、次2中4調か地査所点にの(IVて集、

3地点の集中か所cv-m層）、 1,146点の石器。(9)次調査にて、 II点の石器(ill層）。

(1)次確認調査にて、 1か所(ill層）から出土。 (2)次調査にて、集中地点3か所。 (3)次確認調査にて、 1か所
43 市野谷立野遺跡 流山新市街地 (VI-V層）からナイフ形石器。 (4)次調査にて、出土地点lか所(V層）。 (5)次調査にて、出土地点1か所(Vll

層）。 (8)次調査にて、出土地点2か所(IX、VI-V層）。 (9)次調査にて、出士地点3か所（田層）。

44 市野谷二反田遺跡 流山新市街地
IXa-llll、直-VI、V-lV層に3枚の文化層、 12か所の集中地点、 3,712点の石器。

15 
ナイフ形石器、角錐状石器、削器、掻器など。

(1)次調査にて、 15か所の集中地点(IX-VII、v-w、w-m、田層）. (2)次調査にて、 2か所の集中地点
45 市野谷向山遺跡 流山新市街地 (IX層）39点出土。 (3)次調査にて、 5か所の集中地点(X、IX、V-IV、田層）。 (5)次調査にて、 8か所の集中

地点。

46 市野谷芋久保遺跡 流山新市街地
確(1)認次調確査認調にて査` にて、集中地点1か所(IX層）。 (2)次確認調査にて、 9か所(ill層）からナイフ形石器など。 (4)次

、出士地点lか所(VI層）。 (5)次確認調査にて、出土地点3か所(VI、m層）。 (8)次確認調査に
て出土地点1か所。(9)次確認調査にて出土地点lか所(!Xe層）。

47 市野谷中島遺跡 流山新市街地 (3)次確認調査にて、出土地点lか所。 (6)次確認調査にて、集中地点lか所(IX層）。

※ 報告書掲載内容はゴシック体で、それ以外の内容については明朝体で表示した。明朝体で示したものは大半が未整
理であるため、遺跡の全体的な把握ができておらず、現時点では確定された内容ではないことを明記しておく。
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からナイフ形石器などが出土している。市野谷入台遺跡 (41) には、 5枚の文化層に 25か所の集中地点

が存在する。 V,....,_,N層下部出土の第 3文化層からは、角錐状石器・ナイフ形石器に礫群が伴って出土して

いる。市野谷二反田遺跡 (44) は3,712点と 4遺跡中最大の出土点数で、 3枚の文化層に 12か所の集中

地点が存在する。出土量が圧倒的に多いV,....,_,N層下部の石器群からは 5か所の礫群に伴いナイフ形石器・

角錐状石器・削器などが検出され、当地域における V,....,_,N層下部の石器群の様相を把握する上での良好な

資料となっている。

当該地域の旧石器時代遺跡を概観してきたが、下総台地の中でも古い時期から人の生活の痕跡が濃厚に

残されている、遺跡の集中した土地であると理解できる。現在も調査・整理作業が進行している柏北部中

央地区・東地区などの報告書刊行が待たれる。

文献（番号は周辺遺跡表の文献欄に対応）

l 『柏市鴻ノ巣遺跡』 1974 千葉県都市公社

2 『柏市高砂遺跡・林台遺跡』 1983 柏市教育委員会

3 『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書 Iー水砂・館林・花前 II-I -』 1982 (財）千葉県文化財センター

4 『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書 II一花前 I・中山新田 II・中山新田III-』1984 (財）千葉県文化財センター

5 『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書m ―矢船•花前 II -I . 花前 II-2 -』 1985 (財）千葉県文化財センター

6 『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書Wー聖人塚・元割・中山新田 I-』1986 (財）千葉県文化財センター

7 『柏市埋蔵文化財調査報告書 33』1997 柏市教育委員会・柏市遺跡調査会

8 『平成 10年度市内遺跡発掘調査報告書』 2000 柏市教育委員会

9 『平成 12年度柏市市内遺跡発掘調査報告書』 2002 柏市教育委員会

10 『柏北部中央地区埋蔵文化財調査報告書 l一柏市溜井台遺跡ー』 2007 (財）千葉県教育振興財団

II 『柏北部東地区埋蔵文化財調査報告書 l一柏市大松遺跡・旧石器時代編ー』 2008 (財）千葉県教育振興財団

12 『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書 l一流山市市野谷宮尻遺跡ー』 2006 (財）千葉県教育振興財団

13 『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書 2一流山市西初石五丁目遺跡ー』 2008 (財）千葉県教育振興財団

14 『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書 3一流山市市野谷入台遺跡ー』 2008 (財）千葉県教育振興財団

※ 15 『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書4一流山市市野谷二反田遺跡ー』 2009 (財）千葉県教育振興財団

注）※のついた報告書は平成 21年度刊行予定分である。
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第 2章旧石器時代

第 1節概要（第5,..__.,g図、第4,..__.,7表）

原山遺跡は、大堀川と合流し手賀沼に注ぐ地金堀上流右岸の標高 18ill"'19 mの台地及び斜面部に位置

する柏ゴルフ場跡地で、遺跡総面積は 99,391面である。平成 13"'19年度にわたる調査により、 X層上

部から III層にかけて 2,254点の石器が出土している。

旧石器時代の確認• 本調査範囲と石器集中地点は第7図のとおりである。確認調査は 2mx2mの確認

グリッドを設定して行い、石器の出土した地点においては周囲の拡張調査やグリッドを追加し、遺物集中

の存否と広がりを確認したうえで本調査を実施した。

原山遺跡の基本層序は第 6図のとおりである。
47DD-65グリッド

I 層 暗褐色土。ゴルフ場造成時の撹乱層を含む。表土腐 19 5m 

食土層。 I 

Ile層 褐色土。ローム粒を少々含む。しまり、粘性共に弱い。

III層 黄褐色土。ソフトローム層。 V層までソフト化が進

んだところも見られる。
v~w 

V'"'-'IV層黄褐色土。大半は第 l暗色帯。 IV層はソフト化して

III層にとりこまれたところも多く見られる。

VI層 黄褐色土。硬質。 ATを含む。

VII層 黄褐色土。硬質。第 2暗色帯上部。小粒の赤色スコ

リアを多く含む。

IX層 暗黄褐色土。硬質。第 2暗色帯下部。大粒の赤色ス ヘ~ ~Tel 
17. 5m --------------- ML 

コリアを多く含む。

Xa層 暗黄褐色土。 IX層に比べ、やや軟らかい。

Xb層 暗黄褐色土。粘性が強い。立川ローム最下部層。

゜
1m 

XI層 武蔵野ローム層最上部。
第6図基本土層図

もともと下総台地北西部は視覚による分層が難しい地域であり、さらに原山遺跡ではゴルフ場建設・整

地による撹乱がかなりみられ、石器の出土層位判断が困難な地点もあった。文化層の設定についても、垂

直分布の標高数値だけでなく現場写真などを参考にして土層の解釈をしながら慎重にすすめていった。そ

の結果、大きく分けて第 I文化層から第V文化層までの 5枚の文化層が確認できた。ほぼ同一時期と判断

されるが互いに接合関係がなく、別の単位として考えられるブロック群の扱いは、第IIa文化層、第IIb 

文化層のようにアルファベットの小文字を添えて表現した。その際、石器群の内容からおおまかに新旧を

判断して便宜上アルファベットを順に振ったが、あくまで便宜的な呼称名であることを明記しておく。

本調査範囲と文化層別ブロック位置図は第 8図のとおりである。遺物分布状況は、 ドットで図示した。
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第7図 旧石器時代確認• 本調査範囲と石器集中地点位置図
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第 8図 旧石器時代本調査範囲と文化層別ブロック位置図
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第4表 文化層ブロック別器種組成表 (I)

文 文 プ ナ ムロ 尖 角 削 掻 石 楔 磨 敲 ムロ 二 微 石 石 剥 砕 礫 点 点 藍 室
次 網

量化
イ

形 錐 加 剥 数 量
ロ

フ
形 工 離 数

A ロ

化 層 様 頭 状 の
痕

槻 比 比
形 あ

の 計
ツ 石 あ A ロ

細
石

石 石 る る

＾ ＾ 剥 剥 $ g ％ 
層 分 ク 器 器 器 器 器 器 錐 器 石 石 石 片 片 刃 核 片 片 片 計

I I 5 6 0.27 81 11 0.25 

2 I 2 I 17 21 O 93 144 61 0.44 

I 3 l 5 6 0. 27 67. 39 0.21 

4 I 8 I 10 0.44 203.27 0.63 

5 I 2 24 7 34 1. 51 113. 46 0. 35 

第 1文化層点数合計 I 2 I 3 3 59 7 I 
77 3.42 609 84 l.88 

第 I文化層重量合計 (g) 6. 23 12 85 3.42 23.44 62 65 350.96 0. 95 149 34 

6 1 3 8 12 0 53 26.31 0. 08 

7 2 15 2 19 0.84 60.88 0. 19 

8 I l 11 13 o. 58 79.38 0.24 

， I 2 1 B 12 0.53 70. 09 0.22 

10 1 2 2 3 10 18 0.80 253.23 0 78 

11 I 27 3 31 l 38 156. 14 0,48 

12 I 5 97 12 I 2 118 5. 23 626. 36 1. 93 

a 13 2 2 13 17 o. 75 72 17 0.22 

14 I 3 I 20 2 27 1.20 3475.42 10, 73 

15 I 2 I 33 4 41 1. 82 108 89 0, 34 

16 I 3 4 I 11 20 0. 89 140.76 0. 43 

17 20 1 21 0.93 74 3 0. 23 

18 I 2 16 3 22 o. 98 144. 78 045 

19 3 35 38 1. 69 390. 96 1 21 

20 I 2 I 40 2 I 47 2. 09 274.2 0.85 

II 第 IIa文化層
点数合計 2 2 2 I 5 19 11 17 364 29 1 3 

456 20,24 5953.87 18.38 
第重 Ila文化層

量 合 計 (g) 5 75 11. 57 10.21 3440 38.63 140.01 30.37 866.84 1151. 98 7.37 44.4 206.74 

21 2 6 I 62 5 76 3 37 124.49 0 38 

22 2 6 2 I 115 16 142 6. 30 422. 14 l 30 

23 2 3 61 66 2.93 208. 98 0. 64 

24 3 2 1 6 2 130 8 152 6 74 544.8 1. 68 

b 25 1 1 35 37 1. 64 150.56 0 46 

26 2 1 I 3 6 63 2 78 3.46 229.67 0. 71 

27 I 2 2 33 2 40 l. 77 170.81 0.53 

28 8 2 21 I 349 15 396 17.57 460. 22 1. 39 

29 2 2 o. 09 9.44 0.03 

第点D数b文合化計層 16 I 3 18 46 7 850 48 

989 43,87 2311.11 7.12 

寛重 n量,合文II化(、層） 36,99 14.64 8,61 16l,16 203,26 479 1404.67 2. 78 

C 30 I 3 
4 O, lB 91. 12 0. 28 

露重 n量,合文ll化(s層) 67. 24 23. 88 

第 E文化層点歓合 II 18 2 I 2 I 8 37 67 25 1217 77 I 3 

1449 64.29 8366. l 26, 78 

第口文化層重量合lt(rl 42, 74 11,57 14, 64 10,21 3440 47.24 301. 17 233, 63 1413, 08 2680. 63 10, 15 44.4 206. 74 
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第 5表 文化層ブロック別器種組成表 (2)

文 文 プ ナ 台 尖 角 削 掻 石 楔 磨 敲 台 微 石 石 剥 砕 礫 点 点 1li 蚕

次 細

化
イ

形 錐 加 剥 数
量

塁
ロ

フ
形 工 離 数

合
痕

化 層 様 頭 状 の
の

礫 比 比

ツ
形

石
あ

あ 合
計

細 石
石 石 る る

＾ 剥 剥 ％ g ％ 

層 分 ク 器 器 器 器 器 器 錐 器 石 石 石 片 片 刃 核 片 片 片 計

31 ， I I 3 14 O 62 489 36 l 51 

III 
32 5 I 6 O 27 20 52 0.06 

第田文化層点数合計 14 1 2 3 

20 o. 69 509.88 l. 57 

第田文化層璽量合計 (g) 52 43 350.68 1.22 105.55 

33 2 1 4 I 2 2 12 0. 53 196 25 0.61 

34 3 1 4 0.18 20.8 0 06 

35 3 l 1 5 2 102 114 5 06 3522 66 10 87 

a 36 2 I I 2 8 I 81 96 4.26 3351 63 10 34 

37 1 I 15 17 O 75 46 34 0 14 

38 7 2 2 30 4 45 2. 00 135 3 0.42 

39 6 1 2 3 68 8 6 94 4. 17 628 17 1.94 

第I¥'a文化府
16 2 2 7 4 8 133 14 5 191 

点数合計
382 16.95 7901 15 24 38 

第I¥'a文化杓
55.05 5 28 5 78 52 79 64.68 226.49 506.21 5 52 712 53 6266. 82 

重量合計 (g)

40 l 1 6 27 35 1. 55 1457. 78 4 50 

41 I 2 5 3 3 14 O 62 396 05 l 22 

42 I 6 I 5 38 51 2.26 1778.81 5 49 

N 
b 43 I I 7 7 13 29 l 29 1776 22 5 48 

44 I 7 I I 10 0.44 464.89 1. 43 

45 1 3 3 2 9 0.40 2970.32 9. 17 

46 2 l l 4 8 o. 35 274 49 0 85 

第[¥'b文化培
1 I 2 I 2 2 3 31 2 23 88 

点数合計
156 6 91 9118 56 28 14 

第I¥'b文化層
3 9 144. 1 128.62 2660 19.44 65 32 131 05 185 53 0 49 2282 4 3497. 68 

重量合計 (g)

47 2 l 5 13 21 O 93 511 64 l 58 

48 I I 4 10 37 2 11 66 2. 93 2224.41 6.86 

C 
49 I I 3 I 6 0.27 35 99 0.ll 

50 I 1 I 4 17 2 26 1. 15 230. 92 o. 72 

第I¥'C文化層
2 3 2 l I 5 14 62 4 25 

点数合計
119 5 28 3002.96 9. 27 

第I¥'C文化層
15.9 17 16 16.47 4 56 

菫量合計 (g)
30 24 71. 12 947 81 626.8 2 45 1270 45 

第 1V文化層点数合計 19 3 2 3 2 I 3 I 14 6 25 226 20 28 304 

657 29. 14 20022.67 61 79 

第IV文化層重量合計 (g) 74 85 17. 16 16.47 9.84 5 78 144. l 158 86 2660 143. 35 130 1305.35 1318.54 8 46 2995 11035 

51 I 14 2 6 23 1. 02 2607.07 8 05 

V 
52 I 3 2 2 8 0.35 37 84 0 12 

第 V 文化層点数合計 I 3 2 I 16 2 6 

31 l 37 2644 91 8 l7 

第V文化層霊量合計 (g) ll 07 16 42 8 16 10 96 75.25 1781.5 741. 51 

単独出土点数合計 6 I 1 10 I I 
20 0.89 261 32 0 81 

単狐出土重量合計 (g) 22.05 7.06 3 62 63.3 o. 51 164. 78 

総計点数 58 4 I 3 2 2 5 2 2 3 2 28 48 58 54 1531 105 32 314 2254 100.00 

点数俎成比（灼 2 57 0. 18 0.04 o. 13 0.09 0 09 0.22 0.09 0 09 o. 13 0.09 l.24 2. 13 2 57 2 40 67.92 4.66 1.42 13. 93 100.00 

終計重量 (g) 198 30 24 42 7 06 17. 16 25. 71 16. 47 20.05 5. 78 494.78 158.86 6100.00 211. 65 466. 39 '"" 2792.04 4494.13 20 07 4985.68 12132.54 32404.72 100.00 

重量俎成比（％） 0 61 0. 08 0.02 0.05 0 08 0 05 0 06 0. 02 l 53 0.49 18.82 0.65 1. 44 0 72 8 62 13.87 o. 06 15. 39 37.44 ,oo. 00 I 
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第 6表 文化層ブロック別石材組成表 (1)

文 文 プ ガ 卜 安 流 石 黒 礫 砂 頁 珪 嶺 黒 ホ 結 絹 チ 玉 碧 点 点 亘 亘

ラ 岡 Jレ 髄
玉 曼

化 ス ロ 雲 数 曼
ロ

質
英 質 産 色 ン 晶 ヤ

メ
数

ムロ

＾ 化 層 黒 卜 山 紋 瑾 珪 フ 母 ノ 比 比

ツ 色 質 工 I 
，，， 赤

合
計

斑 頁 頁 片
細 安 ロ 片 含

玉

＾ 山
頁 Jレ

む % ％ g 

層 分 ク 岩 石 岩 岩 岩 石 右山 岩 右亀 岩
右`  岩 ス 岩 岩 卜 計

I 4 l I 6 0 27 81 ll 0.25 

2 12 3 5 I 21 0.93 144 61 0.44 

I 3 6 6 0.27 67. 39 0.21 

4 7 I I I 10 0.44 203.27 0 63 

5 29 3 2 34 1 51 113. 46 0. 35 

第 1文化層点数合計 58 4 4 I 7 2 I 
77 3 42 609 84 l 88 

第 1文化層重量合計(g) 358 68 29 97 25. 22 149 34 17. 36 29. 02 0.25 

6 2 10 12 0.53 26 31 0.08 

7 12 2 4 I 19 0.84 60 88 0.19 

8 5 I 5 I I 13 0.58 79 38 0. 24 

， 2 7 3 12 0. 53 70.09 o. 22 

10 3 4 3 2 6 18 0.80 253.23 0 78 

II 24 I 2 I 3 31 l. 38 156. 14 O 48 

12 54 I 5 2 56 118 5 24 626.36 l 93 

a 13 2 I 13 1 17 0. 75 72 17 0.22 

14 I 4 16 3 2 I 27 1.20 3475 42 10. 73 

15 2 5 17 8 7 I 1 41 1.82 108.89 0.34 

16 2 I ， 2 2 2 2 20 0. 89 140 76 0.43 

17 I I 2 4 13 21 0. 93 74. 3 0.23 

18 I a 2 7 4 22 0. 98 144. 78 0. 45 

19 I 13 1 12 10 I 38 1. 69 390.96 1. 21 

20 34 2 7 3 I 47 2 09 274.2 0 85 

II 
第 Ila文 化 層
点数合計 29 93 132 37 5 38 23 21 77 I 

456 20.24 5953.87 18 38 
第 IIa文化層

222 27 365. 75 289.9 3618 11 467.26 237. 16 117 34 113 11 518 84 4.13 
重量合計 (,l

21 76 76 3 37 124 49 0 38 

22 4 133 5 142 6 30 422 14 I. 30 

23 6 17 42 I 66 2 93 208. 98 0.64 

24 33 ll8 I 152 6. 74 544.8 1.68 

b 25 4 31 2 37 1.64 150 56 0.46 

26 2 63 12 I 78 3. 46 229 67 0.71 

27 40 40 l. 77 170,81 o. 53 

28 395 I 396 17. 57 450 22 1.39 

29 2 2 o. 09 9.44 0.03 

第 llb文 化 層
49 873 13 51 3 

点数合計
989 43.87 2311. 11 7. 12 

第 IIb文 化 層 271. 28 l724 78 66.49 238.05 10.51 
重量合計 (g)

C 30 3 I 
4 o. 18 91. 12 0.28 

第 IIe文化層 23.88 67.24 
重量合計 (g)

第 n文化層点数合計 29 93 49 1008 37 5 13 90 23 21 80 1 

1449 64.29 8356.1 25. 78 

第 Il文化層重量合計 (g) 222.27 365. 75 271. 28 2038.56 3618. 11 467.26 66.49 542.45 117 34 113 11 529 35 4 13 

- 16 -



第 7表 文化層ブロック別石材組成表 (2)

文 文 Iプ ガ 卜 安 誠 石 黒 涯 砂 頁 珪 嶺 黒 ホ I！結 絹 チ 玉 碧 点 I点 亘 亘
ラ

岡 9レ 駐

化 ス ロ 雲
玉

数
蚤

量
ロ 質 英 質 産 色 ン 晶 ヤ

メ 数
ムロ

化 層 黒 卜 山 紋 曜 珪 フ 母 ノ 比 比

ツ 色
斑 質 工 I ウ 赤 計

頁 頁 片 合
細 安 ロ 片 含

玉
山 頁 9レ

む ％ • ％ 
層 分 ク

右`  石 岩 岩
右`  石 岩 岩 岩 岩 岩 岩 ス 岩 岩 卜 計 '-

31 5i 2 1 

m 
4 l; ＇ e 14 0.62 489. 36 1.51 

32 5 I 6 0.27 20 52 0.06 

第田文化層点数合計 6 2 I 5 4 2 

I I 
20 0. 89 509.88 1. 57 

第 11文化層重羞合140;) 117 35 9.99 350. 68 10 85 996 11 05 I 
I 33 I l I 5 I 2 l 12 0.53 196 25 0.61 

34 2 2 4 0 18 20.8 0 06 

35 I 2 40 4 21 24 3 7 8 2 2 114 5.06 3522 66 10.87 

a 36 ！ 3 45 5 I 24 7 1 3 3 I I 2 96 4 26 335l 63 10.34 

37 17 17 0. 75 46 34 0 14 

38 I I 39 4 45 2 00 135.3 0 42 

39 8 3 l ， 58 15 94 4.17 628. 17 l.94 

第 IVa文化層
l 7 85 5 8 2 45 39 5 12 10 117 ， ， 4 22 2 点数合計

382 16 95 7901. 15 24.38 
第 Na文化層 5.98 267 71 3088.45 11-4. 72 18 35 453 36 1372.62 965 98 13 88 121. 51 59.39 588 74 416. 24 275.88 47 99 53.44 祁.., 
重 量 合 ,t(g)

40 I l 6 I I 15 10 1 35 l.55 1457. 78 4.50 

41 1 2 8 l 2 14 0. 62 396.05 122 

42 2 5 I I 30 1 I 4 4 2 51 2 26 1778. 81 5 49 

IV 
b I 43 3 1 8 6 8 I 1 1 29 l 29 1776.22 5. 48 

44 1 4 I I I 3 10 O 44 464. 89 1.43 

45 2 I I I 3 I 9 0.40 2970.32 9.17 

46 I 3 3 I 8 0 35 274 49 0 85 

第 rvb文化層
2 5 10 21 5 5 I 57 32 3 5 7 l 2 点数合計

156 6 91 9118.56 蹄.!4
第 IVb文化層 6.27 52.21 609 29 1911. 26 292.13 209 66 65 4770.08 1108 35 67 74 37.42 144 45 4.7. 57 3.05 重蚤合廿 (,l

47 2 I I 10 7 21 o. 93 511. 64 158 

48 3 4 41 6 10 2 66 2.93 2224 41 6.86 

C 
49 1 4 1 6 0.27 35.99 O.ll 

50 8 8 1 ， 26 l 15 230. 92 0. 72 

第 IVC文化層
5 12 I 2 12 10 49 7 10 2 ， 

点数合計
119 5 28 3002.96 9.27 

第 lVC文化層 41 39 523 27 22 63 37 27 52.59 314.42 1520 11 106 14 97 02 181. 13 106.99 
重量合計 (g)

第 W 文化層点数合計 2 11 29 107 12 25 3 112 120 15 27 10 126 ， ， 14 22 4 

657 29 14 20022. 67 61. 79 

第1V文化層重量合 ft(g) 6.21 99.58 1400 27 5022.34 444.12 73 03 520 01 6457.12 3594 44 18i 76 255. 95 59.39 914 32 416. 24 275.88 202.SS 53 44 39.96 

51 B I I 1 2 2 2 6 23 1.02 2607.07 8.05 

V 
52 4 2 I I 8 0, 35 37 84 0 12 

第 V文化層点数合計 8 I I 5 2 2 2 2 6 I I 

s 21 I 
31 1. 37 2644 91 8 17 

第 V文化層重羹合討 (g) 866 77 955 ・-・ 306 59 16 59 13.11 14 12 442. 41 6 14 U.07 

単狡出土点数合廿 I I I 4 I 6 2 1 I 4 

20 o. 89 261.32 -0.81 

単独出土重量合計 (g) 7.06 164 78 10. 72 2 62 50.6 7 49 3 62 14. 43 

総計点数 31 11 194 164 15 1051 3 151 144 32 123 34 149 ， ， 105 24 5 2254 100.00 

点 数 組 成 "'('1 1.38 0.49 861 7.28 0.67 46 62 013 6. 70 6 39 l 41 5.46 1.51 661 0 40 0.40 4 66 l 06 0.22 100.00 

誌計重量 (g) 228.54 99.58 3108, 82 6295. 64 964.48 2166 59 520 01 10227.2 4446 2t 281 89 848.02 180.35 tOH 55 416.24 275.88 118-8. 99 63 71 51.03 32404. 72 100.00 

重 量 ll!成比(>) 0. 71 0 31 9.59 19. 42 2.98 6. 69 1. 60 31 56 13 72 0 87 l 2. 62 o. 561 3 21 l 28 0.85 3.67 0.20 0 16 ,oo oo I 
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旧石器時代出土の文化層・ブロック別の器種組成、石材組成は、第4,.,__, 6表のとおりである。本節におい

ては、文化層の概要を簡単に触れ、石器群の観察基準や特徴的石材の識別方法、各ブロックの記載方法に

ついて記す。

文化層の概要

第 I文化層： X層上部"-'IX層下部に生活面を持つ。第 1ブロック～第 5ブロックまでが含まれる。

第II文化層： IX層中部"-'VlI層下部に生活面を持つ。 3個のブロック群からなり、それぞれ第IIa文化層（第

6ブロック～第 20ブロック）、第IIb文化層（第 21ブロック～第 29ブロック）、第 IIC文化

層（第 30ブロック）と呼称する。第 IIa文化層は、 22m x 38 mの環状ブロック群と判断で

きる。

第Ill文化層： VI層下部"'V層に生活面を持つ。第 31、32ブロックで構成される。器種組成で全体の 70%

がナイフ形石器という特徴的な分布を示す。

第W文化層： V層"-'N層下部に生活面を持つ。 3個のブロック群からなり、それぞれ第Na文化層（第 33

ブロック～第 39ブロック）、第IVb文化層（第 40ブロック～第 46ブロック）、第IVc文化層

（第 47ブロック～第 50ブロック）と呼称する。

第V文化層： III層に生活面を持つ。第 51、52ブロックで構成される。

黒曜石の産地推定：黒曜石産地推定分析資料は、実測図と巻末遺物写真図版の右下に［ ］を記し結果を

表した。その詳細は第 8節に記載し、巻末遺物写真図版 24にて紹介した。なお今回の分析結果は、財団

法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団ならびに望月明彦氏のご厚意によって得られたものである。

石器の観察基準：石器属性計測基準を巻頭の凡例に、全点の属性を付属 CD-ROMに収録した。また、図示

した実測図の右下に、遺物番号、器種、石材、母岩番号、接合番号を示した。

石材の識別方法• 実測圏表記について：嶺岡産珪質頁岩とは、自然面が明橙褐色、内部は灰緑色の地に白

色・灰色の斑が混じる珪質頁岩のことを示した。いわゆる「白滝頁岩」と同じものを示す。 トロトロ石とは、

表面が著しく風化し、明灰色で、内部が黒色をした黒色緻密安山岩のことを示す。また、黒曜石について

通常の剥離面以外に、一見自然面のようでありながらリングが確認できる風化作用を受けたと思われる面

と、母岩によっては網状であったり、ざらざらな面であったりする内包された節理面（リングが存在する）

が観察され、接合資料以外ではどちらか判断の難しいものもあった。実測図では肉眼で理解できる範囲で、

節理はほかの石材と同じ表記（縞模様）、風化面はドットつきの剥離面として表記した。

ブロックの記載方法：母岩別器種別組成表を各ブロックごとに作成し、母岩の搬入、消費方法や器種• 石

材組成の特徴が現れるように記載した。分布図においては、器種別分布図と母岩別分布図を図示し、接合

関係にある母岩については母岩別分布図において接合線で図示した。本文中においてブロックの大きさの

表現は、（南北）mx  (東西） mに統一してある。
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第2節第 I文化層

l. 概要 （第 9図、第 8表）

第 I文化層の石器群は、総数 77点出土し、 20m x 15 mの範囲内に 5か所のブロック（第 1,..._, 5ブロッ

ク）で構成される。調査区台地平坦部の、地金堀へ続く低地に臨む東端に立地する。標高は 19.5 m,..._, 20 

m(現地地表）で、本遺跡で検出された石器群の中では最も高い地点といえる。調査時の土層セクションは、

調査区北側に Smしか記録されていなかったが、石器群全体の垂直分布が概ね水平を示しているので、同

ー文化層であると判断した。出土層位はX層上部,..._,IX層下部で、本遣跡では最古の文化層といえる。ブロッ

ク間接合は、 1個体のみである。

石器石材は緻密で良質な安山岩が主体で、第 I文化層全体の 75%(点数比）を占める。 4点出土した黒

曜石は 2つの母岩に分類できたが、どちらも産地推定分析では高原山・甘湯沢群との結果がでている。石

器器種で代表的なのは台形様石器とナイフ形石器で、ほかに局部磨製石斧が存在した可能性がある。

第8表第 I文化層組成表

プ 石 ナ 台 二 微 石 剥 砕 襲 点 点 重 重

次 紐
イ

形 加 剥 数
量

量
口

工
隈 数

合フ
濱

様 の
の 比 比

形 計
ツ あ あ 合

石
石 る る

剥 到

｀ 
g 

｀ 
ク 材 器 器 片 片 核 片 片 片 計

I 安 山 岩 4 4 5 19 74. 3 12. 18 

嶺岡産珪質頁岩 I I 1. 30 6 56 I. 08 

チャー 卜 I I 1.30 0. 25 0. 04 

第 1プロック点数合計 I 5 6 7. 79 81. ll 13 30 

2 安 山 岩 I I 10 12 15. 58 89. 83 14. 73 

黒 曜 石 2 I 3 3 90 23. 29 3.82 

頁 岩 5 5 6. 49 9. 03 l 48 

嶺岡産珪質頁岩 I I 1. 30 22. 46 3. 68 

第 2プロック点数合計 I 2 I 17 21 27. 27 144. 61 23. 71 

3 安 山 岩 1 5 6 7. 79 67. 39 11. 05 

第 3プロック点数合計 I 5 6 7. 79 67. 39 11. 05 

4 安 山 岩 7 7 9 09 42. 34 6 94 

流 紋 岩 I I 1. 30 9. 66 1. 58 

黒 耀 石 1 1 1 30 l. 93 0 32 

砂 岩 I 1 !. 30 149. 34 24 49 

第 4プロック点数合計 1 8 I 10 12. 99 203. 27 33. 33 

5 安 山 岩 2 21 6 29 37. 66 84.82 13. 91 

流 紋 岩 I 2 3 3. 90 20. 31 3. 33 

頁 岩 I I 2 2. 60 8. 33 1. 37 

第 5プロック点数合計 1 2 24 1 34 44. 16 113. 46 18. 61 

第 1文化層点数合計 1 2 l 3 3 59 7 I 11 100. 00 609. 84 100. 00 

点数組成比 1. 30 2. 60 I. 30 3 90 3. 90 76. 61 9.09 1. 30 100 00 

2. 第 1ブロック（第 10・11図、第9表、図版3・6)

出土状況 第 I文化層の中で、北西に位置する。 1.6 m x 2. 4 mの範囲に 6点の石器が分布する。セクショ

ン投影図では、 Xa層中部"'IX層下部から出土しているのがわかる。第 3ブロックとブロック間接合が 1

個体（挿図 5)存在するが、石器製作の痕跡は認められない。

出土石器 台形様石器と、やや大きめな安山岩の剥片、小型のチャートの剥片からなる。 1は、嶺岡産珪

質頁岩製の台形様石器。良質で薄い不定形剥片が素材とされ、剥片の素材形状を残しながら両側辺に調整

- 19 -
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第10図 第 I文化層第 1ブロック遺物分布

が施されている。素材の打面が基部に残り、打面とほぼ水平の末端が刃部として残されている。刃部の形

状はゆるやかな凸形をしている。調整は表裏にみられる。裏面にバルブを取るような大きな剥離があるが、

それ以外は縁辺に沿うように浅い剥離が連続している。打面から表にのみ認められる小さな剥離は側面の

同一母岩の 11をはじめほかの剥片にも頭部調整が存在することから、石核時の頭

2 ,....__, 5は緻密な安山岩の剥片である。 3・4は縦長、 2は不定形剥片。

5(a+b)は第 3ブロックとのブロック間接合で、 2点とも不定形剥片である。接合状況と背面構成から、

求心的な剥離によって末端部にやや角度を持った直線状の辺が形成されるような不定形剥片が連続的に剥

離されていることが理解できる。

加工に切られており、

部調整によるものかもしれない。

第9表 第 I文化層第 lブロック組成表

: 種 母岩暑号 台形様石籍 剥片 点敷合計 点蠍~ 比（｀） 重 量 合 計 (r) 重 量 比 (l)

安 山 ~ 2 2 2 33 33 35 61 43 90 

3 1 1 16. 67 21. 52 26 53 

5 1 1 16. 67 17.17 21 17 

安山岩点薮合計 4 4 66 67 74. 3 91 60 

嶺 岡嚢 珪質 J{ 岩 1 1 1 16 67 6 56 8 09 

チ ヤ 卜 1 1 1 16 67 0 25 0 31 

全 体 点 敷 合 tt l 5 6 100. 00 81 11 100. 00 

点敷紐成比（％） 16. 67 83. 33 100. 00 
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3. 第2ブロック（第 12.....,14図、第 10表、図版3・6・18)

出土状況 第 I文化層の中で、北東に位置する。8.4 mx  3. 4 mの範囲に 21点の石器が分布する。セクショ

ン投影図では、 Xa層中部.....,IX層下部から出土しているのがわかる。安山岩が約 6割を占めるブロックで

ブロック内に 3個体の接合資料（挿図 12・13・14)がある。

出土石器 6は安山岩のナイフ形石器。この文化層に特徴的な、斜めに直線状の末端を持つ不定形剥片を

素材としている。左右の縁辺に折れがあり、その後折面や縁辺から細かな二次加工が表裏に施されている。

ある。

裏面基部には、バルブを取り去るような調整剥離がある。 二次加工はブランティングではなく、 lや 15
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第14図 第 I文化層第2ブロック出土石器 (2)

の台形様石器と類似した、縁辺から表裏に施される平坦な調整剥離で、打面を基部に設定するということ

も共通している。剥片の縁辺と末端辺のなす角を先端部としている形状から、いわゆるペン先形石器と理

解できる。 7・9・11は不定形、 8・10は縦長の剥片である。 11は右側縁に潰れがある。折れ以外に加

工らしきものは観察できないが、側面の加工のかわりに打面と折れ面を利用した台形様石器のような刃器

であるかもしれない。 12,..._, 14は接合資料。 12(a+ b)は黒曜石の不定形剥片で、その先端部の折れが

接合している。央雑物の影響で折れたようだが、いつ生じたのかは不明。 2点とも、微細剥離痕を持つ。

13 (a"-'C)は表面に擦痕をもった剥片を含む 3点の剥片の接合資料。 13(b + c)の裏面にみられる縁辺

からの調整剥離は主剥離面に切られていることから、 13aを含めすべて縁辺に調整をもった石器の調整剥

片だと考えられる。石材や加工から局部磨製石斧の存在が予想できる。 14(a"-'c)は、この文化層に特

徴的な不定形剥片(14C)に小型の剥片 2点(14a、14b)が接合している。素材の打面側にも同様に剥離が

入っている。素材剥片の末端部分には、微細剥離痕が残される。分類上、剥片素材の石核と理解したが、

小型の剥片が目的的に剥離された可能性は低く、またこの文化層でみられる石器類の刃部の部位の共通性

から、ナイフ形石器あるいは台形様石器の成形途中で調整をやめて、鋭い末端を使用した二次加工のある

剥片という解釈も可能かもしれない。
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第IO表 第I文化層第2ブロック組成表

7 糧 母岩番号 ナイフ形石蒻 編直＂層濱のある 石 渕片 点．働~ 合 計 点徽比'00 重量合計 (g) 重量比 OO'11ヤ

安 山 坦 I I 2 3 14. 29 8.01 5.54 

2 I 6 7 33.33 60.87 42.09 

3 I I 4.16 12.44 8.60 

4 I I 4. 76 8.51 5.88 

安出岩点徽合計 I I 10 12 57.14 89.83 62.12 

黒 曜 石 I (甘湯沢） 2 I 3 14.29 23.29 16.11 

頁 岩 I 5 5 23.81 9.03 6.24 

嶺岡産珪質頁店 I I I 4. 76 22.46 15.53 

全体点薮合計 I 2 I 17 21 100.00 144.61 [00.00 

点菫編成比（％） 4. 76 9.52 4. 76 80.96 100.00 

4. 第3ブロック（第 15・16図、第 11表、図版3・6)

出土状況 第 1文化層の中で、中央部東側に位置する。 3.1mx  3. 8 mの範囲に 6点の石器が分布する。

垂直分布では 23cmの幅を持つ。安山岩のみで構成され、疎らな分布状況にある。第 1ブロックとブロッ

ク間接合が 1個体（挿図 5)存在する。

出土石器 15は安山岩の台形様石器。素材剥片は不定形で、基部に打面を残す。刃部は素材の末端であ

その 2/3にガジリによる欠損があり、刃部の形状を知ることはできない。表裏の側縁および基部に

調整加工が施される。 16・17は不定形の剥片。 16は石核で求心状の剥離が行われた際、そのヒビが内側

に入り込み剥落したものと思われる。 17の主剥離面の打面部位にも、事前の加撃によるヒビが剥片剥離

こうしたヒビは、石質によるものか、

るが、

時に同時割れをおこしている。 あるいは技術的なことか、敲石の形

態によるものか、判断はできない。
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第16図 第1文化層第3プロック出土石器

第II表第 I文化層第3ブロック組成表

ニ 糧 鐸岩番号 台莞攘石尋 剥片 点~ 徽合計 点藪比 (I) 重量合計 (g) 重量比 (1)

安 山 l'I I I I 16.67 0.32 0.47 

2 4 4 66.66 60. 78 90. 19 

4 I I 16.67 6.29 9.34 

全 体 点 薮 合 計 I 5 6 100.00 67.39 100.00 

点徽絋成比(" ' } 16.67 83.33 100.00 

5. 第4ブロック（第 17,....,19図、第 12表、図版3・6)

出土状況 第 I文化層の中で、南西に位置する。 3.4mx  2.2 mの範囲に IO点の石器が分布する。うち 7

点が安山岩である。垂直分布では 21cmの幅を持つ。ブロック内に 1個体の接合資料（挿図 23)がある。

出土石器 18は黒曜石の微細剥離痕を持つ小型の不定形剥片。末端はヒンジ、あるいは主剥離時に折れ

を生じている。打面下には、ヒビによるバルバースカー状の剥落が確認できる。左側辺には微細剥離痕が

集中し、右側縁には表裏に、縁辺と平行した線状痕が確認できる。 18を含め、第 I文化層の黒曜石産地

はすべて高原山・甘湯沢群と推定される。 19,...,21は安山岩の縦長様剥片。 19は背面に大きく自然面を持

つが安定した薄さの縦長剥片となっている。 20は背面構成から、求心的な剥片剥離が行われていること

がわかる。打面は、複数方向からの剥離が確認できる。 21は、縦長と呼ぶには少々軸がぶれている。背

面の様子から、同様の軸がぶれた縦長様剥片を連続的に剥離していたことがわかる。 22は流紋岩の不定

形剥片。節理面を打面にし、打点部位は縦折れを、末端部分ははじけを生じている。同一の節理打面から

数回の縦長様の剥片をとり、また反対側からの剥離のあとも観察できる。 23(a+b)は縦長剥片 2点の

接合資料。背面に共有の自然面を持つ。 23bは末端に折れを持つ。 1枚の剥離面から連続的に縦長剥片が

剥離されている。
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第19図 第I文化層第4ブロック出土石器 (2)

第12表 第I文化層第4プロック組成表

~ 謁岩養号
瓢細ffl町覧のある

葦片 ●片 点量合計 点藪比 (I) 重量合 ltW 重量 It(<)
量片

安 山 迄 I 3 3 30.00 20.39 10.03 

2 3 3 30.00 14.92 7.34 

4 I 1 10.00 7.03 3. 46 

安山忌点蒙合計 7 7 70.00 42.34 ⑳ .83 

讃 紋 a 2 I I 10.00 9.66 4. 75 

黒 曜 石 2 (甘湯沢） I I 10.00 l.93 0.95 

砂 号 I I 10.00 149.34 73.47 

全体点甑合 計 1 8 I 10 100.00 203. 27 100.00 

点~ 懺組成 Jt: (,.) 10.00 80.00 10.00 100.00 

6. 第5ブロック（第 20・21図、第 13表、図版3・6)

出土状況 第 I文化層の中で、南東に位置する。 4.1mx  2.4 mの範囲に 34点の石器が分布する。第 I

文化層では、もっとも密な分布を呈する。垂直分布では 53cmの幅を持つ。ほかのブロック同様、安山岩

が85パーセントを占め主体となる。ブロック内に 3個体の接合資料（うち図示しているものは挿図 29)が

存在する。

24は流紋岩の二次加工のある剥片。打面側が折れ、節理面を有する末端部に細かな調整が入

る。剥片の右側縁に微細剥離痕が観察できる。折れ面を単独の調整と考えれば、素材を横位に用い右側辺

を刃部とした台形様石器の可能性もある。打面を基部に設定する第 I文化層のほかの台形様石器とは素材

の使い方が違うが、ここでは台形様石器のように実測図を展開してある。 25---..,27は安山岩の不定形剥片。

25は、内包されたヒビによって主剥離面が剥落をおこしている。 26は末端に角度を持った直線を有する、

第 I文化層に特徴的な剥片である。背面上部のひろい剥離面を打面に、 2枚の剥離が行われ、またもとの

打面から 26が剥離されている。 28は流紋岩の縦長剥片。末端側からの縦長剥離は、右側面にあらわれる

節理で分断されている。打面からは細かな頭部調整が行われている。 29(a+b)の接合資料は 2点で 1

出土石器
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第20図 第 I文化層第 5ブロック遺物分布

個体の安山岩の残核である。裏面上部からの剥離面が形成された時にヒビが生じ 2つに分割されたものと

思われる。剥片剥離は、剥離面および自然面を打面に求心状に行われている。この文化層に特徴的な、薄

手で末端にやや角度を持った直線の辺を持つ不定形剥片を剥離した石核である。

第13表 第 I文化層第5ブロック組成表

て 種 母店番号 二次加工のある剥片 石核 剥片 砕片 点数合計 点数比($) 重量合計 C,) 重量比 Cl)

安 山 屯 I 2 19 6 27 79.42 67. 3 59.32 

3 I I 2.94 16.82 14.82 

5 I I 2.94 0. 7 0. 62 

安山葦点戴合 II 2 21 6 29 85. 30 84.82 74. 76 

裏 紋 磨 I I I 2.94 10.82 9.54 

3 1 I 2 5.88 9.49 8. 36 

演 紋 繕 ， ＃ 戴 合 11 I 2 3 8.82 20. 31 17.90 

買 嬬 2 I 1 2.94 8. 27 7. 29 

3 1 I 2. 94 0.06 0.05 

頁遍点戴合計 I I 2 5.88 8. 33 7. 34 

全体点 II: 合計 I 2 24 7 34 100.00 !13. 46 100. 00 

点 ti:紐成比(%l 2.94 5.88 70, 59 20.59 100. 00 
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第21図 第 I文化層第5ブロック出土石器
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第 3節第II文化層

l. 概要（第 22図、第 14・15表）

第II文化層の石器群は、総数 I,449点出土し、構成ブロックが第 6,..._, 30ブロックの 25か所存在する。

本遺跡において、もっとも大きな比率を占める、主体となる石器群である。立地状況や接合関係、石器石

材の使用状況などから、 3か所のブロック群を形成していると判断されたので、それぞれ第IIa文化層（第

6 ,..._, 20ブロック）、第IIb文化層（第 21,..._, 29ブロック）、第IIc文化層（第 30ブロック）と呼称すること

にした。石器群の立地における共通点は、 3か所とも標高 19.5 mの台地上の、斜面を望む平坦面である

ことと、その出土層位がIX層中部,..._,VII層下部に集中していることである。

各石器群の特徴について、ここでは大まかに触れておくことにする。

第IIa文化層の石器群は、台地の西端に立地する。第6,..._, 20ブロックの、合計 15ブロックから構成さ

れる。 (I)、(8)次調査に分かれて発掘されたため未調査区が間に帯状に残されるが、 22mx  38 mの楕

円形の環状ブロック群と判断できよう。さまざまな石材が使用されているのが特徴で、黒曜石の産地推定

結果はわかった範囲では信州産とのことである。

第IIb文化層の石器群は、第 IIa文化層から北東へ約 200m離れた地点に立地する。第 21,..._, 29ブロッ

クの合計9ブロックから構成される。本遺跡の石器群の中で最も濃密な出土状態を呈する。主体となる石

材は黒曜石で、第 IIb文化層全体の 88%以上を占める。その産地推定結果は、測定できたもののほとん

どが高原山・甘湯沢産となっている。

第IIc文化層の石器群は、第IIa文化層から南東へ約 170m離れた地点に立地する。ほかの 2か所と違っ

て単ーブロック（第 30ブロック）からなる。出土点数も少ないが、ほかの石器群と同一の層序から出土し

ていることから、第IIc文化層としてとらえることにした。

2. 第IIa文化層（第 23図、第 16表）

概説第IIa文化層は、石器総数456点からなり、 22mx  38 mの範囲内に 15か所のブロック（第 5,..__,

20ブロック）で構成される。第 6"'18ブロックは(I)次調査で、 19・20ブロックは(8)次調査でそれぞ

れ検出されたが、整理作業においてブロック間で接合関係があることが判明したため、同一文化層と確認

できた。 2次に分かれて調査されたせいで南北に帯状の未調査区を残してしまったが、おそらく楕円形の

環状ブロックとして連続した可能性が強い。

本文化層は、ゴルフ場開発前の航空写真や迅速測図から判断すると、地金堀がつくる谷から南西に入

り込む小さな支谷の最奥部で、 19.5 m (現地地表）の等高線が谷に向かって半円形に張り出した台地上に、

等高線に沿うように立地する。土層セクションは 3か所で取られている。垂直分布は Imくらいの幅があ

るが、上方に浮いたものは場所により IX層に達するソフトローム化やゴルフ場開発による撹乱の影響を受

けたようで、おおよそいずれのセクション図でもIX層中部"-'VII層下部から出土していることがわかる。

第 16表は、第IIa文化層全体における組成表である。石器石材は多様で、接合関係も密である。石刃

技法による石刃、縦長剥片が多いが、不定形剥片も存在する。石刃技法は、打面調整がほとんどされてい

ない。製品の比率はとても少なく、ナイフ形石器、台形様石器、石錐が各2点ずつのみである。

黒曜石の占める点数は第IIa文化層全体の 3割程度で、 4つの母岩に分けることが可能だった。そのう

ち2つの母岩で産地推定の結果が得られ、信州産（男女倉・星ヶ台）であるとのことである。
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第14表第II文化層組成表 (I)

二 箪

文 プ 石 ナ 台 嗣 石 台 次 繹 石 石 量 砕 纏 点 点 重 重

イ 加 攣
量

化 褒 耀 量 量
C 

フ 工
竃

戴 合
層 繊 の

の
壽 比

It 
比

ツ
形

あ 合あ区 石 石
る

｀ ｀ 
る . 

分 ク 材 羅 蒻 譜 鱒 石 騎 馴 刃 該 片 片 片 計 、．、 -
片 片

6 ガラス質黒色安山岩 1 I 2 0.14 5.12 0.07 

黒 曜 石 1 2 7 10 0.69 20.59 0.24 

第 6プロック点数合計 1 3 8 12 0. 邸 26.31 0.31 

7 ガラス質黒色安山岩 I ， 2 12 0.83 2.06 0.02 

安 山 岩 2 2 0.14 40. 35 0.49 

黒 曜 石 I 3 4 0.28 11.03 0.13 

嶺 llll産珪質頁岩 l I 0.07 7.44 0.09 

第 7プロック点数合計 2 15 2 19 1.32 60.88 0. 73 

8 ガラス質黒色安山岩 1 1 3 5 0.35 68.25 0.81 

安 山 岩 I I 0.07 2. 17 0.03 

黒 曜 石 5 5 0.35 3.82 0.05 

嶺躙産珪質頁岩 1 l 0.07 4.51 0.05 

チ ヤ '' 卜 I l 0.07 0.63 0.01 

第 8プロック点数合計 1 I 11 13 0.91 79.38 0.95 ， ガラス質黒色安山岩 I I 2 0.14 3.96 0.05 

黒 曜 石 2 I 4 7 0.48 53.5 0.64 

チ ヤ 卜 3 3 0.21 12.63 0. 15 

第 9プロック点数合計 1 2 I 8 12 0.83 70.09 0.84 

10 安 山 岩 1 1 I 3 0、21 32. 76 0.39 

黒 疇 石 I 1 2 4 0. 蕊 19.43 0.23 

砂 岩 I 2 3 0.21 41.49 0. 50 

嶺 IIII産珪質頁岩 I 1 2 0.14 祁.94 0.44 

チ ヤ 卜 1 5 6 0. 如 122.61 1.41 

第 10プロック点鰍合計 I 2 2 3 10 18 J.24 253. 23 3.03 

11 安 山 岩 21 3 24 1.64 148.41 l.78 

黒 曜 石 l I 0.07 0.44 0.01 

砂 岩 2 2 0. 14 1.57 0.02 

嶺岡産珪質頁岩 l 1 0.07 3.64 0.04 

チ ヤ 卜 3 3 0.21 2.08 0.02 

第 IIプロック点数合計 I 27 3 31 2.13 156. 14 1.87 

12 安 山 岩 1 48 5 54 3. 72 137.45 1.65 

黒 曜 石 1 1 0.07 I. 11 0.01 
a 

砂 岩 4 1 5 0.35 70.09 0.85 

頁 岩 I 1 2 0.14 82.24 0.98 

チ ヤ 卜 1 4 44 7 56 3.85 335. 47 4.01 

第 12プ ロ ック点数合計 1 5 97 12 I 2 118 8.13 626. 36 7.50 

13 ガラス質黒色安山岩 2 2 0. 14 17.37 0.21 

安 山 岩 1 1 0.07 6.33 0.08 

黒 曜 石 2 2 ， 13 0.90 31.53 0.37 

砂 岩 I 1 0.07 16.94 0.20 

第 13プロック点数合計 2 2 13 17 !. 18 72. 17 0.86 

14 ガラス質黒色安山岩 1 l 0.07 1.33 0.02 

安 山 岩 4 4 0.28 2.2 0.03 

黒 曜 石 2 I 11 2 16 1.08 21.98 0.26 

砂 岩 1 2 3 0.21 3446.17 41.24 

嶺 閾産珪質頁岩 2 2 0.14 0.89 0.01 

黒 色 頁 岩 I 1 0.07 2.85 0.03 

第 14プ ロ ック点数合計 1 3 1 20 2 27 1.85 3475.42 41.59 

15 安 山 岩 I 1 2 o. 14 16.66 0.20 

黒 疇 石 2 3 5 0.35 8.51 0. 10 

砂 岩 16 1 17 I. 17 25. 71 0.31 

嶺 岡産珪質頁岩 8 8 0.54 31.45 0.37 

黒 色 頁 岩 5 2 1 0. 岱 21.52 0.26 

ホルンフェルス I 1 0.07 0.91 0.01 

玉髄（メノウ含む） l I 0.07 4.13 0.05 

第 15プロック点数合計 I 2 1 33 4 41 2.S2 108. 邸 1.30 

16 ガラス質黒色安山岩 I 1 2 0.14 54.62 0.65 

安 山 岩 l I 0.07 2.05 0.02 

黒 疇 石 2 3 4 ， 0.62 15.51 0. 19 

砂 岩 2 2 0.14 7.69 0.09 

嶺 岡産珪質頁岩 1 1 2 0. 14 31.38 0.38 

黒 色 頁 岩 1 I 2 0.14 7.91 0.09 

チ ヤ 卜 2 2 0.14 21.6 0.26 

第 16プ ロ ック点数合計 I 3 4 l 11 20 1.39 140.76 1.68 
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第15表第II文化層組成表 (2)

二 微

文 プ 石 ナ 台 削 石 台 次 細 石 石 剥 砕 裏 点 点 重 重

ィ 加 剥
量

化 形 霞 数 量
0 

フ 工
痕

数 合

層 様 の
の

磯 比
計

比
形

ツ ぁ ぁ 合
区 石 石

る

｀ ｀ 
る g 

分 ク 材 器 器 器 鍾 石 剥 剥 刃 核 片 片 片 計

片 片

17 ガラス質黒色安山岩 1 I 0. 07 19.94 0.24 

安 山 岩 I 1 0.07 15.66 0. 18 

黒 曜 石 2 2 0.14 5.57 0.07 

砂 岩 4 4 0.28 8.45 0. 10 

ホルンフェルス 12 I 13 0. 90 24. 68 o. 30 

第 17プ ロ ック点数合計 20 I 21 1.46 74. 3 0.89 

18 ガラス質黒色安山岩 I I 0. 07 0.08 0.01 

黒 曜 石 I 1 6 8 0.54 28.12 0.33 

嶺岡産珪質頁岩 2 2 0. 14 4.45 0.05 

ホルンフェルス I 5 I 7 0. 48 97. 25 1.16 

チ ヤ 卜 2 2 4 0. 28 14.88 0.18 

第 18プロック点数合計 I 2 16 3 22 l. 51 144. 78 l. 73 

19 ガラス質 黒 色 安 山 岩 I I 0. 07 0.92 0.01 
a 

黒 曜 石 13 13 0. 90 18.98 0.23 

頁 岩 I 1 0.07 206.3 2.47 

嶺 岡 産珪質頁岩 I 11 12 0. 83 96. 77 1.16 

黒 色 頁 岩 I ， 10 0. 69 62.26 0. 75 

チ ヤ 卜 1 I 0. 07 5. 73 0. 07 

第 19プロック点数合計 3 35 38 2. 63 390. 96 4. 69 

20 黒 曜 石 I I 31 1 34 2.34 49. 78 0.60 

頁 岩 I I 2 0.14 178. 72 2. 13 

嶺岡産珪質頁岩 I 5 I 7 0.48 19.69 0.24 

黒 色 頁 岩 3 3 0.21 22.8 0. 27 

チ ヤ ’’ 卜 1 I 0. 07 3. 21 0. 04 

第 20プ ロ ック点数合計 I 2 I 40 2 I 47 3. 24 274.2 3.28 

第 IIa文 化層点数合計 2 2 2 I 5 19 11 17 364 29 I 3 456 31.47 5953. 87 71.25 

21 黒 曜 石 2 6 I 62 5 76 5. 24 124.49 1.49 

第 21プ ロ ック点数合計 I 7 1 62 5 76 5.24 124.49 I. 49 

22 流 紋 岩 、 1 3 4 0.28 15.92 0. 19 

黒 曜 石 2 5 1 109 16 133 9. 18 285. 23 3.41 

嶺岡産珪質頁岩 I I 3 5 0. 35 120.99 1.45 

第 22プロック点数合計 2 6 2 I 115 16 142 9.81 422.14 5.05 

23 流 紋 岩 I 5 6 0.41 27. 67 0.33 

黒 曜 石 2 I 14 17 l. 17 68. 34 0.82 

嶺岡産珪質頁岩 I 41 42 2.90 lll.9 1.34 

チ ヤ 卜 I I 0. 07 1.07 0.01 

第 23プ ロ ック点数合計 2 3 61 66 4. 55 208. 98 2.50 

24 流 紋 岩 I 32 33 2.28 160.62 1.92 

黒 曜 石 3 2 I 6 1 97 8 118 8.14 383.5 4. 59 

嶺 岡 産珪質頁岩 I 1 0.07 0.68 O.Ol 

第 24プロック点数合計 3 2 I 6 2 130 8 152 10.49 544.8 6. 52 

b 
25 流 紋 岩 4 4 0.28 59.96 0. 72 

黒 曜 石 I I 29 31 2. 13 86.93 !. 04 

嶺 f1l1産珪質頁岩 2 2 0.14 3.67 0. 04 

第 25プロック点数合計 I I 35 37 2. 55 150. 56 l.80 

26 流 紋 岩 2 2 0.14 7.11 0.09 

黒 曜 石 1 I I 5 53 2 63 4. 35 156.83 1.88 

珪 質 頁 岩 2 2 8 12 0.83 64.92 0. 78 

嶺岡産珪質頁岩 I I 0.07 0.81 0.01 

第 26プ ロ ック点数合計 2 1 I 3 6 63 2 78 5.39 229. 67 2. 76 

27 黒 曜 石 1 2 2 33 2 40 2. 76 170.81 2. 04 

第 27ブロック 点数 合計 ， 1 2 2 33 2 40 2. 76 170.81 2. 04 

28 黒 曜 石 7 2 21 1 349 15 395 27.25 細 .65 5. 37 

瑳 質 買 塩 I 1 0.07 1.57 o. 02 

第 28ブロック点徴合計 8 2 21 1 349 15 396 27.32 450. 22 5. 39 

29 チ ヤ
● 9 卜 2 2 0.14 9.44 O.ll 

第 29ブロック点数＇合計 2 2 o. 14 9.44 0,ll 

第 D b文化層点徽合計 16 I 3 17 47 7 850 48 989 68.25 2311.11 27. 66 

30 黒 曜 石 3 3 0.21 23.88 0.29 

C 嶺岡 i!1珪 質 頁 岩 I I o. 07 67. 24 0,80 

第 ll C 文化 層点数合計 I 3 4 o. 28 91.12 1.09 

第 n 文化層点歎合計 18 2 1 2 I 8 36 58 25 1217 77 I 3 1449 100. 00 8356. l 100. 00 

点 数 絡 成 比 1.26 o. 14 o. 07 o. 14 0.07 o. 56 2. 52 3.93 l.73 83.99 5.31 o. 07 0.21 LOO. 00 

- 35 -



•も
／

 

／
 令

R /  

／  

／  

ゃ
•
も
／
 

E  o
・
0 0 I  

E  0 " 6 ]  

"' 

瀕 2 3 [ g l  

ー 3 6 —

渫 I I a  ::>C {I:'.. 函 圧 い 芽 姜 図
•
ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
右

•
安
山
岩

• 
黒
曜
石

：誓塁 .. 嶺
岡
産
珪
質
頁
岩

(])
黒
色
頁
岩

＠
ホ
ル

ンフ
ェ
ル
ス

◎
 
チ
ャ

ー
ト

◎
 
玉
髄
（
メ
ノ
ウ
含
む
）

゜
雪

i盆
ニフ
ェル
ス

1
ヽ

ブ
ロ
ッ
ク
間
で
接
合
し
た
も
の
だ
け
を
表
示
し
た
。

·
·
·
·
;
~

-
.

-
19

.
 O
m
 

坦
星

・
こ
．
 

◎
 

3  
岩

頁
質

珪
産 1 4

． 、 岡

2 0

E 硲 接

｀  込

誓》 嶺岡産珪
質

頁
岩

II

接
2
0
3
2

19
. 
O
m
 

旦

＇ 呈0 "
8 1

1 1 1 0  " 6 1  



第16表第IIa文化層組成表

母 ナ 台 石 ムロ 二 微 石 石 剥 砕 礫 点 点 重 重
器

次 細
イ

形 加 剥
数

量
量種

岩 雇 数
フ 工

痕 ＾ ロ様 の
の

礫 比 比
形 あ 計

母 番 あ ＾ ロ石
石 る る

＾ ＾ 岩 剥 剥 ％ • 

｀ 
号 器 器 錐 石 片 片 刃 核 片 片 片 計 、-

ガラス質黒色安山岩 I I I I l 2 19 2 27 5.92 !59. !2 2. 67 

2 2 2 0.44 63. 15 l. 06 

ガラス質黒色安山岩点数合計 I 1 1 I 2 21 2 29 6. 36 222. 27 3. 73 

安 山 岩 I I 3 76 8 88 19. 30 357. 11 6.00 

2 4 I 5 1.10 8. 64 0. 14 

安 山 岩 点 数 合計 1 3 80 ， 93 20.39 365. 75 6.14 

黒 躍 石 ！（男女倉） I 5 7 1 60 74 16. 23 120. 47 2.03 

2 (不明） 1 I 7 2 I 31 3 46 10.09 147. 78 2. 伐

3 (男女倉・星ヶ台） I 1 ， 11 2.41 20. 36 0. 34 

4 (不明） I I 0. 22 1.29 0. 02 

黒 嘔 石 点 数 合計 I 3 13 ， 2 101 3 132 28.95 289. 9 4.87 

砂 岩 I 5 5 1. 10 3. 98 0.07 

2 I 28 I 30 6.58 107. 35 l.80 

3 I I 0. 22 3440 57. 78 

I I 0. 22 66. 78 l. 12 

砂岩点数合計 I I 33 I I 37 8.11 3618. 11 60. 77 

頁 治 1 I I 2 0.44 282. 9 4 75 

I 2 3 0. 66 184.36 3. 10 

頁岩点数合計 I I I 2 5 l. 10 467. 26 7.85 

豪岡産珪質頁吾 I I I 0. 22 32.86 0.55 

2 I I 5 7 J. 54 22.57 0.38 

3 I 3 4 0.88 34. 77 0.58 

4 3 3 0.66 14. 63 0 25 

5 3 3 0.66 11. 67 0. 20 

6 2 2 0.44 3. 99 0. 07 

7 I I 0. 22 1.37 0. 02 

8 I I o. 22 3.46 0.06 

， 3 3 0. 66 29. 46 0.49 

10 6 I 7 1.54 5. 26 0. 08 

11 I 5 6 1.32 77.13 l. 30 

嶺岡産珪質頁岩点数 合 計 I 2 2 32 I 38 8. 33 237.16 3.98 

黒 色 頁 岩 I I 1 I 17 2 22 4.82 !15. 25 J.93 

2 I I 0. 22 2.09 0.04 

黒色頁岩点数合計 l I I I 17 2 23 5. 04 117. 34 1.97 

ホルンフェルス I I 18 2 21 4. 61 113. 11 1. 91 

チ ヤ 卜 I I 4 54 ， 68 14.91 406. 73 6. 83 

2 I 6 7 1.54 106. 74 I. 79 

3 I l 0.22 2. 16 o. 04 

4 1 I 0.22 3. 21 o. 05 

チャート 1/1.徴合計 1 1 6 61 ， 77 16.89 518.84 8. 71 

玉 ● （ メ ノ ウ 含 む） I I I 0.22 4. 13 o. 07 

金体点徽合計 2 2 2 I 5 19 ll 17 364 29 I 3 456 100.00 5953. 87 100. 00 

1/1. 戴織成比(%) 0.44 0.44 0.44 0.22 I. 10 4. 17 2.41 3. 73 79.81 6.36 o. 22 0.66 !00. 00 
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3. 第6ブロック（第 24・25図、第 17表、図版3・7)

出土状況 第IIa文化層の中で、北西に位置する。 2.9 m x 2. 1 mの範囲に 12点の石器が分布する。セ

IX層下部"'VJI層下部から出土しているのがわかる。接合関係が 1個体もない、この

文化層としては特異なブロックである。黒曜石 3と呼称する母岩が全体の 75%を占める。産地推定の結

クション投影図では、

果は、男女倉・星ヶ台と出ている。

出土石器 1 "'3は、微細剥離痕のある縦長剥片である。 1は、同一打面から同様の縦長剥片がとられて

いたようなので、石刃と理解できる。打面調整はなく、頭部調整はある。右側面の折れは、剥片剥離時に

同時割れをおこしたようである。左側縁に連続的な微細剥離痕がある。 2もlと同様、同一打面から同様

の縦長剥片がとられ、頭部調整がされる。縦横比では石刃と認識されないが、技術的には石刃技法で剥離

されたものである可能性が高い。左側縁の微細剥離は顕著で、主要剥離面にまでおよんでいる。 3は打面

1・2と違い、末端側からの剥離も観察される。両設打面の石刃技法による剥片（石刃）側が折られている。

の可能性がある。

R 士5Z-65

.. 二次加工のある剃片

V 微細剥離痕のある剥片

● 剥片

、
ヤ

摩
Iー
I

七52-75 ．
 ．
 

... 

゜

＜器種別分布＞

---hsz-66 

fl!, ___ / 
6
 

7
 

z
 

l
3
 F

マ

ー

ー

ー

＼

ー

1

(1/80) 2m 

R
 

ニ

l=＝-＝"
"
'
―
―
-
＿
＿

-
l
l
―
―
―
―
―
―
_
＿
＿
＿
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
-
ー
-
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
―
一
＿

l
―
―
-
l
-—
―
―
―
―
-
＿
＿
＿
-
＿
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
-
＿
＿
＿
＿
―
―
―
―
―
―
―

-
l
＿
一
＿
一
＿
―
＿
＿
＿
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＿
＿
ー
―
―
―
―
―

-
l
-
l
l
-
—
―
―
―
―
―

七52-65

く母岩別分布＞

+452-66 

0 ガラス質黒色安山岩 1

△ 黒曜石 2

▼ 黒曜石 3

゜
• 

,. 

七52-75

▼
 

y
 • 
., 

'I' ゜
七52-76

., 
.. 

゜
(1/80) 2m 
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3 452-75-2 
微細剥離痕のある剥片

黒曜石2

2 452-75-1 

微細剥離痕のある剥片

黒曜石3

゜
(2/3) 5cm 

第25図 第IIa文化層第6ブロック出土石器

第17表 第IIa文化層第6ブロック組成表

ニ 撞 母岩番号 二次加工のある剥片 蠍細剥雇痕のある馴片 剥片 点徴合計 点薮比（｀） 重量合計 (g) 重量 lt (<) 

ガラス質黒色安山岩 I I I 2 16.67 5. 72 21. 74 

黒 曜 石 2 (不 明 ） I l 8. 33 1.14 4. 33 

3 (男女倉・星ヶ台） I I 7 ， 75. 00 19. 45 73. 93 

風曜石点数合 tt I 2 7 10 83.33 20. 59 78. 26 

全体点数合計 I 3 8 12 100. 00 26.31 100. 00 

点数紐成比(% ) 8. 33 25. 00 66.67 100. 00 

4. 第7ブロック（第 26・27図、第 18表、図版3・7)

出土状況 第IIa文化層の中で、第 6ブロックの東側に隣接する。 2.7 m x  2. 9 mの範囲に 19点の石器

が分布する。セクション投影図では、 IX層中部,._,VII層上部から出土しているのがわかる。ブロック間接合

は2個体あり、第8・9ブロックと接合するもの（挿図 9)と、第 20ブロックと接合するもの（挿図 7)で

ブロック内接合も 1個体存在する。緻密なガラス質黒色安山岩が全体の 6割を占める。黒曜

石は総数4点と少ないが、文化層で4つに分類できた母岩の中で 3種類が出土している。うち 2種類は産

地推定結果が出されていて、男女倉と男女倉・星ヶ台ということである。

出土石器 4は緻密なガラス質黒色安山岩の不定形剥片。背面を打面にして 1条の剥離のあとが右側面に

残っている。打面は湾曲した線状を呈し、頭部調整の過程で剥離した剥片だと思われる。

近い良質の嶺岡産珪質頁岩の縦長剥片。多方向からの剥離のあとが背面に残る。へら状に湾曲した末端部

に微細剥離痕が集中している。 6は黒曜石の縦長剥片。打面部分はガジリにより欠損している。側縁が湾

曲しているが、背面の観察から石刃技法で剥離された可能性がある。 7(a,.._,c)は黒曜石の縦長剥片 3点

の接合資料。第 20ブロックとブロック間接合している。剥片には、 6と共通するような側縁の湾曲がある。

7 bの背面から、事前に同一打面から 3枚、縦長剥片が取られて、それから頭部調整が行われている。打

面調整はない。その後、端部を整えるように左側面方向からの剥離が行われる (7a)。7aの打点の位置

と残存する自然面から、これらの剥片が剥離された石核が、作業面の幅の狭いものであったと推定できる。

それから縦長に 7bと7Cが剥離されている。 7Cはガジリにより末端部の右半分のみが残るものなので

ある。 また、

5はチャートに
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打面が7bと共通であったかどうかは不明。 7bには頭部調整と、右側縁の表裏に不連続な小さな加工が

認められ、末端には微細剥離が残る。頭部調整には演しこむような加工もみられるが、剥片剥離後に行わ

れたものか。
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第26図 第IIa文化層第7プロック遺物分布

第18表 第IIa文化層第7ブロック組成表

二 糧 母且書号 一次Tのある馴片 剥片 砕片 点戴合計 点~ 量比 (I) 重量合計 (gJ 重量比 (I)

ガ ラ ス 質 黒 色 安山選 I I ， 2 12 63.16 2.06 3.38 

安 山 冠 l 2 2 10.53 40.35 66.28 

黒 曜 石 ！（男女倉） I I 5.26 1.36 2.23 

2 (不明） I l 2 10.53 ， 14. 78 

3 (男女倉•星ヶ台） l I 5.26 0.67 I. 10 

黒 曜 石 点 戴 合計 I 3 4 21.05 ll.03 18.12 

攣 岡 葦 珪 質 頁塁 2 l 1 5.26 7.44 12.22 

全体点戴合計 2 15 2 19 100.00 60.88 100.00 

点蒙紐成比（％） 10.53 78.94 10.53 100.00 
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第27図 第IIa文化層第7ブロック出土石器

5. 第8ブロック（第 28"'30図、第 19表、図版7・18)

出土状況 第IIa文化層の中で、第7ブロックの東側に隣接する。 3.4m x  2. 7 mの範囲に 13点の石器

が分布する。セクション投影図では、 IX層下部～上部から出土しているのがわかる。ブロック間接合は l

個体あり、第7・9ブロックと接合（挿図9)する。緻密なガラス質黒色安山岩と、男女倉産と推定された

黒曜石が5点ずつ、ほかに安山岩などが 1点ずつ出土している。

出土石器 8は安山岩の不定形剥片。 1枚の剥離面からなる打面から数回頭部調整の加撃があり、その過

程で剥落した剥片で、衝撃で打点直下折れを起こしている。 9(a,..,_,g)は緻密なガラス質黒色安山岩の接

合資料。第7・9ブロックとブロック間接合をしている。素材は厚めで大きな横長剥片。右側面に自然面

を持つ。打面の形状は多方向からの数回の剥離からなる。背面の様子から、同様の横長剥片が剥離されて

いたようである。折れ面の状況から、背面に残る大きな横長剥片をとった時点でヒビが入ったようで、接
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第29図 第IIa文化層第8ブロック出土石器 (1)
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第30図 第IIa文化層第8プロック出土石器 (2)

合資料剥離時に 9aがヒビによる同時割れで剥落したものと考えられる。大型剥片のときに側縁だった部

分に加撃と微細剥離痕が続く。それ以上に加工痕はないが、打面と折れ面を利用した台形様石器的な使わ

れ方をした可能性があるので実測図ではそのように展開した。その後、 2工程の剥離が行われている。最

初は、大型剥片の縁辺部分に施された二次加工を含む一連の剥離作業である。まず、背面を打面にして 9

bが取られる。打面部分は薄くはじけ飛んで剥離面を形成している。そのはじけた面に二次加工が背面側

から施されている。 9bの末端を刃部にした一側縁加工のナイフ形石器と理解できる。残された剥片は、

その後側縁に連続的に二次加工が施される（途中図9(c"'g))。その工程で、 9Cが剥落する。 9Cの稜

上に見られる二次加工痕は剥落前に作られたものである。 2工程目は、 9aが剥落した折れ面を打面とし

て、 2回の加撃が行われ、 9dと9(e+f)が剥離される。 9dは、もとの大型剥片の底面（左側面）と 9
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dの主剥離面（右側面）を利用し、尖った縁辺に細かい二次加工を施した台形様石器である。 9(e+f)は、

中心にあった節理の影聾で破砕した剥片が接合しているもの。主剥離面は打点部分を欠損し、末端のみが

残っている。 9gは石核である。 9(e+f)以降は剥片剥離が行われていない。

第19表第IIa文化層第8ブロック組成表

7 櫨
母き~ 蕃号 台形檬石器 石核 曇片 点藪合計 点歌比 OO 重量合計 K 重量比"' '

，，ラス貿黒色安山岩 I I 1 3 5 38.47 68.25 85. 99 

安 山 岩 I I I 7.69 2.17 2. 73 

黒 疇 石 I (男女倉） 5 5 38.46 3.82 4.81 

嶺岡産珪質頁店 2 I I 7.69 4. 51 5. 邸

チ ヤ 卜 2 I I 7.69 0.63 0. 79 

全体点藪合計 I 1 11 13 100.00 79.38 100.00 

点数組成比｛％） 7.69 7.69 84.62 100.00 

6. 第9ブロック（第 31・32図、第 20表、図版7)

出土状況 第IIa文化層の中で、北端に立地する。 3.4mx  2. 6 mの範囲に 12点の石器が分布する。セ

クション投影図では、 IX層下部"'VII層上部から出土しているのがわかる。ブロック間接合は 2個体あり、

第7・8ブロックと接合（挿図 9)するものと、第 10ブロックと接合するもの（挿図 10)である。黒曜石が

ブロック総点数の約6割を占める。

出土石器 10は黒曜石の大型の縦長剥片。背面の様子では、側面側からの剥離方向もあり、石刃とよベ

るかどうか微妙である。打面は l枚の剥離面で、頭部調整がある。右側面下方向からの剥離がヒビを生じ、

ガジリの剥落がある。やや右よりの長い稜線と頭部調整部分に連続的な潰れと微細剥離がある。鋭い稜線

を意図的に潰した加工と思われるが、剥片剥離後に行われたかは不明。両側縁に断続的な微細剥離痕があ

るが、こちらは稜上のものとは性格が違う。大型の刃器として側縁を利用したとすると、稜上の調整は剥

片剥離後の調整と考えるのが妥当か。 IIは打面部をガジリで欠損した石刃。稜線が縁辺と平行している

ので石刃としたが、打点から中央にかけてねじれがある。左側縁に微細剥離痕あり。 12・13はチャート

の不定形剥片。14(a+ b)は縦横比や末端の形状から器種の判断が難しいが、石刃 2点の接合資料とする。

第 10ブロックとブロック間接合している。細かい頭部調整が行われており、背面の様子から、両設打面

による石核からの剥離が想定できる。 14aの側面に見られる稜上からの面は、節理と考えられる平らな

面で、下からの加撃時にヒビがはいったものではないかと考えられる。 14aを剥離後、打面にわずかに

調整が施されている。 14bは末端がヒンジである。どちらも縁辺に断続的な微細剥離痕がある。

第20表第IIa文化層第9ブロック組成表

7 種
母き 番号 ナイフ形石弱

徴紐引尾疫のある
石刃 剥片 点数合計 点敷比（灼 重量合 tf(g) 重量比（灼

ぶ片

ガラス質黒色安山告 I 1 1 2 16.67 3. 96 5. 65 

忌 曙 石 l (男女倉） 1 1 3 5 41. 67 17.66 25. 20 

2 (不明） 1 1 2 l6. 67 35.84 51.13 

黒嘔石点数合 It 2 1 4 7 58. 33 53.5 76.33 

チ ヤ 卜 2 I 2 2 16. 67 l0.47 14.94 

3 1 1 8. 33 2. 16 3.08 

チャート点数合 tt 3 3 25, 00 12. 63 18. 02 

全体点数合許 l 2 1 8 12 100 00 70. 09 100. 00 

点数追成 J:t ( %  } 8. 33 16 67 8 33 66 67 100 00 
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7. 第 10ブロック（第 33,..__, 37図、第 21表、図版7・18)

出土状況 第IIa文化層の中で、ほぼ中央に位置する。楕円形の環状ブロックを想定した場合、北側にあっ

て中央の空白部にやや突出した形で分布する。 4.8 m x 4. 1 mの範囲に 18点の石器が分布する。セクショ

ン投影図では、 IX層中部,..__,VII層下部から出土しているのがわかる。ブロック間接合は 7個体（うち、図示

しているものは挿図 20・21・31・34)あり、第9・11・12・15ブロックと接合関係がある。 さらに、 ブロッ
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ク内では 1個体の接合資料（挿図 19)が存在する。様々な石材が混在して出土しているのも、このブロッ

クの特徴である。

出土石器 15は黒曜石の石錐。素材は、一見すると透明で良質に見えるが、節理面が複雑に入り込みイ

レギュラーな剥離を起こしている。左側面にあたる折れ面も、素材の剥片剥離時に同時割れを起こしたも

のではなかろうか。先端部分に丁寧な調整と潰れが確認できたので石錐としたが、右側面中央部の、末端

の挟れた部分にも微細剥離と潰れが観察できることから、ノッチとしての使用もされていたようである。

16は、やや厚みはあるが稜線が側縁と平行しているので石刃とした。17は嶺岡産珪質頁岩の円錐形の石核。

作業面はほぼ正面のみに存在し、小型の石刃が剥離されていたようである。打面は 2枚の剥離面からなり

打面調整はないが、頭部調整が観察できる。 18は 17より良質な、チャートのような光沢を持つ嶺岡産珪

質頁岩を使った縦長剥片。石核時の稜上剥離が残る。打面部は薄いので、剥片剥離時に同時割れを起こし

たものと思われる。左右側縁に微細剥離痕がある。 19(a,..__, d)はチャートの接合資料。上面の自然面と

右側面の 2か所に打面が設定されている。接合した剥片 3点はすべて不定形で、自然面から剥離されてい

る。 19bは右側面からの剥離面を背面に持つ。 20(a,..__, d)は砂岩の薄くてやや大きめな剥片4点の接合

資料。第 15ブロックとブロック間接合している。石斧の調整剥片だと思われる。刃部は存在しない。

@ 
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第34図 第IIa文化層第 10プロック母岩別分布
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第35図 第IIa文化層第 10ブロック出土石器 (1)
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第36図 第 IIa文化層第 10ブロック出土石器 (2)
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21 (a+b) 

安山岩 1
（第10• 12ブロック接合資料）
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21b 452-79-43 

石核
（第12ブロック出土）

゜
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第37図 第IIa文化層第 10ブロック出土石器 (3)

縁辺に微細な調整痕が観察できる。磨りは積極的には認められないが、特に 20bの調整剥離の稜線は摩

滅している。基部であったのだろうか。接合の状態から調整前の石斧の大きさは、幅6cm、厚さ 3cm、長

さ14cm程度のものではなかったかと予想できる。 21(a + b)は安山岩の円錐形の石核の接合資料。第

12ブロックとブロック間接合をしている。剥片剥離時にひびが入り分割されてしまったようである。打

面は、分割時に打点部分が剥落してしまっているので様子を知ることはできないが、残存しているのは大

きな剥離面 l枚である。頭部調整と、縦長に近い剥片が剥離されていた様子が観察できる。 17と類似し

た石核である。

第21表 第IIa文化層第 10ブロック組成表

て 種 母宕番号 石1l 微細剥雇痕のある
石刃 石核 剥片 点薮合計 点曇~ 比 (I) 重量合 tt(rl 重量比（％）

剥片

安 山 岩 I I I I 3 16. 67 32. 76 12.94 

黒 曜 石 I (男女倉） I I 2 11.11 11 07 4. 37 

2 (不明） I I 5.56 8. 12 3. 21 

3 (男女倉•星ヶ台） 1 I 5. 56 0.24 0.09 

鳥曜石点数合計 I I 2 4 22.22 19.43 7. 67 

砂 g 2 I 2 3 16.67 41.49 16. 38 

• llll 濫珪質頁岩 I I I 5. 56 32.86 12.98 

2 I I 5. 56 4.08 1.61 

嶺岡産珪質頁白点数合計 I I 2 11.11 36. 94 14. 59 

チ ヤ 卜 I 2 2 11. 11 26. 97 10.65 

2 I 3 4 22. 22 95.64 37. 77 

チャート点数合計 I 5 6 33.33 122. 61 48. 42 

全体点数合計 I 2 2 3 10 18 100. 00 253. 23 100. 00 

点敏紐成比（％） 5.56 11.11 ll. ll 16. 66 55. 55 100. 00 

8. 第 11ブロック（第 38・39図、第 22表、図版7)

出土状況 第IIa文化層の中で、第 10プロックの北東側に隣接する。 3.8 mx 2. 8 mの範囲に 31点の石

器が分布する。セクション投影図では、 X層上部.....,Vll層下部から出土しているのがわかる。ブロック間接

合は 5個体（うち、図示しているものは挿図 31・33・34・84)あり、第 10・12・16・20ブロックと接合関

係がある。第IIa文化層で 2割を占める母岩名を安山岩 Iとした石材の石器が、本ブロックでは全体の

77%出土している。
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第39図 第IIa文化層第 11ブロック出土石器
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剥片
安山岩 1

゜
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出土石器 22は安山岩 lの大型の不定形剥片。第 10ブロックの石核の接合資料（挿図 21)と同材であるが、

この安山岩はヒビが入りやすく同時割れを多発するようであり、 22も左側面の折れや主剥離面のバルプ

以下の部分も剥片剥離時に剥落していることが観察できる。 23・24も同一母岩の縦長剥片。同一打面か

ら規則的に、縦方向を意識した打撃が続けられているようではあるが、どちらも主剥離面にヒビによる剥

落のあとが残る。 25は砂岩の小型の剥片。第 10ブロックの 20より緻密な石材が使われている。背面に

光沢を持つ磨りが認められる。小さな剥片なので結論は出せないが、第IIa文化層には局部磨製石斧が存

在した可能性がある。
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第22表第IIa文化層第 IIブロック組成表

7 糧
母岩養号 石刃 尋 砕片 点徽合計 点 戴 比 OO 重量合計 (g) 重量比 OO

安 山 岩 I 21 3 24 11.41 I祁.41 95.05 

鳥 曜 石 IC男女倉） I I 3.23 0.44 0.28 

砂 a I 2 2 6.45 1.57 I.OJ 

鑽 Ill! 産珪質頁岩 2 I I 3.23 3.64 2.33 

チ ヤ 卜 I 3 3 9.68 2.08 1.33 

全体点量合 計 I 27 3 31 100.00 156.14 [00.00 

点輩紐~ 成比(%) 3.23 87.09 9.68 100.00 

9. 第 12ブロック（第40"'46図、第 23表、図版8)

出土状況 第IIa文化層の中で、第 11ブロックの北東側に隣接する。 3.5 mx  3.4 mの範囲に 118点の

石器が分布する。本文化層において、最も密な出土状況を示す。垂直分布で最大62センチの幅があるが、

セクション投影図では主体は1X層下部'"'-'VII層上部である。接合関係も密で、ブロック間接合は 6個体（うち、

図示しているものは挿図 21・31'""34)あり、第 10・11・16ブロックと接合関係がある。また、ブロック

内接合も 2個体存在する。本ブロックでは、黒味が強く粗い節理面が内包されたチャート（母岩名はチャー

卜1)と第IIa文化層で 2割を数える安山岩 Iがほぼ半数ずつを占め、黒曜石、砂岩、頁岩がわずかな点

数出土している。

出土石器 26は安山岩の横長剥片。背面はネガティブ面だと思われるが、主剥離面ともバルブが明確で

はなく、ヒビによる剥落の可能性がある。打面部には粗い調整が行われている。27はチャートの横長剥片。

節理により打面とバルブが剥落している。石核時に、底面を打面に細かい剥離が施されていたようである。

28は27と同材の不定形剥片。末端に節理による折れがある。背面の大部分は粗い節理面で、節理面を打

面や末端にした剥離や、そうした面を打面にした調整剥離などのあとがみられる。打面展開が著しかった

ようである。 29は黒曜石の縦長剥片。打面末端ともに折れている。背面の様子から、連続的に縦長剥片

がとられていたようであるが、主剥離面はねじれを生じており側縁も湾曲していることから、石刃とは

呼称しなかった。 30は第 11ブロックの 25と同材で、同様の擦痕をもつ剥片。部位の特定はできないが、

25と同じ局部磨製石斧の調整剥片か。 31 (a'"" k)は第 10・11ブロックとブロック間接合しており、安

山岩 lの連続的な縦方向の剥離の様子が観察できる良好な資料である。石核両側面には大きな剥離面が残

される。縦7cm、幅 3.5cm程度の角型の石核だったと思われる。打面は、左側面からの右側面への大きな

剥離が 1枚のみである。両設打面で、底面側からも剥片剥離が行われている。31aは上面からの縦長剥片。

ヒビで剥落は起こすが、大きさのわりに薄くて鋭利な縁辺を持つ剥片が作られる石材である。 31bは下

面からの縦長剥片。 31Cは末端部のみ残存するが、接合面の観察からほかと同様の大きな縦長剥片（剥離

は上面から）であったと考えられる。 31 (d + e)は下面から剥離された縦長剥片。折れ面は主剥離面から

なので、同時割れか。 31fは上面からの不定形剥片。その後、 31 (g'"'-'k)の共有面となる縦長剥片が剥

離され、同時に 31gが剥落している。次に 31 (h + i)が剥離され、同時に 31jが剥落している。 31 (h 

+ i)は大型の縦長剥片。折れ面は主剥離面からなので、同時割れか。また、折れ面下にヒビによる剥落

の痕跡もある。本資料で最後となる 31kは、それまでの方向とは違い、左側面を打面に右側面へ抜ける

剥離がなされた縦長剥片。 90度の打面展開か。 32(a'"" r)は黒味が強く粗い節理面が内包されたチャー

トの接合資料。第 16ブロックとブロック間接合している。節理面による剥落が多くみられるが、良質な

部分で剥片剥離をした様子がわかる。まず、節理によって 32(a'"" e)が剥落する。末端部の 32bもいっ
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しょに剥落。 32aの良質な部分で数回剥片剥離が行われ、 32(C ......_, e)が剥離された。 32Cは縦折れ、 32

dは横折れ、 32eは縦横に折れている。 32aはそれ以上の剥片剥離はなく、残核となる。次に、大きく

残された 32f以降について、接合図 32(a......_, r)において表面下部部分の良質な部位で数回不定形剥片

が剥離される。下面部分で 32(f ......_, h)が剥離。 32(f ......_, h)は節理により細かく折れている。 32(f ......_, 

h)の剥離面を打面に大きな不定形剥片 32iが剥離される。その後、左側面に残る自然面とその反対方向

からの剥離が行われ、 32jが剥離。残った塊(32(k ......_, r))も節理により分割される。 32qからはその後

32 rが剥離され、頭部調整が細かく施されるがそれ以降の剥片剥離はない。 32rは縦長に剥離されるが、

自然面からのヒビにより折れている。 33・34は32と同一母岩で、良質な部分が利用された剥片の接合資料。

33 (a......_, d)は第 11ブロックとブロック間接合している。底面が節理面で、薄い縦長の剥片を連続的に剥

離していた接合資料。 33aとbは末端のみ残存。 33(C + d)は剥片剥離時に同時割れか。打面は l枚の

剥離面で、頭部調整はある。 34(a......_, e)は第 10・11ブロックとブロック間接合している。 34aは縦長

の大型剥片。打面は 1枚で、頭部調整がある。背面から、同様の縦長剥片を連続的に取っていたようであ

る。その後打面が新たに剥離され、 34b以降が剥離される。細かい頭部調整が観察できる。 34bと34C 

は縦長剥片、 34dは頭部調整剥片か。 34eは石核作業面が節理の作用で剥落したものと思われる。

第23表第IIa文化層第 12ブロック組成表

~ 母忌番号
微細剥離痕の

石核 剥片 砕片 纏 纏片 点薮合計 点数比 (I) 重量合計 (g) 重 量 比 (I)
ある剥片

安 山 岩 I I 48 5 54 45. 76 137.45 21. 94 

黒 曜 石 l (男女倉） I I 0.85 l. 11 0. 18 

砂 岩 1 3 3 2.54 2. 41 0. 38 

2 I l 0. 85 0. 9 0.14 

I I 0. 85 66. 78 10. 66 

砂岩点薮合計 4 I 5 4. 24 70. 09 ll. 19 

頁 岩 I I I 2 1. 69 82.24 13.13 

チ ヤ 卜 I I 4 44 7 56 47.46 335. 47 53.56 

全体点敷合計 I 5 97 12 I 2 llB 100. 00 626. 36 100. 00 

点徽紐成 It (%  l 0.85 4.24 82. 20 10.17 0.85 l. 69 100.00 

10. 第 13ブロック（第 47....___ 50図、第 24表、図版8・19)

出土状況 第IIa文化層の中で、西端に分布し、東西に長い環状ブロックでは西の縁に位置する。 6.4m 

X 5. 6 illの範囲に 17点の石器が分布する。本文化層において、最も疎らな出土状況を示す。セクション

投影図では、 IX層下部------VII層下部である。ブロック間接合は 2個体（うち、図示しているものは挿図 41)

あり、第 14....___ 17・20ブロックと接合関係がある。また、ブロック内接合は 1個体存在する。本ブロック

では、第IIa文化層全体では 3割に満たない黒曜石が 76%を占め、特徴的な分布を示す。

出土石器 35は黒曜石の小型の石刃。末端部は折れて欠損。 36は安山岩の縦長剥片。背面は自然面。バ

ルブの下はヒビにより剥落している。 37・38はガラス質黒色安山岩の縦長剥片。 37は節理の影響で右側

縁の末端が張り出している。一枚の打面から、縦長剥片を連続的に剥いでいた様子がうかがわれる。 38も、

母岩は違うが同様の剥離工程が観察できる。 39は黒曜石の縦長剥片。打面は 1枚で、頭部調整はかなり

顕著に潰しが入っている。背面から、連続的に縦長剥片が剥離されていたようだが、主剥離面のねじれが

大きかったため石刃とはしなかった。 40は、砂岩の剥片。第 10プロックの接合資料20と同一母岩と思

われる。擦痕は認められないが、一部稜線に摩滅痕がある。打面は 1枚だが底面はやや角度を持った反対
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方向からの剥離面がある。 40も20同様、石斧の調整剥片か。 41(a,...,_,h)は黒曜石の接合資料。第 13・

15・17・20と、 5ブロックにわたるブロック間接合をしている。本文化層で特徴的な石刃様の縦長剥片を

連続的に剥離する過程を知ることのできる資料である。接合図の裏面に図示した広い節理面と、 41aの

打面に観察できる節理面から、幅 3.5cm程度の幅を持つ円柱もしくは角柱状の石核から剥片剥離がおこ

なわれていた様子がうかがえる。 41aは打面を作り出すために剥離された不定形剥片。打面は節理面で、

打面を挟み左右に 2枚ずつ残る剥離面から、 41aが剥離される前にも両設打面からの連続的な縦長剥離

が行われていたようである。 41bは下面側の打面から剥離された微細剥離痕を持つ縦長剥片。接合状況

から、末端部分が 1cmほど欠損していることがわかる。 41Cは、 41aが作り出した打面から剥離された

縦長剥片。左側面は節理面からのヒビによる剥片剥離時の剥落だと思われる。剥落面が作る稜線上に、連

続した微細剥離が施される。右側縁には、縁辺に沿った線条痕とともに微細剥離痕が観察される。 41d 
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は下面側の打面から剥離された縦長剥片。左側縁および末端に、微細剥離痕を持つ。 41d剥離後に、下

面側の打面は広い節理面からの剥離によって作り直されている。 41eは新しく作られた下面の打面から

剥離された縦長剥片。ただし、それ以前に上面の打面からの剥離が観察できるので、上下で打面転移が頻

繁であったことがうかがえる。主剥離面はややねじれている。 41fは41aが作った打面から剥離され、

下面に作り直された打面を底面に持つ。剥離軸は曲がっているが、稜線が縁辺と平行なので石刃と称し

た。左側面底部に反対方向からの剥離が観察できる。右側縁に連続的な微細剥離を持つ。 41gは下面側

の打面から剥離された微細剥離痕を持つ縦長剥片。主剥離面に節理によるヒビの剥落がある。41hは石核。

最終剥離から、これまで下面と呼んでいた面を打面として展開した。節理面は残るが、ほぼ全周に作業面

を有する。上面と下面の打面の位置関係は、やや角度を持つ。打面は 1枚剥離するだけで、調整はほとん

ど行われていない。頭部調整は施され、小さめな打面を持つ縦長様剥片（石刃）を連続的に剥離していた剥

離工程が観察できる。

第24表第IIa文化層第 13ブロック組成表

母岩 蒻種 母 白 蕃 号 縁111¥NJII痕のある騎片 石刃 豪片 点 II: 合計 点 戴 It 00 重量合計 (a) 重量比 OO

ガラス質鳳色安山白 I 2 2 11. 76 17.37 24.07 

安 山 a 2 I I 5.88 6.33 8. 11 

瓢 曜 石 I (男女倉） 2 3 5 29.41 3.27 4.53 

2 (不明） 2 6 8 47.06 蕊.26 39. 16 

暴曜石点戴合計 2 2 ， 13 76.48 31.53 43.69 

砂 治 2 I I 5.88 16.94 23.47 

全 体 点 戴 合 It 2 2 13 17 100.00 72.17 100.00 

点翫編成比（％） 11. 76 11. 76 76.48 100.00 
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11. 第 14ブロック（第 51・52図、第 25表、図版8)

出土状況 第IIa文化層の中で、第 13ブロックの東側に隣接して分布する。 2.7 mx  2.4 mの範囲に 27

点の石器が分布する。セクション投影図では、 IX層下部"'vn層上部から出土している。ブロック間接合は

1個体で、第 13ブロックと接合関係がある。また、ブロック内接合は 1個体存在する。本ブロックでは、

第IIa文化層全体では 3割に満たない黒曜石が6割を占め、隣接した第 13ブロックと似たような分布傾

向を示す。

出土石器 42は黒色頁岩の縦長剥片。末端に連続的な微細剥離痕と、尖端部の腹面に光沢痕があり、使

用によるものと思われる。 43・44は黒曜石の縦長剥片。 43は頭部調整のある薄手の剥片で末端部分はガ

ジリで欠損している。右側縁表裏に不揃いな微細剥離痕がみられる。 44は断面三角形の剥片で、打面、

背面に節理面がみられその影響で背面に不明瞭な剥離状態が残る。石核のときに稜上から加撃の痕跡があ
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第51図 第 IIa文化層第 14ブロック遺物分布

第25表 第 IIa文化層第 14ブロック組成表

~ 母宕 薔 号 台石 微細剥雇剥痕片のある 石刃 剥片 砕片 点 敷 合 計 点敷比 (I) 重量合 tt(g) 重量比(>)

，，ラス質黒色安山岩 I I I 3. 70 1.33 0. 04 

安 山 岩 I I I 3. 70 0. 24 0.01 

2 3 3 ll. ll I. 96 0.06 

安山岩点数合計 4 4 14.81 2.2 0. 06 

鳳 曜 石 I (男女倉） I I 6 8 29.63 5. 43 0.16 

2 (不明） 1 5 2 8 29. 63 16. 55 0.48 

● 曜石点戴合 11 2 I 11 2 16 59. 27 21.98 0.63 

砂 遍 2 2 2 7.41 6.17 0. 18 

3 I I 3. 70 3440 98.98 

砂綸 点戴合計 I 2 3 11. 11 3446.17 印.16

嘱 IIII 重肇賃 J( 過 2 I I 3. 70 0.11 o. 00 

5 I I 3. 70 o. 78 0.02 

• Ill 重縫賃買嬉点•• 11 2 2 7,41 0.89 0.03 

鳳 色 買 過 1 I I 3. 70 2.85 o. 08 

金体点戴* II I 3 I 20 2 27 100. 00 3475. 42 100.00 

点 II: 鑓成 It (%)  3. 70 11.11 3. 70 74, 08 7.41 100. 00 
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第52図 第IIa文化層第 14プロック出土石器

り、微細剥離痕もみられる。先端部分にも微細剥離痕が存在する。 45は黒曜石の不定形剥片。打面と右

側面に節理面があり、背面にヒビによる剥落面も観察できる。 46は、砂岩の横長剥片。第 10プロックの

接合資料20と同一母岩と思われる。擦痕は認められないが、一部稜線に摩滅痕がある。打面はつぶれを持っ

た剥離痕が連続する。 46も20同様、石斧の調整剥片か。 47は、 台石。 46と比較すると、粒子の粗い砂

岩である。一端は折れているが、それでも長さ 28cmを超える縦長の大型礫で、断面は隅丸四角形を呈する。

平坦面に細かいつぶれの痕跡が部分的に認められることから、 台石と認識した。
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12. 第 15ブロック（第 53,.._, 56図、第 26表、図版8)

出土状況 第 IIa文化層の中で、第 14ブロックの東側に隣接して分布する。楕円形の環状ブロック群を

想定した場合、西側に位置し、内側の空白地帯に面する部分となる。 4.3 m x  2. 6 mの範囲に 41点の石

器が分布する。セクション投影図では、IX層中部,.._,VII層上部から出土している。ブロック間接合は 7個体（う

ち、図示しているものは挿図 20・41・55・56・79)あり、第 10・13・16,-..,20ブロックと接合関係がある。

また、ブロック内接合は 1個体存在する。本ブロックでは、石斧の調整剥片と考えられる砂岩 2が全体の

4割を占める。本文化層において砂岩 2が最も集中しており、石斧をめぐる活動が環状ブロックの南東で

行われていたといえるかもしれない。また、嶺岡産珪質頁岩が多様な母岩で分布しているのも本ブロック

の特徴である。

出土石器 48はメノウの台形様石器。この石材は本文化層では 1点のみの出土であることから、他所か

らの製品の持込であると思われる。横長剥片を横位に使い、打面側と末端部に浅い調整が施されている。

調整は、末端には表面のみ、打面側は表面が主であるが裏面にも調整がみられる。刃部の形状は凸形を呈
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第53図 第IIa文化層第 15プロック器種別分布
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し、ペン先形石器とも分類が可能か。 49は安山岩の剥片素材の石核。素材剥片の背面は左側面、主剥離

面は右側面に図示されている。作業面は主剥離面からの折れ面で、剥片の側面を打面にして 1枚不定形剥

片が取られている。 50,.,_, 53は嶺岡産珪質頁岩の剥片。この文化層で特徴的な石刃様の縦長剥片とは異な

る剥片剥離の様相が観察される。 50は縦長剥片。頭部調整が細かく施され、それで生じたヒビが主剥離

面に入り込んでいる。背面の様子から、求心状の剥離が行われていた可能性がある。51,.,_, 53は不定形剥片。

51は、打点が背面の剥離面と共有していて、線状打面を呈する。 52・53は打面に調整がみられる。 54は

黒曜石の微細剥離痕のある縦長剥片。右側面には節理面があり、それを切るように大きな剥離が左側面か

ら取られている。その後、大きな面から打面が作られ、打面から連続的に縦長に剥離、細かい頭部調整も

施される。左縁辺はガジリによる大きな欠損があるが、残った縁辺および末端部には著しい微細剥離痕と

線状痕がある。使用によるものか。 55(a""'C)は、第 10ブロックの接合資料 20と同一母岩と思われる

砂岩の接合資料。第 16ブロックとブロック間接合している。打面部には縁辺からの調整が施され、薄い

剥片が平面的に取られている。 55bはガジリによる欠損がある。稜線の摩滅は、ほかの資料ほど顕著で

はないが、これらも石斧の調整剥片ではないかと思われる。 56(a+ b)は、嶺岡産珪質頁岩の接合資料。

節理面が発達した石材である。打面は風化した節理面。自然面ととらえてもよいか。底面から大きな剥離

がなされ、打面から数回の加撃があり、その衝撃で 56aが節理面から剥落している。その後、石核から

56 bが剥離されている。主剥離面の様子から判断すると、本遺跡では検出されなかった石核は節理の影

響が少ないようである。
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第54囮 第IIa文化層第 15プロック母岩別分布
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第55図 第IIa文化層第 15ブロック出土石器 (1)
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第56図 第IIa文化層第 15ブロック出土石器 (2)

第26表第IIa文化層第 15ブロック組成表

: 糎 繹岩書号 台責澤石鶴 瓢繍割霞剥片憲のある 石該 剥片 砕片 点 II:合計 点鬱比 00 重量合計し） 重量比｛｀）

安 山 a 1 I I 2.44 16.31 14. 碑

2 I I 2.44 0.35 0.32 

安山白点景合計 I I 2 4.88 16.66 15.30 

鼻 曜 石 I (男女倉） I 2 3 7.32 3.61 3.32 

2 (不明） I I 2 4.88 4.9 4.50 

墨曜石点薮合計 2 3 5 12.20 8.51 7.82 

砂 過 2 16 I 17 41.46 25. 7l 23.61 

攣岡謳珪賃貰臼 4 2 2 4.88 IL 74 10. 78 

5 2 2 4.88 10.89 10.00 

6 2 2 4.88 3. 99 3.66 

7 I l 2.44 1.37 1.26 

8 l I 2.44 3.46 3. 18 

瓢購産珪質 Jf岩点 董合計 8 8 19.51 31.45 蹄.88

鳳 色 )( 岩 I 5 2 7 17.07 21.52 19. 76 

ホルンフェルス I I 1 2.44 0.91 0.84 

玉 鶴 （ メ ノ ウ 含 む） 1 I I 2.44 4. 13 3. 79 

全体点廠合計 I 2 I 33 4 41 100.00 108.89 100.00 

点徽編成比(") 2.44 4.88 2.44 80.48 9. 76 100.00 

13. 第 16ブロック（第 57・58図、第 27表、図版9)

出土状況 第IIa文化層を楕円形の環状ブロック群と想定した場合、本ブロックは南端に位置し、東西

に幅広い分布を示す。 4.0mx  6.0 mの範囲に 20点の石器が分布する。セクション投影図では、 IX層中

部-----VII層上部から出土している。ブロック間接合は 7個体（うち、図示しているものは挿図 32・41・55・

62)あり、第 ll-----13・15・17ブロックと接合関係がある。また、ブロック内接合は 1個体存在する。本

ブロックでは、黒曜石が全体の 45%を占め、その他は、頁岩、ホルンフェルス以外の本文化層における

すべての石材が 1,.__, 2点ずつ出土している。

出土石器 57は黒色頁岩の石錐。素材は薄い石刃で、末端部分に、左辺は折れ面、右辺は細かい調整で

刃部を作り出している。打面部分も、潰すような細かい基部調整がみられる。腹面の刃部周囲には摩滅と

光沢痕が観察できる。 58は黒色頁岩の石刃。下半部は節理の影響を受け、ゆがみを生じている。 59は嶺

岡産珪質頁岩の大型の不定形剥片。節理の影響で末端部と打面に折れを生じている。左右側縁には光沢痕

を伴う微細剥離痕がある。 60は嶺岡産珪質頁岩の小型の縦長剥片。左側面上部にある面から連続的に剥
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第57図 第IIa文化層第 16ブロック遺物分布
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離があり、それで生じたヒビが主剥離面に刻まれている。 61は黒曜石の縦長剥片。左側面に節理面がある。

同一の打面から連続的に縦長剥離がおこなわれている。ガジリによる欠損が打面から右側縁にかけて存在

する。 62(a+ b)は、ガラス質黒色安山岩の接合資料。第 17ブロックとブロック間接合している。素材

は、気泡を持った節理面を内包する。右側面に、接合共有面となる大きな横からの剥離がみられるが、そ

れ以外は縦方向の剥離しか行われていない。 62aは縦長剥片。右側面および腹面に節理面を持つ。 62b 

は大型の縦長剥片。右側縁と末端に節理面があらわれる。底面には、下からの剥離が確認できる。

第27表第IIa文化層第 16ブロック組成表

て 纏 曇是t書号 石鱒
●編＂層寅のある

石刃 匹 曇“ “量合 It 点戴比 OO 重量合計 (g) 重量比 (1)
曇片

ガラス賃鳳色安山岩 I I l 5.00 !l.41 8.11 

2 I I 5.00 43.21 30. 70 

ガラス賛鳳色安山白点葦合計 I I 2 10.00 54.62 38.80 

安 山 差 I 1 I 5.00 2. 郎 1.46 

鳥 曜 石 I (男女倉） 1 I 2 4 20.00 4.7 3.34 

2 ( 不 明 ） I 2 2 5 25.00 10.81 7.68 

凰曜石点菫合 It 2 3 4 ， 岱.DO 15.51 ll.02 

砂 岩 2 2 2 10.00 7.69 5.46 

攣 Ill lit 珪賞頁店 3 1 1 5.00 28.49 20.24 

4 I I 5.00 2.卵 2.05 

0111J産珪質頁白点量合 It I 1 2 10.00 31.38 22.29 

黒 色 頁 Ill 1 I I 5.00 5.82 4.13 

2 I 1 5.00 2.09 1.48 

瓢色頁坦点徽合計 l I 2 10.00 7.91 5.62 

チ ヤ ~ 1 2 2 10.00 21.6 15.35 

全体点量合計 I 3 4 l 11 20 100.00 140. 76 100.00 

点輩編成比（％ ） 5.00 15.00 20.00 5.00 55.00 100.00 

14. 第 17ブロック（第 59,..__, 61図、第 28表、図版9・19)

出土状況 第11a文化層の中で、第 16ブロックの北側に隣接して分布する。楕円形の環状ブロック群を

想定した場合、南側に位置し、内側の空白地帯に面する部分となる。 2.6m x  5.0 mの範囲に 21点の石

器が分布する。セクション投影図では、 IX層中部,.._,VII層下部から出土している。ブロック間接合は 5個体

（うち、図示しているものは挿図 41・62・64)あり、第 13・15・16・18ブロックと接合関係がある。第11

a文化層で 5%に満たないホルンフェルスが本プロックでは全体の 62%を占めている。

出土石器 63は安山岩の縦長剥片。打面は 1枚。背面は同一打面から剥離された大きなネガティブ面、

側面は背面方向からの大きな剥離2枚のみで構成される。 64(a,.._,p)はホルンフェルスの接合資料。第

15・18ブロックとブロック間接合している。小型の石核から、縦長剥片を連続的に剥離している。最初に、

自然面を除去するような薄い剥離によって打面が作られる。 64aはそうした剥片の末端である。接合図

で裏面に示した部分に底面から大きな剥離面が2枚みられ、その面を打面に連続的な剥離が接合図下面部

分で行われる。 64bは、そのときに取られた縦長剥片。その後打面転移があり、接合図で上面にしてい

る部分を打面に、連続的に縦長を意識した剥片が剥離されている（接合図正面図）。 64(c,.._,o)はすべて

そのときに剥離された剥片。 64(d+e)、64(I +m)は剥離の途中、節理の影響で折れてしまった剥片。

64f・64iには頭部調整が確認できる。特に 64iは頭部調整の加撃がヒビとなり、主剥離面打点下に剥

落を生じている。 640は末端が広がった縦長剥片。バルブ部分は折れて欠損。 64pは石核。側面を打面

に裏面にも連続的に縦長剥片を剥離している。作業面は平坦で、残核は板状となっている。
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第28表 第IIa文化層第 17ブロック組成表

7 重 母白薔号 細 砕片 点．璽合計 点戴比 Cl) 重量合計と 重量比 OO

ガ ラ ス 貿 畢 色 安山岩 2 I I 4. 76 19.94 26.84 

安 山 Is I I 1 4. 76 15.66 21.08 

暴 曜 石 2 ( 不明 ） 2 2 9.52 5.57 7.50 

砂 岩 2 4 4 19.05 8.45 11.37 

ホルンフェルス 1 12 I 13 61.91 24.68 33.21 

全体点置合計 20 I 21 100.00 74.3 100.00 

点徽組成比(") 95.24 4. 76 100.00 

15. 第 18ブロック（第 62・63図、第 29表、図版9)

出土状況 第lla文化層の中で、第 16ブロックの東側、第 17ブロックの南側に隣接して分布する。楕円

形の環状ブロック群を想定した場合、第 16ブロックと並列して南端に位置する。 2.2mx  4.4 mの範囲

に22点の石器が分布する。セクション投影図では、 IX層下部'"'-VI層から出土している。ブロック間接合

は2個体（挿図 64・68)あり、第 17・19ブロックと接合関係がある。黒曜石、ホルンフェルスがそれぞれ

3割以上を占め、本ブロックの主体となっている。

出土石器 65はチャートの剥片。背面の上端と、主剥離面および縦折れ面と打点を共有している。右側

面の折れも、剥片剥離時に同時割れを起こしたものと思われる。縁辺は鋭利で、使用によるものか断続的

な潰れが観察できる。 66は、ガラス質黒色安山岩の縦長剥片。節理の影響か背面の大きな剥離面の稜線

が不明確な部分もあるが、石刃と呼べるかもしれない。打面は 1枚の剥離面で、頭部調整が顕著である。

67は黒曜石の縦長剥片。縁辺に断続的な潰れが観察できる。 68(a+b)は嶺岡産珪質頁岩の接合資料。

第 19ブロックとブロック間接合している。節理面どうしが切りあった稜上に細かい剥離があり、その後

打面を上に移し連続的に縦長に剥片がとられている。 68aには細かい頭部調整がみられ、同様の細かい

調整が底部からも行われている。両設打面であった可能性がある。 68bは縦長にとられたものの、節理

の影響で折れてしまった剥片である。 69(a'"" d)は黒曜石の接合資料。この石材に内包されている節理

面は、鏡面のように非常に平坦な面で、剥片剥離の衝撃で剥落したらしい。節理面には剥落時のものかヒ

ビによるはじけが伴う。 69a・69 bは節理で分割されこの遺跡からは検出されなかった石核から剥離さ

れた剥片。 69aは小型の縦長剥片。腹面に折れを生じるような強い加撃で頭部調整がされている。 69b 

は背面に節理面が残り、 69C と節理面どうしが接合している。 69a同様強い加撃の頭部調整により頭部

が折れている。左縁辺に、連続的な微細剥離痕が残る。 69(C + d)は石核。 69Cはヒビにより剥落して

いるが、分割されたときに生じたものか。 69dは左側面から細長く取られた面を打面に、連続的に小型

の縦長剥片が剥離されている。本資料は全体的に加撃部分の潰れやねじれた剥離面が観察され、両極打法

も考えられる。

第29表第IIa文化層第 18ブロック組成表

7 種 母も香号
徴紬g屠凛のある

石核 引片 砕片 点数合 It 点敷比｛｀） 重量合計(g) 重量比 (U
剥片

ガラス賃黒色安山き 1 I 1 4.55 0. 08 0.06 

鼠 曜 石 l (男女倉 I l 1 5 7 31.82 26. 7 18.44 

2 (不明） 1 1 4. 55 l. 42 0.98 

皐曜石点数合 tt I 1 6 8 36 36 認.12 19 42 

嚢岡産珪質頁 岩 3 2 2 9. 09 4.45 3. 07 

ホルンフェルス 1 1 5 I 7 31. 82 97. 25 67.17 

チ ヤ 卜 1 2 2 4 18. 18 14.88 10 28 

全 体 点 数 合 ft 1 2 16 3 22 100.00 144. 78 100.00 

点数組成比(%) 4.55 9. 10 72 71 13. 64 lOO. 00 
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16. 第 19ブロック（第 64,..._, 70図、第 30表、図版3・9・19)

出土状況 第IIa文化層の中で、東側に分布する。楕円形の環状ブロック群を想定した場合、第 20ブロッ

クと隣接して東側部分を形成し、本ブロックが内側の空白地帯に面する部分となる。 5.2 mx  4. 2 mの範

囲に 38点の石器が分布する。セクション投影図では、 IX層下部,___,VI層から出土している。ブロック間接

合は 4個体（挿図 68・77,..._, 79)あり、第 15・18・20ブロックと接合関係がある。黒曜石、嶺岡産珪質頁岩、

黒色頁岩がそれぞれ 3割程度を占め、本ブロックの主体となっている。

出土石器 70はチャートの縦長剥片。背面右側に頭部調整、左側は打点部分がはじけとんでいる。主剥

離面にわずかにコーンが残る。同様の縦長剥片を同一打面から連続的に剥離していたようである。左側縁

裏側にはガジリによる欠損があるが、左右縁辺に沿って光沢痕とまばらな微細剥離が観察できる。使用に

よるものか。 71・72は嶺岡産珪質頁岩の縦長剥片。 71は大型の縦長剥片。打面は節理面をはさんで 3枚

からなる。頭部調整はない。底面を打面とした剥離痕も存在する。左側縁に、断続的に微細剥離痕が観察

できる。 72は小型の縦長剥片。打面は 3枚の剥離面からなる。ほかの石材と比べ、打面が複数枚で頭部

調整が少ないのが本文化層における嶺岡産珪質頁岩の剥片剥離の特徴だと思われる。 73,..._, 76は黒曜石の

縦長剥片。 73は主剥離面のそりが大きな剥片。頭部調整あり。右側縁にまばらな微細剥離と線状痕が観

察できる。 74もそりが大きく剥離軸の曲がった縦長剥片。両設打面の石核から剥離されている。どちら

の打面も 1枚で、頭部調整が確認できる。左側面にあらわれる、上からの剥離が主剥離面を切っている状

況は、頭部調整のときのヒビが剥落したものと思われる。 75は末端が欠損した小型の縦長剥片。 76は背

面が節理面で、調整剥片かなにかの衝撃ではじけてとんだ剥片かもしれない。 77(a,..._, f)は嶺岡産珪質

頁岩の接合資料。第 20ブロックとブロック間接合している。本文化層における嶺岡産珪質頁岩の剥片剥

離の様子を知ることのできる資料である。 77aは前の段階の打面からとられた剥片。打面形状は 2枚の

剥離面からなる。 77b ,..._, eは打面調整剥片。求心的な剥離により、平坦な打面が作られている様子が接

合状況から理解できる。 77fは石核。打面形成後、小型の縦長剥片がとられている。本遺跡から出土し

た剥片でこの石核から目的的に剥離された剥片は、打面は段階が違うが 77aの 1点のみである。石核の

形状は円錐状を呈し、剥片剥離と打面調整が交互に行われている様子が観察できる。打面を整形してから

剥片を剥離するのは、本文化層では嶺岡産珪質頁岩のみで確認できる。 78(a+ b)は、頁岩の両設打面

の石核の接合資料。風化により黄色っぽい色をしているがガジリが鮮やかな暗灰色なので、黒色頁岩と

分類可能か。第 20ブロックとブロック間接合している。素材は平たい礫で、自然面を打面に原石の角に

剥離が行われてから打面を作るために 78aが剥離される。節理に当たり分割が生じたようで、接合状況

に空白部分もあるが 1回の剥離で打面が形成されたものと思われる。 78bは両設打面の石核。作業面は、

礫の平たい面上に設定されている。石核の下部の打面は、大きな 2回の剥離で作られ、連続して縦長の剥

片がとられている。 78aが剥離されでできた平坦面は上面の打面に設定し、こちらからは不定形剥片が

剥離されている。頭部調整は施されていたようである。 79(a,..._, k)は黒色頁岩の接合資料。第 15・20ブ

ロックとブロック間接合している。裏面に自然面、上面下面に節理面という板状の素材を使い、縦長を意

識した剥片を連続的に剥離している過程が理解できる。裏面の自然面の下に節理面があり、それを除去す

るように剥離した面を打面に、横長剥片 79(a"" C)がとられる。背面にみられる同一打面からの大きな

剥離の際にできたヒビで、剥片剥離時に 3枚に分割している。この 3点のみが 20m離れた第 15ブロック

から出土している。この段階では、第 15ブロックで剥片剥離が行われたことを意味するものと思われる。
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第64図 第IIa文化層第 19ブロック器種別分布

その後、自然面下の節理面を打面に、不定形剥片 79dが剥離される。次は打面を展開して、 79(a,...., C) 

が取られた面から自然面に向かって 79eともう l枚の剥離が確認できる。節理面を取り去ることが目的

か。 79eは打点直下で縦折れをおこしている。作業面調整の薄い剥片(79(f + g))がとられ、それから

打面を上面に設定して、連続的に縦長剥片が剥離されている。 79hは背面にそれまでの調整の痕跡を残す。

側面に 79eともう l枚の剥離面が残る。 79iは背腹面とも縦長方向を示すが、やはり側面に 79eとも

うl枚の剥離面が残る。79(j + k)は石核。79kは節理の影響で剥落しているが、いつとれたのかは不明。

79 jは単設打面の縦長剥片をとる石核。この石核のみが第 20ブロックから出土しているのも興味深い。
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第65図 第 IIa文化層第 19ブロック母岩別分布

第30表 第IIa文化層第 19ブロック組成表

了 種 母岩番号 石核 剥片 点数合計 点数比(>) 重 量 合 計 (g) 蓋量比（％）

ガラス質黒色安山岩 I I I 2. 63 0. 92 0 24 

黒 嘔 石 ！（男女倉） 8 8 21.05 17 06 4. 36 

2 ( 不 明 ） 4 4 10. 53 0 63 0. 16 

4 ( 不 明 ） 1 I 2. 63 1.29 0. 33 

黒 曜 石 点鰍合計 13 13 34. 21 18.98 4, 85 

買 羞 1 I 1 2. 63 206. 3 52. 77 

誼 11!1 JI 珪質頁培 3 I 1 2. 63 1.83 o. 47 

， 3 3 7.89 29.45 7, 53 

10 4 4 10, 53 3. 24 0. 83 

11 l 3 4 10. 53 62, 25 15.92 

嶺 llll直珪賃買岩点歓合汁 I 11 12 31.58 96. 77 24, 75 

黒 色 買 塩 1 I ， 10 26. 32 62. 26 15. 92 

チ ヤ ’’ 卜 I 1 I 2. 63 5. 73 1.47 

金 体 点 款 合 It 3 35 38 100. 00 390. 96 100. 00 

点歓紐成比（ ％ ） 7.89 92.11 100. 00 
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第68図 第IIa文化層第 19ブロック出土石器 (3)
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第70図 第IIa文化層第 19ブロック出土石器 (5)

17. 第 20ブロック（第 71・72図、第 31表、図版3・9・19)

出土状況 第IIa文化層の中で、東側に分布する。楕円形の環状ブロック群を想定した場合、第 19ブロッ

クと隣接して本ブロックが東縁の部分となる。 4.2 m x 6. 1 mの範囲に 47点の石器が分布する。セクショ

ン投影図によると撹乱の影響が大きなブロックであるようだが、主体はIX層中部,..._,VII層から出土している。

ブロック間接合は 6個体（挿図 7・41・77,..._, 79・84)あり、第 7・11・13・15,..._, 17・19ブロックと接合

関係がある。ブロック間の接合関係が多いのが本ブロックの特徴である。また、ブロック内接合も 3個体

存在する。石材構成では黒曜石が 72%を占め、本ブロックの主体となっている。

出土石器 80はチャートの二次加工のある剥片。打面のあった部分に背面から調整が入り、さらに連続

するように上端に細かい調整が施されている。左右側縁と末端にも断続的に微細剥離が観察できる。 81

は嶺岡産珪質頁岩の縦長剥片。左側縁に潰れ痕が観察できる。 82は黒曜石の縦長剥片。厚みがなく、バ

ルブのふくらみも小さい。打点下には同時に剥落した小さな剥離面が観察できる。同一打面から同様の縦

長剥片がとられていたようで、ごく細かい頭部調整が右側に集中してみられる。 83(a,..._, d)は黒曜石の

接合資料。表が節理面で裏が自然面という薄い板状の素材に対して剥片剥離が行われている。節理面を打

面に横長に剥離が行われた後、打面転移があり、連続的に厚手の縦長剥片が剥離されている。 83aは小

型の縦長剥片。頭部調整と思われる細かい剥離がありその続きで剥離されているようで、打面は残ってい

ない。 83bは頭部が飛んでいる縦長剥片。背面上部の剥離と同時割れかもしれない。 83Cにも頭部がな

いが、これも背面上部の剥離面が折れとなっているようである。 83dも頭部調整状の潰れと同時に剥離

されている。末端は節理からのヒビがヒンジに巻き込まれている。打点は残っていても打面は残っていな

ぃ。薄い板状の石核に対し、粗い剥離作業が行われたものと思われる。 84(a---...,c)は良質の嶺岡産珪質

頁岩の接合資料。第 11ブロックとブロック間接合している。84aは二側縁加工のナイフ形石器。先の尖っ
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た縦長剥片を素材に、打面側を基部にし、剥片の形状をほぼ変えずに左辺は基部と尖端、右辺は基部に調

整加工（ブランティング）が施されている。 84bは84aと同一打面から剥離された縦長剥片。どちらも剥

離軸は角度を持っている。 84Cの背面から 84b剥離後もう l枚剥片が剥離されたことが観察され、それ

らが剥離された面を打面に連続的な剥片剥離が行われていた様子が左側面に残される。頭部調整も行われ

ていたようである。 84Cは打面再生剥片と考えられる。この剥片のみ、 12m離れた第 11ブロックから出

土している。

第31表 第IIa文化層第 20ブロック組成表

7コ~種
母岩番号 ナイフ形石器

二次加工のある
石核 剥片 砕片 礫片 点数合計 点数比 (Sl 重量合計<,> 重量比(%)

剌片

黒 嘔 石 1 (男女倉） I 23 24 51. 06 24. 24 8. 84 

2 (不明） 1 8 1 10 21. 28 25. 54 9. 31 

黒 嘔 石 点 数 合針 l 1 31 I 34 72. 34 49. 78 18. 15 

頁 岩 I I I 2. 13 76. 6 27. 94 

I I 2.13 102.12 37 24 

頁岩 点数合計 I I 2 4. 26 178. 72 65. 18 

嶺岡産珪質頁岩 2 I l 2 4. 26 2. 79 1. 02 

10 2 I 3 6. 38 2. 02 0. 74 

11 2 2 4. 26 14. 88 5. 43 

嶺岡産珪質頁岩点数合計 I 5 1 7 14 89 19. 69 7 18 

黒 色 頁 岩 I 3 3 6. 38 22.8 8. 32 

チ ヤ 卜 4 I I 2. 13 3. 21 1 17 

全体点数合計 I 2 I 40 2 I 47 100. 00 274. 2 100. 00 

点数紐成比(%) 2. 13 4. 26 2.13 85. 09 4. 26 2. 13 100. 00 

18. 第IIb文化層（第 73図、第 32表）

概 説第IIb文化層は、石器総数 989点からなり、 20m x 35 mの範囲内に 9か所のブロック（第 21""

29ブロック）で構成される。不自然に入り込んだ等高線はゴルフ場のなごりである。発掘調査時において、

本調査区域の西端の壁面に長さ 3mのセクション図が 2枚残されていただけなので、石器群の正確な出土

層位のみならず、ゴルフ場建設時による影轡の程度は今となっては知り得ることができない。

本文化層は、第IIa文化層が立地するのと同じ小さな支谷（地金堀がつくる谷から南西に入り込む）の途

中、南岸にあたる台地平坦部に立地し、標高は 18.75 m (現地地表）である。調査区全体を通して垂直分布

図を作成したところ、南から支谷の存在する北にかけて緩やかな傾斜が確認できた。西側の壁の北と南の

地点で記録されたセクション図をつないでみると同様の傾斜が確認できたので参考にできるものと判断

し、石器群の中で西側の第 21""23ブロックで投影を試みたところ、 IX層中部""VII層下部あたりに集中し

ているらしいことが判明。接合状況や母岩分布などから、第 21""29ブロックは同一時期と判断され、現

場写真なども参考にして出土層位はIX層中部""VII層下部であろうと認識するに至った。

出土層では第IIa文化層と差がないが、石器群の様相はかなり異なる。多様な石材が混在した第 IIa文

化層と違い、第IIb文化層において主体となる石材は黒曜石で全体の 9割近くを占める。第 73図において、

赤のドットで示したのが黒曜石である。肉眼観察で 39種類の母岩が確認され、うち 26種類で産地推定の

結果が得られた。それによると 25種類が高原山・甘湯沢群で 1種類のみ和田・鷹山群となり、判明され

たもののすべてが信州産という結果が出た第 IIa文化層とは明確な差異がある。また、焼成を受けたと思

われる流紋岩（第 73図において▲）が石器群の中央に集中して出土しているという特徴もある。石器組成

では、石刃素材のブランティングを施したナイフ形石器が多く、この点も第 IIa文化層と異なっている。
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第32表第IIb文化層組成表

ti 
母 ナ 削 二 籟 石 石 剥 砕 点 点 重 重

次 紐

種
ィ

加 ゑ 蝕
量

量
岩

フ 工 雇 歓
合

濱
の

の 比 比
形 計

番
あ あ 合

母 る る石

＾ 

｀ 

沼
剥 fl 

｀ 

ヽ
号

＂ 
粕 片 片 刃 It 片 片 計

洟 紋 岩 l 1 38 39 3 94 223 34 9 66 

2 2 3 5 0 51 17 9 0 71 

3 2 2 0. 20 7 75 0 34 

4 I I 0. 10 15 87 0 69 

5 1 I o. 10 6 22 0. 27 

6 I I 0 10 0 2 0 01 

洟紋岩点蚊合計 2 1 46 49 4 95 271 28 11 74 

鳳 燿 石 1 (甘渇沢） I 228 32 261 26 39 76 29 3 30 

2 (甘場沢） 4 1 4 I 134 3 147 14 86 215 93 9 34 

3 (甘沿沢） 1 I 53 55 5. 56 107 5 4 65 

4 (甘沿沢） 13 17 30 3 03 25 48 l 10 

5 (甘沿沢） 3 I I 17 22 2. 22 105 51 4 57 

6 (甘沿沢） 22 22 2 22 92 77 4 Ol 

7 (甘沿沢） 1 78 2 81 8. 19 54 75 2 37 

8 (甘沿沢） 38 38 3. 84 19 06 0. 82 

9 (甘沿沢） 2 4 21 5 32 3 24 32 37 I 40 

10 (甘沿沢） I 1 2 16 I 21 2 12 44 37 I 92 

11 (鷹 111) 17 17 I 72 17 36 0 75 

12 (甘湯沢） 11 11 I II 35 25 1 53 

13 (甘沿沢） I 2 l 6 10 I 01 114 25 4 94 

14 (甘湯沢） I 3 11 15 l 52 81 79 3 54 

15 (甘ill沢） I 6 41 5 53 5 36 40 32 I. 74 

16 (甘場沢） 8 8 o. 81 40 02 I 73 

17 (甘涵沢） 1 3 4 0 40 47 17 2 04 

18 (不明） 8 8 0.81 63 61 2 75 

19 (不明） J 1 2 0 20 21 04 0 91 

20 (甘恐沢） 4 4 0 40 23 66 I 02 

21 (甘沿沢） 1 3 4 0 40 28 83 I 25 

22 (甘沿沢） 4 4 0 40 15 49 0 67 

23 (不明） 2 2 0 20 15 79 0 68 

24 (不明） 2 2 0 20 14 45 0 63 

25 (甘褐沢） 2 2 0 20 5 78 0 25 

26 (甘沿沢） 2 2 0 20 13 56 0 59 

27 (甘湯沢） 2 2 0 20 2 93 0 13 

28 (甘渇沢） l l I 3 0 30 17 3 0. 75 

29 (不明） l I 0 10 7 21 0. 31 

30 (甘場沢） l I 0 IO 7 83 0. 34 

31 (不明） l 1 0 10 15 35 0 66 

32 (不明） I l 0 10 6 38 0. 28 

33 (不 明） I I 0 10 7 95 0 34 

34 (甘場沢） 1 l 0 10 4 72 0. 20 

35 (不明） I l 0 LO 212 43 9 l9 

36 (不明） I I 0 10 13 81 0 60 

37 (不明） l I 0 10 ll 09 0 48 

38 (不明） l l 0 10 51 83 2 24 

39 (不明） 1 I 0, 10 13 55 0 59 

鳳曜石点数合計 13 I 3 15 42 5 746 48 873 88 27 1724 78 74 63 

瑾 賞 頁 治 1 2 2 8 12 I 21 64 92 2 81 

2 I 1 0. lO l 57 0. 01 

珪賀 J{ 岩点敷合 It 3 2 8 13 1 31 66 49 2. 88 

傾閻裏珪賃ヌ泡 1 2 1 45 48 4 85 216 11 9. 35 

2 1 1 2 0 20 20 47 0. 89 

3 1 I 0 10 I 47 0. 06 

霞問裏珪貿 J{'/j.点飯合計 1 2 1 47 51 5 16 238 05 10, 30 

チ ヤ 卜 l 2 2 0 20 9 44 0. 41 

2 1 l 0 10 I 07 0. 05 

チャート点数合計 3 3 0 30 10 51 o, 45 

全体点飲合 It 16 l 3 18 46 7 850 48 989 100 00 2311 11 lOO. 00 

点数 U 成比（％） I 62 0. 10 0. 30 I 82 4 65 0 71 85 95 4 85 JOO 00 
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19. 第 21ブロック （第 74,..____, 78図、第 33表、

出土状況 第 IIb文化層の中で、西端に分布する。3.8 m x 5. 3 mの範囲に 74点の石器が分布する。分

布図で南端に図示している 2点は確認調査時にグリッドで上げてあり出土地点は不明。便宜的にグリッド

の中央に図示してあるが、本ブロックに含まれるものと思われるので総数 76点のブロックであると判断

図版 3・10・20)
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している。8rnほど離れた壁面に想定されたセクション図に投影すると、出土層位の主体はIX層中部,..._,VII

層と読み取ることが可能だと思われる。ブロック間接合は 3個体（挿固 4・5・6)あり、第 22・23・26

ブロックと接合関係がある。また、ブロック内接合も 1個体存在する。石材は黒曜石のみで構成されるブ

ロックで、母岩はすべて高原山 ・甘湯沢産との産地推定結果が得られている。

出土石器 ］は不定形剥片。打面に、頭部調整のような細かい剥離を伴う 2枚の大きな剥片剥離の痕が残

る。打面再生剥片か。 2は尖った先端を持つ不定形剥片。打面部と右尖端部に細かい潰れが観察できる。

使用によるものか。 3は縦長剥片。末端はヒンジ状態となっているが、大きな剥片が剥離時に途中で分割

されてしまった折れ面かもしれない。左側面に見える折れ面はヒンジから始まっており、打面部分も飛ん

でいることから、強い力で加撃されて割れてしまったものだと思われる。4(a+b)は接合資料。第 23

ブロックとブロック間接合している。背面右に自然面と直行する方向の剥離面を持つが、もとは大型の石

刃であったかもしれない。バルブ部分と末端部を折損する。主剥離面に捻れや反りはない。左右縁辺に微

細剥離痕が観察できる。4aと4bに共有する微細剥離面もあるので、使用されていたときは折られてい

ない状態であったことが理解できる。同様に先端の折面も微細剥離面を切っているが、末端部の折れは微

細剥離痕に切られている。末端は最初から折れていて、打面部分は使用されてから折れたものと考えられ

る。 5(a"'l)は石刃を含む接合資料。石核はない。折れが接合したものも 多 く、 12点の接合資料だが、

7枚の剥片で構成される。両設打面の石核から、剥片剥離が行われている。下面の打面は 1枚の大きな剥

離面、上面は 1枚の大きな剥離面に加え数枚の同じ方向への小さな剥離面が観察される。まず接合図右側

面に、下面の打面からの連続した剥離工程が示される。 5aは頭部のみ残存の縦長剥片。接合状況から長

@ 
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第78圏 第 11b文化屈第 21ブロ ック 出土石器 (3)

さ3cm足 らずの剥片だったことがわかる。次は 5(b+c)が剥離される。この縦長剥片も末端を折損し

ている。中ほどの折れは、 央雑物が原因の剥片剥離時によるものと思われる。 5(e+f)の右側面に 5

(b + C)の接合面と打面から頭部調整が観察できるが、その後下の打面からの剥片剥離はされず、打面転

移がなされ上側の打面からのみ連続的に剥片剥離がされている。 5dは末端のみが残存する剥片。接合状

態から 5cm足らずの縦長剥片であったことがわかる。背面に節理面どうしが作る稜があり、薄い調整が

施されている。末端部に底面側の打面を残す。続いて 2枚の剥離があってから 5(e+f)が剥離される。

底部に向けて反りはあるが、稜線と縁辺が平行したきれいな石刃である。頭部調整が連続的に施されてい

る。底面に下面の打面と、側面にその打面からの頭部調整が残る。 5(g"--'j)は接合状況から 1点の石刃

と理解できた。折れについて人為的なものかどうかの判断はつきかねる。 5k・5 Iは不定形剥片。 5I 

には打点がない。接合状況から、 5(g "--'j)のバルブから力が流れているのがわかる。 5(g "--'j)を剥い

だときにヒビが入り、その後の剥片剥離時に同時割れを起こしたものと考えられる。湾曲した左側縁に微

- 100 -



細剥離痕が観察できる。 6(a"-'m)は、石刃様の剥片を剥離した接合資料。第 22・23・26ブロックとブ

ロック間接合している。最初に、接合図右側面に示した部分にみられる大きな剥離が施される。石核調整

か。それからその広い面を打面に行われた剥離工程は、接合図左側面に図示されている。 6aは末端部分

が残存する剥片。接合状態から、長さ 4.5cm程度の縦長剥片だったことがわかる。次にもう l枚剥片剥離

されてから 6(b+c)が剥離される。 6(b+c)には節理面から広い面上に連続的に打面調整が施されて

いるのが観察できる。 6aの打面にも調整が存在したことも考えられる。6(b+c)が折れたのはいつな

のかはわからないが、 6Cにのみ縁辺に微細剥離痕が観察できる。 6(b+c)が剥離されてから、頭部調

整のような細かい剥離が行われる（途中図 6(d"-'m)の底面からの剥離）が、それ以降剥片はとられていな

い。上面に示した剥離が節理から数回施され、それを打面に縦長剥片が連続的に剥離される。打面調整は

確認できない。 6(d+e)は、先の打面調整と頭部調整を稜上剥離のように持つ断面三角の縦長剥片。打

点部分は欠損しているが、接合状況から長さ 6.5cm程度の主剥離面が湾曲した縦長剥片だったことがわか

る。 6(d+e)が剥離される前に小型の縦長剥片がとられていたようで、そのヒビの影響で頭部が欠損し

たものと思われる。末端部の折れについては、人為的なものかどうか判断できない。続いて 6(f+g)と

6 hが剥離される。どちらも縦長剥片。 6(f+g)は打面直下折れを起こしている。ここまでの剥片はす

べて第 22と隣接した第 23プロックから出土している。該当ブロックで剥離作業が行われたものと考えら

れる。続いて 6iと6(j+k)が剥離される。 6iは打点部分が欠損しているが、接合状況から長さ 4cm 

程度の石刃であったことがわかる。 6(j+k)は末端部を欠損している。折れについて人為的なものかど

うか判断不明。ここまでは第 26ブロックからの出土。移動して剥離作業が行われたのか。さらに 6Iが

剥離される。 6mは6Iの剥離面を打面にした石核。 6(ct+ e) ,..___,5 Iまでの剥離作業面を打面に設定

して、小型の縦長剥片が連続的に剥離されている。6I以降は第 21ブロックからの出土。最終的に本ブロッ

クで剥離作業が行われたものと判断できよう。

第33表第IIb文化層第 21ブロック組成表

~ .. 母岩書号
讀鰭馴雇痕のある

石刃 石t買 ゑ片 Q片 点葦合肝 点薇 lt Cl) 重量合計 (1) 重量比 (il
州片． 曜 石 I (甘湯沢） ， ， 11 84 8 22 6 60 

3 (甘場沢） I I l 32 0 88 0 71 

4 (甘場沢） I I l 32 0 18 0 14 

5 (甘場沢） I 3 4 5 26 47 86 38 44 

6 (甘湯沢） 4 4 5 26 5. 03 4 04 

7 (甘渇沢） 3 3 3. 95 0. 57 0 46 

9 (甘場沢） 2 2 2. 63 0. 43 0 35 

10 (甘場沢） 2 2 2. 63 7. 69 6 18 

15 (甘場沢） I 6 36 5 48 63 15 35. 46 28. 48 

22 (甘湯沢） I I I 32 7 19 5 78 

26 (甘湯沢） 1 1 l. 32 10 98 8 82 

全体．点菫合計 2 6 I 62 5 76 100 00 124 49 100. 00 

は 戴 1l 蚊 比 I'4 l 2 63 7 89 I 32 81 57 6 58 100 00 

20. 第 22ブロック （第 79,._, 86図、第 34表、図版 3・10・ 20)

出土状況 第 IIb文化層の中で、北西端に分布する。 7.0 m x 7. 2 mの範囲に 142点の石器が分布する。

参考までに 10mほど離れた壁面に想定されたセクション投影図では、主体は1X層中部,....._,Vil層下部から出

土しているものと解釈できる。ブロック間接合は 5個体（挿医 6・19・ 21・ 22・23)あり、第 21・ 23・25・
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26ブロックと接合関係がある。嶺岡産珪質頁岩の接合資料は、 40m以上離れたブロック外出土遺物と接

合関係にある（第 22図）。また、ブロック内接合も 10個体（うち、図示しているものは挿図 18・20)存在する。

9割以上が黒曜石で占められ、ほかに嶺岡産珪質頁岩と流紋岩がわずかに分布する。

出土石器 7・8は黒曜石のナイフ形石器。 どちらも一側縁加工である。7は尖端をガジリで欠損してい

るが、石刃素材のナイフ形石器と思われ、打面を基部に設定し素材形状をほとんど変えることなく右辺に

ブランティングが施されている。主剥離面の打点下に剥離があり打面はなくなっているが、素材剥離時の

同時割れかもしれない。 背面には頭部調整が残り、さらに微細剥離で調整されている 。 8 は、尖端• 基部

R 
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とも欠損したナイフ形石器。素材の使い方と調整加工は 7と似ている。 9は黒曜石の石刃。頭部を折損す

る。末端が内湾するが、中央の稜線は側縁と平行し断面三角を呈するところは、 7・8のナイフ形石器の

素材と共通している。両側縁に微細剥離痕が観察できる。 10は嶺岡産珪質頁岩の縦長剥片。右側縁に微

細剥離痕を持つ。打面は剥離面 l枚で頭部調整がある。バルブが発達せずねじれもなく、平坦な主剥離面

となっている。11は黒曜石の微細剥離痕を持つ剥片。末端部は欠損しているが、 10と同様の剥片の特徴

を持つ。 12は黒曜石の不定形剥片。右側面に頭部調整を伴った 2枚の剥片剥離の痕跡を持つ。打面再生

剥片だと思われる。左側縁の湾曲した縁辺に微細剥離が観察できる。 13は黒曜石の縦長剥片。主剥離面

の末端部分に内包された節理面があわられており、節理と切りあう右側縁に微細剥離痕を持つ。 14,..__, 16 

は黒曜石の不定形剥片。 16は打面と頭部両方に調整を持つ。 17(a+b)は2つに折れた縦長剥片の接合

資料。両設打面の石核から連続的に薄手の縦長剥片が取られていたようである。折れは薄いがゆえに、剥

片剥離時に発生したものか。 18(a+b)は、節理の影響を受けた接合資料。 18bは節理面からヒビが入っ

ていたため、 18aの剥離時に同時割れを起こして剥落したものと思われる。 19(a"'-'f)は総数 6点だが

剥片 2枚の接合資料。第 25ブロックとブロック間接合している。 19(a"'-'e)が剥離される前に、接合図

の右側面に示した大きな縦長剥片が上面の打面から剥離されている。その後、底面にあたる部分に左側面

から 19(a"'-'e)が剥離される。 1枚の剥片だったのが内包された節理によって砕けている。そして打面

を元に戻し、 19fが剥離される。 19fは稜上剥離のある縦長剥片で本ブロックから出土しているが、ど

このブロックで剥離されたのかはそれ以降が接合されていないので不明。 20(a+ b)は背面に風化面を

残す縦長剥片の接合資料。背面には末端側からの剥離痕も 2枚観察できる。 20aが剥離されてから、も

うl枚縦長剥片がとられ、 20bが剥離される。 20bは上ほど薄く、頭部は剥片剥離時に同時割れで飛ん

でいると思われる。 21 (a,..__, d)は石核の作業面調整剥片と思われる剥片類の接合資料。もとの石核は、

打面が風化面と 1枚の剥離面からなり、連続的に縦長の薄い剥片を剥いでいたものである。底面からの小

さな剥離もあり、底部には稜上からの剥離もある。これらは石核の形を整えるための調整か。その後、 21

aが剥離される。非常に厚い剥片で、作業面を調整するためのものだと思われる。次に 21 (b + C)が、

同一の打面から 21aと平行するような剥離でとられる。 21Cは打面を側面に変えて剥離されている。そ

れ以降の剥離は接合されていないためわからないが、 21Cは21 (b + C)のくぼみを埋めるように接合さ

れていることから平坦面を求めて剥離された可能性もあり、その後の剥片剥離が 21Cに連続して側面か

ら不定形剥片を目的的に剥離したのかはわからない。 22(a ,..__, p)は嶺岡産珪質頁岩の接合資料。本資料

は第 23ブロックとブロック間接合し、本ブロックから 40m以上離れた調査区外出土遺物とも接合関係に

ある。素材は節理面に囲まれており、最初は求心的に大きな剥離が施されている。 22(a+ b)もそういっ

た大きな剥離で作業面を作り出すことを目的にとられたものだと思われる。加撃による衝撃で、 2つに分

割されている。 22(a+ b)を取り去ったあとは上面にとられた大きな剥離面を打面に、連続的に縦長を

意識した剥片剥離が行われている。作業面の様子は、途中図 22(C ""p)に図示してある。頭部調整 とみ

られる小さな剥離と底面まで延びた大きな剥片がとられていた。 22Cは前者、 22dは後者に該当する剥

片である。22dを剥離したあとの作業面の様子が途中図 22(e ,..__, p)。同一打面からの最後の剥離が 22(e 

+ f)。薄くて大型の不定形剥片で 22dを剥離したヒビなどの影響から剥片剥離時に割れてしまっている。

それ以降は打面を回転させながら求心的な剥離が続く。 22gは左側面からの縦長剥片。 22hは右側面に

打面を作り直してから剥離された厚い不定形剥片。その後の作業面の様子は、途中図 22(i ,..__, p)のとお
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第82図 第 IIb文化層第 22プロック出土石器 (2)
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第83図 第 IIb文化層第 22プロック出土石器 (3)
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第84図 第 IIb文化層第 22ブロック 出土石器 (4)
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第86図 第IIb文化層第22ブロック出土石器 (6)

り。周辺に頭部調整を施しながら不定形剥片を連続的に剥離している。 22iは上面から剥離された剥片。

上面の打面はそれまでの打面をそのまま使われている。 22jは右側面からの横長剥片。右側面と末端が

折損している。この剥片がブロック外から出土した資料である。 22kは右側面と底面の角をたたいた横

長剥片。その後、上面に細かい調整で打面が作られ、さらに小さい剥片が連続的にとられている（途中図(22

(l"-'p)))。接合した資料は上面から右側面、底面にかけてを打面にした剥片ばかりであるが、背面には

左側面からの剥離もあったことが読み取れる。 221・22 nは上面から、 22m・22 o・22 pは右側面か

ら剥離された不定形剥片。これらの小さな剥片が目的的に剥離されたかどうかは不明。この接合資料にお

いて、剥片に共通しているのは最初に大きくとられた 22(a+ b)のほかはどの剥片も末端が丸くヒンジ

状態になっていることである。出土地点は、大半が第 23ブロックであるので、剥片剥離作業は隣の第 23

ブロックで行われたものかもしれない。 23(a"'e)は流紋岩の接合資料。第 23ブロックと接合関係があ

る。本文化層における流紋岩の特徴は、表面が白く焼けているように見える。母岩名を流紋岩 2としてい

る本資料はそのなかでも変質が少ないと思われるものである。背面には節理面と下からの剥離面も観察さ
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れるが、接合している剥片はすべて同一の打面から左から孤を描くように打点を移動して連続的に縦長剥

片が剥離されている。打面は大きな剥離面 l枚と数枚の小さな剥離面からなる。 23aは打面を広く残し

た縦長剥片。 23b • 23 Cは背面の影響で剥離軸が曲がった縦長剥片。23d・23 eは稜線と側縁がほぼ平

行なので石刃とした。 23eは右側面にはじけ折れた面を持ち、これのみ第 23ブロックからの出土である。

第34表第IIb文化層第 22ブロック組成表

二 種 母岩書号 ナイフ形石柑
纂紐剥雇裏の

石刃 石杖 剥片 砕片 点嶽合計 点嶽比(%)
重量合計

重量比(S)
ある封片 （ヽ）

濱 枚 'ii 2 1 3 4 2 82 15 92 3 77 

黒 虐 石 1 (甘湯沢） I 66 14 81 57 04 34 24 8 II 

2 (甘渇沢） 1 I 2 I 41 1 24 0 29 

3 (甘場沢） l 6 7 4 93 17 9 -4 24 

5 (甘場沢） 3 7 10 7 04 24 89 5 90 

6 (甘湯沢） ， ， 6 34 76 69 18 17 

7 (甘喝沢） 4 4 2 82 l. 43 0 34 

9 (甘渇沢） l l 2 1 41 I II 0 26 

14 (甘潟沢） 1 l 0. 70 0 44 0 10 

lS (甘渇沢） 2 2 1 41 0 72 0 17 

16 (甘場沢） 5 5 3 52 l6 98 ; 02 

17 (甘場沢） 2 2 l 41 29 58 7 01 

18 (不明） 3 3 2 11 46. 56 11 03 

22 (甘場沢） l l 0 70 0 97 0. 23 

30 (甘場沢） l l 0 70 7 83 l 85 

32 (不明） l 1 0 70 6 38 I 51 

34 (甘場沢） l l 0. 70 4 72 I 12 

39 (不明） 1 I 0. 70 13. 55 3 21 

黒嘔石．点歓合計 2 5 l 109 16 133 93 66 285 23 67 57 

覇 問 崖 珪 賃 頁 治 l I 3 4 2 82 111 56 26 43 

2 l I 0 70 9 43 2 23 

鑽間竃瑾賃頁后点薇合計 1 1 3 5 3 52 120 99 28 66 

全 体 ． 点 蠍 合 計 2 6 2 l 115 16 142 100 00 422 14 100 00 

点 徽 U 成 比 （ ％ ） 1 41 4 23 1 41 0 70 80 98 II 27 100 00 

21. 第 23ブロック （第 87,,.___, 90図、第 35表、図版 3・10)

出土状況 第 IIb文化層の中で、第 22ブロックの南側に接して分布する。 4.2 m x 7. 7 mの範囲に 66点

の石器が分布する。参考までに 14mほど先の壁面に想定されたセクションに投影すると、主体はIX層中

部,..__,vn層であると解釈できる。ブロック間接合は 6個体（うち、図示しているものは挿図4・6・22・23)

あり、第 21・22・25・26・27ブロックと接合関係がある。嶺岡産珪質頁岩の接合資料（挿図 22)は、 40m 

以上離れたブロック外出土遺物と接合関係にある（図 22)。また、ブロック内接合も 4個体（うち、図示し

ているものは挿図 32)存在する。黒曜石が全体の四分の一しかないのは本文化層において特異的である。

石材構成の主体は挿図 22と同一母岩の嶺岡産珪質頁岩が 62%あり、ほかに焼成を受けていると思われる

劣化の激しい流紋岩などある。

出土石器 24は黒曜石の石刃。 下半部は折損している。 打点部分は剥離時に折れたようで、尖った頭部

を呈する。バルブのふくらみはほとんどなく、主剥離面も平坦で、厚みが安定している。表裏の両側縁に

微細剥離が観察できる。 25,..__, 27は挿図 22と同一母岩である嶺岡産珪質頁岩の剥片類。 25は末端を折損

した石刃。打点近くの湾曲した右縁辺に微細剥離痕がある。 26は不定形剥片。頭部調整があるが、背面

にある剥離面は別の打面からとられていることから求心的な剥片剥離がおこなわれていた こと が考えられ
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る。右側面は節理による折れである。27は自然面を大きく残す横長剥片。細かい頭部調整が施されている。

28は25,.....,27とは別母岩の嶺岡産珪質頁岩の剥片。背面には細かい頭部調整が伴う小型の石刃を剥離し

た様子が残され、 3枚の剥離面で構成される平坦な打面が広く残される。石核作業面再生剥片だと思われ

る。同一母岩は挿図 10の剥片と 2点のみであることから、他所からの持込である可能性が高い。 29は黒

曜石の大型の縦長剥片。上部は折損している。背面の下部に右辺からの剥離と底部からの剥離痕があるが、

大型の石刃と呼ぶこともできるか。主剥離面は平坦で末端にかけわずかに内湾している。 30・31は流紋

岩の縦長剥片。どちらも焼成を受けているようで、やや赤みをおび現時点では手にするともろい印象があ

る。焼成を受けたものとすると、剥離面のすべてが同様の状態なので剥離後に処理が行われたものと思わ

れる。さらにガジリによる欠けた部分を観察すると、劣化は内面にまでおよんでいるようである。母岩分

類はほぼ不可能で、記載された母岩番号は劣化の様子を肉眼で判断して仮に番号をふったものであること

を明記しておく 。30は表面の劣化が激しく、ざらざらしている。31は背面の様子から、同一打面から同

様の良好な縦長剥片を剥離していたことがわかる。32(a "-'C)は挿図 22と同一母岩である嶺岡産珪質頁

岩の接合資料。縦長剥片 2枚が接合している。32(a+ b)は節理の影響で剥片剥離時に分割されてしまっ

たと思われる。32Cの背面から、さらにもう l枚の縦長剥片が同時に剥離されていることが理解できる。

左側縁の裏面に薄い微細剥離が連続しているが、節理の影響なのか使用によるものか判断できない。32

Cの上面図は、中央が 32(a+ b)と共有する打面で、左右の剥離面は剥片剥離時に同時割れを起こしで

きたものである。33(a+ b)は黒曜石の縦長剥片の接合資料。折れ面は央雑物によりできている。剥片
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第90図 第 IIb文化層第 23プロック出土石器 (2)

剥離時の同時割れか。背面の様子から、右側からの大きな 2枚の剥離の後、同様の縦長剥片が剥離されて

いる。打面にみられる細かい剥離は背面に残る縦長剥片を剥離したときのはじけだと思われる。34(a+b) 

は黒曜石の大型の縦長剥片の接合資料。上半部および末端の先は折損している。上部も接合面も央雑物の

影響で折れていると思われる。 34aは左側縁の表裏に微細剥離痕が観察できる。折れは剥片剥離時にで

きて、状態のよい 34aが刃器として使われたものか。

- 115 -



第35表 第IIb文化層第 23ブロック組成表

了 種 母岩奮号
籟紐引雇濱のある

石刃 剥片 点 It 合 計 点藪比 (,i:) 重量合計（ヽ） 重量比 C,)
剥片

箕 紋 忌 I I l l 52 l 87 0 89 

2 l I 1 52 1 98 0 95 

3 2 2 3 03 7. 75 3 71 

4 I l l 52 15 87 7 59 

6 1 l 1 52 o. 2 0. 10 

洟 枚岩 点 嶽合 It I 5 6 9 09 27 67 13 24 

黒 曜 石 1 (甘湯沢） 4 4 6 06 1. 65 0 79 

2 (甘場沢） 2 2 3 03 4. 19 2 00 

5 (甘渇沢） 2 2 3 03 16 7 7. 99 

8 (甘湯沢） 2 2 3. 03 I 54 0 74 

9 (甘場沢） I l l 52 3. 06 l 46 

15 (甘湯沢） 1 1 l 52 2 6 I 24 

16 (甘湯沢） 2 2 3 03 18 43 8 82 

17 (甘湯沢） 1 I 2 3 03 17 59 8 42 

26 (甘湯沢） I l l 52 2 58 1 23 

黒虐石 点鰍合 計 2 1 14 17 25. 76 68 34 32 70 

嶺 fill ilt 珪質頁店 l I 40 41 62 12 100 86 48 26 

2 I 1 I 52 II 04 5 28 

傾岡葦珪質 J( 坦．点嶽合 It 1 41 42 63. 63 Ill 9 53 55 

チ ヤ 卜 2 l I l 52 I 07 0 51 

全 体 点 薮 合 計 2 3 61 66 100 00 208. 98 100 00 

点鰍~ 紐 成 比 (") 3. 03 4 55 92. 42 100 00 

22. 第 24ブロック （第 91,,,___, 98図、第 36表、図版 3・11)

出土状況 第IIb文化層の中で、ほぼ中央に位置するブロックである。5.0 m x 3. 9 mの範囲に 152点の

石器が分布する。垂直分布では 53cmの幅を持つ。ブロック間接合は 4個体（うち、図示しているものは挿

図42・44・45)あり、第 25・26ブロックと接合関係がある。また、ブロック内接合も 4個体（うち、図示

しているものは挿図 40・41・ 43)存在する。黒曜石が全体の 77%以上で、ほかに焼成を受けていると思わ

れる流紋岩が2割と嶺岡産珪質頁岩がわずかに 1点という構成である。

出土石器 35は黒曜石の二側縁加工のナイフ形石器。刃部は欠損している。素材は横長剥片で、基部側

にした部分は剥片剥離時に突雑物の影響で生じた剥落と折れをそのまま、横位に用いている。打面と打点

下の末端に二次加工が施され、調整縁辺は潰れている。 36は大型の円錐状石核。接合する剥片がないこ

とから、持込かもしれない。打面は大きな剥離で形成され、打面調整とみられる細かい剥離も観察できる。

同様に頭部と底部にも調整が施されており、大きな縦長剥片が 6枚程度剥離されているようである。 37

はかなりもろく劣化した流紋岩の石核。すべての面が等しく劣化しており、剥片剥離作業後に焼成を受け

たのか。頻繁に打面転移した石核で、不定形剥片が剥離されている。 38は黒曜石の横長剥片。明確な打

点がなく、上面に末端が図示された剥離がおこなわれた際にヒビを生じ折れたものと思われる。厚さ 2cm

ほどの板状の石核の表裏で剥片剥離がおこなわれたようで、石核の下面（剥片の背面）を打面とした剥片剥

離の痕跡もあるこ とから両設打面だったようである。 39は流紋岩の縦長剥片。バルブのふくらみがなく、

平坦な主剥離面を呈する。背面の様子からそういった剥片を連続的に剥離していたようであるが、他の流

紋岩と同様に焼成を受けたような劣化がある。 40(a+ b)は黒曜石の二側縁加工のナイフ形石器。折損

部分が接合している。素材は細身の石刃で、 打点側を上に しているが、バルブは存在しない。本文化層は

意図的に折られたか どうかはわからないが長い石刃が折れて出土しているものが多く、そう したものを素
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材としたと思われる。 40(a+ b)は末端に近い部分で、央雑物で折れた面を基部に設定している。左辺

は尖端まで、右辺は器長の 1/2ほどブランティングが施され、縁辺は潰れている。刃部にはごく細かい微

細剥離が40a・40 bとおして残されており、折れる前に使用されていたことがわかる。 41 (a+b)は

中央で折れた石刃の接合資料。意図的な折れかどうかは不明。打面は 1枚の剥離で、同様の石刃を連続的

に剥離していたようである。頭部調整はない。打点部分の衝撃痕はとても小さく、バルブのふくらみもほ

とんどなく、主剥離面のねじれも少ない。両縁辺は剥離方向に対して平行で、縦横比 10:3と長い。央

雑物の多い石材を使用しながらこうした石刃を連続的に剥離していることから、石刃剥離技術の高さを感

じさせる。 42(a+ b)は折れた縦長剥片の接合資料。打点部位は第 26ブロックから出土している。 41

(a+ b)と同様の剥離技術による特徴がみられる。左右縁辺に微細剥離痕が観察される。 42aについて

は、打面と折面を利用して横位に用いる台形様石器のような使われ方をしたかもしれない。 43 (a~d) 

は、 3か所で折れた石刃の接合資料。末端部がわずかに折れているが全長 9cmを超える長い石刃で、 43

bと43Cの間は央雑物の影響で剥離時に折れたものと思われるが、ほかの 2か所については人為的なも

のかどうか不明。背面の様子から、最初は左側から大きな剥離が数枚剥離されてから 90度の打面転移が

なされている。石刃を 2枚剥離してから、打面調整が施されている。打面には反対側からの剥離も観察さ

れることから、あまり厚い石核ではなかったことが予想される。打点の状態は 41・42の接合資料と同様で、

主剥離面も末端までねじれもそりもなく平坦である。こうした大型で良好な石刃どうしの接合状況がない

ので本文化層で剥離作業がおこなわれたかどうか判断は難しいが、央雑物によって剥離時に折れたと思わ

れる部分も出土していることから石刃で持ち込まれたというよりここで剥離作業が行われたと考えたい。

44 (a~C) は劣化した流紋岩の接合資料。大きな石核から連続的に縦長剥片が剥離されていた様子が観

察できる。 打面は、 44Cの上面にわずかに残される面がその一部であると考えられる。大型の縦長剥片

44 aが44bの背面を打面に剥離される。剥片剥離時の打点のはじけが 44bに残っている。 44aの背面

は劣化が激しいが、それ以前にも反対方向から大きな剥片がとられている。これらは石核の広い底面を、

作業面を打面に横から剥離する工程となる。 44aが剥離されてできた新しい底面へ向けて、 44b• 44 C 

がもとの打面から剥離されている。目的的剥片とは呼びがたい厚めの不定形剥片であるので、この 2枚も

石核の調整目的で剥離されたものか。 45 (a~a h)は34点の接合資料で、隣接した第 25・26ブロ ック

とブロック間接合している。折れた剥片の接合が多く、剥片としては 13点の接合資料である。背面は節

理がかった面が広くみられるが、素材からそうした要素を除くことを目的に面的に薄い剥離を続け、石核

に適した良好な面を出すための作業の様子を示しているものと考えられる。それゆえ、剥片には剥離時に

折れが多く生じているものと思われる。接合図の下に模式図を示した。黒丸は打点の位置を表す。素材の

大きさが 9.5cm x 11cmくらいであったことがわかる。36の石核も大きかったが、原山遺跡には黒曜石の

大きな石材が持ち込まれ、剥片剥離作業が行われていたようである。矢印は剥離の方向を表す。求心的な

剥離によってこの工程が行われたことが理解できる。 45 (a~C) は 3 点接合でほぼ完結する不定形剥片。

打面は 2枚の剥離面からなり、左側は 45 (d~g) の打面と共有する節理面、右側は背面を打面とした剥

離面である。末端はヒンジである。 45 (a~C) 剥離後、接合面を打面に加撃され節理面の右側に剥離面

が作られ、それを新たな打面として 45 (d~g) が叩かれる 。 1回の加撃で割り切れず、反対側からの再

度の加撃によって剥離されている。腹面の様子は途中図 45 (d~i) として示した。 45 (d~g) は 4 点

接合でほぼ完結する大きな縦長剥片、45(h~i) は 3 点接合で末端部分を欠損している不定形剥片である。
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第91図 第IIb文化層第 24プロ ック器種別分布

次に接合しているのが不定形剥片 45k。45(h......, i)と同 じ打面から剥離されている。末端の左側を欠損

している。第 25ブロックからの出土資料である。続いて、接合図左側面からの剥離が連続して行われて

いる。打面の様子は接合図左側面圏にあるが、 3枚の剥離は調整された同一打面から剥離されている。

た、 3枚に共有する背面では頭部調整がほぼ連続的に施されているのが観察できる。45(n ,..__, p)は3点

の接合からなる不定形剥片。打点部分が第 26ブロックからの出土資料である。背面からのヒビがバルバー

ま
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第92図 第 IIb文化層第 24ブロ ック母岩別分布

スカー状に剥落している。右側面には、背面からの剥離が観察され、接合図上面の打面を作ったものと考

えられる。45(1 + m)は2点接合し、左側辺と末端が欠損しているが不定形剥片だと思われる。45qは

左側縁と右末端が欠損している不定形剥片。末端は階段状である。続いて、再び上面から剥離された剥片

が 2枚接合している。45(r + s)は2点の接合からなり、末端部分を欠損しているが縦長剥片と思われる。

打面は 45(d ,..__, g)よりも低いので、剥離後作られた打面から剥離されているものと思われる。45(t "'V) 

は3点の接合からなり末端などを欠損している縦長剥片。打面はさらに低く、 45(r + s)剥離後に新た

に作られたものだと思われる。接合状況から、45(aa+ ab)と同一の打面から剥離されたものと判断される。

続いて、再び左側面からの剥離と思われる 45(w ,..__, z)が剥離されている。 45(W"-'Z)は4点の接合か
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第93図 第 IIb文化層第 24プロック出土石器 (I)
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第94図 第 IIb文化層第 24ブロック出土石器 (2)
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第97図 第IIb文化層第 24プロック出土石器 (5)
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第98図 第 IIb文化層第 24プロック出土石器 (6)

らなるが、折れもガジリも存在し末端に近い下半分のみが残っている状況である。腹面のリングの広がり

から、大きめの縦長剥片であった可能性が強い。 45wは二次加工のある剥片と称しているが、腹面に上

からの薄い剥離痕が観察されたからである。ガジリで欠損しているため想像するしかないが、折れ面があっ

てそこから加工が施されていたのかもしれない。しかし、45Xには ヒビ と思われる剥落面のあとが存在し、

この資料がそうしたヒビを多々起こしていることが観察されるので、加工というのは間違いの可能性もあ

ることを明記しておく 。その後再度打面が転換され、 上面の打面から 45(aa + ab)が剥離される。 45aa

は折れではなく同時割れで剥離した末端を持つ不定形剥片。さらに主剥離面は 45abに伸びるが、途中か

ら斜め入り込んだにヒビで切られる。接合状況から上面の打面からのヒビで、加撃したのに剥離しなかっ

たヒビが残っていたものと思われる。そして同一打面から 45(ac ,..__, ae)が剥離される。ヒビが主剥離面

に残るような激しい頭部調整がおこなわれ、その過程で剥離された縦長剥片で、打面は線状を呈する。末

端は急角度のヒンジ状であるが、さらに先に同時割れした末端が続く可能性がある。接合は 3点で、 両側
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縁に折損が残る。最後に剥離されているのが、45(af ,...__, ah)。本接合資料で唯一右側面からの剥離である。

打点は点状なので打面の様子はわからないが、石核の大きさを推定するためには有効な資料である。右側

面側は剥片剥離時の衝撃で縦折れを起こし欠損。それ以外の部分が3点の接合でできている。背面はまた

節理面を有し、目的的剥片の剥離というよりこの段階ではまだ節理面を除去する石核調整の段階であった

ことが理解できる。

第36表 第IIb文化層第24ブロ ック組成表

て 種 母も書号 ナイフ亮石II 二次加工の 懺 引層痕の
石刃 石は 駅片 O片 点量合 tt 点彙比（｀） 重量合計 (c) 重量比 （り

ある剥片 ある剥片

洟 tt 坦 I I 31 32 21 05 154 4 28 34 

5 l I 0 66 6 22 114 

箕杖 'II . 点薮合計 1 32 33 21 7l 160 62 29 48 

鳳 虐 石 I (甘湯沢） 43 8 51 33 55 IO 33 I. 90 

2 (甘湯沢） 2 2 I 32 0. 7 0 13 

3 (甘湯沢） I 39 40 26 32 79. 96 14 68 

6 (甘場沢） 1 I 0. 66 0. 53 0 10 

7 (甘場沢） 3 3 I 97 0 64 0 12 

IO (甘場沢） I I 2 5 ， 5 92 23. 11 4 24 

14 (甘場沢） I I 0. 66 0. 41 0 08 

20 (甘湯沢） 4 4 2. 63 23 66 4 34 

22 (甘湯沢） 2 2 I 32 7 33 1 35 

24 (不 明） I 1 0 66 10 38 I 91 

27 (甘錫沢） 2 2 l. 32 2 93 0 54 

35 (不明） l I 0 66 212. 43 38 99 

37 (不明） l 1 0 66 11 09 2 04 

鳳虐石．点鎗合計 3 2 I 6 I 97 8 118 77 63 383. 5 70. 40 

瓢 llli 量珪賃 J( 岩 J l I 0 66 0. 68 0 12 

全体点働合 It 3 2 I 6 2 130 8 152 100 00 544 8 100 00 

点 嶽 U 威比（％） 1. 97 I 32 o. 66 3 95 I. 32 85 52 5 26 100 00 

23. 第 25ブロック （第 99,......, 101図、第 37表、囮版3・11)

出土状況 第 IIb文化層の中で、ほぼ中央に位置する第 24ブロックの東側に隣接する。 4.4 m x 4. 6 m 

の範囲に 37点の石器が分布する。本文化層では、もっとも出土点数が少ないブロックである。垂直分布

では 38cmの幅を持つ。ブロ ック間接合は 3個体（挿図 19・44・45)あり、第 22・24・26ブロックと接合

関係がある。また、ブロック内接合も 3個体（うち、図示しているものは挿図 53・54)存在する。黒曜石

が全体の 83%以上で、ほかに焼成を受けていると思われる流紋岩が 1割と嶺岡産珪質頁岩がわずかに 2

点という構成である。黒曜石の中で、母岩番号 11と称した石材は本ブロックでのみ検出されているが、

その石質は透明で、縞状に薄墨色が入り込み央雑物が少ない。産地推定の結果は「不明」であるとのこと

であったが、後日、和田 ・鷹山群との結果を得た。本資料以外、結果が出ているものはすべて高原山 ・甘

湯沢群という本文化層では特異なブロックといえる。

出土石器 46は小型の黒曜石のナイフ形石器。素材は打点を下に使い、 基部にバルブのふ くらみが残る。

両側縁、ほぼ全周にわたりブランティング加工が施される。細かく観察すると 、左辺の加工のほうが右辺

にくらべてつぶしが細かい。また、先端部分には左辺から右辺へ折れが入っている。こうした ことから、

左辺を調整加工中に折れてしまい右辺に新たに加工を施した石器である可能性がある。47は黒曜石の縦

長剥片。同一打面から頭部調整をほどこし縦長剥片を剥いでいたようである。左側縁に連続的に潰れをと
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第100図 第 IIb文化層第 25プロ ック 出土石器 (I)
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第101図 第IIb文化層第 25ブロック 出土石器 (2)

- 129 -



もなう微細剥離痕が観察できる。 48は22の接合資料と同一母岩の嶺岡産珪質頁岩の縦長剥片。打点と末

端を欠く。 49,..._, 51は黒曜石の縦長剥片。 49は少々幅広で、細かい頭部調整と打面調整が観察できる。末

端は節理でとまっている。剥片剥離時に節理折れを起こしてしまったが、本来はもう少し長い剥片であっ

たかもしれない。 50はやや厚みのある縦長剥片。背面の末端部に右側面からの剥離が 1枚だけあるが、

縁辺に平行な線状痕が 5mmくらいの幅を持って観察できる。また、その稜線上には擦りのようなつぶれ

も線状痕とともにみられるが、それらがどうした経緯で残されたのかは不明。 51は右側面および打面に

剥片剥離の打点部分の痕跡を持つ縦長剥片。末端は折れている。 1枚の剥離面からなる広い打面の石核の

打面再生剥片であると思われる。石核においては、頭部調整が細かく行われていた様子がうかがえる。剥

片の左側縁は鋭く、微細剥離痕がまばらに残されている。背つきの石器のような使われ方をしたものか。

52は焼成を受けたと思われる流紋岩の縦長剥片。同様の薄い縦長剥片を連続的に剥いでいたようである。

53 (a,..._, f)と54(a,..._, C)は黒曜石 11と呼称した母岩の接合資料。石材の特徴は、透明で縞状に薄墨色

が入り込み央雑物があまり見られない。産地推定の結果は「不明」であるとのことであるが、本文化層で

高原山 ・甘湯沢群と結果が出ているものらと比較すると、目視的にはかなり異質の黒曜石である。 53(a 

,..._, f)と54(a,..._, C)はともにやや大きな不定形剥片に調整剥片が接合している資料である。側面に頭部

調整を伴う剥片剥離の打点が存在することから、打面再生の過程をあらわす資料かもしれない。 53(a,..._, 

f)は、上面から連続的に加撃が行われている。 53(a+ b)は打点直下折れをおこしてさらに真ん中から

折れた剥片。 53Cは、その次の加撃で剥離した剥片の同時割れ部分。その後大きめな不定形剥片の 53d 

が剥離される。連続的に剥離がおこなわれた部分の腹面にコーン状のヒビを持つ。底面に頭部調整を伴う

剥片剥離の打点がみられる。小型の不定形剥片 53e・53 fは打面再生後の新たな調整で剥離された調整

剥片か。 54(a,..._, C)においては、底面および左側面に剥片剥離の頭部が4枚確認できる。打点部分は 54

aの背面にみられる底部からの細かい調整（打面調整か）により切られている。 54a剥離後は、 54b・54 

Cが求心的に剥離されている。これらも新たな打面調整で剥離された剥片ではないかと思われる。

第37表 第 IIb文化層第 25プロック組成表

て 糧 母冶書号 ナイフ形石輯 籟緯尉層裏のある剥片 剥片 点戴合計 点蠍比 (l) 重量合計 C,l 重 量 比(<)

箕 II: 均 1 4 4 10. 81 59 96 39 82 

鼻 曜 石 I (甘湯沢） I I 2. 70 o. 35 0 23 

3 (甘湯沢） I I 2.10 1.71 l 14 

8 (甘湯沢） 1 l 2. 70 0 OS 0. 03 

9 (甘揚沢） 1 I 2 70 0 08 0 05 

11 (鷹山） 17 17 45 95 17 36 ll 53 

18 (不明） 5 5 13 51 17 05 II. 32 

19 (不明） 1 1 2 70 13. 34 8 86 

28 (甘場沢） I l 2 70 0.62 0 41 

29 (不明） 1 1 2 70 7 21 4 79 

31 (不明） 1 l 2. 70 15. 35 10 20 

36 (不明） I I 2 70 13. Bl 9 17 

鳳 嘔 石 ， 点 鰍 合計 I l 29 31 83. 78 86 93 57. 74 

惰岡童迂貿頁 岩 I l 1 2 70 2 2 l 46 

3 I 1 2 70 l 47 0 98 

鑽問産珪貿買冠．点量合計

゜ ゜
2 2 5 41 3. 67 2 44 

全体点蠍合 11 I I 35 37 100 00 150. 56 100 00 

点嶽 l! J.t It C % I 2 70 2. 70 94. 60 100. 00 

- 130 -



24. 第 26ブロック （第 102""'105図、第 38表、図版 3・11・12)

出土状況 第 IIb文化層の中でほぼ南端に位置する、東西に幅の広いブロックである。5.2 m x 11. 0 m 

の範囲に 78点の石器が分布する。垂直分布では 63cmの幅を持つ。ブロック間接合は 4個体（うち、図示

しているものは挿図 6・42・45)あり、第 21,___ 25ブロックと接合関係がある。また、ブロック内接合も

6個体（うち、図示しているものは挿図 65)存在する。黒曜石がブロック全体の 8割を占め、ほかに本ブロッ

クのみでの出土している緑灰色の珪質頁岩 lと呼称する母岩が 15%を占める。それ以外は焼成を受けて

いると思われる流紋岩と嶺岡産珪質頁岩がわずかに出土している。

出土石器 55は黒曜石の削器。末端部分は折損している。打面は節理面で、そのまま残っている。素材

のバルブのふくらみは小さく、側面図で緩やかなカ ーブを描いている。調整は上端から右辺にかけて急角

度に施されている。特に右辺の縁辺は約 2mmの幅で潰れている。左側面は大きな剥離が 1枚で、その稜

上にも潰れを伴う細かい剥離痕が観察されるが、削器の加工に付随するものと考えられる。 56は黒曜石

の石刃。 1枚の剥離面からなる打面からていねいな頭部調整がなされ、縁辺が稜線と平行したきれいな石

刃となっている。バルブのふくらみは小さく、末端はヒンジとなっている。左側縁に断続的に微細剥離痕

が観察できる。 57は22と同一母岩の嶺岡産珪質頁岩の石刃。打点と末端部分が欠損している。稜線と縁

辺が平行しているが、黒曜石の石刃とくらべて主剥離面にねじれがある。 58,...__, 61は黒曜石の縦長剥片。

58は末端を欠損しているが石刃かもしれない。密な頭部調整により線状打面を呈している。 59は、右側

面に大きな剥離面を残す縦長剥片。下半部は欠損している。頭部調整も打面調整もみられない。左側縁に

断続的な微細剥離痕が観察できる。60は剥離軸がややゆがんだ縦長剥片。打面と背面の角に加撃があり、

打面と頭部に剥がれが生じているが、連続的な調整ではない。 61は背面と左側面に節理面がある縦長剥

片。末端は欠損している。節理からだと思われるコーンのヒビのせいで、右側面に折れを生じている。 62

は珪質頁岩の不定形剥片。背面に自然面を残している。自然面からの分割面と思われる大きな剥離面を打

面に、連続的に剥片がとられている。 63(a+ b)は62と同一母岩で作られた二側縁加工のナイフ形石器。

先端部分の折れが接合している。素材は薄い石刃が使われ、打面を基部に設定し素材の形を変えず調整が

施されている。打面も残ったままで、打面調整が確認できる。左辺は側面にあたる節理面を利用し、断続

的な調整がされている。右辺は素材の薄い縁辺を潰すような加工が器長の 2/3ほど施されている。 64(a 

+ b)も62と同一母岩の接合資料。大型の縦長剥片が、内包された節理面の影響で分割されたものが接合

している。剥片剥離時には打点直下の縦折れも起こしている。縁辺には部分的に断続的な微細剥離痕が観

察でき、石器製作されずにこのまま使用されたものと考えられる。 65(a,...__, j)は節理に囲まれた素材か

ら大型の石刃をとるまでの過程を理解できる接合資料。黒曜石で、一見自然面のようでリングを伴う面に

ついて、節理か風化か判断の難しい面が特に本文化層において多くみられる。この接合資料では、そうし

た面どうしが接合しているので、内包されていた面＝節理面と判断した。これまでの記述で節理と表現し

たものは本接合資料の節理面と肉眼的に類似した面をそう呼んだだけで、実際は原石採集後風化した面も

含まれているのかもしれないことを明記しておく。接合資料が剥離される前の素材（石核）の状況は、打面、

底面ともに節理面で、左側面に節理面を切るような大きな剥離面がある。左側面の大きな剥離面と節理面

がつくる稜線上に稜上剥離が施されている。また、節理面である打面には同じく節理面である背面から細

かい調整が施されている。まず、 65(a + b)が剥離される。打点は小さく、剥片剥離時に折れ飛んでい

る。末端も折損している。続いて 65Cが剥離される。出土したのは末端部のみだが、接合面から長さ 6
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cm近い細身の縦長剥片（石刃？）だったことがわかる。その後、粗い頭部調整がおこなわれ、 65(d"'f) 

が剥離される。 65dは節理面で接合している剥落片。接合図で示した とおり、 65(e + f)と主剥離面を

共有しているが、おそらく剥離の衝撃で剥落したのではないかと思われる。 65(e + f)は大型で厚い縦

長剥片。 65dの節理面から折れが始まっているので、剥片剥離時に同時割れを起こしたものと思われる。

左側面に残る縦長剥離の痕は、 65Cの接合面である。続いて、石刃 65gが剥離される。 65(h"'i)に

残る接合面から、打面は新たに作られてから剥離されたようである。上半部は折損し、末端右側に調整加

工が施されている。最後に 65(h"'j)が剥離されている。打面は 65gと同ーであると思われる。底面

を持ちやや幅の広い石刃は 3つに折れているが、人為的なものであるかどうかは不明である。

第38表 第IIb文化層第 26ブロック組成表

二 種 母治看号 ナイフ形石翡 削精
二次加工の 諏緯引疇濱の

石JJ 剥片 砕片 点歌合 It 点 11t比 CS) 重量合 ft(1) 重量比（灼
ある剥片 ある剥片

洟 紋 l!t l 2 2 2 56 7 11 3 10 

黒 虐 石 ］（甘湯沢） 15 2 17 21. 79 5 4 2 35 

2 (甘湯沢） ， ， 11 54 11 57 5 04 

3 (甘湯沢） 5 5 6 41 6 86 2 99 

5 (甘沿沢） I 2 3 3 85 4 41 1 92 

6 (甘湯沢） I I 1 28 2 83 l 23 

7 (甘渇沢） I 1 l 28 0 18 0 08 

8 (甘函沢） 4 4 5 13 l 86 0 Bl 

9 (甘湯沢） 1 1 1 28 3 72 1 62 

10 (甘潟沢） 6 6 7 69 12 65 5 51 

14 (甘湯沢） 1 3 ， 13 16. 67 80 94 35 24 

19 (不明） l I I 28 7 7 3 35 

24 (不明） 1 1 l 28 4 07 177 

28 (甘涵沢） 1 1 I 28 14 64 6 37 

鳥曜石点薮合計

゜
l 1 I 5 53 2 63 80 78 156 83 68 28 

珪 賃 頁 l!I l 2 2 8 12 15. 38 64 92 28 27 

慣闇裏珪貿頁冶 l I l l 28 0 81 0 35 

全体点輩合計 2 l 1 3 6 63 2 78 100 00 229 67 100 00 

点 撼 紐 成 比 （ ％ ） 2 56 1. 28 I 28 3 85 7 69 80 78 2 56 lOO 00 

25. 第 27ブロック（第 106,,.__., 108図、第 39表、図版 12)

出土状況 第 IIb文化層の中でほぼ東端に第 27・28ブロックが隣接して立地している。そのうち、第 27

ブロックは西側に分布する。 4.2 mx  3. 2 mの範囲に 40点の石器が分布する。垂直分布では 46cmの幅を

持つ。ブロック間接合は 1個体あり、第 23ブロックと接合関係がある。また、ブロック内接合も 5個体（う

ち、図示しているものは挿図 66,,.__., 69)存在する。使用された石材は、全点が黒曜石である。

出土石器 66 (a+ b)、67(a+ b)はともに末端を折損した剥片で、途中の折れが接合した資料である。

66 (a+ b)は、幅の広い剥片。広い剥離面である背面の上端に切られた数枚の調整面と 打面に頭部調整

が施された剥離の頭部が残っていることから、打面再生剥片かもしれない。 67(a+ b)は、石刃として

剥離されたものかもしれない縦長剥片。折れは央雑物の影響で発しているようなので、剥片剥離時に折れ

たものと考えられる。 68(a,,.__., i)は、石刃を剥離した両設打面の石核の接合資料。 68a""'-'68 Cまでは

打面を作るために剥離された剥片だが、それ以前にも上部からの剥離がおこなわれていた様子が接合図の

左・右側面図から読み取れる。下面の打面は右側面に残る大きな縦長剥離面を切るように叩かれ、さらに

細かい調整が施されていたようであるが、新たに左側面から 68aが剥離される。央雑物の影響で折れて
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頭部のみが残るが、接合状況からこの 1回の剥離で大きく打面が作られたことがわかる。この打面からの

剥片剥離は、接合図左側面図左側の剥離 l枚のみである。次に打面が転移され、打面を作る剥片、 68b・ 

68 Cが剥離される。 どちらも右側面からの連続的な加撃で剥離されている。作り出された新たな打面の

様子は、途中図 68(d ,..__, i)のとおりで、 68b• 68 C剥離後にさらにもう l枚の剥離がされて打面が形

成されている。頭部調整が行なわれてのち、 68(d + e)が剥離される。石刃にはならず、左側縁が途中

から右に曲がっている。68eは央雑物の影響で剥落したものと思われる。68dの曲がった左側縁に微細

剥離痕が観察できる。右側面に自然面などを残すため、調整はないがナイフ形石器のような使われ方をさ

れたものか。続いて 68fを含む縦長剥片が剥離される。剥離は底面まで貫くが、石核に残る剥離面の様

子から央雑物の影響で様々な方向に力が分散し剥片剥離時に細かく砕けたようで 68fはその中の末端の

一部である。次は石刃 68(g + h)が剥離される。頭部と末端部を折損している。その後も同一打面から

剥離が数回行なわれ、 68iを含む縦長剥片が剥離される。68iはバルブの下から中央部くらいまでの部

分で、上はガジリ、下は央雑物の影響で剥離時に折れたことが予想される。68iは石核。作業面には頭

部調整 と縦長の稜線が平行し、石刃を意識した剥離が行なわれていたことが理解できるが、 実際は央雑物

により剥離時に折れることが多かった。69(a,..__, d)も、おそらく石刃を意識した剥片剥離の状況を示す

接合資料。打面は接合図の上面、作業面は正面に示される。左側面に残る風化面を切るように右側面から

大きな剥離で打面が作られ、左側面に 1枚、正面に 2枚の縦長剥片の剥離面が粗い頭部調整とともにみら

れる。そして、 69(a+ b)が剥離される。やや剥離軸が曲がっているが、バルブのふくらみも小さく平

らな剥離面である。次の工程は、接合図左側面図の左辺に見られる不定形の剥離。打面調整か稜上剥離か

不明であるが、その衝撃で内包された節理面が剥落を起こ す。 剥落面の様子は、69dの主剥離面。69C 

は69(a+ b)剥離時にヒビが残 り、節理面が剥落したときに同時に剥落しているものと思われる。

第39表 第IIb文化層第 27プロック組成表

~ 巴9 母岩醤号
微網剥雇痕の

石刃 石核 剥片 砕片 点数合計 点数 比(%) 重量合計 (e) 重 量比 (%)
ある剥片

昂 濯 石 I (甘 渇 沢） 10 l 11 27 50 2 51 l 47 

2 (甘 湯 沢） 2 l 3 7 50 0 36 0. 21 

7 (甘湯 沢） 2 2 5 00 I 16 0. 68 

8 (甘湯 沢） l I 2. 50 0 09 0, 05 

9 (甘湯 沢） 2 2 5. 00 0. 42 0, 25 

10 (甘渇沢） l 1 2. 50 0. 08 0. 05 

13 (甘湯沢） 1 2 1 6 JO 25 00 114. 25 66 89 

15 (甘渇沢） 2 2 5. 00 1. 54 0 90 

21 (甘沿沢） l 3 4 10. 00 28. 83 16. 88 

23 (不 明） 2 2 5 00 15. 79 9, 24 

25 (甘湯沢） 2 2 5. 00 5 78 3 38 

全体点 数 合 計 l 2 2 33 2 40 100 00 170. 81 100 00 

点数 組成比 （％） 2. 50 5 00 5 00 82 50 5 00 LOO 00 

26. 第 28ブロック（第 109,..____, 115図、第 40表、固版 12)

出土状況 第 IIb文化層の中で東端に立地している。8.0 m x 6. 9 mの範囲に 396点の石器が分布する。

本文化層において、最も密な分布状況を呈する。垂直分布では 85cmの幅を持つ。出土点数が他よ りきわだっ

て多いのにもかかわらず、ブロック間接合はない。ブロック内接合は 35個体（うち、図示しているものは

挿図 80,..____, 88)存在する。第IIb文化層では、独立したブロックであるという感があるが、垂直分布と母
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岩の共有関係から、隣接した他ブロックと同一文化層であると判断している。使用された石材は、珪質頁

岩が 1点ある以外すべて黒曜石で占められている。

出土石器 70、71はナイフ形石器の先端部分。70は右側辺にブランティングが観察できる。素材は、表

が腹面で、背面から調整が施されている。 71は左側辺に潰れを伴うブランティング加工が観察できる。

背面は風化面で、主剥離面は打点近くが先端に使われている。 72は完形の二側縁加工のナイフ形石器。

先端は折れ面で、それを切るように調整が施されている。折損後の再加工か。 70、71といい、先端が折

れるような作業に用いられていたようである。素材は厚みがあって細身の縦長剥片で、先端を打点側にし

てある。末端は右辺の加工中に折られ、折れ面には細かい調整が入っている。調整部位は左右の基部と左

辺の先端部分。右辺基部と先端のブランティングには著しい潰れが伴う。 73は珪質頁岩の一側縁加工の

ナイフ形石器。素材は先端を打点側に設定し、基部はヒンジの末端がそのまま残されている。素材剥片

が薄いため、浅いブランティングが左辺に連続する。先端部分は調整がやや摩滅しているように観察さ

れる。 74は大型の石刃。主剥離面打点部分に割りきれなかった加撃によるコ ーンのヒビが残っているが、

最終的な加撃も含めバルプのふくらみは小さく、主剥離面はねじれも少ない。打面は、央雑物の影響で剥

離した部分以外は 1枚の剥離面、頭部調整は稜の部分に少々確認できる。直線的な左右縁辺に断続的な微

細剥離と縁辺と平行した線状痕が観察される。 75,___, 79は黒曜石の剥片。 75・76は剥離軸が左に曲がって

いる剥片で、前者が縦長、後者は不定形か。 76は背面に打面転移の様子が観察できる。もとの打面は左

側面に残る風化面で、大きな縦長剥片の剥離と頭部調整がおこなわれていた。底面からの剥離も 2枚観察

できるので、両設打面だったか。その後打面が転移され、連続的に不定形剥片がとられ本資料も剥離され

た。打面調整 • 頭部調整ともに観察できる。 77は末端が大きな階段状で、央雑物の影響で折れを起こ し

たようにも観察できるので、縦長剥片の頭部であろうか。頭部調整 ・打面調整はわずかに確認できる。 78

は央雑物の影響で左側面に折れを生じた不定形剥片。打面は風化面で、細かい頭部調整が観察できる。 79

は末端が折損した縦長剥片。 80(a,.__, f)はナイフ形石器を含む接合資料。大型の石刃が剥離された際に

打面直下折れを起こし剥落した部分を加工し、ナイフ形石器にしている。80(a,.__, d)は大型の石刃。同

様の石刃を連続的に剥離していたことが背面から観察できる。折れ面は央雑物に絡んだものばかりなので、

剥片剥離時に折れた可能性が高い。 80(e + f)は、 80(a,.__, d)が剥離されたとき、背面に残る剥離のヒ

ビの影響で打点直下折れを起こし同時割れを起こした剥落片を素材に、先端は打点側に設定し右辺にやや

粗いブランティングが施された一側縁加工のナイフ形石器である。 81(a+b)はナイフ形石器の未製品。

素材は石刃と呼べそうな縦長剥片。打面を基部にし、右辺に細かいブランティングが施されている。加工

中に折れて廃棄されたものか。調整加工は潰れを伴うブランティングなのでナイフ形石器としたが、素材

の形状はやや疑問が残る。基部加工剥片と称するほうが正しいか。 82(a+ b)は不定形剥片。82aは下

半部内包された節理の影響で剥落を起こし、横長剥片のような形状となっている。左側縁の湾曲した部分

に微細剥離痕が観察できる。 83(a+ b)は末端部分に央雑物による折れを生じた大型の横長剥片の接合

資料。背面に薄くて大きな縦長剥片を剥離した面が残る。頭部調整は細かく潰しを伴うもので、打面調整

も部分的に細かいものが確認できる。 84(a+ b)は縦長剥片の頭部と思われる部分の接合資料。背面に

観察できる剥離面はバルブが平坦だが、 84(a+ b)の主剥離面はややふくらんだバルブを有する。85(a 

,.__,w)は両設打面の石核から石刃を連続的に剥離した接合資料。本資料は 11枚の剥片（石刃）が接合してい

るがほとんどの剥片で折れが存在し、総点数は 23点となっている。上面の打面は、接合図左側面側から

- 141 -



R 士3EE-44

＊ ナイフ形石器

V 微細剥離痕のある剥片

• 石刃

0 石核

● 剥片

。砕片

虜
75

ヽ

ー

ー

ー

ー

,0
 

1゚8. Om 

72 
18. Om 

17. Om 

.ヽ .. .. . ..、..... . . .. ．。 ・. . . . ... . . . .。
• • .. , • 9 . . .. ... . .. ゃ．．．．．．．．ヽ ,.. . . 

. . ... : •. : ・:: ..'7.! ・舟坤綸函裕--~t 1:: ・ヽ:="'.;.. _・: 
. . 

l7. Om 

第109図 第IIb文化層第 28プロック器種別分布

- 142 -



R 士3EE-44

● 黒耀石 1

O 黙曜石 2

ロ 黒曜石 3

• 黒曜石4

△ 黒曜石 5

0 黒曜石 6

• 黒曜石 7

• 焦耀石8

v 焦耀石 9

0 黒耀石10

9 黒曜石12

o 黒曜石16

＊ 黒曜石28

＊ 黒曜石33

白黒曜石38

● 珪質頁岩 2

゜接2059

゜

*3EE・53 

接2085

八
ハ
い．

接2067

゜

履
覧

接2063

2m 

第110図 第 IIb文化層第 28ブロック母岩別分布

- 143 -



急,~
乙

70 43EE -53-185 

ナイフ形石器

黒曜石 2

3
 

伐クK:＇ 

71 43EE-53-24 

ナイフ形石i
黒曜石 2

:
t
f
 

t
 

t
t
i
a

a
•△三

こ

＜ニニニ

噸

76 43EE-53-277 

剥片
黒曜石 2

""' 
I 

喜ーw~,, 冒ss- ,~
亡二＞

黒曜石 7

73 43EE-54-26 

ナイフ形石器

珪竹頁岩 2

72 43EE-64-5 

ナイフ形石器
黒曜石33

ヘ
ー:
`
7
5

罰
〗

］＇ 
亭
竺

74 43EE-44-3 

石刃

黒曜石38

5
 

3
 

5

石

EE
片
曜

4
3
剥
黒

77 

り`
187

ロ喜□

6
 

ー

，
 

3
 

5

石

冒“，
 

7
 

入
三“[ 

~

, 

゜
第lll図 第 IIb文化層第 28ブロック出土石器 (I)

- 144 -



a --・ク

80a 43EE -54 -I I 80b 43EE-53-180 
石刃 石刃

80c 43EE-54-48 80d 43EE-54-37-I 
石刃 石刃

80 (a-f) 
黒曜石 2
接合賓料2054

80(e+f) 
80e 43EE-53-231 

ナイフ形石器
80! 43EE-53-51 

ナイフ形石器

ど ~
 
I
 

くミ

81 (a+b) 
黒曜石9

81 a 43EE-53-95 
ナイ フ形石器

81b 43EE-53-79 
ナイフ形石器
接合賓料2091

~ ニニニニニ
~ 

82(a+b) 
黒曜石2

82a 43EE-53-271 
微細剥離痕のある剥片

82b 43EE-53-173 
剥片
接合賓料2073

I, __— 
83(a+b) 

黒曜石 7
83a 43EE-53-168 83b 43EE-53-4 

剥片 剥片
接合資料2082 ~

 

~
 
I
 

黒曜石8
84a 43EE-53-181 84b 43EE-53-l86 

剥片 剥片

接合賓料2088

゜
(2/3) 5cm 

第112図 第IIb文化層第 28プロック出土石器 (2)
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第113図 第 IIb文化層第 28ブロック出土石器 (3)
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の大きな l枚の剥離からなり、下面の打面は接合している剥片の頭部が欠損しているため様子はわからな

い。打面転移の様子は模式医がわかりやすい。最初は下面の打面から 85a、85(b + C)が剥離される。

85 (b + C)の背面から、 85aが剥離される前と後に下面の打面から細い縦長剥片が連続的に剥離されて

いたことがわかる。続いてさらに 1枚縦長剥片（石刃？）剥離後に、 85dが剥離される。85dは稜線が縁

辺と平行なので石刃とした。末端と頭部を折損している。 85(e ,..._, g)の背面に剥離面が残るが、末端に

ほぼ近い。右側面の細い折れは頭部が折れたときにはじけたものか。続いて縦長剥片 85(e ,..._, g)が剥離

される。末端および頭部が折損している。頭部に関しては、主剥離面にバルバースカーが残っており、背

面に残る 85dの剥離面の様子から、おそらく 85d剥離前に打面が作り直されたと思われる。次は打面転

移して縦長剥片 85(h ,..._, j)が剥離される。頭部は央雑物の影響で折れている。また 85(h + i)で一度

末端を形成しており、残った力で 85jが同時割れしている。続いて再び打面転移され下面の打面から、

石刃 85(k,.....,m)が剥離される。 3点の接合資料で、頭部と末端および中が抜けている。あとでとられる

剥片 85(u ,..._,w)の背面に残された接合面につくことで石刃であるが認識された（途中医(85(k ,..._,m) + 

85 (u ,..._,w))。右側面に残される折れは剥片剥離時に同時割れしたものと思われる。再び打面転移があっ

て上面の打面から 85(n + o)が剥離される。背面の状況から、その前に同一打面からもう 1枚の石刃が

剥離されていたことがわかる。85(n + o)は中央部分で折れ、縁辺ははじけている。末端も折損 している。

頭部調整のあと、 85(p + q)が剥離される。上半部しか残っていないが、次の 85(r + s)に残された

剥離面から石刃と判断できたのでそう呼称した。折れについては央雑物の影響で、剥片剥離時に折れたも

のか。次に 85(r + s)が剥離される。下半部しか残っておらずやや末端にかけて縁辺が湾曲するが上の

稜線が縁辺と平行であることから石刃とした。次にもう l枚剥離があってか ら、縦長剥片 85tが剥離さ

れる。 85(p + q)・85 (r + s)剥離後に頭部調整が施されていることが観察できる。 85(u ,..._,w)の背

面に残る剥離面から、縦長であると判断した。最後に剥離されているのが石刃 85(u ,..._,w)。打面は 85(n 

,..._, 0)以降、上面から剥離が行われている。腹面は途中図(85(k,.....,m)+85 (u,.....,w)の裏面に、背面は

同途中図の右端に示してある。打点の右側面の折れ面は 85uが折れたときのはねだと思われる。86(a 

,..._, e)は、剥片 3枚の接合資料。同一打面から連続的に剥離されている。 86aは頭部調整と思われる。 86

(b ,..._, d)は末端部に折れがある縦長剥片。打点直下折れを起こし、さらに左半分が 2分割されている。意

図的な折れではなく、剥片剥離時に生じたものだと思われる。 86eも末端に折れがある縦長剥片。左側

縁に微細剥離痕が観察できる。 87(a,..._, d)は石刃を含む接合資料。打面は l枚のようで、接合図右側面

の広い面を打面に底面に調整の痕が残る。その後縦長の剥離が行なわれたようで末端に調整面は切られて

いる。 87aは縦長剥片。頭部は折れ、末端はガジリで欠損しているが接合面から長さ 3cmの縦長剥片で

あったことがわかる。 87(b ,..._, d)は3点に折れた石刃。打点直下折れを生じ、バルブのふくらみは小さ

いが主剥離面は少々ねじれている。底面が大きく残っていることから、石核を調整するために剥離された

ものかもしれない。 88(a,....., j)は求心的に不定形剥片が剥離された接合資料。打面および右側面に末端、

左側面に頭部が観察できることから、本資料は両設打面の石核の打面調整の様子を示すものである可能性

がある。その場合打面が方形なので、石核の形状は直方体であっただろうことが予想できる。接合資料が

剥離される前の状況は、接合図で上面とした部分からの剥離がほとんどで、左側面からの剥離面が 2枚あ

る。上面からの剥離は、細かい調整を伴っている。最初に剥離されるのは 88a。下面からの最初の剥離

となる。打面は風化面で、 調整とまではいかないが背面の打面下に細かい剥離が観察される。 88a剥離
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後、左側面から調整が入り、上面から 88(b _____, d)が剥離される。剥離は下面まで達し、底面に風化面を

持つ。今度は右側面上端にある、縦長剥離の末端と思われる剥離面を打面に、大型の不定形剥片 88eが

対角線方向に剥離される。剥離は下部および左側面に達している。大きな剥離の後の細かい調整による剥

片が 88f _____, 88 iで、求心的に調整が行なわれている様子を示している。途中図 88(f _____, i)は、背面を

提示したものである。88fは、剥離時の加撃が背面にまでおよび、打面が飛んでしまっている。88gは

風化面を打面にしており、末端を折損する。その後、上面部分で 1枚剥片剥離が行なわれ、再び調整が加

えられる。 88hは上面からの剥離。背面頭部に調整があり、末端を欠損する。次は下面から 88iが剥離

される。頭部にわずかに調整がみられる。最後に剥離されているのは 88i。上面左端からの調整剥片で

ある。本文化層で大型の石刃などは、打面は 1枚の剥離面が多い。本資料のような打面調整によって剥離

される剥片はどんなものなのか。それとも求心的に不定形剥片を目的的に剥離する剥片剥離技術も同時に

存在したと考えるべきか現時点で判断は難しい。

第40表第IIb文化層第 28プロ ック組成表

三 母 岩番号 ナイ フ形石器
微Iii和1離Iii.の

石刃 石核 剥片 砕片 点数 合計 点 数 比 (%) 重 量合 計 (g) 直 量比 （％）
ある剥片

黒 燿 石 1 (甘湯沢） 80 7 87 21. 97 13. 59 3. 02 

2 (甘褐沢） 4 1 4 I 118 I 129 32. 58 197. 87 43. 95 

3 (甘湯沢） I I 0. 25 0. 19 0. 04 

4 (甘湯沢） 13 16 29 7 32 25. 3 5. 62 

5 (甘湯沢） 3 3 0 76 11. 65 2. 59 

6 (甘褐沢） 7 7 1. 77 7, 69 1. 71 

7 (甘渇沢） l 65 2 68 17 17 50. 77 11. 28 

8 (甘湯沢） 30 30 7. 58 15 52 3 45 

9 (甘褐 沢） 2 3 14 4 23 5 81 23. 55 5 23 

10 (甘沿沢） 2 I 3 0. 76 0. 84 0. 19 

12 (甘褐沢） 11 LI 2. 78 35, 25 7. 83 

16 (甘湯沢） 1 l 0. 25 4 61 1 02 

28 (甘渇沢） 1 I 0. 25 2. 04 0. 45 

33 (不明） l I 0 25 7. 95 1. 77 

38 (不 明） l l 0 25 51 83 I!. 51 

珪 質 J'{ 岩 2 I l 0 25 l 57 0 34 

全 体 点数合計 8 2 21 l 349 15 396 100. 00 450 22 100 00 

点数組 成 比 (%) 2. 02 0 51 5 30 0 25 88. 13 3 79 100 00 

27. 第 29ブロック （第 116・117図、第 41表、図版 12)

出土状況 第 IIb文化層の中で南東端に立地している。5.6 m x 4. 1 mの範囲に 2点の石器が分布する。

垂直分布では 23cmの幅を持つ。他のブロックと垂直分布を比較すると、高い部分に位置する。ただし、

南から北に向かって緩やかに傾斜するため、南に位置する本ブロックの垂直分布の高さは許容範囲である

と理解している。出土した 2点の石器はここでだけ出土したチャートで、接合関係にある。

出土石器 89 (a+ b)はチャートの接合資料。節理が発達し、人為的な剥離による剥片かどうかの判断

も難しい。接合図で正面にしたのが、かろうじて 89aの主剥離面ではないかと理解できる広い剥離面。

裏の下の面は主剥離面の衝撃で同時割れしたも 第41表第IIb文化層第 29ブロック組成表

のではないか と思われる。 89bも主剥離面が

作 られた衝撃で砕けた石核の一部だ と思われ

る。

チ

全体点薮合計

点薇紐 成 比 （％）
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母 岩 書

号
引片 1. 点歌合 計1点数比 1≫1重量合計（、川 重量比 (<)

100. oo I 9. 441 100. oo 

100.00 I 9.441 100.00 

lOO. 00 I lOO. 00 
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剥片
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゜
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第117図 第IIb文化層第 29ブロック出土石器

＋ 士3EE-83
（チャート I)

゜
(l/80) 4m 

18. Om 18. Om 

17. Om 17. Om 

第116囮 第IIb文化層第29ブロック遺物分布

27. 第IIc文化層

概説 第 IIC文化層は、 石器総数わずか 4点から なり、 単ーブロ ック（第 30ブロック ）か らな る。第 II

文化層において、最も南に立地する。台地東域の地金堀へ下る斜面は南側でわずかに台地に入り込んでい

るが、その斜面から北へ上がりきった平坦地に位置する。標高は 19.5 m (現地地表）である。

出土点数が少ないが、セクション投影図では他の第 II文化層のブロックと同ーであると判断できたので、

第 IIC文化層と呼称している。

28. 第 30ブロック（第 118・119図、第 42表、図版4・12)

出土状況 第 IIb文化層から約 170m南に離れて立地する。2.9 m x 3. 2 mの範囲に 4点の石器が分布す

る。セクション投影図によると IX層上部,..._,VII層下部から出土している。ブロック内接合が 1個体存在する。
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第118医 第 IIC文化層第 30プロック遺物分布

黒曜石の接合資料と、嶺岡産珪質頁岩の石核のみのブロックである。

出土石器 lは嶺岡産珪質頁岩の石核。素材は背面が自然面の厚くて大きな剥片である。素材剥片の打面

は正面右下の節理面で、主剥離面の頭部が残されている。最初の剥片剥離は、上面から平坦に素材剥片の

バルブを剥ぐような剥離で、打面はどうなっていたのか不明。その後、自然面を打面に 4回の剥片剥離が

行われている。横長あるいは不定形の剥片が剥離されていたようである。 2(a"-'C)は折れた黒曜石の剥

片が接合している。底面に大きく風化面が残され、打面も風化面からなる。右側面には底面を打面にして

剥離された頭部が2枚の頭部調整とともに観察できる。背面には右側面からの大きな剥離面が 1枚あるの

みで、頭部調整 ・打面調整ともにない。剥片は 3点の接合であるが、欠損している部分を加えると 5点に

折れたと予想される。折れは央雑物の影響で発したものと思われ、剥片剥離時に割れてしまったものであ

ろう。逆に考えると、ここで剥片剥離が行われた可能性がある。
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〔高原山 甘湯沢群〕

2c 470D-75-! 

剥片

2b 47D0-76-2 

剥片

※〔 ）内は黒9眉石の産地推定結果を示す

二 2(a-c) 

黒曜石 1
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゜
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第119図 第IIC文化層第 30ブロック出土石器

第42表 第IIC文化層第 30ブロック組成表

種 母 岩番号 石核 剥片 点数合計 点数比（％） 重量合計 (g) 重量比(%)

晟
一
嶺

＿
全
一
点

燿

岡産珪質頁

体点数合

数組成比(%

石

＿
岩
ー
計
一
）

l (甘湯沢）

l 

゜

1
-
l
o
 

5
 

2
 

3 

75, 00 

゜

3
-
l
-
4
0
 。゚

ー

75. 00 

25. 00 

100. 00 

23. 88 

67. 24 

91. 12 

26. 21 

73. 79 

100. 00 
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第4節第m文化層

l. 概要（第 120図、第 43表）

第m文化層の石器群は、総数 20点出土し、32m x 45 mの範囲内に 2か所のブロ ック（第 31・32ブロ ッ

ク）で構成される。調査区台地東側の、地金堀へ続く斜面は南側でわずかに台地に入り込んでいるが、そ

の斜面から北へ上がりきった台地平坦面に立地する。標高は 19.5 m"-'19. 25 m (現地地表）である。 2つ

のブロックが第 IIc文化層第 30ブロックを挟み込むような分布を示す。垂直分布では、北西（第 31ブロッ

ク）から南東（第 32ブロック）にかけて緩やかに傾斜している。生活面はW層下部,__,V層と考えられる。

石器器種組成が特徴的な文化層である。出土石器全体の 7割をナイフ形石器が占める。聖人塚遺跡第

15ブロック、中山新田 II遺跡第 10ユニットに類似した出土状況である。本文化層においては、ナイフ形

石器に使われる石材は安山岩、黒曜石、頁岩など多様で、ナイフ形石器の形態も一様ではない という側面

を持つ。

第43表第1II文化層組成表

プ 石 ナ 竃 二 剥 点 点 重 重

次
イ

加 敏
量

量
口

フ 工
輩

合
の

比 比

ツ
形 あ

合
It 

石
，， 
剥

｀ ｀ ｀ 
ク 材 It 石 片 片 fl 

31 安 山 岩 4 2 6 30 00 117 35 23 02 

流 紋 岩 1 1 2 10 00 9 99 l 96 

石 英 斑 岩 1 I 5. 00 350 68 68 78 

頁 岩 3 I 4 20. 00 9 96 l 95 

珪 質 頁 岩 I l 5 00 1 38 0. 27 

第 31 プロック点数合計 ， 1 1 3 14 70 00 489 36 95 98 

32 黒 嘔 石 4 l 5 25 00 10 85 2 13 

珪 質 頁 岩 l I 5 00 9 67 l 90 

第 32 プロック点数合計 5 1 6 30 00 20 52 4 02 

第 m 文 化 層 点数合計 14 1 2 3 20 100 00 509 88 100 00 

点 数 組 成 比 70 00 5 00 10 00 15 00 100. 00 

2 第 31ブロック（第 121・122図第44表、図版 4・13)

出土状況 第III文化層の中で、北西に位置する。6.2 m x 6. 2 mの範囲に 14点の石器が分布する。セクショ

ン投影図では、VlI層上部"-'IV層下部から出土しているが現場写真からVI層下部"'V層であろうと判断した。

近接した出土のブロック内接合が l点ある。接合資料は図示していないが、質が悪く背面は自然面からな

る安山岩の大きな剥片の折れどうしが接合しているものである。

出土石器 14点中 9点がナイフ形石器である。 1 "'3は安山岩のナイフ形石器。 1は二側縁加工のナイ

フ形石器で柳葉形を呈する。石刃を素材とし、打面を先端方向にして右辺を背部に左辺は器長の 1/3を基

部に設定しブランティングが施される。 2は加工が先端部に集中した一側縁加工のナイフ形石器。素材は

自然面を全体の 1/2ほど残 した縦長剥片で、主剥離面は内湾している。打面を先端方向にしてやや厚みの

ある先端部の右辺に器長の 1/2ほどの範囲でブランティングが施される。左辺下部に小さな剥離が 2枚確

認できるがナイフ形石器の加工と認識できるか不明。 3は二側縁加工のナイフ形石器。素材は自然面を全

体の 2/3ほど残した縦長剥片で、打点を先端方向にして右辺にブランティング加工が施される。 1・2と
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違い、潰れをともなった丁寧な加工である。左辺中ほどに小さな剥離3枚が潰れをともなって存在するが、

器形を整える加工と判断した。4は珪質頁岩の小型の二側縁加工ナイフ形石器。素材は剥離軸が曲がった

横長剥片で、打面を右辺先端部に設定している。右辺は打面を取り去るようにブランティング加工が、先

端から器長の 2/3くらいまで続き、左辺は基部から先端にかけて 4/5ほどブランティングが施される。加

工はつぶれをともなうブランティングで、基部側背面の ヒンジが抜けた尖った稜線上にも潰しこんだ微細

剥離痕が観察できる。5,...__,7は頁岩のナイフ形石器。5は加工が先端のみの小型の二側縁加工ナイフ形石

器。素材は自然面をわずかに残す縦長剥片か。左辺基部はヒンジ状の末端で、加工の代用となっているも

のと思われる。右辺は先端から器長の 2/3、同じく左辺は 1/2ほどの範囲でブランティングが施され、鋭

い先端を作っている。 6は石刃素材の二側縁加工ナイフ形石器。打面を先端方向にし、斜めに頭部を取り

去るように左辺にブランティング加工が器長の 1/3ほど施される。基部加工は右辺から左辺まで連続して

いる。 7は二側縁加工のナイフ形石器で柳葉形を呈する。石刃を素材とし、打面を基部方向にして右辺に

は先端は器長の 1/3と基部が 1/4ほど、左辺は基部に 1/2ほどブランティング加工が施される。先端部分

は背面からの調整もあり対向剥離をなす。 8は流紋岩の二側縁加工ナイフ形石器。石刃を素材とし、打面

を先端方向にし、左辺を背部に潰れをともなった急角度のブランティングが器長の 2/3ほど施される。基

部に加工はほとんどない。右辺は細かく潰しただけの加工が断続的に施され、先端部分には腹面にも平坦

な加工が施されている。 9は安山岩の小型のナイフ形石器。素材は不定形剥片か、腹面はバルブが突出し

波打っている。打面を先端方向、左辺先端部は剥片の折れ面をそのまま使い基部側に 2枚の大きな剥離と

少々微細剥離を加えただけ、右辺は剥片の底面がそのまま基部となり、中央部分にわずかな調整が施され

ただけである。 10は流紋岩の縦長剥片。打面調整が施されている。 11は磨石。表面に敲痕も観察できる。

第44表 第m文化層第 31ブロック組成表

7 糧 母地 書号 ナイフ形石’’ ●石 二次加工のある剥片 制片 点菫合計 点戴比ほ） 重量合 11(1) 重 量 比 (S)

安 w 治 l I I 7 14 7 37 L SL 

2 I I 7 14 4. 03 0 82 

3 I 1 7. 14 5 02 l 03 

4 l 1 7 14 2 44 0 50 

5 2 2 14 29 98 49 20. 13 

安山冶．点嶽合計 4 2 6 42 86 117 35 23. 98 

浣 紋 坦 1 I I 7 14 2 93 0 60 

2 l I 7 14 7 06 l 44 

漬杖沼．点薮合 計 1 I 2 14 29 9 99 2 04 

石 茶 亮 ¥ll 1 1 1 7. 14 350. 68 71 66 

頁 l!I 1 l 1 7. 14 7. 02 1 43 

2 l 1 7. 14 0 42 0 09 

3 I 1 7 14 I 08 0、22

4 1 I 7. 14 l 44 0 29 

賣沿 点融合計 3 

゜
1 

゜
4 28 57 9 96 2 04 

珪 貿 頁 冶 1 1 I 7 14 1 38 0 28 

全体点鰍合計 ， I l 3 14 100 00 489 36 100 00 

点歓紐成比(") 64 29 7 14 7 14 21 43 100. 00 

3 第 32ブロック （第 123・124図、第 45表、図版 4・13)

出土状況 第m文化層の中で、南東に位置する。 4.2 m x 8. 0 mの範囲に 6点の石器が出土し、まばらな

分布を呈する。セクション投影図では、 VlI層上部～田層から出土となっているが、現場写真の出土状況か
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第124図 第III文化層第 32プロック出土石器

らV層下部を主体とするものと判断した。接合資料はなく、 6点中 5点がナイフ形石器である。第 31ブロッ

クと違うのは、第 31プロックからは検出されなかった黒曜石が主体となっていることである。 6点中 5

点で産地推定の結果が得られ、そのすべてが信州系だということである。

出土石器 lは黒曜石の二側縁加工のナイフ形石器。素材は、縦横比から石刃と称することが微妙な縦長

剥片で、打面を基部に設定して素材の形状をほぼ変えずに加工が施されている。背面打面下の剥離は調整

加工に切られているので、頭部調整だと思われる。先端はガジリにより欠損している。左辺は基部に器長

の 1/2ほどの範囲でブランティングが施されている。最も基部に近い部分の調整は背面からの調整もあり、

対向剥離となっている。縁辺からの調整も背面からの調整も、潰れをともなう加工がおこなわれている。

右辺は基部および先端にそれぞれ器長の 1/3ほど調整加工が施されている。右辺の基部加工はすべて背面

から腹面にむけての潰れをともなう細かいブランティングで、先端部分は表裏に平坦な微細剥離が連続し

ている。 2は黒曜石の二側縁加工ナイフ形石器の基部部分。左辺のブランティングの最中に折れてしまっ

たものと思われる。素材は打面を先端に設定しており、背面は節理面のみが残されている。末端は折れて

いて、その折れ面を切るように両辺に潰れをともなうブランティングが施されている。 3は黒曜石の二側

縁加工のナイフ形石器。刃部は短いがその角度から切出形の範疇に含まれるものと思われる。素材は縦長

剥片で、打面は基部側に設定されている。右辺は基部から刃部まで潰れをともなうブランティングが施さ

れる。最も厚みのある基部に近い部分は、背面からの調整もあり対向剥離となっている。左辺は先端から

器長の 2/3と残りの基部の部分で調整加工の方向が異なっている。先端は細かい潰しをともなった通常の

ブランティングで、基部は背面から腹面にかけてやや平坦な剥離が観察される。素材の打面も背面か らの
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調整で除去されている。 4は珪質頁岩の二側縁加工のナイフ形石器で、柳葉形を呈する。石刃を素材とし、

打面を先端方向にして、左辺を背部に右辺は器長の 1/2を基部に設定し潰しをともなうブランティングが

施される。左辺の先端部分は背面からの調整もあり対向剥離となっている。刃部には先端を中心に薄い微

細剥離が観察できる。 5は、 黒曜石の二側縁加工ナイフ形石器。素材は背面に節理面を 1/2ほど残す縦長

剥片で、素材の形状を変えることなく加工が施されている。右辺には先端部から器長の2/3ほどが表面に、

基部から 2/3ほどが裏面に潰しをともなう丁寧な平坦加工が施される。切り合い関係から、表面の加工の

ほうが後に行なわれていることが理解できる。 左辺は表面に断続的な微細剥離と、裏面は中央のやや張り

出した部分に丁寧な平坦加工が施される。左辺は裏面の加工が後に行なわれているよう である。 6は黒曜

石の二次加工のある剥片。表面の上部に示した剥離面は打面で、打角は 48度と鋭い。打点下から左側と

右縁辺は折損し、折れの尖った縁辺に対し粗い加工が表裏にほどこされる。また、剥片の末端部分には微

細な加工が連続的に施されている。

第45表 第m文化層第 32プロック組成表

7 糧
母 越 書 号 ナイフ亮石II 二次加工のある引片 ・"量合計 点 It l:t: (I) 重 量 合 計 (1) 重量比 (S)

鳳 虐 石 I (男女 倉 ） I 1 16 67 0 8 3 90 

2 (男女倉星ヶ台） I I 16 67 4 12 20 08 

3 （不明） I I 16 67 2 68 13 06 

4 （不明） I 1 16 67 0 17 0. 83 

5 (男女倉） 1 1 16 67 3.08 15 01 

鳳嘔石ヽ量合 計 4 I 5 83 33 10. 85 52 88 

珪 賃 頁 l'I 1 I I 16. 67 9 67 47 12 

全 体 ... 嶽 合 It 5 I 6 100. 00 20 52 100 00 

点量紐 J!J:t: (" ) 83 33 16 67 [00.00 
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第 5節第IV文化層

l. 概要（第 125図、第 46・47表）

第W文化層の石器群は、総数 657点出土し、構成ブロックが第 33,._._, 50ブロックの 18か所存在する。

立地状況から、 3か所のブロック群を形成していると判断されたので、それぞれ第Na文化層（第 33,._._, 39 

ブロック）、第Nb文化層（第 40,._._, 46ブロック）、第Ne文化層（第 47,._._, 50ブロック）と呼称する。石器

群の立地における共通点は、 3か所とも標高 18.5 m ,._._, 17 mの台地縁辺の緩やかな斜面に生活面を持つこ

とと、その出土層位がV層"-'N層下部に集中していることである 。 また、生活面に礫• 礫片が同時に検出

されていることも第Na・Nb・Ne文化層の共通点といえる。礫・ 礫片としたものについては、整理作

業において母岩ごとに分類し接合したが、そのほとんどが被熱してはじけた破砕礫であり加工具としての

痕跡も確認できなかったので、実測図は掲載していない。図版 23にブロックごとに石材名で主な資料を

写真掲載してあるので参考にしていただきたい。

各石器群の特徴について、ここでは大まかに触れておくことにする。

第Na文化層の石器群は、台地東側の斜面上に南北に細長く立地する。第 33,._._, 39ブロックの、合計 7

ブロックから構成されその中において、北側には剥片石器と礫．礫片が混在しまばらな分布を示すブロッ

ク群、中央に礫．礫片が多数検出されたブロック群、そして南側は礫・礫片がわずかで剥片石器が主体と

なるブロック群という分布の大きな傾向がある。代表的な器種は切出形のナイフ形石器である。

第Nb文化層の石器群は、第Na文化層から北へ約 100m同じ斜面を進んだ台地突端部の東側に立地す

る。第 40,._._, 46ブロックの合計 7ブロックから構成される。すべてのブロックで、礫．礫片と剥片石器が

混在して検出され、その分布状況はまばらである。第Na文化層の北側のブロック群に特徴が似ているが、

間に空白地帯が存在し連続性が確認できないことや接合関係がないなど同時性を認められないことから第

Na文化層とは分けてとらえることにした。敲石が多く検出されていることが特徴である。

第IVC文化層の石器群は、第Na文化層から西へ約 200m離れた地点に立地する。北側の低地を臨み、

東西に細長く分布する。第 47,._._, 50 ブロックの合計 4 ブロックから構成される 。 礫• 礫片は東へ行くほど

少なくなり、東端の第 50ブロックは剥片石器だけが検出されている。代表的な器種は角錐状石器・ナイ

フ形石器である。

2 第IVa文化層（第 126図、第 48表）

概説第IVa文化層は、石器総数 382点（うち 196点が礫・礫片）からなり、 64m x 22 mの範囲中に 7

か所のブロック（第 33,..__., 39ブロック）で構成される。

第 126図は本文化層の出土状況で、礫・ 礫片は黒のドットで図示してある。 7か所のブロックは石器検

出状況の特徴からさらに 3つのグループに分けることが可能であると思われる。すなわち、北側には剥片

石器と礫• 礫片が混在するかたちでまばらな分布を示すブロック群（第 33・34ブロック）、中央に礫・礫

片を主体に剥片石器がわずかに混在する状況で検出されたブロック群（第 35・36ブロック）、そして南側

は剥片石器が主体となって検出されたブロック群（第 37,..__., 39ブロック）である。北と中央は接合関係が確

認できたが、南側のブロック群との同時性については垂直分布の状況や、隣接した溜井台遺跡の近似した

時期と思われる第4文化層第8ブロックの検出状況などを参考に、積極的に同一文化層に属すると認識す

ることにした。
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第46表 第IV文化層組成表 (1)

文 プ 石 ナ ，， 掻 石 襖 島 駁 台 二 薇 石

＂ 
砕 纂 点 点 重 重

次 紐

化
ィ

錆 加 剥
薮

量
量ロ

フ
形 工 II 鰍

合
痕

層 状 の
の

麟 比 比
形 計

ツ 石 あ あ 合
区

石
石 る る

＾ 最 豪

｀ 

． 
｀ 

分 ク 材 籍 捐 II 饉 ii 石 石 石 片 片 枕 片 片 片 計 -
33 石 英 斑 岩 1 1 0 15 15.35 0 08 

黒 嘔 石 1 1 0. 15 0 63 0 00 

礫 岩 l 1 0 15 37 54 0 19 

嶺岡産珪質頁岩 1 4 5 0. 76 12 19 0. 36 

結 品 片 岩 I I 0. 15 55. 6 0. 28 

チ ヤ 卜 1 l 2 0. 30 12 35 0 06 

玉饉（メノウ含む） l I 0 15 I 99 0 01 

第 33プロック点数合計 2 1 4 I 2 2 12 I 83 196. 25 0 98 

34 安 山 岩 2 2 0. 30 16 12 0 08 

黒 瑾 石 1 1 2 0. 30 4 68 0. 02 

第 34プロック点 数 合 計 3 1 4 0. 61 20. 8 0. 10 

35 卜 ロ 卜 ロ石 l I 0. 15 5 98 0. 03 

安 山 岩 I l 2 0 30 237 96 1 19 

流 紋 岩 I I 38 40 6 09 1538 17 7 68 

石 英 斑 岩 4 4 0. 6l 99 37 0. 50 

砂 岩 21 21 3 20 727 6 3 63 

頁 岩 24 24 3 65 369 54 I 85 

讃岡産珪質頁岩 2 1 3 0. 46 32 86 0. 16 

結 品 片 岩 1 6 7 l 07 253 28 1. 26 

絹雲母片岩 8 8 l. 22 204. 1 1. 02 

玉鑓（メノウ含む） I l 2 0. 30 16 89 0. 08 

刃玉（赤玉） 1 l 2 0, 30 36 91 0. 18 

第 35プロック 点 数 合 計 3 1 1 5 2 102 114 17 35 3522 66 17 59 

36 安 山 岩 l 2 3 0 46 13. 63 0 07 

流 紋 岩 45 45 6.85 1550. 28 7 73 

a 昴 嘔 石 I I 3 5 0. 76 13 04 0. 07 

礫 岩 1 I 0. 15 415 82 2 08 

砂 沿 24 24 3 65 645 02 3.21 

頁 岩 7 7 1 07 401 66 2. 01 

珪 質 頁 岩 I I 0 15 l 89 0. 01 

豪岡産珪質頁岩 3 3 0. 46 ll.88 0.06 

ホルンフェルス 3 3 0 46 83 63 0. 42 

結 品 片 岩 1 I 0 15 107 36 0 54 

絹雲母片岩 1 I 0. 15 11. 78 0. 36 

チ ヤ 卜 2 2 0 30 35. 64 0 18 

第 36プロック 点 数 合 計 2 1 1 2 8 I 81 96 14 61 335l 63 16 74 

37 ホルンフェルス 1 l 15 17 2. 59 46. 34 0. 23 

第 37プロック 点 数 合 計 l 1 15 17 2 59 46. 34 0 23 

38 珪 費 頁 岩 1 I 0 15 3. 39 0 02 

黒 色 J'{ 岩 1 1 0. 15 1. 77 0. Ol 

ホルンフェルス 6 2 2 25 4 39 5. 94 123 77 0 62 

玉饉（メノウ含む） 4 4 0 61 6. 37 0 03 

第 38プロック 点 数 合 計 7 2 2 30 4 45 6 85 135 3 0. 68 

39 頁 岩 I I 6 8 l. 22 194 78 0 97 

珪 質 頁 岩 2 1 3 0. 46 8. 6 0. 04 

嶺岡産珪質頁岩 l l o. 15 3 98 0 02 

黒 色 頁 岩 1 1 6 1 ， 1.37 57 62 0 29 

ホルンフェルス l 1 2 50 4 58 8 83 335 l 67 

玉騎（メノウ含む） 2 10 3 15 2. 28 28 19 0 14 

第 39プロック 点 数 合 計 6 1 2 3 68 8 6 94 14 31 628 17 3 l4 

第 IV a 文 化層点数合計 16 2 2 7 4 B 133 14 5 191 382 58 14 790l. l5 39 46 

40 安 山 岩 l 1 o. 15 15. 98 0 08 

流 紋 岩 6 6 0. 91 469 68 2 35 

石 英 斑 岩 I 1 0 15 12. 16 0 06 

礫 岩 I 1 0.15 66 65 0 33 

砂 岩 I 14 15 2 28 435. 85 2 18 

頁 岩 4 6 10 l. 52 407 19 2. 03 

b 
珪 質 頁 岩 I I 0 15 50 27 0. 25 

第 40プロック 点 数 合 計 l 1 6 27 35 5 33 1457 78 7 28 

41 安 山 岩 l I 0. 15 17. 02 0. ⑲ 

砂 岩 1 I 2 0. 30 173. 75 0.87 

頁 岩 3 2 3 8 l 22 191 06 0. 95 

珪 質 頁 岩 I I 0 l5 2. 42 0. 01 

ホルンフェルス 2 2 0. 30 11.8 0 06 

第 41プロック点数合計 I 2 5 3 3 14 2. l3 396 05 l 98 
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第47表第IV文化層組成表 (2)

文 プ 石 ナ 角 掻 石 楔 扇 戴 台 二 微 石 剥 砕 礫 点 点 重 重

次 繹

化 イ
饒 加 剥 数

量
量ロ

フ
形 工 離 数 ＾ Cコ層 状 の

痕
磯 比 比

形 あ
の 計

ツ 石 あ 合
区

石 石 る る
’ 剥 剥

＾ ｀ 

， 
、`-分 ク 材 器 雖 器 鍾 器 石 石 石 片 片 核 片 片 片 計

42 安 山 岩 I I 2 0.30 286. 04 l.43 

流 紋 岩 3 2 5 0. 76 3叩.85 1.95 

石 英 斑 岩 1 I 0. 15 142.67 0. 71 

黒 耀 石 I 1 0. 15 0. I 0.01 

砂 岩 30 30 4.67 840 77 4.20 

頁 岩 I I 0. 15 4.3 0. 02 

珪 質 頁 岩 I 1 0. 15 15.05 0.08 

嶺 岡産珪質頁岩 I 3 4 0.61 19.69 0.10 

ホ Jレンフェルス I 3 4 0.61 76.29 0.37 

碧玉（赤玉） 2 2 o. 30 3.05 0.02 

第 42プロ ッ ク 点 数 合 計 1 6 I 5 38 51 7. 76 1778.81 8.89 

43 卜 ロ 卜 ロ石 3 3 0.46 15. 54 0.08 

安 山 岩 I I o. 15 5.83 0.03 

流 紋 岩 2 1 5 8 1.22 904. 14 4.52 

砂 岩 1 5 6 0.91 345. 02 !. 72 

頁 岩 I I 4 2 8 1.22 384. 03 1.92 

嶺岡産珪質頁岩 I 1 0.15 17. 73 0.09 

ホルンフェルス 1 I 0.15 邸.36 0. 28 

チ ヤ '' 卜 1 I 0. 15 47.57 0.24 

b 第 43プロック 点 数 合 計 I 1 1 7 13 29 4. 41 1776. 22 8.87 

44 卜 ロ 卜 ロ石 I 1 0.15 10.95 0.05 

安 山 岩 3 l 4 0.61 157.43 0. 79 

流 紋 岩 I I 0. 15 l39.31 0.10 

砂 岩 I I 0. 15 144. l 0. 72 

頁 岩 3 3 0.46 13.1 0.07 

第 44プロック点数合計 I 7 l 1 10 1.52 464.89 2. 32 

45 ガラス質黒色安山岩 I I 2 0. 30 6.27 0 03 

卜 ロ 卜 ロ石 I ！ 0. 15 25. 72 0. 13 

流 紋 岩 I 1 0. 15 7.28 0.04 

黒 曜 石 I 1 0.15 0. 19 0.00 

砂 岩 I 2 3 0 46 2830. 59 14. 14 

頁 岩 I 1 0. 15 100.27 0.50 

第 45プロ ッ ク 点 数 合 計 1 3 3 2 ， 1.37 2970. 32 14.83 

46 安 山 岩 1 1 0. 15 126.99 0.63 

石 英 斑 岩 3 3 0.46 137.3 0.69 

黒 曜 石 2 1 3 0.46 1.8 0.01 

頁 岩 I I o. 15 8. 4 0.04 

第妬ブロック点数合計 2 1 ！ 4 8 1.22 274. 49 1.37 

第 IV b 文化 層 点 数 合 計 I 1 2 1 2 2 3 31 2 23 88 156 23. 74 9118. 56 45.54 

47 卜 ロ 卜 ロ石 I I 2 0.30 12.03 0.06 

流 紋 岩 1 1 0. 15 22. 63 0.11 

石 英 斑 岩 1 1 0.15 19.04 0. 10 

砂 岩 10 10 1.52 314. 42 1.56 

頁 岩 l 1 4 I 7 1.07 143. 52 0. 72 

第 47プロック 点 数 合 計 2 1 5 13 21 3.20 511.64 2.55 

48 卜 ロ 卜 ロ石 I 2 3 0.46 29. 36 0. 15 

安 山 岩 I I 2 4 0.61 440. 67 2.20 

頁 岩 1 1 2 3 25 I 8 41 6.24 1374. 65 6.87 

珪 質 頁 岩 1 2 3 6 0.91 101.58 0.51 

嶺 岡産珪質頁岩 3 6 1 10 1.52 97.02 0.48 

C ホ ルンフェルス I I 2 0.30 181.13 0. 91 

第 48プロック点数合計 1 I 4 10 37 2 11 邸 10.05 2224. 41 11.12 

49 石 英 斑 岩 1 I 0.15 18. 23 0.09 

黒 曜 石 1 3 4 0.61 15.82 0.08 

頁 岩 1 I o. 15 !. 94 O.Ol 

第 49プロック点数合計 I I 3 1 6 0.91 35.99 0. 18 

50 安 山 岩 1 7 8 1.22 82.6 0.41 

黒 嘔 石 I 2 5 8 1.22 36. 71 0. 18 

珪 質 頁 岩 I 1 0.15 4.56 0.02 

チ ヤ 卜 2 5 2 ， 1.37 106.99 0.53 

第 50プロック 点 数 合 計 I I I 4 17 2 26 3.96 230. 92 1. 15 

第 IVC 文 化層点数合計 2 3 2 I I 5 14 62 4 25 119 18.11 3002. 96 15.00 

第 lV 文化眉点数合計 19 3 2 3 2 1 3 I 14 6 25 226 20 28 304 657 100.00 20022. 7 100 00 

点 数 組 成 比 2.89 0.46 0.30 0.46 0.30 0.15 0.46 0. 15 2.13 0.91 3.81 34.40 3.04 4.26 46.28 100.00 
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第126図 第Na文化層出土状況図
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第48表第Na文化層組成表

器
母 ナ 石 楔 台 二 微 石 剥 砕 礫 点 点 重 重

次 細

種
ィ

加 剥 数
量

量
岩

フ
形 工 離 数

合
痕

の
の

礫 比 比

番
形

石 あ あ 合
計

母 る る石

｀ 
岩

剥 剥

｀ 
' 号 器 飩 器 石 片 片 核 片 片 片 計

卜 ロ 卜 ロ 石 I I I 0.26 5. 98 0. 08 

安 山 岩 I 2 2 0.52 19. 08 0.24 

2 2 2 0. 52 19. 53 0.25 

3 I I 0, 26 2. 31 0.03 

4 I I 0. 26 4.8 0.06 

I I 0. 26 221.99 2.81 

安山岩点数合計 l 5 1 7 l.83 267. 71 3. 39 

流 紋 岩 I I 1 0. 26 8. 54 0. ll 

I 83 84 21. 99 3079. 91 38. 97 

流紋岩点数合計 1 I 83 85 22. 25 3088. 45 39. 08 

石 英 斑 岩 5 5 1.31 114. 72 1.45 

黒 曜 石 l (不 明 ） l 2 2 5 1 31 7.2 0.09 

2 (不 明 ） l I 2 0 52 7. 48 0.09 

3 (男女倉・星ヶ台） 1 I 0. 26 3. 67 0.05 

黒嗜石点数合計 I I 4 2 8 2. 09 18. 35 0. 23 

礫 岩 2 2 0. 52 453. 36 5. 74 

砂 岩 45 45 11. 78 1372. 62 17. 37 

頁 岩 I I I 0.26 10.82 0. 14 

2 l I 0.26 2. 72 0. 03 

37 37 9.69 952.46 12. 05 

頁岩 点数合 計 l 1 37 39 10. 21 965. 98 12. 22 

珪 質 頁 岩 I l I 0 26 5. 81 0.07 

2 1 I 0、26 3. 39 0. 04 

3 I I 0 26 !. 44 0.02 

4 I I 0. 26 1. 35 0. 02 

5 1 I 0 26 1.89 0. 02 

珪質頁岩点数合 計 3 I I 5 l. 31 13.88 0. 18 

嶺岡産珪質頁岩 I 3 3 0. 79 9. 23 0. 12 

2 I 2 3 o. 79 39.81 o. 50 

3 2 2 0. 52 28. 29 0. 36 

4 I I 0. 26 25. 28 0. 32 

5 I I 0.26 l0.35 o. 13 

6 I I 0. 26 4. 57 0. 06 

7 1 I 0.26 3. 98 0. 05 

嶺岡産珪質頁岩点数合計 1 2 I 8 12 3.14 121. 51 1. 54 

黒 色 頁 岩 I I l 6 I ， 2. 36 57. 62 o. 73 

2 I I 0. 26 1. 77 0. 02 

黒 色 頁 岩 点 数合計 I l 7 I 10 2. 62 59. 39 0. 75 

ホルンフェルス 1 2 I 2 32 3 40 10.47 177. 59 2. 25 

2 3 2 26 5 36 9.42 81. 59 l. 03 

3 I 2 21 24 6.28 190.4 2.41 

4 3 10 13 3.40 52. 73 0. 67 

5 I I 0. 26 2.8 0. 04 

3 3 0. 79 83. 63 l. 06 

ホルンフェルス点数合計 8 I 2 I 4 90 8 3 117 30. 63 588. 74 7. 45 

結 晶 片 岩 I 8 ， 2. 36 416. 24 5. 27 

絹 雲 母 片 岩
， ， 2. 36 275. 88 3. 49 

チ ヤ 卜 1 l I 0. 26 22 18 0. 28 

2 I I 0. 26 3. 79 0. 05 

3 I I 0. 26 13.46 o. 17 

I I 0. Z6 8. 56 o. ll 

チ ャ ー ト 点 敷合計 I 2 I 4 1.05 47.99 0. 61 

玉 Ill (メノウ含む） l I 4 5 I, 31 7.93 0.10 

2 2 3 5 I. 31 6. 02 o. 08 

3 I 3 4 !. 05 3. 86 0. 05 

4 3 3 o. 79 8. 51 0.11 

5 l 1 o. 26 13.9 0.18 

6 I I o. 26 2.99 0.04 

7 I I 0.26 4. 48 0.06 

8 l I o. 26 1. 99 0.03 

， I I 0. 26 3. 76 o. 05 

玉鶴（メノウ含む） 点徽合 11 2 l I 15 3 22 5. 76 53.44 o. 68 

繕 3i （ 界 玉 ） I I I o. 26 28. 39 o. 36 

2 I I 0.26 8.52 o. ll 

鴫玉（卵王） 点歎合計 I I 2 0. 52 36.91 o. 47 

金 体 点 款 合 II 16 2 2 

゜
7 4 B 133 14 5 191 382 100. 00 7901.15 100. 00 

点薮紐成比(%) 4.19 0.52 0. 52 0,00 1. 83 1. 05 2.09 34.82 3. 66 l. 31 50.01 100. 00 
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本文化層は台地の東側、地金堀へ向かう緩やかな傾斜地に南北に細長く立地する。標高は 19.0m-----17.0

m(現地地表）。石器分布の傾斜の様子は、第 126図の垂直分布にあらわれ、西から東へ向けて現地形の等

高線の傾斜と平行して下っているのがわかる。また大まかな傾向として、南から北へ向けてわずかに下っ

ている。発掘調査において細長い調査区に東西方向に 3本のセクション図が記録されており、ローム層の

堆積も傾斜している様子がうかがえた。またすべてのセクション図でVI層中部付近までソフトローム化が

進んでいることが確認された。セクション投影図の結果石器群はソフトロームの下部～中部での出土が多

いようである。石器群の出土層位の判断は難しいが、現場写真なども参考に検討し、現時点ではV層-----IV

層下部に相当するのではなかろうかと解釈している。

3. 第 33ブロック（第 127,....__, 129図、第 49表、図版 13・23)

出土状況 第Na文化層の中で、北東に位置する。 17.5mx10.4mの範囲に 12点の石器が分布する。

うち礫．礫片は 4点である。広い範囲に非常にまばらな分布を星する。本文化層では最も低い標高に位置

する。セクション投影図では、 V層....._,III層のソフトロームの下部から出土している。第 35ブロックと礫

片のブロック間接合が 1個体存在し、ブロック内では 1個体の接合資料が存在する。接合資料は図示して

いないが、節理が入り込んだ嶺岡産珪質頁岩の剥片で、剥片剥離時に節理の影響で折れたものが3点接合

し l 点の剥片（接合した状態で縦• 横・幅が 42.47mm・41. 94mm・6. 27mmで、さらに剥落した部分もある）

となったものである。接合したもの以外は、母岩もそれぞれ単独である。

出土石器 lはチャートの楔形石器。右側面の折れ面に両極で加撃された痕が残されているので、元々は

より大きな楔形石器であったようである。その折れ面を切って横方向の加撃があったことも背面から観察

できる。 2はメノウの楔形石器。下面に折れ面があって、それを切るように細かい潰れが確認できる。上

面、左側面も折れているので全体の形状はわからないが、剥片素材の楔形石器だと思われる。 3は嶺岡産

珪質頁岩の大型の縦長剥片。剥離面はざらついて、節理面がかってる。打面は 1枚の剥離面で、上面右側

は剥片剥離時に同時割れした部分だと思われる。頭部調整は確認てきる。 4はチャートに似た石質の嶺岡

産珪質頁岩の縦長剥片。打面・ 背面ともに節理面がかり、ヒビが細かく入り込んでいる。鋭い縁辺には部

分的に微細剥離痕が断続的に観察できる。

第49表 第!Va文化層第 33ブロック組成表

了 種 母岩番号 楔形石器
微紐剥屠痕の

剥片 砕片 藻 礫片 点数合計 点数比{") 重量合計 (g) 露量比（｀）ある剥片

石 英 斑 岩 1 l 8. 33 15. 35 7 82 

黒 嘔 石 l (不明） I I 8. 33 0. 63 0.32 

纏 暑 I l 8. 33 37. 54 19.13 

嶺岡 i!I 珪賃 J( 葦 I 3 3 25. 00 9. 23 4. 70 

2 I 1 8. 33 38. 28 19.51 

4 I l s. 33 25. 28 12.88 

嶺 IIII匿達質頁羞点款合計 I 4 5 41. 68 72. 79 37.09 

縮 晶 片 綸 I I 8. 33 55. 6 28. 33 

チ ヤ 卜 2 I I 8. 33 3. 79 1.93 

I I 8. 33 8.56 4. 36 

チャート点 11: 合 It 1 I 2 16. 67 12, 35 6. 29 

王髄（メ I ウ含む） 8 I I 8. 33 1. 99 1.01 

金体点薮合計 2 1 4 I 2 2 12 100. 00 196. 25 100. 00 

点数紐成比（％） 16. 67 8. 33 33. 33 8. 33 16. 67 16. 67 100. 00 
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第129図 第IVa文化層第33ブロック出土石器

4. 第 34ブロック（第 130・131図、第 50表、図版 13)

出土状況 第IVa文化層の中で、北西に位置する。 8.0 mx  2. 4 mの範囲に 4点の石器が分布し、礫．礫

片は検出されていない。第 33ブロックと同様、まばらな分布を呈する。セクション投影図では、 V層～

III層のソフトロームのやや上部から出土している。接合資料は存在しない。母岩の共有関係も明確に確認

できず、定型的な石器も存在しないが、逆に否定する要素も見つからないことから第Na文化層に加えた。

出土石器 5・6は安山岩の剥離軸がややねじれた縦長剥片。 5は右側面および打面に頭部調整をともなっ

た剥片剥離の頭部が並んでいる。打面再生剥片かもしれない。背面下半部に見られる右側面から細かい剥

離は打面調整か。 6は薄手の縦長剥片。背面の剥離と節理の影響で右縁辺がへこんでいる。打面は 1枚で、

頭部調整がわずかながら確認できる。 7は黒曜石の不定形剥片。末端に向けて主剥離面はねじれているが、

同様の不定形剥片を連続的に剥いでいたようである。頭部調整は存在しない。非常に透明度が高く、わず

かに煙状に灰色が混じる本資料は、産地推定では信州産との結果が出ている。

- 171 -



R十
43FF-77 

＜器種別分布＞

-h-3FF-78 

畜
ヽ

＼
 

ヽ
‘ヽ
 

ヽ
ヽこ6

．
 

／
 ／

 

ノ

/[>>>>

5

／
 

陰

｀
 

-h-3FF-87 

• 剥片

。 砕片

七3FF~ss

:7 
ヽ

7ー7ーF
 

F
 

R土
く母岩別分布＞

゜ *3FF-78 

<> 

¢> 

*3FF-87 *3FF-88 

*3FF-97 

◎ 

七3FF-98

18. Om 

I 7. Om 

18. Om 

¥1 

l7. Om 

◇ 安山岩 2

◇ 安山岩 3

0 黒曜石 l

◎ 黒晰石 3

゜
(1/80) 2m 

゜
(1/80) 2m 

第130図 第!Va文化層第 34ブロック遺物分布

第50表 第IVa文化層第 34ブロック組成表

て 種 母 岩 養 号 剰片 砕片 点薮合計 点 歓 比 (I) 重量合 11c,1 重 I: Jt (II 

安 山 岩 2 1 I 25. 00 13.81 66.39 

3 1 I 25. 00 2. 31 11.11 

安山塩点歓合計 2 2 50. 00 16.12 77. 50 

黒 耀 石 1 （不明） I I 25. 00 1. 01 4. 86 

3 (男女倉• 星ヶ台） I l 25.00 3. 67 17, 64 

黒曜石点戴合 II I I 2 50.00 4.68 22. 50 

金 体 点数 合 It 3 I 4 100.00 20.8 100, 00 

点薮舷成比（％） 75.00 25.00 100. 00 
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第131図 第IVa文化層第34プロック出土石器

5. 第 35ブロック（第 132,__, 134図、第 51表、図版4・13・23)

出土状況 第Na文化層の中で、中央部の北側に位置する。 8.0mx 2.4 mの範囲に 114点の石器が分布

する。うち礫．礫片は 9割を占める。セクション投影図では、 V層,_...,m層のソフトロームの中部から出土

している。本ブロックにおけるその分布状況は第 132図でわかるように中央に礫・礫片が集中し礫群を形

成し、その周囲にやや空間をおいて刺片石器類が散らばっている。接合資料はその大半が焼成を受けて破

砕した礫片である。ブロック間接合しているものもすべて礫片で全部で 6個体、第 33・36ブロックと接

合関係にある。ブロック内での接合は 13個体、うち剥片石器によるものは 1個体のみ（挿図 15)存在する。

第51表第Na文化層第35ブロック組成表

7 積
母岩番号

二次加工のある 微繹刊圃事の
石核 剥片 鴫 躙片 点徽合計 点数比{~ 重量合計 (g) 重量比 {I)

剥片 ある剥片

卜 ロ 卜 ロ 石 I I l 0.88 5.98 0. 17 

安 山 冠 I I I 0.88 15 97 o. 45 

I I 0.88 認1.99 6. 30 

安山岩点数合計 I I 2 l. 75 237. 96 6. 76 

流 紋 岩 I I 1 0.88 8.54 0. 24 

1 38 39 34. 21 1529. 63 43. 42 

流紋岩点~ 数合計 I 1 38 40 35.09 1538 17 43.67 

石 英 斑 岩 4 4 3.51 99.37 2.82 

砂 岩 21 21 18.42 727.6 20.65 

頁 岩 24 24 21.06 369. 54 10.49 

瞑岡産珪賃頁岩 3 2 
i 

2 1. 75 i 28. 29 0.80 

6 I 1 l i o. 88 i 4. 57 0. 13 

在翌産珪質頁岩俣数合サ 2 j 1 I I 3 I I 2. 63 32.86 0. 93 

結 晶 片 岩 I I I l 6 7 6.14 253. 28 7. 19 

絹 11 ヰ配、＊ 片 岩 4 
！ i I i 8 8 7 02 204. l 5 79 

王蘇（メ I ウ含む｝ 5 1 ， ' I l I l 0 88 [3. 9 0. 39 

6 1 1 

， 
l 0 88 2 991 0 08 

王tf{メノウ含む） 点数合 F 1 1 2 1 75 16 89 0.46 

彗王 ｛序三） l 1 I I 1 0. 88 28.39 0.81 

2 l I 1 0.88 8 52 0. 24 

彗王（赤王） 点数合 計 1 l I 2 1. 75 1 36. 91 1. 05 

全伝点数合井 3 1 1 5 2 102 114 too. oo I 3522. 66 100. 00 

点数俎成比{%)  2 63 0 88 o ss I 4 39 l 75 89 41 100 00 
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第132図 第Na文化層第 35ブロック器種別分布

礫．礫片で多く検出された石材は流紋岩で 35%、

るもの以外は単独母岩である。

ついで頁岩が 2割を超える。剥片石器は、接合してい

出土石器 8は赤玉の二次加工のある剥片。素材の形状はわからないが、正面左下にあるネガ面がもとの

剥片の背面、裏面左下にある面が主剥離面であったと思われる。次に背面側から正面右半分に見える折れ

面と裏面右半分に見える折れ面が作られ、折れ面を打面として調整剥離が施されている。先端の折れは節

理からの剥がれ、下面の折れは素材段階で折れたものか。左辺の調整剥離は顕著に潰れがともない、使用

頻度の高い石器であったらしい。一方右辺の調整は微細剥離もともなうがそれ以上の潰れは観察できない。

左辺が刃部のノッチドスクレイパーとして分類が可能か。 9は赤玉の石核。小型の不定形剥片を剥いでい

る。剥離の工程を追っていくと、最初は上面に、自然面を打面に数回剥離が行われ、左側面からの加撃が

それらを切っている。次に正面の剥離が行なわれ、最後は裏面右下の細かい調整が施されている。 10は
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第133図 第!Va文化層第 35ブロック母岩別分布

安山岩の剥片。下半部を欠損している。打面は 1枚の剥離面で、バルブのふくらみはほとんどない。背面

には一部自然面が残る。同一打面から 3枚の剥離が観察できる。頭部調整はない。自然面から腹面に剥離

が 1枚確認できるが、意図的なものであるかどうかわからない。 11はメノウの不定形剥片。打面は剥離

面 l枚。主剥離面はバルブのふくらみが著しくバルブ部分のみ大きく波打っている。背面を観察すると、

本資料と同様の非常に簿い剥片がとられている。頭部調整はない。 12は流紋岩の縦長剥片。主剥離面に

おいて打点が左端にあるが、背面の右側の剥離面と同時割れを起こしたものと思われる。バルブのふくら

みは少ないが、左側縁にむけてねじれている。打面は剥離面 l枚で、同一打面からの剥離のあとが残っ

ているが、頭部調整はない。 13はメノウの縦長剥片。打面は拮抗した方向からの 2枚の剥離面からなる。

背面の形状により、剥離軸が末端部分で曲がっている。バルブのふくらみは小さいが、左側縁にむけてね

じれている。右側縁に断続的に微細剥離痕が確認できる。 14はトロトロ石の剥片。表面は摩滅して剥離

面の観察はやや困難である。打面は 1枚の剥離面からなり、表面は同一打面からの剥離が2枚、右側面に

は底部からと背面からの折れ、腹面にはバルバースカーをともなった打点が確認できる。バルプのふくら

みはほとんどない。 15(a+b)は嶺岡産珪質頁岩の接合資料。板状の素材は、表裏、上面、左側面とも
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第134図 第Na文化層第 35ブロック出土石器

- 176 -



茶色の節理面からなる。この節理面は摩滅が激しい部分もあるので、この状態で遺跡に持ち込まれ加工が

行われたものではないかと思われる。加工の工程を追うと、まず接合図裏面にある 15b下部の縁辺加工

が行われる。接合図表面にみられる縁辺からのやや大きな剥離面は折れ面に切られているが、裏面の調整

の一部を切っているので、調整は折れる前に表裏で行なわれていたことが理解できる。二つが折れたのは、

調整加工の衝撃と節理からのヒビが影響していると思われる。 15aの左側面に見られる調整は折れた後

に行なわれている。節理面から 2枚の大きな剥離とその稜線を潰すような細かい剥離からなる。主剥離面

であるべき部分が節理面（自然面）ではあるが削器と理解することもできる。 15bには、折れで切られて

いた大きな面からさらに調整が入っている。折れとの時間的な関係はわからないが、底面には使用による

ものか潰れが確認できる。こちらの器種も削器、あるいは掻器ととらえてもよかったかもしれない

6. 第 36ブロック（第 135,--..., 137図、第 52表、図版 14・23)

出土状況 第IVa文化層の中で、中央部の南側に位償する。 8.2mx10.2mの範囲に 96点の石器が分布

する。うち礫• 礫片は 85%を占める。セクション投影図では、 V層"'III層のソフトロームの下部～中部

から出土している。本ブロックにおけるその分布状況は第 35 ブロックと同様、中央に礫• 礫片が集中し

礫群を形成し、その周囲に剥片石器類が散らばっている。接合資料はすべで焼成を受けて破砕した礫片で

ある。ブロック間接合しているものは 6個体、第 33・35ブロックと接合関係にある。 6個体中 5個体は、

確認調査時に 44FF-26グリッドからの一括遣物として検出されたものが他ブロックと接合したもので、

出土位置が不明なため便宜的にグリッド中央に図示してある。ブロック内での接合は 13個体である。礫・

礫片で多かったのは第 35ブロック同様流紋岩で全体の約 5割、そして全体の 1/4の砂岩が続く。剥片石

器は、黒曜石• 安山岩• 嶺岡産珪質頁岩など多種にわたる。

第52表 第!Va文化層第 36ブロック組成表

二 種 母忌番号 ナイフ形石器 石鱈
微細剥離痕の

石核 刹片 礫 瞬片 点数合計 点数比(<) 重量合計 (g) 重量比（灼
ある剥片

安 山 岩 1 1 l 1.04 3.11 0. 09 

2 1 I l. 04 5. 72 0. 17 

4 I I l. 04 4. 8 0. 14 

安山岩点数合計 I 2 3 3. 12 13 63 0.41 

流 紋 岩 45 45 46.88 1550. 28 45.25 

黒 曜 石 IC不明） I 2 3 3. 13 5. 56 0. 17 

2 (不明） I l 2 2.08 7. 48 0. 22 

黒嘔石点数合計 I I 3 5 5.21 13. 04 0. 39 

糠 岩 I I 1. 04 415.82 12. 41 

砂 岩 24 24 25 00 645. 02 19. 24 

買 岩 7 7 7. 29 401. 66 10. 78 

珪 質 買 遍 5 1 1 I. 04 1.89 0.06 

嶺岡裏珪賃買岩 2 2 2 2. 08 1. 53 0.05 

5 I I 1. 04 10. 35 0. 31 

嶺岡重珪質買嶋点戴 合計 3 3 3.13 11.88 o. 35 

ホルンフェルス 3 3 3. 13 83. 63 2. 50 

縞 晶 片 遍 I I 1. 04 107. 36 3. 20 

絹 II 母 片 恙 1 1 I, 04 71. 78 2.14 

チ ヤ 卜 I I I 1.04 22.18 0, 66 

3 I I 1. 04 13.46 0. 40 

チャート点戴合計 2 2 2. 08 35. 64 I. 06 

金体点蒙合 計 2 I 1 2 8 I 81 96 LOO. 00 3351. 63 100. 00 

点歎鰭成比（％） 2. 08 I. 04 1. 04 2. 08 8. 33 1. 04 B4.39 100. 00 
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第135図 第!Va文化層第 36ブロック器種別分布

出土石器 16は安山岩のナイフ形石器。切出形を呈する。素材は不定形剥片で、背面に広く自然面を残

す。打面を基部に設定し、調整加工は主に右辺のみ行われ、細かい潰しをともなうブランティングが観察

できる。左辺は素材の剥離面をそのまま使い、わずかな微細剥離が確認されるだけである。 17は黒曜石

のナイフ形石器。刃部は直線的ではないが、切出形を呈するものと理解できよう。素材は不定形剥片で、

背面に節理面を残す。打面を基部に設定し、左辺は素材側縁にブランティングを施し、右辺は基部には折

れ面がそのまま用いられ刃部との境にやや粗い調整加工が施されている。裏面基部にもバルバースカーを

切り打面を除去するような 2枚の剥離面がある。 18は黒曜石の石錐。素材は不定形剥片で、右側面に打

面を残す。背面には打面から頭部調整が観察できる。調整加工は左辺は中央に器長の 3/4ほどの範囲でプ

ランティングが、右辺は刃部におおまかな成形の剥離と先端部中心に細かい調整が、打面と刃部の角にも
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第136図 第Na文化層第 36プロック母岩別分布

連続的な調整加工が施されている。先端に集中的に加工があることから石錐と称したが、側片の調整加工

が類似していることから 16・17同様の切出形ナイフ形石器と分類が可能かもしれない。 19はチャートの

小型の不定形剥片を剥離するサイコロ状の石核。 20は小型の不定形剥片。背面は、大きなバルブを持っ

たポジ面が頭部調整により切られている。断続的な微細剥離が縁辺に残っている。 21は安山岩の縦長剥

片。背面に広く自然面を残す。腹面左の剥離は背面のバルブからのヒビで剥落した部分である。 22・23

は嶺岡産珪質頁岩の不定形剥片。 22は小型で良質な素材で作られ、縁辺に断続的に微細剥離が観察できる。

23は大型で、やや厚みがある。 24は黒曜石の縦長剥片。節理面が内包されているため不規則な割れ方を

している。背面上部の右側縁からの剥離は主剥離面と同時割れだと思われる。左側縁には断続的な微細剥

離痕が観察される。
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第137図 第IVa文化層第 36ブロック出土石器

7. 第 37ブロック（第 138,......,140図、第 53表、図版 14・21)

出土状況 第Na文化層の中で、剥片石器が主体である南側のブロック群で最も北側に位置する小さなブ

ロックである。 3.9 m x 2. 2 mの範囲に 17点の石器が分布する。セクション投影図では、 VI層下部から

v層,.....,III層のソフトロームまでの幅で出土している。ブロック間接合しているものは 4個体（うち、図示

しているものは挿図 26・27・55)あり、第 38・39ブロックと接合関係にある。ブロック内での接合は 1

個体存在する。ホルンフェルスの剥片石器類のみで構成されるブロックである。

出土石器 25はホルンフェルスの横長剥片。左側縁の腹面側に潰れが観察できる。 26(a,....., d)はナイフ

形石器を含む接合資料。第 38・39ブロックとブロック間接合している。素材は背面に広く節理面を残す。

まず不定形剥片 26aが剥離される。打面は節理面を末端に裏面からの大きく剥離された面である。左側

面にそれ以前に剥離された縦長剥離面が3枚ある。打面は 26a剥離後作られ、側面が作られてから縦長

剥片 26(b + C)が剥離される。背面の剥離面も同一打面からである。 26(b + C)は調整が施されてナ

イフ形石器となっている。基部を打面に設定し、左辺は基部近くに平坦な剥離が施されているだけ。右辺
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第138図 第IVa文化層第 37ブロック遺物分布

は角度を持った節理面を利用し、縁辺に禎しをともなう調整加工が施されている。折れはいつ生じたか不

明だが、折れたものの先端は第 38ブロックから出土しており光沢痕を持つことから折れた後も先端だけ

で使われたらしい。 26(b + C)剥離後 26aが剥離された面から広い打面が作られ、 26dの背面に残さ

れる縦長剥片、そして 26dが剥離される。みな先端の尖った剥片だが、側面を先に作り先端が尖るよう

に意識して剥離されたものと思われる。 27(a,...., g)は求心的な剥片剥離で不定形剥片をとった接合資料。

第 38・39ブロックとブロック間接合している。表面は節理面、裏は自然面を残す板状の素材で、両面と

も周辺から求心的な剥離が行なわれている。 27aは主剥離面が節理面の剥片。打面は節理の境界から折

れてとんでいる。 27bは自然面側を打面に剥離された不定形剥片。その後数回の大きな剥離が行なわれ

第53表 第IVa文化層第 37プロック組成表

母 l;t 蒻 種 母芍~ 養号 ナイフ形石雛 #ll'M圃軍のある剥片 葦片 点畿合計 点薮比 OO 重量合計位） 重量比 (1)

ホ Jレンフェル ス I 1 7 41.18 12.67 27.34 

2 2 2 11.16 1.95 4.21 

3 1 6 7 41. 18 27.93 60. 27 

4 I I 5.88 3. 79 8.18 

ホルンフェルス点薮合計 I I 15 17 100.00 46.34 100.00 

全体点敷合計 I I 15 17 100.00 46.34 100.00 

点数絋成比{ ")  5.88 5.88 88.24 100.00 
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第139図 第IVa文化層第 37ブロック出土石器 (1)
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第140図 第Na文化層第 37ブロック出土石器 (2)

てから、節理面側を打面に不定形剥片 27Cが剥離される。続いて自然面側から 27Cをとった面を打面に

剥離が続く。 27dは不定形剥片。打点直下折れを起こしている。もう 1枚剥離があって、 27e・27 fが

連続的に剥離される。どちらも小さな剥片なので、調整目的だと思われる。 27gは石核。表裏に求心的

な剥離痕が残されている。ブロック間接合した資料は、本ブロックで剥離後持ち出されたものだと思われ

る。

8. 第38ブロック（第 141,...,_, 144図、第 54表、図版4・14・21)

出土状況 第IVa文化層の中で、剥片石器が主体となって検出された南側のブロック群で南西に位置し、

本文化層の中では最も標高の高いブロックである。 7.0 mx 3. 8 mの範囲に 45点の石器が分布する。セ

- 183 -



R 

A
3
 

＼
 

ヽ

＼
 

ヽ
‘ヽ

、

ヽ

ヽ
ヽ

、‘
ヽ鬱

七FF~87

I
 I
 I
 

-ht4FF-95 

,o、夏
攣;';七'.~::00::\

• 

t, 37a 

望；—-一ー-,

ーーーー

~/り豆1

. ,::~_Jじ冒
／
 

＊
 

／ 

ノ -.. . 

39 (a+b) 

b
 

已A
 

7
 ，
 疇

FF 
土

一一

．
 

-
＊
 

3•l 

ヽ

ー釦

ヽ怠

カ

・
／
気

＊
 

•1 

＼
 

＼
 

ー

ー．
 

ー

＼
 

＼
 

＊ ナイフ形石器

.. 二次加工のある剥片

ロ石核

• 剥片

。砕片 18. Sm -__ 

17. 5m 

゜
(1/80) 4m 

--,,. ----・--- ． 
- -・ —皇

. . . :• .. ----.---
---—●二：：：．こに誓らーーさー . -----

ー!_~-ニニ～ニニ:竺~-~--- -

18. 5m 

VJ 

17. Sm 

第141図 第IVa文化層第 38ブロック器種別分布

クション投影図では、 V層,....,III層のソフトロームにほぼ収まるように出土している。ブロック間接合して

いるものは 5個体（うち、図示しているものは挿図 26・27・38・54)あり、第 37・39ブロックと接合関係

にある。ブロック内での接合は 3個体（うち、図示しているものは挿図 37・39)存在する。ホルンフェル

スが 87%を占め、その他メノウなどの剥片石器類のみで構成されるブロックである。

出土石器 28・29は先端を欠損したホルンフェルスの一側縁加工のナイフ形石器。 28は、素材は不定形

剥片か、打面を左辺基部に残し頭部調整がみられる。調整は左辺に潰しをともなうブランティングが施さ

れている。 29は残存部位の解釈について、調整加工の厚さが狭まっているので厚いほうを基部と考え図
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第142図 第IVa文化層第 38ブロック母岩別分布

示したが、収緻した先端部とも考えられるのであるいは先端かもしれない。素材の形状は不明で、主剥離

面は波打ち、打面は残っていない。右辺基部は節理面に潰しをともなうブランティングが施されている。

30・31は小型で完形のナイフ形石器で、どちらも打面を基部に用いている。 30は珪質頁岩で作られ、本

文化層では単一母岩であることから製品で持ち込まれたものと思われる。素材の打面および側面は右辺に

設定されており、頭部調整が細かく行なわれている。左辺には、ちょうどバルブの厚みを切るように潰し

をともなうブランティングが施されている。刃部の角度から切出形の範疇に含まれるか。 31はホルンフェ

ルスの切出形ナイフ形石器。打面は右辺に設定されており、部分的に頭部調整が確認できる。左辺はバル

プの先を 2回の大きな剥離（折れ？）で成形し縁辺に微細剥離が施されている。 32はホルンフェルスの剥

片素材の石核。裏面に素材面を残し、 1枚の剥離があり、それらを打面に求心的な剥離で不定形剥片を剥

離している。 33,.,_, 36は不定形剥片。 33は頭部調整があり打面は線状を呈する。丸く横に膨らんだバルブ

と斜めの剥離軸は 30・31の素材と共通する。 34は良質の黒色頁岩の剥片。打点直下折れを起こしている。
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第144図 第Na文化層第38ブロック出土石器 (2)

35はメノウの剥片。背面に自然面を残し、先端を欠損している。頭部調整はなく、打面も自然面のヒビ

で剥落が生じた剥離面であって調整ではないと思われる。側縁に微細剥離が観察できる。 36はホルンフェ

ルスの剥片。頭部調整あり。左側面の折れは剥片剥離時の衝撃で生じたものだと思われる。 37.....,38はす

べてホルンフェルスの接合資料である。 37(a+ b)はナイフ形石器に調整剥片が接合している。素材の

主剥離面はバルブが張り出し末端に向けて湾曲する。また打面は背面に残される面が剥片剥離時に同時割

れを起こした際に剥落したものと思われる。剥落した面の尖った末端を取り去るように稜上剥離が行なわ

れ、 37aが剥離される。 37aの打点部分は剥離後にさらに調整により潰されている。その後、縁辺に加

工が施され、ナイフ形石器 37bとなる。右辺はバルブの頂点周辺に、左辺は基部に潰しをともなう粗い

調整加工が施される。刃部の傾きから切出形の範疇に含まれるか。 38(a+ b)は同一打面から剥離され

た2枚の剥片が接合し、うち l点は剥離後ナイフ形石器に加工されている。打面は右側面方向からの大き

な l枚の剥離面である。頭部調整が施され、剥離軸が斜めに傾くように 38aが剥離される。剥離後、打

面を左辺に設定しナイフ形石器に加工される。左辺は打面と頭部調整からなる。頭部調整は細かく、潰し

をともなうものなので、ナイフ形石器調整段階で改めて手が加えられたものかもしれない。右辺は剥片左

側面に当たる部分に潰しをともなうブランティングが施されている。先端は欠損しているが、刃部の傾斜

から切出形のナイフ形石器とすることができる。 38bは38a同様剥離軸が斜めに傾いた剥片。どちらも

バルブが丸く横に広がるのも本文化層のナイフ形石器素材の特徴か。頭部調整が部分的に施されている。

38 bは第 39ブロックから出土している。39(a....., C)は3点で 1枚の剥片である。打面は 1枚の剥離面で、

バルブのふくらみは小さく平坦な主剥離面である。背面の剥離面も平坦である。頭部調整は部分的に行な

われている。 38Cは打点直下折れで剥片剥離時に折断したものと思われる。 38(a+ b)は折断後、末端

部位に調整加工が施される。潰れはともなわない。加工の際の衝撃で 2つに折れてしまったようである。

何らかの剥片石器の未製品と解釈できようか。
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第54表第IVa文化層第38ブロック組成表

7 撞 母岩番号 ナイフ形石器
二次加工のある

石核 剥片 砕片 点数合計 点薮比（幻 重量合計(g) 重量比 (I)
剥片

珪 質 頁 岩 2 I I 2.22 3. 39 2. 51 

黒 色 頁 岩 2 I I 2. 22 !. 77 1.31 

ホルンフェルス I I 2 5 8 17. 78 79.98 59.11 

2 3 2 15 4 24 53. 33 29.86 22 07 

3 2 2 4.44 l. 98 l. 46 

4 2 2 4 8.89 9. 15 6. 76 

5 I I 2. 22 2. 8 2.07 

ホルンフェルス点数合計 6 2 2 25 4 39 86. 67 123. 77 91.47 

玉髄（メノウ含む） I 3 3 6.67 5. 18 3.83 

4 I I 2.22 l. 19 0.88 

玉髄（メ Jウ含む） 点数合計 4 4 8. 89 6. 37 4. 71 

全体点数合計 7 2 2 30 4 45 100. 00 135 3 100.00 

点 数 註 成 比 （ ％ ） 15. 56 4.44 4.44 66.67 8.89 100.00 

9. 第 39ブロック（第 145....._, 151図、第 55表、図版4・14・21)

出土状況 第IVa文化層の中で、剥片石器が主体となって検出された南側のブロック群で南東に位置し、

第 38ブロックと並列するように分布する。 11.4 m x 7. 7 mの範囲に 94点の石器が分布する。うち 6点

が被熱の礫片で、すべてが接合したので礫が 1個体出土していることとなる。セクション投影図では、 V

層"'ill層のソフトロームにほぼ収まるように出土している。ブロック間接合しているものは 6個体（うち、

図示しているものは挿図 26・27・55)あり、第 38・39ブロックと接合関係にある。ブロック内での接合

は8個体（うち、図示しているものは挿図 57)存在する。南側の石器群でもっとも多いホルンフェルスの

占める割合が6割で、他にメノウ、黒色頁岩など比較的多様な石材で構成されるブロックである。

出土石器 40 "'45はナイフ形石器で 40"'42・44は切出形を呈している。 40は打面が残ったメノウの不

定形剥片が素材で、細かい頭部調整をともなう打面を左辺に設定し、右辺に潰しをともなうブランティン

グが施される。素材剥片の特徴と加工部位は第 36ブロック 18の石錐、第 38ブロック 30・31・38aのナ

イフ形石器と共通している。 40の刃部は S字状に湾曲し腹面側に微細剥離痕が連続している。 41は横長

剥片を素材としたメノウのナイフ形石器。打面を左辺に設定し、急斜度のブランティングで打面は除去さ

れている。右辺は末端方向を折っただけで、刃部も折れ面でできている。 42はホルンフェルスのナイフ

形石器。横長剥片を素材とし、打面を左辺に設定して急斜度のブランティングで打面は除去されている。

右辺は、器長の 1/2ほど基部加工にブランティングが施されている。先端は欠損しており、刃部には微細

剥離痕が観察できる。 43は嶺岡産珪質頁岩のナイフ形石器。本文化層において単一母岩であることから、

製品で他所から持込まれたものだと思われる。素材は横長剥片で、打面を左辺に設定し基部に打面を一部

残しながらやや浅い調整加工で打面を除去している。打面には頭部調整と思われる剥離も残されているが、

さらに細かい調整は打面を除去した面を切っているので、石器の加工で打面調整にさらに細かい潰しが入

れられたように観察される。右辺は基部からやや角度の浅いブランティングが施されて、先端部分は角度

がやや急になっている。刃部には先端は背面に、それ以外は腹面に微細剥離痕が観察できる。 44は珪質

頁岩のナイフ形石器。ガジリ部分がかなり黒いので、黒色頁岩と分類することも可能か。 43同様、本文

化層において単一母岩であることから、他所から製品で持込まれたものだと思われる。素材は縦長あるい

は不定形剥片で、打面は基部に設定し左辺は急斜度で潰しをともなうブランティングが施される。また右

辺は基部に器長の 3/5ほどバルブを除去するようにブランティングが施される。刃部には背面側に微細剥
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離痕が観察できる。 45は薄く良質の石刃を素材としたナイフ形石器。これも本文化層において単一母岩

であり、他所から製品で持込まれたものだと思われる。石材的には硬質頁岩と分類可能かもしれない。打

面を先端に設定し、左辺に打面を除去するように斜めに潰しをともなうブランティングが施される。基部

は欠損しているが、左右両辺に基部加工と思われる微細剥離痕が続いている。 46は頁岩の二次加工のあ

る剥片。ガジリが黒味がかった灰色で、黒色頁岩とも分類可能か。打面は 2枚の剥離面からなり、二次加

工が 43の左辺と類似していることからナイフ形石器の置き方をしてある。 46の場合は打点が残り、調整

は先端近くに残され、打面に残った頭部調整にさらに細かい剥離が施されている。右辺は腹面に微細剥離

痕が観察できる。本来刃部であるべき末端は階段状で使用の痕跡もないが、右辺が刃部の一側縁加工のナ

イフ形石器と認識してもよいかもしれない。47は剥片素材の石核。素材の主剥離面は裏面に残されている。

厚手の剥片の側縁から表裏に加撃が行なわれ、横長剥片が剥離されている。 48"'50はホルンフェルスの

不定形剥片。 48・49は打点直下折れ、 50は同時割れによる打面の剥落が観察できる。 51"'53はメノウ

の剥片。 51の末端には自然面からのヒビのコーンが残っている。 52は頭部調整をともなう剥片。 53は稜

上に数回の剥離が残る厚い剥片で、石核作業面再生剥片かもしれない。 54"'56はホルンフェルスの接合

資料である。 54(a "'i)は背面に節理面を大きく残す素材を、上面および左側面からの加撃で頭部調整

をともなう不定形剥片を連続的に剥離しており、第 38ブロックとブロック間接合している。 54aは頭部

調整にともなう小さな剥片で目的的に 54b、さらに頭部調整があって大きな不定形剥片の 54Cが同一打

面から剥離される。次に上面に打面が作られ、頭部調整を経て 54eが剥離される。 54fは再び 54a "' 

54 C と同じ打面から剥離される。続いて左側面に新たに打面が作られ、 54(g"'i)が剥離される。 54g・ 

54 hは頭部調整剥片、 54iは目的的剥片であろうか。打面直下折れを起こしている。 55(a"'j)は縦長

剥片を剥離している接合資料で、第 37ブロックとブロック間接合している。素材は右側面に自然面を持ち、

剥離工程で古い面は接合図正面に示した広い共有面である。それを打面に、上面に広い面がほぼ垂直に剥

離され、さらにそれを打面に左側面の広い面が剥離され、それを打面に裏面に示される広い面がほぼ垂直

に剥離されている。 90度に近い展開で大きな剥離が行なわれることで、厚みのある板状の石核が準備さ

れ剥片が剥離されている。まず縦長剥片 55a"'55 eが連続的に剥離されている。 55a・55 bについて

は節理の影響で打点部分が折損しているが、 55e以降の剥片の打面といっしょであると思われる。 55a 

は背面のほとんどが自然面で、頭部と端部を折損している。 55bは大型の縦長剥片。 55aと同じ節理面

の影響で頭部が折れ、折れ面は背面にまで続いている。左側面も剥片剥離時にはじけたようである。次に

55 C• 55 dが剥離される。どちらも打面は残っていて、頭部調整はない。 55Cは先端を折損しているが

接合状況から 4cmの縦長剥片であった。 55dは剥離軸のやや曲がった大型の縦長剥片。次に 55eが剥離

される。打面および右側面を折損しているが、石核に残された面から不定形剥片だったと判断できる。そ

の後、 55bがとられた面を打面に接合図右側面の広い共有面が作られ、最終的な打面転移として接合図

裏面の広い面が打面に設定され、 55f "'55 iが剥離される。 55fは打面を折損した小型の縦長剥片。 55

gは頭部調整をともなった不定形剥片。 55hは打点直下折れを起こしているが、石核の接合面から不定

形剥片であったことがわかる。 55jは石核。作業面は正面に示してある。左側面にも同一打面から小さ

な剥離が行なわれている。 56(a+ b)は縦折れを起こした剥片で、 56aは側面に細かい調整が施され石

錐として成形されている。 57(a"'g)は黒色頁岩の小さな円礫を素材に剥片剥離が行なわれた資料。最

初に上面に、自然面を取るような剥離が行なわれ、それを打面に細かい頭部調整をともなった不定形剥片
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第55表 第IVa文化層第 39ブロック組成表

~ 母岩番号 ナイフ形石器 石鍾
二次加工のある

石核 剥片 砕片 纏片 点数合計 点数比(>) 重量合計 C,l 重量比（｀）引片

頁 岩 l I I 1. 06 10.82 1. 72 

2 1 1 l. 06 2. 72 0 43 

6 6 6.38 181. 24 28.85 

頁岩点数合計 I I 6 8 8. 51 194. 78 31. 01 

珪 質 頁 岩 I I 1 1. 06 5.81 0. 92 

3 I I I. 06 1. 44 0. 23 

4 I I 1. 06 l. 35 0.21 

珪質頁治点数合計 2 1 3 3. 19 8.6 1 37 

穎岡産珪質頁宕 1 I I I. 06 3. 98 0. 63 

黒 色 頁 岩 I 1 I 6 I ， 9. 57 57. 62 9.17 

ホルンフェルス 1 I I 20 3 25 26. 60 84. 94 13. 52 

2 ， l 10 10. 64 49. 78 7.92 

3 2 13 15 15. 96 160.49 25. 55 

4 8 8 8. 51 39. 79 6. 33 

ホルンフェルス点薇合計 I 1 2 50 4 58 61. 71 335 53.33 

王 II (メノウ含む） I I I 2 2. 13 2. 75 o. 44 

2 2 3 5 5. 32 6.02 0.96 

3 I 3 4 4. 26 3.86 o. 61 

4 2 2 2. 13 7.32 1. 17 

7 I I 1. 06 4. 48 o. 71 

， I I 1. 06 3. 76 0.60 

玉讐（メノウ含む） 点戴合II 2 10 3 15 15. 96 28. 19 4. 49 

金体点量合 It 6 I 2 3 68 8 6 94 100. 00 628.17 100.00 

点 鷺 紐 成 It C % I 6. 3B !. 06 2. 13 3. 19 72. 35 8.51 6. 38 100. 00 
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が連続的に剥離されている。 57aはその時に剥離された剥片。続いて 57bが剥離される。途中図 57(C 

,..___, g)に57bを剥離した後の上面を示した。 57bを取った剥離面にさらに調整剥離が行われ打面が作ら

れ、そこから剥片が剥離されている。 57C• 57 (d + e)はその時に剥離された剥片。どちらも丸みを帯

びた不定形剥片で、頭部調整が施されており、 57dはそうした調整のヒビで同時割れを起こした剥片。

二次加工と呼称したのは頭部調整のヒビが剥落したものであるかもしれない。今度は 57eの取られた面

を途中図 57(f + g)に示したが、打面がその面に転移され、再び連続的に剥片が剥離される。 57fはそ

の時に剥離された不定形剥片。 57gの作業面から、連続的に頭部調整をともなった小型の不定形剥片が

剥離されていたことが理解できる。

10. 第IVb文化層（第 152図、第 57表）

概説第IVb文化層は、石器総数 156点（うち 111点が礫・礫片）からなり、 60mx 36mの範囲中に 7か

所のブロック（第 40,__., 46 ブロック）で構成される。第 152 図は本文化層の出土状況で、礫•礫片は黒のドッ

トで図示してある。

本文化層は、遺跡東側の地金堀へ向かう緩やかな斜面に北西から小さな谷が入り込んでつくられた台地

の突端付近の東の緩斜面上に立地し、第IVa文化層の北に位置する。標高は 17.5m,__.,16.5m(現地地表）

で、西から東にかけて緩やかに傾斜した部分に生活面を持つ。調査時に土層セクションは 4か所で取られ

ているが、北側に立地するブロック群についてはほとんど記録が残されていないと言ってよい。中央部分

で残されたセクション図は、ゴルフ場建設によりソフトロームまで削平されてから分厚く土を盛ってある

様子が示されており、不自然な等高線もうなずける。石器はその削平されたソフトローム中から出土して

いる。斜面がつながっている第IVa文化層の出土状況や現場写真などで判断して、本文化層も V,__., III層の

ソフトローム中に生活面を持つものと現時点では理解している。

遺物の出土状況は礫．礫片と剥片石器が混在しまばらに分布しており、第IVa文化層の北側のブロック

群と類似する。ブロック間接合はなく、各ブロックの同時期性については疑問が残ったままである。また

ブロック内で接合しているものはすべて礫片であり、この地での剥片石器の製作について可能性は低いか。

剥片石器はナイフ形石器が 1点のみ。母岩分類も単一のものがほとんどですべてが他所から持込まれたも

のなのかもしれない。 5点出土した黒曜石もそれぞれ単一母岩と判断しすべて産地同定を行なったが、結

果が得られたのは 1資料のみ。原山遺跡では唯一の天城・柏峠産ということである。また、敲石・磨石・

台石といった礫器を 7ブロック中 4ブロックで 1点ずつ出土しているのも本文化層の特徴である。

11. 第 40ブロック（第 153・154図、第 57表、図版4・15・23)

出土状況 第IVb文化層の中で、北端に位置する。 14.0 m x 5. 1 mの範囲に 35点の石器が分布する。ぅ

ち礫• 礫片は 33点である。北側にまばらな分布域があり被熱が確認できない礫片が 3点のみ出土、南側

に残りの資料の集中域が南北に細長く分布し、ほとんどの礫．礫片に被熱の痕跡がある。垂直分布では

40cmの幅を持つ。南側の集中地点で礫片の接合資料が5個体存在する。

出土石器 lは安山岩の不定形剥片。背面底部に自然面を持つ。背面の剥離面からのヒビが石核に入って

いたようで、 1を剥離した際、主剥離面がヒビによる剥落を起こし 2/3ほどが欠損している。左側面に見

られる折れも、そのときはじけたものと思われる。 2は珪質頁岩の大型の不定形剥片。硬質頁岩と分類可
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第56表第IVb文化層組成表

器
母 ナ 藁 蔽 台 二 徴 石 剥 砕 裏 点 点 虚 重

次 細

種
イ

加 剥
数

量
量

岩
フ 工 離 数

合
纏

の
の

震 比 比
形 あ 計

母
番 あ 合

石
る る

｀ 
岩

剥 最

' 

｀ 
号 器 石 石 石 片 片 核 片 片 片 計

ガラス質黒色安山岩 I I I 2 1.28 6.27 0.07 

卜 ロ 卜 ロ 石 1 2 2 1.28 [2.17 0. 13 

2 I I 0. 64 10.95 0. 12 

3 I I 0.64 3. 37 0.04 

4 I ！ 0.64 25. 72 0.28 

トロトロ石点数合計 I 4 5 3. 20 52.21 0.57 

安 山 岩 I 3 3 I. 93 46. 92 0 52 

2 2 2 1.28 25 39 0. 28 

3 I I 0. 64 0.88 0.01 

4 1 I 0.64 17 02 0. 19 

3 3 l.93 519.08 5.69 

安山岩点数合計 I 6 3 10 6.42 609. 29 6.69 

流 紋 岩 I 3 3 1.93 14. 17 0 16 

4 14 18 11.51 [897. 09 20.80 

涜紋岩点数合計 3 4 14 21 13.44 1911.26 20. 96 

石 英 斑 岩 I 4 5 3.20 292. 13 3.20 

黒 曜 石 I (不明） I 1 0.64 0. l 0.01 

2 (不明） I I 0.64 0.39 0.01 

3 (不明） I I 0.64 0. l8 0.01 

4 (拍峠） I l 0.64 1.23 0.01 

5 (不明） I l 0.64 0. 19 0.01 

昂曜石点数合計 3 2 5 3. 20 2.09 0.05 

巽 岩 I I 0. 64 66. 65 0. 73 

砂 岩 I I I 0.64 144. l 1.58 

2 I I 0.64 72.26 0. 79 

3 I I 0. 64 2660 29.17 

3 51 54 34 62 1893. 72 20 77 

砂岩 点数 合計 I l I 3 51 57 36.56 4770. 08 52.31 

頁 岩 I 1 I 0.64 3.9 0.04 

2 I I 0.64 8.53 0.09 

3 I 1 0.64 2. 7 0.03 

4 I 1 0.64 3.02 0.03 

5 I I 0. 糾 !0.44 0 11 

6 I I 0.64 2 25 0.02 

7 I I 0.64 1.87 0.02 

8 I 1 0.64 4.3 0.05 

， I I 0.64 1.65 o. 02 

10 I ！ 0.64 [00.27 1.10 

10 12 22 14 10 969.42 10.63 

頁岩 点数 合計 1 1 8 10 12 32 20.52 1108. 35 12. l4 

珪 質 頁 岩 I I 1 0.64 2.42 0.03 

2 I I 0.64 50.27 0. 55 

3 I 1 0.64 15.05 0. 16 

珪質頁岩点数合計 I 2 3 I. 93 67. 74 0. 74 

嶺閾産珪質頁岩 I I 1 0.64 15.29 0.17 

4 4 2. 56 22.13 0. 24 

嶺岡産珪質頁岩点数合計 I 4 5 3.20 37.42 0.4[ 

ホバンフェルス I 2 2 l. 蕊 11.B 0.13 

2 I I 0.64 3.97 0.04 

3 I 1 0.64 56.36 0.62 

3 3 1.93 72. 32 0. 79 

ホルンフェルス点数合計 I 3 3 7 4.49 144. 45 1.58 

チ ヤ 卜 I 1 0. 64 47.57 0. 52 

碧 玉 （赤 ヨ ） I 2 2 l.28 3.05 0.03 

全 体点数 合 計 I 1 2 I 2 2 3 31 2 23 88 156 100. 00 9118.56 100.00 

点 数組 成比 {%)  0.64 0.64 1.28 0.64 1.28 1.28 1.92 19.88 1.28 14. 75 56.41 100.00 
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@ ＜器種別分布＞ @ く母岩別分布＞
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能か。打面は 2枚の剥離面からなり、自然面を残す背面に頭部調整が細かく施されている。右縁辺に微細

剥離痕が断続的に観察できる。

貸
口 1 41GG-43-18 

剥片
安山岩 1

゜
(2/3) 5cm 

2 ,11GG-43-16 
微細剥離痕のある剥片

珪質頁岩 2

第154図 第IVb文化層第 40ブロック出土石器

第57表 第!Vb文化層第40ブロック組成表

二 種 母 岩 番 号
微紐刹隈痕のある

刹片 礫 隣片 点数合計 点数比(") 露量合計 (g) 怠量比('!,)
剥片

安 山 岩 1 l 1 2 86 15. 98 I. 10 

浣 紋 岩 6 6 17.14 469. 68 32. 22 

石 英 斑 岩 1 1 2.86 12. 16 0.83 

礫 岩 l 1 2.86 66. 65 4. 57 

砂 岩 l 14 15 42.85 435. 85 29. 90 

頁 岩 4 6 10 28. 57 407. 19 27 93 

珪 質 頁 岩 2 l I 2.86 50 27 3 45 

全体点数合廿 1 1 6 27 35 100. 00 1457. 78 100 00 

点数俎成比(%) 2 86 2 86 17. 14 77.14 100 00 

12. 第 41ブロック（第 155・156図、第 58表、図版4・15・23)

出土状況 第IVb文化層の中で、第 40ブロックの南東に位置する。 5.6 m x 5. 1 mの範囲に 14点の石器

が分布する。うち礫•礫片は 6 点で、 5 点に被熱の痕跡が確認できる。全体的にまばらな分布ではあるが、

北東に礫．礫群、南西に石器類が出土している傾向がある。垂直分布では 43cmの幅を持つ。斜面にあた

るため、東ほど低く出土している。参考までに 15mほど南でとられたセクション図に投影してみると、

V層"'III層のソフトロームから出土していることになる。

出土石器 3・4は打面部分に加工を持つ剥片。 3は珪質頁岩の横長剥片を用い打面部を粗い調整で取去っ

たもので、末端にも断続的に微細剥離が観察できる。 4は安山岩の不定形剥片の打面を大きな剥離で除去

してから縁辺に潰しをともなう調整が施されている。調整は粗いが、削器あるいは掻器と分類可能か。 5

は背面に自然面を持ち剥離軸が湾曲した縦長剥片。 6は背面が 1枚の大きな剥離面からなる不定形剥片。

5・6はガジリが鮮やかな黒色～灰色なので黒色頁岩と分類できるかもしれない。 7は背面の影響で打点
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直下折れを起こした小型の縦長剥片。 8は砂岩の敲石。断面三角形の礫の先端に細かい潰れが観察できる。

上部は折損しており、折れの断面をみると表面が被熱による変色を激しく受けていることがわかる。
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第156図 第IVb文化層第 41ブロック出土石器

第58表 第IVb文化層第 41ブロック組成表

~ 三撞 母岩番号 敲石
二次加工のある

剥片 礫 礫片 点数合計 点数比（｀） 貧量合ti-(,) 重量比（灼
剥片

安 山 麿 4 I 1 7.14 17. 02 4. 30 

砂 岩 2 I I 7.14 72. 26 18. 25 

1 I 7.14 101.49 25. 63 

砂暑 点数合計 1 2 14. 29 173. 75 43. 87 

賣 塔 5 I 1 7.14 10, 44 2. 64 

6 1 I 7.14 2. 25 0.57 

， 1 I 7.14 1. 65 0.42 

2 3 5 35. 71 176. 72 44, 62 

買岩 点 1i1: 合計 3 2 3 8 57.14 191. 06 48. 24 

瑶 賃 買 岩 1 1 I 7.14 2. 42 0. 61 

ホ ル ン フ ェ ルス I 2 2 14. 29 11.8 2.98 

金体点薮合計 I 2 5 3 3 14 lOO. 00 396. 05 100, 00 

点戴絲成比 C % I 7.14 14, 29 35. 71 21. 43 21. 43 100. 00 
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13. 第 42ブロック（第 157,..,_, 159図、第 59表、図版4・15・23)

出土状況 第Nb文化層の中で、第 40ブロックの南西に位置する。 9.0 mx  9.3 mの範囲に 51点の石器

が分布する。うち礫．礫片は 43点でほとんどの資料に被熱の痕跡が確認できる。一見、中央に集中区が

あるように見えるが、接合関係からそれらは被熱の礫がはじけたものであり個体数は少ないことがわかる。

実際は広い範囲にまばらな分布を呈するブロックである。垂直分布では 61cmの幅を持ち、東へ行くほど

低く出ている。接合資料はブロック内のみで 6個体、すべて被熱の礫片である。

出土石器 9は安山岩の縦長剥片。打面は自然面で、末端を折損している。背面に打面から小さな剥離が
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第157図 第Nb文化層第42プロック器種別分布
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あり、左側面の折れ面はその影響によるヒビで剥片剥離時に同時割れしたものと思われる。 10は頁岩の

不定形剥片。ガジリの色調から風化した黒色頁岩だと思われる。背面は右側面側から剥離されており、細

かい剥離は頭部調整かもしれない。 11は珪質頁岩の不定形剥片。左側面に自然面を持つが、自然面から

遠い部分はとても良質で、硬質頁岩と分類可能かもしれない。打面に細かい調整が右縁辺側から行なわれ

ていて背面の剥離面の打点部分を除去している。右側縁および幅広い末端に断続的に微細剥離痕が観察で

きる。

@ 古GG-61 七IGG-62 九GG-63

@ 

接160

接"165

*IGG-71 七GG-73

接,J57 接.¥62
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◇ 頁岩 8

〇粍質頁岩 3

＊ 嶺岡廂珪質頁岩 1

・硲岡産珪質頁岩
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第158図 第!Vb文化層第 42ブロック母岩別分布
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第159図 第Nb文化層第42ブロック出土石器

第59表 第Nb文化層第42プロック組成表

~Ii 母岩番号
縁細剥離痕のある

剥片 砕片 .. 襲片 点数合計 点聾： J:t. (%) 重量合計(,) 重量比（｀｝渕片

安 山 岩 2 I I l.96 4. 92 0. 28 

I I I. 96 281 12 15.80 

安：山岩~ 点故合計 I I 2 3. 92 286.04 16 08 

涜 紋 岩 3 2 5 9.80 390 85 21 96 

石 英 斑 岩 I I !. 96 142.67 8 02 

黒 曜 石 I (不明） I I 1.96 0 1 0.01 

砂 岩 30 30 58.84 840. 77 47.27 

頁 岩 8 I l l. 96 4. 3 0 24 

珪 質 頁 岩 3 I I I. 96 15.05 0.85 

嶺 閤 産 珪 貧 頁岩 I I I 1.96 15.29 0.86 

3 3 5.88 4.4 0.25 

窪岡産珪質頁岩点数合計 I 3 4 7.84 19.69 111 

ホ ル ン フ ェ ルス 2 I I I. 96 3. 97 0.22 

3 3 5.88 72.32 4. 07 

ホルンフェルス点数合計 I 3 4 7.84 76. 29 4.29 

碧王 ｛赤王） I 2 2 3. 92 3.05 0 17 

全体点数合計 I 6 I 5 38 51 100.00 1778.81 100. 00 

点数 9旦戌比 I 呪＼ I 96 II 76 I I 96 9 80 74 52 !00 QO , ＇ 
I 

14. 第 43ブロック（第 160,..__, 162図、第 60表、巻頭図版 2、図版4・15・23)

出土状況 第Nb文化層の中で、第 41ブロックの南に位置する。 ll.3mxl3.2mの範囲に 29点の石器

が分布する。うち礫・礫片は 20点でほとんどの資料に被熱の痕跡が確認できる。東の斜面に向かって幅

広く、まばらに分布するブロックである。垂直分布では 75cmの幅を持つ。参考までにセクション図に投

影してみると、 V層,___,III層のソフトロームから出土しているということでよさそうである。接合資料はブ

ロック内のみで 31固体、すべて被熱の礫片である。
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第160図 第IVb文化層第43ブロック器種別分布

出土石器 12は頁岩のナイフ形石器。素材は石刃で、打面を基部に設定し消しをともなう対向剥離によっ

て打面を除去するように基部にのみ調整が施されている。 13は流紋岩の不定形剥片。背面から求心的な

剥離が行なわれていたことがわかる。 14は頁岩の縦長剥片。背面には 1/2ほど自然面が残されている。

右側面の折れは主剥離面と同時にはじけたものだと思われる。 15はトロトロ石の縦長剥片。右側面から

底面にかけて自然面が残っている。 14 ・ 15 ともに打面調整•頭部調整はない。 16 はホルンフェルスの敲石。

端部に敲痕が残っている。裏面に薄い剥離面があり、上部は折損している。表面・折れ面ともに被熱の痕

跡は確認できない。
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第60表 第!Vb文化層第 43ブロック組成表

二 種 母岩番号 ナイフ形石器 敲石 剥片 磁 I 礫片 点数合計 1 点数比(") I 菫量合計(g) 蕊蚤比（％）

卜 ロ 卜 コ 石 1 2 2 6. 90 12 17 0. 69 

3 1 I 3. 45 3 37 0 19 

トロトロ石点数合計 3 3 IO 34 15 54 0 87 

安 山 岩 I I 1 3. 45 5.83 0 33 

浣 杖 岩 1 2 2 6.90 6.89 0.39 

I 5 6 20. 68 897. 25 50. 51 

涜 紋 岩 点 款 合計 2 1 5 B 27. 59 904.14 50. 90 

砂 岩 l 5 6 20. 69 345. 02 19. 42 

頁 泡 J 1 I 3. 45 3, 9 0. 22 

4 I l 3. 45 3. 02 0. 17 

4 2 6 20. 69 377.11 21. 23 

買岩 点蚊合什 1 1 4 2 8 21. 59 384. 03 21. 62 

Ill 岡屋珪賢頁 者 1 l 3. 45 17. 73 l. 00 

ホルンフェルス 3 1 l 3.45 56. 36 3. 17 

チ ヤ 卜 l I 3. 45 47. 57 2. 69 

全は点飲合什 1 I 7 7 13 29 100. 00 1776, 22 100. 00 

点薮舷成比'%) 3. 45 3. 45 24.14 24. 14 44. 82 100. 00 
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第162図 第IVb文化層第43ブロック出土石器

15. 第 44ブロック（第 163・164図、第 61表、図版 15・23)

出土状況 第Nb文化層の中で、第43ブロックの南側に並列するように分布する。 4.2 mx  4. 3 mの範

囲に 9点の石器が分布し、また 42GG-55ブロックから確認調査時に一括遺物として出土している剥片も

原位置はわからないが本ブロックに含まれるものと理解しているので総数は 10点のブロックである。う

ち礫．礫片は 1点ずつで本文化層においては少ないといえる。どちらにも被熱の痕跡が確認できる。東の

斜面に向かって幅広く、まばらに分布するブロックである。セクション投影図では、 V層,..___,III層のソフト

ロームから出土している。接合資料はない。

出土石器 17は安山岩の縦長剥片。上面から右側面にかけて帯状に自然面が残る。背面の剥離面から、

自然面を打面に求心的な剥離が行なわれていたようであるが、右側面には背面とは直行した剥離面も 2枚

みられる。主剥離面は、ほとんどが節理面により剥落した面で占められる。左側面にみられる折れは、背

面の剥離にともなったヒビが剥片剥離時に同時割れをおこした部分だと思われる。 18は頁岩の不定形剥

片。その色調から黒色頁岩と分類も可能かもしれない。背面に自然面を残す。背面左上の剥離面がもとの

打面で、潰しをともなう頭部調整が施され、この剥片の打面を含め 3枚の剥離面が残されている。その後

打面を移し本資料が剥離される。頭部調整はない。末端に自然面からの内包されたヒビと断続的な微細剥

離痕が観察される。 19はトロトロ石の不定形剥片。打面は自然面で、同一打面からの 2枚の剥離が背面

に残されている。本資料の主剥離面と同様、バルプのふくらみが小さく剥離面のねじれもない平坦な剥離

が行なわれている。打面調整・頭部調整ともに観察できない。 20は砂岩の磨石。断面三角の素材平坦面
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第163囮 第IVb文化層第44ブロック遺物分布

に擦痕が観察されるので磨石と呼称したが、先端部分には敲痕も残されている。複合的な礫器であると思

われる。表面および折れ面にはごくわずかに赤変しているが、被熱による痕跡かどうか不明である。

16. 第 45ブロック（第 165"'167図、第 62表、図版4・15・23)

第IVb文化層の中で、西端に位置する。 7.8 m x  7. 2 mの範囲に 9点の石器が分布し、

片は 2点でどちらも被熱している。本文化層において最も標高の高い場所に位置し、

V層,...__,III層下部から出土している。接合資料はない。

出土状況

る。 セクション投影図では、

うち礫

まばらな分布を呈す
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第164図 第IVb文化層第44ブロック出土石器

第61表第IVb文化層第44プロック組成

]、~撞
i 

母岩番号 l11石 剥片 .. 礫片 点数合計 点数比｛幻 重量合計,,, 重量比（％）

， ロ 卜 ~ 石 2 I I 10.00 10.95 2. 36 

安 山 岩 I I I 10.00 25.11 5.40 

2 I I 10.00 ⑳ .47 4.40 

3 I I 10.00 0.88 0. 19 

I I 10.00 110. 97 23.87 

安山岩点数合計 3 I 4 40.00 157.43 33.86 

涼 紋 岩 I I 10.00 139.31 29.97 

砂 岩 I I I 10.00 144. l 31.00 

頁 岩 2 I I 10.00 8.53 1.83 

3 I I 10.00 2 7 0. 58 

7 I I 10.00 J.87 0.40 

頁岩 点数合計 3 3 30.00 13. l 2. 82 

全体点数合計 I 7 I I IO 100.00 464.89 100 00 

点数組成比｛％） 10.00 70.00 10.00 10.00 100. 00 
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第165図 第!Vb文化層第 45ブロック器種別分布

21は黒曜石の小型の縦長剥片。断面は三角で、末端は折損している。頭部調整が行なわれ、

そのヒビにより打面も折れている。 22は流紋岩の縦長剥片。打面は折損しており末端はヒンジである。

23はガラス質黒色安山岩の小型の縦長剥片。頭部調整が部分的に観察できる。末端は折損している。 24

は頁岩の不定形剥片を剥離した石核。最初に、正面に示した不定形剥片が上面の自然面を打面にして数枚

出土石器
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第166図 第IVb文化層第45ブロック母岩別分布

第62表第!Vb文化層第45ブロック組成表

二 蘊 母岩呑号 台石 石核 剥片 .. 片 点数合計 点数比 OO 重量合計 (g) 重量比'")

ガラス質黒色安山岩 I I I 2 22.23 6.27 0、21

卜 ロ 卜 ロ 石 4 I I 11. II 25. 72 0.86 

苫 杖 岩 I ； I 1 1 ll 11 i 7. 28 0 25 

忌 瑾 右 5 (不明） ！ ； I 1 ＇ tt. tt I ， 0. 19 ! 0 01 
I 

む き 3 I I ! 
＇ 

1 II II 2660 89. 55 

I 2 2 22 22 170 59 5. 74 

も岩 点数合 F l 2 3 I 33 33 ↓ i 2830. 59, ＇ 95. 29 

頁 岩 10 1 I i l 11.11 100 27 3. 38 

全な点数合← 1 3 ， 3 2 g I 100 oo ， I 2970 321 100 00 

点数 9且成?.: ( %)  11 11' I 33 33 33 33 』I I 2223 100 00 I I 

剥離され、次に底面の剥離面がやはり左側匝の自然面を打面に、そしてそれらの剥離面を打面として左側

面に剥離が行われている。部分的に頭部胴整も確誇できる。 25は砂岩の台石。大きな楕円形の礫の表裏
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第167図 第!Vb文化層第 45ブロック出土石器
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に演れが確認できる。本資料の表面はわずかに赤変しているが、被熱によるものかもしれない。

17. 第 46ブロック（第 168,..._, 170図、第 63表、巻頭図版2、図版 15・23)

出土状況 第IVb文化層の中で、第 44ブロックから 21mほど南に離れて分布する。 3.3 mx  4. 4 mの範

囲に 7点の石器が分布し、また 42GG-75ブロックから確認調査時に一括遺物として出土している礫片も

原位置はわからないが本プロック内の礫片と接合関係にあるので総数は 8点のプロックといえる。うち礫・

礫片は 5点でほとんどが被熱の痕跡を確認できる。本文化層においては最南端で最も標高の低い地点に位

置し、まばらに分布するブロックである。セクション投影図では、 V層～川層から出土している。接合資

@ 
七2GG-54

• Jlj片

。砕片

・荏．距片
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I ー
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二
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5
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ー

。
f

。
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虚
」
〗

D
 R
 

（原位岡不明）

g・ 

゜
(1/80) 4m 

16. 5m D 

一魚ごご―---

D' 16. 5m 

゜
15.5m 

. 
--_ ----- ------ -----_______ , lo. 5m 

第168図 第!Vb文化層第46プロック器種別分布
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第169図 第Nb文化層第 46ブロック母岩別分布

料はプロック内だけで、前述の礫片 1個体のみである。

出土石器 26は黒曜石の不定形剥片。打面も含め左

側面側からの剥離のあと、 90度打面転移して頭部調

整がされて本資料が剥離されている。不透明で灰色を

し光沢があるこの石材は、産地推定の結果本遣跡では

ただ l点の天城・柏峠産との結果が得られている。

》応五
?==7 

゜
(2/3) 

26 42GG・64・3 

甜l片
黒曜石4
［天城柏峠群］

※(  J内は黒耀石の産地推定結果を示す

5cm 

第170図 第!Vb文化層第46ブロック出土石器

第63表第!Vb文化層第46プロック組成表

: 種 母治番号 剥片 I 砕片 礫 纏片 点数合計 点 薮 比 (t;J 董量合計 (g) 重量比 （灼

安 u』 宕 I I 12.50 126. 99 46.26 

石 英 斑 岩 3 3 37. 印 137 3 50 02 

黒 曜 石 2 (不明） I I 12.50 0.39 0. 14 

3 (不明） I I 12.50 0. 18 0.07 

4 (柏峠） I I 12.50 1.23 0.45 

昂 曜 石 点 数 合計 2 I 3 37.50 1.8 0.66 

頁 岩 I I 12.50 8 4 3 06 

全体点数：合計 2 I I 4 8 100. 00 274. 49 100. 00 

点数姐成比{%)  25.00 12.50 12.50 50.00 100.00 
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18. 第Ne文化層（第 171図、第 64表）

概説第IVc文化層は、石器総数 119点（うち 25点が礫片）からなり、 10mx 23mの範囲中に 4か所の

ブロック（第 47'"'--'50ブロック）で構成される。第 172図は本文化層の出土状況で、礫片は黒のドットで図

示してある。

本文化層は、地金堀の低地から南西に入り込む小さな支谷に面しており、急な傾斜が緩やかになる台地

縁の斜面上に東西に細長く立地し、標高は 18.5 m'"'--'18. 0 m (現地地表）である。土層セクションは 3か所

で取られている。斜面にかかった第 47・48ブロックでは、第IVa・IVb文化層で見られたのと同様、 VI

層中部までのソフトローム化がすすんでおり、 V'"'--'III層のソフトローム中において下半部からの出土であ

ることから V'"'--'IV層下部に生活面を持つものと現時点では理解している。斜面からやや離れた第 49・50

ブロックにおいてはIV'"'--'V層がソフトローム化されておらず、そこから遺物が出土している。ブロック間

の接合関係が存在するのは隣接した立地をしている第 47・48ブロックのみである。他のブロックとの同

時性については出土層位と分布地点が近いことで積極的にとらえることにした。

遺物の出土状況は礫片と剥片石器が混在しているが、第IVa・IVb文化層と比べると完形の礫はなく礫

片も少ない。東に行くほど少なくなり、第 50ブロックは剥片石器のみで構成される。剥片石器の接合も

多く、第IVa文化層と類似した様相といえる。器種組成においては角錐状石器、ナイフ形石器、掻器が代

表的なもので、石材では頁岩が全体の 4割以上を占めている。初期分類時に頁岩と称したものの中には、

表面が白く風化しているがガジリ部分が鮮やかに黒い黒色頁岩と分類可能なものも含まれていることを明

記しておく。礫片はほとんどが被熱による変色が確認でき、石材では砂岩・頁岩が8割近くを占める。

19. 第 47ブロック（第 172,......,174図、第 65表、図版 5・16・22・23)

出土状況 第IVc文化層の中で、西端に位置する。 4.5 m x 6. 6 mの範囲に 21点の石器が分布する。ぅ

ち礫片は 13点で、本文化層では一番礫片を多く含んでいる。セクション投影図によると V層,......,III層のソ

フトロームから出土している。ブロック間接合は 2個体（うち、図示しているものは挿図 5)あり、第 48

ブロックと接合関係にある。ブロック内での接合は 2個体で、どちらも礫片どうしの接合である。剥片石

器類はすべてが単一母岩である。

出土石器 1・2は角錐状石器。 1は頁岩と称したがガジリ部分が黒いので黒色頁岩と分類可能か。素材

は厚みのある縦長剥片で、打面は 1枚の剥離面からなり、頭部調整によって上部は薄くなっている。打面

を基部に設定し、左辺全体と右辺は先端部のみに急角度の調整剥離が施され、右辺には素材背面が残され

部分的に縁辺に細かい調整が行なわれている。潰しをともなわない粗い調整で、縁辺は鋸歯状を呈する。

2はトロトロ石の角錐状石器。素材は厚みのある不定形剥片か。打面側を基部に設定し、両辺に急角度の

粗い調整が施されている。左辺には裏面にも剥離面があり、右辺は先端部のみ稜上からの剥離が行なわれ

ている。素材背面は稜上に細長く残され、剥離方向は腹面と反対である。 3・4は頁岩の剥片でどちらも

背面に自然面を残す。 1と類似した石質で、黒色頁岩と分類可能かもしれない。自然面の角度から、素材

原礫はあまり大きくないことが予想できる。 3は打面と背面の角に潰し込むような調整があり、末端に断

続的に微細剥離が確認できる。 5(a,......,e)は頁岩の大型の剥片どうしの接合資料。第 48ブロックとブロッ

ク間接合している。現在表面は緑灰色をしているが、ガジリは黒色なのでこれも黒色頁岩と分類可能か。

素材背面は自然面と節理面が大きく残されており、打面は節理面からの剥離で、右側面の縦長剥離は自然

-217 -



＇ 

／  
/  

/  
グ

9
グ

/  

/  

／  

／  

／
 

瀕 1 7 1 I 四

,,----
------

---~.~
 

ーロ
~
~
~

ーロ
――ニ

―--
--~

~-
-

¥S
.0
 

¥
〕

o
 
ト
ロ
ト
ロ
石

• 
安
山
岩

.. 
祈
i紋

岩

• 
石
英
斑
府

• 
懇
附
石

□
 
砂
岩

◇
 
頁
岩

女
珪
竹
頁
岩

▼
 
荷
i岡

産
珪
行
頁
岩

曾
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

0
チ
ャ
ー
ト

0
 
玉
髄
（
メ
ノ
ウ
含
む
）

⑩
 
栂
玉
（
赤
1,J

ー 2 1 8 -

涸 [ V c  : : X : 1 ti 遠 芹 言 口 汗 茫 因

ー

〗 〗 ぃ /

ロ
プ

ぬi .
第

18
. 
25
 

第口

-
-
1
8
.
5
 

．
 ?ヽ,.

吸

.
.

.
 

＿ご
＿
□
-

--
--

--
-

-
~
 

ti
t岡

~t
.珪

t'f
頁
沿

I
接

17
1

~
 

※
石
器
類
は

赤
、
礫
片
は
黒
の

ド
ッ

ト
で
表
示
し
た

。

゜
(1

/
2
5
0
)
 

2
0
m
 

．
 

．． 
.

 
•
疇
r•

• 
18
.

 O
m
 

17
.

 O
m
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
,
-



第64表第IVC文化層組成表

器
母 ナ 角 掻 石 蔽 二 石 葦 砕 霞 点 点 重 重

ィ
次

量
種 鍾 加 数 量

岩
フ 工 数 ＾ C 状 の 比 比

番
形 あ 合

計

母 石 る
石

星 ， 

｀ 
岩 . 

号 器 器 器 鑑 石 片 核 片 片 片 計

卜 ロ 卜 ロ 石 I I I 2 1.68 8.91 0.30 

2 I l 0.84 1.05 0.23 

3 I I 0.84 19.44 0、65

4 I I 0.84 5. 99 0.20 

トロトロ石~ 点数合計 I I 3 5 4.20 41.39 1.38 

安 山 岩 I 5 5 4.20 46. 65 1. 55 

2 I 2 3 2.52 35. 95 1.20 

3 I I 0.84 13.67 0. 妬

4 I 1 0.84 認3.35 9.44 

2 2 1.68 143.65 4. 78 

安山岩点戴合計 I I 8 2 12 l0.08 523.2 7 17. 43 

裟 紋 岩 1 l 0.84 22.63 0. 75 

石 英 斑 岩 2 2 1.66 37.27 1.24 

黒 嘔 石 I (甘湯沢） 2 4 6 5.04 30.66 l.02 

2 (不明） I I 0.84 10.44 0.35 

3 (甘潟沢） 2 2 l.68 2. 62 0.09 

4 (畑宿） I 1 0.84 6.03 0.20 

5 (甘湯沢） I I 0.84 2.2 0.07 

6 (甘湯沢） I ！ 0.84 0.64 0.02 

黒曜石点数合計 2 2 8 12 10.08 52. 59 1. 75 

砂 岩 10 10 8.40 314. 42 10.47 

頁 岩 I 2 2 11 I 16 13.45 388.1 12.92 

2 I 6 7 5.88 330. 76 11.01 

3 I I I 3 2.52 23. 72 0. 79 

4 I 2 3 2.52 13.% 0.46 

5 2 2 1.68 23. 9 0.80 

6 I 1 0.84 4.85 0. 16 

7 I 1 0.84 8. 58 0.29 

8 I I 0.84 18.6 0 62 

， I 1 0.84 2. 11 0.07 

10 I 1 O.&I 33.2 l. ll 

11 I 1 o. 糾 44. 38 l.48 

12 I I 0.84 4.88 0. 16 

13 I I 0.84 14 19 0.47 

14 I I 0. 糾 30. 24 1.01 

， ， 7.56 578. 64 [9.27 

頁岩 点数合計 I 2 I 3 3 29 I ， 49 41.20 1520. ll 50.63 

珪 質 頁 坦 I I 2 3 2.52 51. l 1. 70 

2 I I 0.84 40. 07 I. 33 

3 I I 0.84 5. 58 0. 19 

4 I 1 0.84 4 83 0. 16 

5 1 I 0.84 4. 56 0. 15 

珪質頁岩点戴 合計 I I 2 3 7 5.88 106.14 3.53 

嶺岡産珪質頁岩 I I 3 4 3.36 41.42 1.38 

2 I I 0.84 2. 09 0.07 

3 1 1 0.84 10. 27 0.34 

4 1 I I 3 2.52 13. 54 0.45 

5 I 1 0. 糾 29. 7 0. 99 

嶺岡産珪質頁岩点薮合計 3 6 1 10 8.40 97. 02 3.23 

ホルンフェルス I I I 0.84 7 0.24 

I I 0.84 l73. 5. 79 

ホルンフェルス点~ 数合計 I l 2 1.66 181. 6.03 

チ ヤ 卜 I 2 3 2 7 5.88 105. 3.51 

2 2 2 1.68 1. 0.05 

チャート点数：合計 2 5 2 ， 7.56 106.9 3.56 

全体点数合計 2 3 2 1 I 5 14 62 4 25 119 100.00 3002. 96 100.00 

点数紐成比（％） 1.68 2.52 1.68 0.84 0.84 4.20 ll.76 52.10 3.36 21.02 100.00 
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第172図 第IVc文化層第 47ブロック遺物分布
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こ
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甜l片
（第48プロック出土）
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（第48プロック出土）

八

門▽
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乙
5e 43AA-68-3 

剥片
（第48プロック出士）

ジ

こ
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（第48プロック出土）

5d 43AA-47-2 

二次加工のある剥片

゜
(2/3) 5cm 

第174図 第!Ve文化層第 47ブロック出土石器 (2)

第65表第!Ve文化層第47プロック組成表

~ 母岩番号 角鯖状石器 二次加工のある剥片 到片 .. 片 点数合計 点数比 (I} 重 量 合 計 (g) 重量比（％）

卜 ロ 卜 ロ 石 I I I 4. 76 4. 98 0.97 

2 I I 4. 76 7 05 1 38 

ト ロ ト ロ 石 点 数合計 I I 2 9. 52 12.03 2 35 

涙 紋 岩 I I 4. 76 22 63 4.42 

石 英 斑 岩 I I 4 76 19.04 3. 72 

砂 岩 IO IO 47.63 314.42 61.46 

頁 岩 I I I 4. 76 41.81 8. 17 

3 I I 4. 76 7. 33 1.43 

4 I I 4. 76 8.56 1.67 

， l I 4. 76 2 11 0 41 

10 ； 1 I I I 4 76 33 2 6 49 

II ! l 1 4.16 ! ， 44. 38 8. 67 

i 1 1'  I 4 76 6 13 l 20 

頁岩 点数合← 1 1 I 4 ! l 7 33 33 I 143.52 28 05 

全体点数合 F 2 ， 
l i 5 13 21 100. oo I 511 64 100. 00 

I 

点数廷成比（％） 9 s2 I I 4 76 I 23 82, I 6190 100 00 i I し
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面を打面に作られている。 5(a+b)は背面に大きく節理面と自然面を残す縦長剥片。 5bが折れたのは

節理の影響で、剥片剥離時に剥落したものと思われる。次に 5(c+d)が剥離される。背面から底面に欠

けて自然面を残す大型の縦長剥片で、末端部分は特に厚い。剥離後、左辺に粗い調整加工が施され、その

影響でふたつに割れてしまったものと思われる。 5dには右辺に背面の縦長剥離面を切る剥離と底部に細

かい剥離が行なわれているが、割れた後に行われたかどうかの判断はできない。 5dのみ第 47ブロック

から出土している。最後は小型の縦長剥片 5eが同一打面から剥離されている。末端はガジリにより欠損

している。

20. 第 48ブロック（第 175,...__., 183図、第 66表、図版 5・16・22・23)

出土状況 第Ne文化層の中で、西端の第 47ブロックの南東に隣接して分布する。 4.5 m x 6. 8 mの範

囲に 66点の石器が分布する。うち礫片は 11点である。セクション投影図によるとVI層から V層,...__.,III層の

ソフトロームにかけて出土している。ブロック間接合は 2個体（うち、図示しているものは挿図 5)あり、

第66表 第IVc文化層第 48ブロック組成表

-ニー撞 母岩番号 角鐙状石器 敲石
二次加工のある

石核 刹片 砕片 礫片 点数合計 点 数 比 （ 沿 蘊羞合計(,) 直呈比（灼
剥片

卜 ロ 卜 ロ 石 1 1 I I. 52 3.93 0. 18 

3 1 I l 52 19.44 0 87 

4 1 I I. 52 5.99 0 27 

ト ロトロ石点数合軒 I I 2 3 4 55 29. 36 l. 32 

安 山 岩 3 1 1 l 52 13. 67 0 61 

4 I I l 52 283. 35 12 74 

2 2 3. 03 143. 65 6. 46 

安 山 岩 点 数 合討 I 1 2 4 6 06 440. 67 19 81 

頁 岩 1 l 2 11 I 15 22 73 346. 29 15. 57 

2 I 6 7 10 61 330. 76 14 87 

3 1 1 2 3 03 16. 39 0 74 

4 1 I I. 52 3. 46 0 16 

5 2 2 3. 03 23 9 1 07 

6 I 1 l 52 4 85 0 22 

7 l 1 I. 52 8 58 0 39 

8 l 1 1 52 18. 6 0. 84 

12 I 1 1. 52 4 88 0.22 

13 I 1 1. 52 14 19 0. 64 

14 I l 1. 52 30 24 l 36 

8 8 12.12 572. 51 25. 74 

頁岩 点数合計 1 l 2 3 25 1 8 41 
I 

62. 12 1374 65 61.80 

珪 質 頁 岩 1 1 2 3 4. 55 51 I 2 30 

2 1 I 1. 52 40. 07 I 80 

3 l I l. 52 5. 58 0 25 

4 I I !. 52 4. 83 o. 22 

珪質頁冶点款合什 I 2 3 6 9. 09 101. 58 4. 57 

覇 岡 産 珪 質 頁岩 l 1 3 4 6. 06 41.42 1.86 

2 I I I. 52 2. 09 0. 09 

3 I I 1. 52 10. 27 o. 46 

4 I 1 I 3 4. 55 13. 54 0. 6l 

5 I I 1. 52 29, 7 1. 34 

嶺 ll!Jlll珪 質 頁 岩 点 歎合計 3 6 l 10 l5. l5 97. 02 4. 36 

ホ Jレンフェルス I I 1 1. 52 7. 29 0. 33 

I 1 1. 52 173.84 7.82 

ホルンフェルス点数合 I+ I I 2 3. 03 181. 13 8.14 

金体点数合計 I I 4 10 37 2 11 66 lOO. 00 2224. 41 lOO. 00 

点歓紐成比 C % I L 52 1. 62 6. 06 15.14 56. 06 3. 03 16. 67 100. 00 
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第 47ブロックと接合関係にある。ブロック内での接合は 6個体（うち、図示しているものは挿図 22,,.__, 

25)存在する。接合されているもの以外は単一母岩が多く、他所から持込まれているものと思われる。

出土石器 6は頁岩の角錐状石器。ガジリはないが、これまで黒色頁岩としてきたものと石質が似てい

る。素材は厚めの横長剥片で、背面に素材剥離面と自然面を持つ。打面を右辺に設定し、打面と末端に急

角度の調整が施されている。先端および基部には加工が及んでおらず、左辺先端には潰しをともなう細か

い調整が施されていることから素材縁辺を刃部とした切出形ナイフとの中間形といえる。 7は縦長剥片に

二次加工が施されている。ガジリは鮮やかな灰色で、これも黒色頁岩と分類可能か。打面は l枚の剥離面

で、同一打面から数回の剥離が観察できる。二次加工は左側縁は末端近くに、右側縁は器長の 2/3ほどが

やはり先端から粗い調整が施されている。先端が収敏していないので角錐状石器と分類しなかったが、類

第175図 第IVc文化層第 48ブロック器種別分布
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似したものであると思われる。 8はホルンフェルスの二次加工のある剥片。薄手の不定形剥片の左側縁に

粗い加工が施され、打面側が折損している。 9は安山岩の扁平礫を使った石核。自然面を打面に不定形剥

片を剥離している。石質が多孔質傾向の強いもので、左側面に潰れをともなう細かい剥離が連続している

ことから、これ自体が敲石であった可能性もある。 10は5と同一母岩の石核。打面は上面に示した 2枚

の剥離面で、そこから底面に示した大きな剥離面が作られる。途中にあたった節理面の影響で大きく湾曲

し自然面に達したものと思われる。その後、正面に示した小さな剥離が行なわれている。 11は珪質頁岩の、

不定形剥片を剥離した石核。素材はあまり大きくない円礫だと思われる。切り合い関係の観察から、最初

は裏面に示された剥離面が弧を描くように打点移動して剥離され、それを打面に正面下の右側面からの剥

離があって、最終的に上面からの剥離が 2枚取られている。 12はトロトロ石の石核。素材は小型の円礫

から自然面を打面に剥離された横長剥片で、右側縁にあたる部分に打面形成と剥片剥離が行なわれている。

13は安山岩の厚手の不定形剥片。背面に残された自然面の曲がり方から素材は小さな円礫だと思われる。

R 

士JAA-58
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◆ トロトロイ'j.j

() 安山岩 3

0 安山岩 4
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゜
第176図 第IVc文化層第 48ブロック母岩別分布
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第177図 第IVc文化層第 48ブロック出土石器 (1)
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第178図 第IVC文化層第 48ブロック出土石器 (2)
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第179固 第IVC文化層第 48ブロック出土石器 (3)
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第180図 第IVc文化層第48ブロック出土石器 (4)
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第181図 第IVC文化層第 48ブロック出土石器 (5)
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第182図 第IVC文化層第48ブロック出土石器 (6)
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第183図 第IVC文化層第48ブロック出土石器 (7)

14'""-'16は嶺岡産珪質頁岩の不定形剥片。 17・18は頁岩の縦長剥片。いずれも打面調整、頭部調整はない。

19は珪質頁岩の縦長剥片。背面は自然面を打面に大きく取られたネガ面で、その左側面に急角度の調整

が施され、その調整面を打面に本資料が剥離されている。下半部は折損しており、左側縁には表裏に断続

的な微細剥離痕が確認できる。 20は珪質頁岩の横長剥片。底面に自然面をもち背面の横長剥離面に急角

度の調整が施され、その調整面を打面に本資料が剥離されている。左側面の打面と底辺が収敏した部分に

微細剥離痕が集中的に残されている。剥片剥離以降調整は行なわれていないが、ブランティング的な打面

を利用しこのままナイフ形石器のような使われ方をしたのかもしれない。 21は頁岩の敲石。上端は節理

剥落している。 22(a'""-'C)は求心的な剥離をした嶺岡産珪質頁岩の接合資料。石核素材は厚手の不定形

剥片で、打面、底面、左側面に節理面をもつ。接合図正面の大きな面が素材剥片の背面で、裏面の中央の

横長に残された面が腹面だと思われる。腹面を打面に底面部分に不定形剥片 22aが剥離される。また左

側面側にも腹面を打面に節理面を除去するような剥離があってから不定形剥片 22bが剥離される。 22C 

は石核。小型ながら円盤型を呈する。腹面を打面にした剥離が終わるとそれを打面にして 4回ほどの剥離

が行なわれている。剥離面は腹面側に残されている。23(a"'h)は頁岩の接合資料。 5と同一母岩であり、

素材礫は拳大程度の大きさであったことが予想される。 5でも観察できたが、まず大きな節理面によって

分割が行われたようで、 23a-23 Cは節理によって分割された別の石核から剥離されている。まず分割

された石核に打面が作られ 23aが剥離される。背面に同一面から連続的に加撃されていた痕跡が残り本

資料もその際に剥離された調整剥離の剥片だと思われる。 23(b + C)はその後自然面を打面に剥離され
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た不定形剥片で 23Cは節理の影響で剥落した末端の一部である。こちら側の石核は残っていないが 23b 

の腹面に別の節理面があらわれているので、さらに細かく割れてしまった可能性がある。 23d以降は石

核 23hから剥離された剥片。自然面を打面に節理面を切るような剥離で打面が作られ、不定形剥片 23d 

が剥離される。背面はほとんど自然面で、同一打面からわずかに調整剥離が施されている。 23dが取ら

れた面を打面に 3回ほど剥離があってから 23eが剥離される。 23eは大型の不定形剥片で腹面に一部節

理面があらわれている。自然面を打面に左側縁から 3枚剥離があり、 23eの剥離面を打面に小さな剥離

があってその面と自然面を打面に 23fが剥離される。 23eの腹面と同一の節理面にぶつかり、打点直下

の節理折れをおこしている。最後に 23fの節理折れし欠損した部分の剥離面を打面に小型の不定形剥片

23 gが剥離される。 23hは石核。自然面を打面にした剥離面が残っている。良質な石材だが節理が幾重

にも内包されているのでここで放棄されたか。 24(a,..,_, g)は拳大の円礫を剥離した接合資料。尖った部

分 3か所につぶれによる細かい剥落が確認できる。もとは敲石として使われていたものか。最初の剥離で

ある 24(a+ b)と24Cは接合図で下端に図示した敲打痕からのヒビで剥落したものと思われる。 24(a 

+ b)は敲打の衝撃が内包された節理面に当たって剥落した剥片。 24bは節理の影響で同時割れを起こし

た部分である。 24Cはもともと敲打痕によってヒビが入っていた部分が、 24(a+ b)の剥落と同時に剥

がれたものであろうと思われる。次に、 24(a+ b)を剥離した面を打面に 24dが剥離され、 24dを剥

離した面を打面に 24e、24fが剥離されている。 24fは左側面側に同時割れを起こし、石核 24gの正

面図にその様子が図示されている。 24f剥離後も尖った稜に対し小さな剥離が行なわれている。 24gは

剥片が剥離されていたので石核と呼称したが、敲石に剥落が起こってしまったため調整をしてより小さい

敲石に作りなおしたという理解も可能かもしれない。 25(a+ b)は珪質頁岩の接合資料。素材は裏面に

自然面を残し、内側から自然面を切るように打面と底面がつくられ自然面に向かって連続的に剥片剥離が

行なわれている。 25aはほぼ最後に剥離された剥片。主剥離面が裏の自然面にまで達し、広い底面を持

つ不定形剥片となっている。 25bは残核。 25a剥離後もその左右に数回小さな剥離が行なわれている。

21. 第 49ブロック（第 184・185図、第 67表、図版5・16)

出土状況 東西に幅広い第Ne文化層の中で、ほぼ中央に分布する。 2.6 m x 3. 9 mの範囲に 6点の石器

が分布する。うち礫片は l点である。セクション投影図によると主にV層"-'N層下部から出土している。

接合資料はない。剥片石器 5点中 4点が黒曜石で、うち 3点で産地推定結果が得られ、すべてが高原山甘

湯沢産ということである。

出土石器 26は頁岩のナイフ形石器。ガジリが鮮やかな黒なので黒色頁岩と分類可能か。石刃素材でバ

ルブ部分を斜めに除去するような調整が右辺に、急角度に対向剥離により施されている。さらに右辺の調

整は浅いものとなり下へ続いているが、下半部は折損しているためどこまで調整が続くか不明。左辺と

調整面は収敏しており、先端が尖る形状の一端加工のナイフ形石器と理解できる。 27は黒曜石の円形掻

器。自然面を打面に剥離された厚手の不定形剥片を素材に、左側面から底部にかけて急角度の調整が施さ

れ、潰しをともなう細かい加工が加えられている。底面の刃部は直線的である。 28は黒曜石の不定形剥片。

左側縁に微細剥離痕が観察できる。
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第67表第IVC文化層第49ブロック組成表-積 母岩暑号 ナイフ形石器 掻器 剥片 纏片 点徽合計 点数比 OO 重量合計 (g) 重量比{%)

石 英 斑 岩 I I 16.67 18.23 50.65 

患 曜 石 I (甘湯沢） I I 16.67 2.54 7.06 

2 (不明） I I 16.67 10.44 29.01 

5 (甘湯沢） I I 16.67 2. 2 6. 11 

6 (甘湯沢） I I 16.67 0.64 I. 78 

患 嘔 石 点 数 合計 I 3 4 66.66 15.82 43.96 

頁 坦 4 l I 16.67 1.94 5.39 

全体点数合計 I I 3 I 6 100.00 35.99 100.00 

点薮組成比｛％） 16.67 16.67 49.99 16.67 100.00 

22. 第 50ブロック（第 186"'188図、第 68表、図版5・16)

出土状況東西に幅広い第IVc文化層の中で、東端に分布する。 5.0mx  6.0 mの範囲に 26点の石器が

分布する。礫片は含まない。セクション投影図によると主にV層,.,_,IV層下部から出土している。接合資料

はブロック内のみで 3個体（うち図示しているものは 37・38)存在する。黒曜石4と呼称した石材は、産

地推定によると、本遺跡で2点だけ出土した箱根畑宿群という結果である。

出土石器 29は安山岩のナイフ形石器。素材は背面に自然面と大きな剥離面 l枚だけの不定形剥片で、

打面を基部に設定し打面は折り取り、縁辺に簡単な調整が施されている。右辺は基部に l枚の大きな剥離

が見られるが、央雑物の影響で剥片剥離時にはじけたものかもしれない。その大きな面の稜線を細かい調

整で潰している。左辺は剥片の形を変えない程度の簡単な剥離が施され、先端部のみ潰れが確認できる。

調整の角度は浅くブランティングとは呼べない。また、刃部は自然面を切る辺からできている。 30は黒

曜石の小型の円形掻器。本資料が箱根畑宿群と産地推定されたもので、不透明で褐色の細い縞がこまかく

筋状に入っている。素材は頭部調整をともなう不定形剥片で、端部左側の折れは央雑物による剥片剥離時

のはじけか。その折れ面の左右に潰しをともなう細かい急角度の調整が施されている。刃部は直線的であ

る。また、打面部分も右側面からと背面から潰しをともなう調整が施され、打面を除去し裏面にも調整が

およんでいる。 31は珪質頁岩の石錐。素材は頭部調整をともなう不定形剥片で、打面を左辺基部に設定

し、右辺基部には浅い調整が、先端は右辺に潰しをともなうやや浅い調整加工が施されている。左辺は先

端部から衝撃痕のような細長い剥離が観察できる。右辺先端付近に小さな扶れを作り出す調整があるが、

そこから先端にかけて磨耗痕が著しい。 32・33は安山岩の剥片。 32は背面に自然面を残し、打点が共有

されているので主剥離面と背面の剥離は同時に割れたものだと思われる。 33は打面直下折れの不定形剥

片。打面は自然面で、主剥離面はバルブのふくらみがほとんどなく平坦。背面にはやや角度を持った剥離

面の打面からやはり平坦な剥離面が潰しをともなう頭部調整とともに残されている。 34はチャートの剥

片。末端と右側面を折損している。バルブのふくらみがほとんどない。 35・36は赤褐色の黒曜石の不定

形剥片。産地推定の結果は高原山甘湯沢群ということである。 35は打面直下折れを起こしており、末端

も折損している。主剥離面上のヒビは背面側にも剥落を生じている。 36も左側面および打面がはじけて

いる。目的的剥片というよりは調整剥片という様子であるが、同一母岩は他に検出されていない。 37(a 

,..,_, C)は安山岩の接合資料。背面に広く残る自然面は大きく曲がって底部まで続く。まず、接合図左側面

に示される大きな剥離面が自然面を打面に剥離される。続いてそれを打面に上面の数枚からなる剥離が行

なわれ、同じ大きな剥離面を打面に自然面を除去するように 37(a+ b)が剥離される。 37(a+ b)は
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打点直下折れを起こしており、また途中で節理面にあたって折れを生じ末端を折損している。次に上面を

打面に 37Cが剥離される。 37Cは剥離軸が曲がった縦長剥片で、底面に自然面をもつ。 38(a"'e)は

大きな不定形剥片を折ってから小さな剥片を剥離した黒曜石の接合資料。素材剥片は背面に風化面を広く

持ち、同一打面から同じ方向に 1枚剥離が行なわれている。接合図上面に示した同一打点からの背面の剥

離は主剥離面と同時に割れたものと思われ、打面が除去されている。末端は主剥離面ができたときに剥落

したようである。最初に 38aが分割される。折れ面は主剥離面から力が及んでいるため、剥片剥離時に

とれた可能性もあり人為的かどうかの判断は難しい。その後、途中図 38(b""'C)で示したように、主剥

離面を打面に右側縁側に剥離が行なわれている。 38b・38cは剥離された小型の不定形剥片。背面に調

整の痕が残るが、厚みがあって小さなこれら自体も調整剥片なのかもしれない。 38Cは打点直下折れを

起こしている。さらにその影響で 38(d + e)もヒビが入り折れてしまったようである。 38(d+e)は

剥片が接合しているので石核と呼称しているが、ついた剥片が調整目的であるとした場合これが何らかの

石器の未製品（先端の尖った様子から、本文化層で特徴的にみられる角錐状石器か）で、調整途中で折れて

しまったので放棄されたものであるとの解釈もできよう。

第68表第IVC文化層第 50ブロック組成表-撞 母岩養号 ナイフ形石羅 霧蒻 石鍾 石核 剥片 砕片 点．薇合 It 点徽比 (I} 重量合 ft(a) 重量比 (11)

安 山 a I 5 5 19.23 46 65 20.20 

2 I 2 3 11.54 35. 95 15.57 

安山台点薮合計 I 7 8 30. 77 82.6 35. 77 

黒 曜 石 I (甘湯沢） 2 3 5 19.23 頌.12 12. 18 

3 (甘湯沢） 2 2 7.69 2.62 l. 13 

4 ( 畑 宿 ） l I 3.85 6.03 2.61 

賜疇石点蒙合＂ I 2 5 8 30. 77 36. 77 15.92 

珪 貿 頁 Ill 5 I I 3.85 4.56 l. 97 

チ ヤ • I 2 3 2 7 26.92 105.42 45.65 

2 2 2 7.69 1.57 0.68 

チャート点徽合計 2 5 2 ， 34.61 106.99 46.34 

全体点叡合計 I I I 4 17 2 26 100.00 230. 92 [00.00 

点鬱紐成比（％ ） 3.85 3.85 3.85 15.38 65.38 7.69 100.00 
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第6節第V文化層

1. 概要（第 189図、第 69表）

第V文化層の石器群は、総数 31点出土し、第 51---.... 52ブロックの 2か所のみで構成される。原山遺跡

において最も新しい時期のものと思われる文化層で、出土層位はIll層である。地金堀の低地から南西に入

り込む小さな支谷に面しており、急な傾斜が緩やかになる台地縁の斜面上に東西に細長く立地する第IVc 

文化層の南側に並立し、標高は 19.25 ID"'18. 5 ID (現地地表）である。垂直分布では、東（第 52ブロック）

から西（第 51ブロック）にかけて傾斜している。同一層序ではあるが2か所のブロックは 72m離れており、

接合関係もないので本来は a、bと分けるところだが、それぞれが単ーブロックなのでここでは便宜的に

同一文化層として大枠でとらえている。

礫．礫片は第 51ブロックでのみ、加工された石器は第 52ブロックでのみ検出されている。接合資料も

礫片がついたものだけで、あまり特徴のない文化層といえる。黒曜石は 5点検出され、うち 4点で産地推

定の結果が得られている。信州和田峠・男女倉と箱根畑宿とのことである。

第69表第V文化層組成表

プ 石 剛 二 鑓 石 豪 纏 点 点 重 重

次 細

加 曇
数

量
量

口
工

雇 徽

纏 合
の

の
疇 比 比

ツ あ
あ 合

計

る る
尋 剥

｀ ｀ ｀ 
ク 材 尋 片 片 該 片 片 It 

51 安 山 岩 6 2 8 25.81 866. 77 32. 77 

流 紋 岩 I I 3.23 955 36.11 

石 英 斑 岩 I I 3.23 4.9 -0. 19 

黒 曜 石 I I 3.23 l. 7 0.06 

頁 岩 2 2 6.45 306. 59 11.59 

珪 質 頁 岩 I l 2 6.45 16.59 0.63 

嶺闘産珪質頁岩 2 2 6.45 [3.11 0.50 

チ ヤ '' 卜 4 2 6 19.35 442.41 16. 73 

第 SI プロブク点戴合.It I 14 2 6 23 74. 19 2607.07 98.57 

52 黒 曜 石 2 I I 4 12.90 6.51 0.25 

ホルンフェ ル ス I I 2 6.45 14. 12 0.53 

玉髄（メノウ含む） I I 3.23 6.14 0. 23 

碧玉（赤玉） I I 3.23 ll.07 0. 42 

第 52プロック点徽合 It I 3 2 2 8 25.81 37.84 l.43 

露 V 文化層点敷合 fl ！ 3 2 I 16 2 6 31 100.00 2644. 91 100.00 

点 徽~ 紘 成 比 3.23 9.68 6.45 3.23 51.61 6.45 19.35 100.00 

2 第 51 ブロック（第 190~192 図、第 70 表、図版 5·17·23)

出土状況 第V文化層の中で、西に位置する。 9.I mx 12. 8 mの範囲に 23点の石器が分布する。うち礫・

礫片は 8点である。広い範囲にまばらな分布を呈する。セクション投影図では、 m層から出土している。

ブロック内で、 1個体の礫片の接合資料が存在する。安山岩、チャートなど様々な石材が少しずつ混在し

てブロックを構成している。

出土石器 lは珪質頁岩の剥片素材の石核。素材面は正面の右下に示される面がふくらみの小さいバルブ

部分で下面に示されるのがその打面である。剥片の末端部分に調整が施され打面とし、上部からの剥離が

行なわれている。また左右側縁を打面に表裏に剥離も行なわれている。どちらも小型で不定形の剥片が剥

離されている。 2は珪質頁岩の不定形剥片。背面側から打面が作られ、その打点を除去するように細かな
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第192図 第V文化層第 51ブロック出土石器
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頭部調整が観察できる。 3,-..,5はチャートの剥片。 3は右側面が折損しているが横長剥片か。直線的な末

端にまばらに微細剥離痕が観察できる。 4は底部に節理面を持つ小型の横長剥片。 5は剥片の中央部分し

か残存していないが、もとは石刃か。非常に薄く主剥離面も平らである。 5,-..,3は安山岩の不定形剥片。 6・

8は剥離軸が曲がっていて打面が細長く残っている。 7は背面がほとんど自然面で、打面部分は折れてい

る。 9は嶺岡産珪質頁岩の不定形剥片。背面は大きな l枚の剥離面で、右側面に大きな節理面をはさみ主

剥離面も節理の影響で細かく剥落を起こしている。左側縁に断続的な微細剥離痕が観察できる。 10は黒

曜石の不定形剥片。背面に節理面が大きく残される。透明度の高い石質で、産地推定の結果は和田男女倉

群ということである。

第70表第V文化層第 51ブロック組成表～種 母岩奮号 石核 剥片 纏 鴫片 点~ 働~ 合 計 点薮比 (I) 重量合計<,> 重量 It:00 

安 山 J;t I 3 3 13.04 34. 74 1.33 

2 2 2 8. 70 7.67 0.29 

3 I I 4.35 2. 72 0. IO 

2 2 8. 70 821. 糾 31.52 

安山号点薮合計 6 2 8 34. 77 866. 77 33.25 

漬 紋 岩 I I 4.35 955 36.63 

石 英 斑 き I I 4.35 4.9 0.19 

黒 曜 石 I (男女倉） I I 4.35 I. 7 0.07 

頁 !ill 2 2 8. 70 306. 59 IL 76 

珪 賀 頁 岩 I I I 4.35 10.96 0.42 

2 I I 4.35 5.63 0.22 

珪質頁吾点敷合 計 I I 2 8. 70 16.59 0.64 

嶺岡産珪質頁岩 I I I 4.35 0.93 0.04 

2 I I 4.35 12.18 0.47 

鑽闇産珪質頁岩点蒙合計 2 2 8. 70 13.11 0.50 

チ ヤ 卜 I 2 2 8.10 3.4 0.13 

2 I I 4.35 0.61 0.02 

3 I I 4.35 3. 位 0. 13 

2 2 8. 70 434. 92 16.68 

チャート点数合計 4 2 6 26.08 442.41 16. 96 

全体点薇合 It I 14 2 6 23 100.00 2607. 07 [00.00 

点徽組成比（％） 4.35 60.87 8. 70 26.08 100.00 

3. 第 52ブロック（第 193・194図、第 71表、図版5・17)

出土状況 第V文化層の中で、東に位置する。 3.6m x  4.8 mの範囲に 8点の石器が分布する。セクショ

ンはやや離れた地点にわずかに記録が残されているのみであるが、 Ill層から出土しているものと判断でき

よう。黒曜石が4点で半数を占める。

出土石器 11は赤玉の削器。素材は主剥離面がねじれた大型の不定形剥片か。剥片のほぼ全周に細かい

潰しをともなう調整が施されている。右辺の上部は他の部分と比べて調整が浅く小さい。反対に下部には

急角度の調整が続いており、こちらが基部で先端の細かい調整部分が刃部のナイフ形石器という解釈も

可能かもしれない。 12はホルンフェルスの二次加工のある剥片。加工のある腹面を正面に図示している。

素材剥片は背面に自然面を大きく残し、その自然面を打面にうすく剥離された横長剥片か。同一打面から

と末端の折れからうすい剥離が観察される。 13・4は黒曜石の二次加工のある剥片。 13は打点部分のみが

残存した二次加工のある剥片。背面から潰しをともなう細かい打面調整が施されており、左右縁辺にこま

かくつぶしをともなう調整剥離が行なわれている。左側縁の加工は腹面にもおよんでいる。ブランティン
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第194図 第V文化層第 52プロック出土石器

第71表第V文化層第 52ブロック組成表

-戸～ 母岩蕃号 剛蒻 一次Tのある剥片 戴繹剥剥雇片痕のある 剥片 点薇合計 点戴 Jt00 重量合計 (g) 重量比(<)

黒 曜 石 2 (和田峠） I I 12.50 1.07 2.83 

3 (畑宿） I I 12.50 3.21 8. 48 

4 (不明） 1 I 12.50 2.02 5. 34 

5 (男女倉） I I 12.50 0.21 0.55 

黒 曜 石 点 藪 合計 2 I I 4 50.00 6.51 17.20 

ホ ル ン フ ェ ルス I I I 2 蕊.00 14.12 37.32 

玉鑓｛メノウ含む ） I I I 12.50 6. 14 16.23 

碧~ 王 （茅玉） I 1 I 12.50 11.07 29.25 

全体点数合廿 1 3 2 2 8 lOO 00 37 84 100.00 

点数姐成比{ %)  12、50 37 50 25 00 25. 00 100 00 

グと呼ぶには浅い調整だが、ナイフ形石器の基部かもしれない。 14は上半部と末端が折損しており全体

の形状がわからないが、右側縁にやや厚みのある調整剥離と左側縁には背面側からの薄い調整剥離が続い

ている。削器として加工されたものが折れてしまったのか。 15・16は微細剥離痕のある剥片。 15はメノ

ウの不定形剥片で、左側面に厚い面を持つ断面三角形を呈し鋭い右縁辺にびっしり微細剥離痕が確認でき

る。 16は黒曜石の不定形剥片で、左側縁に折れ、右側縁に断続的に微細剥離痕がある。
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第7節単独出土石器（第 195・196図、第 72表、図版5・17)

概 要 旧石器時代の遺物の中で、確認調査時などにおいてブロック外および単独で出土し、いずれの文

化層に所属するか不明のものを単独出土石器として本節で取り扱う。総数は 20点であるが、ここではう

ち 10点を図示している。

出土石器 1 ,..__, 6はナイフ形石器。 1はチャートの二側縁加工のナイフ形石器。素材は頭部調整のある縦

長剥片か。打面を基部に設定し、右辺は基部から器長の 1/2ほど、左辺は全体に潰しをともなうブラン

ティングが急角度に施されている。素材の打面はわずかに残されている。 2,..__,3は黒曜石の二側縁加工の

ナイフ形石器。 2は薄手の石刃を素材に、丁寧な加工が施されている。打面を基部に設定し、左辺は器長

の2/5ほど、右辺は全体に丁寧な潰しをともなうブランティングが施される。打面は除去され、基部にも

ブランティングが両辺から続いて施されている。刃部の腹面側に浅い調整があり、先端には素材の末端の

第195図単独出土石器分布
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そりを除去するように左辺側から斜めにブランティングを切って細長い剥離が3枚あり、それらの打点部

分も丁寧に潰されている。刃部背面側には縁辺に沿うように線状痕が観察できる。 2の出土地点はナイフ

形石器を多く検出した第m文化層と近く、同時期に婦属する可能性もある。 3は基部を欠損しているナイ

フ形石器。素材は石刃で打面を先端に設定し、左辺はバルブを斜めに切るように、右辺は刃部がなす辺に

対して角度がつくような直線方向に演しをともなうブランティングが施されている。 4は厚手で小型の横

長剥片を素材にしたナイフ形石器。背面は、自然面の残った側を打面に稜上剥離が丁寧に行なわれている。

打面を左辺にして横位で設定され、打面は左辺にそのまま残り、打面から基部にかけてブランティングが

施される。右辺は稜上剥離の影善で末端が突出した部位にのみ調整加工が施されている。 5・6は頁岩の

ナイフ形石器。 5はガジリが鮮やかな灰色をしており、黒色頁岩と分類可能か。素材は縦長剥片（石刃）で、

打面を先端に設定しまず右辺に急角度のブランティングが施される。潰しをともなう加工で、先端部分は

対向剥離が行なわれている。その後、ブランティング面を打面に、腹面側に厚みを除去するような調整加

工が施される。同様の加工は左辺にも自然面を打面に行われ、それが基部加工となっている。調整はブラ

ンティングを呼ぶには角度が浅いが、潰しをともなう丁寧な加工である。 6は先端が折損しているナイフ

形石器。素材は不定形剥片か、背面にわずかに自然面が残されておりそれに向かって求心的な剥離が観察

できる。打面側を基部に設定し、打面は折られている。左辺はやや粗いプランティングが施され、右辺は

主剥離面からの折れ面に稜上から 1回の加撃による広い剥離面のみで形成されている。 7は流紋岩の尖頭

器で、上半部を折損している。第IVc文化層第 48ブロックの南西端に、やや浮いた状態で検出されてい

たため出土層位の違う単独出土石器としてとらえた。両面加工の尖頭器で、両辺に潰れをともなう平坦剥

離が施されている。 8は黒色頁岩の剥片。末端に加撃の痕跡があり主剥離面に大きな剥落を生じている。

右側縁に連続した微細剥離痕が観察される。 9はチャートの剥片。打面、末端ともに折損している。背面

の様子から、求心的に剥離されたものか。 10は頁岩の縦長剥片。ガジリの色から黒色頁岩と分類可能か。

背面は 1/2ほどが自然面で、剥離軸がやや曲がっている。打面調整、頭部調整ともにない。

第72表単独出土石器組成表

~ 撞 ナイフ形石譴 尖頭蒻
11:lll'JI離痕のある

剥片 砕片 鴫 点薮合計 I点葦比 (1) 重量合計 (g) 重量比 {1,)
葦片

箕 紋 岩 I I 5.00 7.06 2. 70 

石 英 斑 芍 I I 5.00 1糾.78 63.06 

墨 嘔 石 3 I 4 20.00 lO. 72 4 10 

砂 岩 I I 5.00 2.62 1.00 

頁 lll 2 4 6 30.00 50.6 19.36 

嶺閾産珪質頁岩 2 2 10. 00 7.49 2.87 

黒 色 頁 沼 I I 5.00 3.62 l. 39 

チ ヤ 卜 I 2 I 4 20.00 14.43 5、52

全 体 点 薮 合 計 6 I I 10 I I 20 100.00 261. 32 100.00 

点薮編成比（％） 30.00 5.00 5.00 50.00 5.00 5.00 100.00 

- 250 -



第 8節 黒曜石産地推定結果について

l. 分析方法と分析委託機関（第 197図、第 73・74表）

今回黒曜石産地推定を委託したのは、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団である。委託先機関におい

ては、 2005年度より黒曜石の産地推定が実施され、その成果は『研究紀要 第21号』 (2006)、『研究紀

要 第 22号』 (2007)等に掲載されている。原山遺跡では各文化層のすべてで黒曜石が検出されているため、

黒曜石産地推定結果を得ることは、下総台地北西部における旧石器時代各時期ごとの石材獲得および利用

の実態の一端を明らかにすることにつながり、その分析が必要とされた。そこで、黒曜石産地推定に積極

的に取り組まれてきた財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団に分析依頼をしたところ快諾をいただき、本

節においてその成果を記載する機会を得た。紙面において、感謝の意を表するとともに、今後とも共同研

究が円滑に進むことを希望いたします。

分析方法は、前述の『研究紀要 第21号』 (2006)に記載されているので、詳細についてはそちらを参

照していただきたい。分析方法の概要は、波長分散型蛍光X線分析装置 ZSX-miniを用いて、元素組織を

確認し、原石のデータベースと遺跡出土の分析データを照合して産地を推定する方法である。また、産地

推定の誤差の目安を mm土 na法を用いて表記してある。

原山遺跡では、 5枚の文化層が確認され、さらにそれらを細分して全部で 9か所となる集中地点のすべ

てから黒曜石が検出された。それぞれの集中地点で、整理作業において肉眼的な観察により黒曜石の母岩

分類を行ない、通し番号を振った。第 I文化層が母岩番号 1,..._, 2の2種類、第IIa文化層では母岩番号 l

,.....,4の4種類といった整理を行った結果、全文化層で合計 74種類の黒曜石の母岩が確認された。今回、

そのすべての種類から 1点ずつを選別し分析依頼することにした。分析機械の制約により、大きな資料は

残念ながら分析ができないとのことであったが、母岩によっては 1点のみで大きなものも存在する。

分析に出した資料とそれらの産地推定結果の一覧は第 73表のとおりである。推定された産地の項目で

空欄になっているのは分析不能だった資料であるらしい。結果が「不明」となったものも除くと 74資料

中47資料で結果を得ることができた。

なお、「不明」と結果が返ってきた第IIb文化層黒曜石 11についてのみ、後日、望月明彦氏のご好意に

より追加の分析をしていただくことができた。分析方法の概要は、セイコーインスツルメンツ卓上型蛍光

X線分析計 SEA-2110Lを用いたエネルギー分散蛍光 X線分析法 (EDX)で、その結果は第 197図、第 74表

に示した。

2. 産地推定結果の概要（第 75表、図版 24)

今回の分析により、結果が「不明」となったものなどを除くと黒曜石母岩 74資料中 48資料で産地推定

の結果を得ることができた。 9か所の集中地点単位で見ると、幸いそれぞれについて最低 l資料は結果が

得られている。黒曜石総数 1,051点の中で全点が分析されたわけではないので全貌の把握には程遠いが、

今回の分析結果から原山遺跡における黒曜石の産地とその利用について現状で理解できる範囲でまとめて

みたい。（第 75表参照）

第 I文化層：黒曜石総点数が4点で、母岩は 2つ。そのどちらもが高原山・甘湯沢群との結果を得た。接

合資料が 1点（第 13図 12)あるが、剥片の末端が折れたものである。黒曜石の剥片剥離作業の痕跡は確認

できないため、剥片で持込まれたものと考えられる。
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第73表 黒曜石産地推定結果一覧表

文化層 母岩番号 遺物番号 器種 重量 (g)ブロック 挿図番号推定された産地 誤差の目安

I 
OB 1 46FF 37-4 剥- 1. 78 2 10 尚原山甘湯沢群 m-m+5u 
OB-2 46FF-37-7 剥 1. 93 4 18 高原山甘瘍沢群 m-m+lu 
OB-1 46AA-01-18 剥 2.33 20 82 万田男女倉群 m-m+3a 

46AA-ll-4 剥 0.57 15 

II a 
OB-2(接2037) 46AA-ll-3 剥 0.98 15 不明

46AA-01-9 剥 0.26 20 
OB-3 45Z-65-5 剥 4.01 6 男女倉群星ヶ台群 m-m+3a 
08-4 46AA-00-21 剥 1. 29 19 76 不明
OB-1 43D0-48-17 剥 0.87 22 尚原山甘 沢 m-m+Oa 
OB-2 43EE-53-81 剥 6.23 28 高原山甘i沢 m-m+Oa 
OB-3 43EE-50-26 剥 1. 63 24 尚原山甘｀ 沢 m-m士la
OB-4 43EE-53-82 剥 1 0.47 28 I高原山甘 沢 m-m+Ia 
OB-5 43DD-48-37 微細剥離痕のある剥片 11. 6 22 12 I高原山甘 沢 m-m+la 
OB-6 43EE-53-61 剥 f 3.89 28 尚原山甘 翔沢 m-m+Oa 
OB-7 43EE-53-197 剥 r 1.03 28 尚原山甘 礼沢 m-m土Oa
08-8 43EE-54-10 剥← 0.94 28 晶原山甘 沢 m-m+la 
OB-9 43EE-63-5 剥 2.58 28 1高原山甘 沢 m-m+la 
OB-10 43EE-50-27-l 剥 1. 51 24 高原山甘 沢 m-m+la 
OB-11 43EE-51-18 剥 0.68 25 不明
OB-12 43EE-53-80 剥 3.63 28 1高原山甘 沢 m-m+Oa 
OB-13(接2099) 43EE-52-12 剥 1. 5 27 68b 高原山甘 沢 m-m+Za 
OB-14(接 2124) 43EE-70-6 剥 2. 76 26 高原山甘‘ 沢 m-m+2a 
OB-15 43D0-56-10 剥 r 2.04 21 1高原山甘 沢 m-m+2a 

OB-16 (接2103)
43DD-48-12 剥← 1. 26 22 

高原山甘湯沢群 m-m士Oa
43DD-39-4 剥 2.69 22 

OB-17 (接2105) 43DD-59-8 剥片 6.38 23 34b 1高原山甘湯沢群 m-m土Oa
OB-18 (接2107) 43DD-38-4 剥片 7.91 22 20a 
OB-19 43EE-70-9 石刃 7. 7 26 56 
OB-20(接2114) 43EE-50-70 石刃 9.32 24 43a 高原山甘湯沢群 m-m+la 

II b OB-21(接2113) 43EE-52-28 剥- 4.93 27 69a I高原山甘湯沢群 m-m+Oa 
OB-22 43DD-57-4 7. 19 21 3 I高原山甘湯沢群 m-m+4a 

OB-23(接2115) 43EE-52-27 15.47 27 66a 
43EE-42-7 0.32 27 66b 

OB-24(接 2112) 43EE-60-15 H剥離痕のある剥片 4.07 26 42a 

OB-25(接2116)
43EE-52-9 4. 76 27 67a 

高原山甘湯沢群 m-m士la
43EE-52-19 1.02 27 67b 

OB-26(接 2118) 43DD-57-14 石刃 10.98 21 4a I高原山甘湯沢群 m-m+l a 

08-27 (接2119)
43EE-50-8 ナイフ形石器 0.45 24 40a 

高原山甘湯沢群 m-m土2a
43EE-50-22 ナイフ形石器 2.48 24 40b 

OB-28 43EE-51-16 ナイフ形石器 0. 62 25 46 尚原山甘湯沢群 m-m土la
OB-29 43EE-51-19 剥片 7.21 25 49 
OB-30 43D0-48-7 剥片 7.83 22 16 高原山甘湯沢群 m-m+5a 
OB-31 43EE-50-20 剥片 15.35 25 50 
OB-32 43DD-39-7 ナイフ形石器 6.38 22 7 
OB-33 43EE-64-5 ナイフ形石器 7.95 28 72 
OB-34 43D0-48-33 ナイフ形石器 4. 72 22 8 高原山甘湯沢群 m-m+Oa 
OB-35 43EE-50-43 石核 212. 43 24 36 
OB-36 43EE-50-16 剥片 13.81 25 51 
OB-37 43EE-50-129 剥片 11. 09 24 38 
OB-38 43EE-44-3 石刃 51. 83 28 74 
OB-39 43EE-30-3 llN細剥離痕のある剥片 13.55 22 13 

II C OB-ll接 2126) 47D0-76-3 剥片 3. 17 30 2a 高原山甘源沢群 m-m+Oa 
OB-1 47EE-70-1 ．次加工のある剥片 0.8 32 6 和田男女倉群 m-m+2a 
OB-2 47EE-71-1 ナイフ ジ石器 4. 12 32 1 男女倉群星ヶ台群 m-m土3a

III OB-3 47EE-72-1 ナイフ ジ石器 2.68 32 5 不明
OB-4 47EE-72-2 ナイフ チ石器 0. 17 32 2 不明
OB-5 47EE-80-1 ナイフ ジ石器 3.08 32 3 和田男女貪紐 m-m+2a 
OB-1 44FF-38-34 ナイフ ジ石器 4.04 36 1 不明

!Va OB-2 44FF-47-4 剥 4.12 36 2 不明
OB-3 43FF-87-3 剥 3.67 34 7 I男女貧群星ヶ台群 m-m+3a 
OB-1 41GG-61-3 砕 0. 1 42 
OB-2 42GG-54-3 砕 0.39 46 

IVb OB-3 42GG-64-4 剥 0.18 46 不明
OB-4 42GG-64-3 剥 1. 23 46 26 天城 m暇声 m-m+4a 
OB-5 41FF-57-1 曼 0.19 45 21 i不明

OB-1 43BB-64-6 泰 2.54 49 28 高原山甘囁沢葬 m-m+la 
OB-2 43B8-64-3 和 10.44 49 27 

lVc 
OB-3 43B8-56-3 景 0.95 50 35 山 m m+5a 
OB-4 43BB-57-4 相器 6.03 50 30 畑 m-m+3rr 
OB-5 43BB-64-4 泰 2.2 49 距 m-m+la 
OB-6 43BB-64-5 妥 0.64 49 L "" m-m+l a 
OB-1 44AA-16-3 剥 1.7 51 10 田弓 m-m+2a 
OB-2 44CC-73-8 ，加工のある剥片 1. 07 52 13 田 a田 m-m+3a 

V 08-3 44CC-73-4 ，加工のある剥片 3.21 52 14 ＇磁‘ 日宿 m-m+la 
08-4 44CC-73-6 剥離痕のある剥片 2.02 52 16 不明
OB-5 44CC-62-3 0.21 52 和田男女貪群 m-m士5a
OB-1 47EE-32-1 ．，，フ形石器 4.22 2 

単独
OB-2 46GG-35-3 1-イフ形石器 2.84 ~ 3 和田和田疎群 m-m士Oa
OB-3 48CC-05-3 イフ形石器 1. 92 ~ 4 和田男女倉群 m-m+5a 
OB-4 43EE-69-1 /l斤 1. 74 J U  漏 l貝山甘諭訳胚 m-m+la 
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第197図第IIb文化層黒曜石 11の産地判別図

第74表 第IIb文化層黒曜石 11の産地推定結果

＇文化層 1母岩番号 I遺物番号 I器種 1重量(g) Iブロック

II b I OB-11 三43EE-51-18 剥片 ~ 5. 54 25 

53d 

54a 0. 22 11 ~ 25. 66 0 

第IIa文化層：黒曜石総点数が 132点で、母岩は 4つ。黒曜石 1・2と呼称したものが集中していたのは

第 20ブロックで、黒曜石 3と呼称したもののみ第 6ブロックに集中している。黒曜石 lは和田男女倉群

と結果が得られているが、透明で節理の発達した石材で剥片の接合資料が 6個体存在する。石核と剥片が

接合したもの（第 63図69)も存在し、ここでこの母岩に対し剥片剥離作業が行われたことを示す。黒曜石

2は不明との結果だが、石刃技法による剥片剥離の接合資料（図版 19の41)が存在する。黒曜石 3は男女

倉群• 星ヶ台群との結果が得られているが、「不明」であった黒曜石4と同様に接合資料はなく剥片剥離

の実態については確認できない。

第IIb文化層：黒曜石総点数が 873点で、母岩は 39に分類されている。そのうち財団法人埼玉県埋蔵文

化財調査事業団による分析の結果、推定産地が得られたのは 25資料で、すべて高原山・甘湯沢群となっ

ていた。最も点数が多いのが黒曜石 lと呼称したもので接合資料は 9個体、最も重量が多かった黒曜石 2

は 18個体あった。また、接合資料のみならずナイフ形石器においても高原山・甘湯沢群との結果が得ら

れたものもある。 396点中 1点を除いてすべてが黒曜石という第 28ブロックにおいて、黒曜石 2は 129

点検出されたがその中に石核、剥片・砕片、石刃、そしてナイフ形石器までが存在し、一連の石器製作
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第75表 黒曜石の推定産地と遺跡出土量

文化層 母岩番号 推定された産地 点数 重量 (g) 文化層 母岩番号 推定された産地 点数 重量 (g)

I 
OB-1 高原山甘湯沢群 3 23.29 
08-2 高原山甘湯沢群 1 1. 93 

OB-35 1 212.43 
08-36 1 13. 81 

Iヽ計 4 25.22 II b OB-37 1 11. 09 
OB-1 和田男女倉群 74 120.47 OB-38 1 51. 83 

Ila 
OB-2 不明 46 147. 78 
OB-3 男女百枇星ヶ台群 11 20.36 

OB-39 l 13.55 
Iヽ計 873 1724. 78 

OB-4 不明 1 1. 29 II C OB 1 高原山甘湯沢群 3 23.88 
Iヽ計 132 289.9 OB-1 和田男女倉群 1 0.8 

OB-1 高原山甘湯沢 261 76.29 OB-2 男女倉群星ヶ台群 1 4. 12 
OB-2 高原山甘湯沢 E 147 215.93 田 OB-3 不明 1 2.68 
OB-3 高原山甘湯沢に 55 107. 5 OB-4 不明 1 0.17 
OB-4 高原山甘湯沢 E 30 25.48 OB-5 和田男女倉群 1 3.08 
OB-5 両原山甘湯沢 22 105.51 Iヽ計 5 10.85 
OB-6 高原山甘湯沢 22 92. 77 OB-1 不明 5 7.2 
OB-7 高原山甘湯沢 81 54. 75 Na OB-2 不明 2 7.48 
OB-8 高原山甘湯沢 38 19.06 OB-3 男女倉群星ヶ台群 1 3.67 
OB-9 尚原山甘湯沢群 32 32.37 Iヽ計 8 18.35 
OB-10 高原山甘湯沢群 21 44.37 OB-1 1 0. 1 
OB-11 和田鷹山群 17 17.36 OB-2 1 0.39 
OB-12 高原山甘湯沢群 11 35.25 Nb OB-3 不明 1 0. 18 
08-13 晶原山甘湯沢群 10 114. 25 OB-4 天城柏峠群 1 1. 23 
OB-14 高原山甘湯沢群 15 81. 79 OB-5 不明 1 0. 19 
OB-15 高原山甘湯沢群 53 40.32 Iヽ計 5 2.09 
OB-16 高原山甘湯沢群 8 40.02 OB-1 高原山甘湯沢群 6 30.66 

II b OB-17 尚原山甘湯沢群 4 47. 17 
OB-18 8 63.61 
OB-19 2 21. 04 

OB-2 1 10.44 

Ne 
OB-3 高原山甘湯沢群 2 2.62 
OB-4 箱根畑宿群 l 6.03 

08-20 高原山甘湯沢群 4 23.66 OB-5 高原山甘湯沢群 l 2.2 
OB-21 高原山甘湯沢群 4 28.83 OB-6 両原山甘湯沢群 1 0.64 
OB-22 高原山甘湯沢群 4 15.49 Iヽ計 12 52.59 
OB-23 2 15. 79 OB-1 和田男女盲枇 1 1. 7 
OB-24 2 14.45 OB-2 和田和田峠群 1 1.07 
OB-25 高原山甘湯沢 E 2 5. 78 V OB-3 箱根畑恒群 1 3.21 
OB-26 高原山甘湯沢 E 2 13.56 OB-4 不明 1 2.02 
OB-27 尚原山甘湯沢 2 2.93 OB-5 和田男女倉群 1 0.21 
OB-28 尚原山甘湯沢 E 3 17.3 Iヽ計 5 8.21 
OB-29 1 7.21 08-1 1 4.22 
OB-30 高原山甘湯沢群 1 7.83 
OB-31 1 15.35 

単独
OB-2 和田和田峠群 1 2.84 
OB-3 和田男女倉群 1 1. 92 

OB-32 1 6.38 OB-4 高原山甘湯沢群 1 1. 74 
OB-33 1 7.95 ，、訂 4 10. 72 
OB-34 高原山甘渇沢群 1 4. 72 台計 1051 2166.59 

が行われていたことが推定できる。遺跡に持込まれた石材の状態については、第 24ブロックから検出さ

れた黒曜石 35と呼称した石核（第 93図 36)が参考になるものと思われる。概ね円錐形で、風化面を残し、

わずかに大きな剥片剥離の痕跡が観察できる。重量 212.43gの本資料は産地推定ができなかったが、央

雑物を多く含み、その他の本文化層における高原山・甘湯沢群と結果の出た資料と石質がよく似ている。

注意が必要なのは、「不明」と結果の返ってきた黒曜石 11と呼称している母岩で、透明度が高く他の高原

山・ 甘湯沢産とされたものとは明らかに石質が異なる。第 25ブロックのみで検出され総数 17点からなる

本母岩の資料（第 101図53・54)は接合関係もあり、持込みではなくここで剥片剥離が行われたことは間

違いない。本資料について望月氏に分析していただいたところ、その結果は和田・鷹山群ということが判

明した。いずれにせよ、大半が高原山・ 甘湯沢群で、その総量が 1.7kgを超えることは注目される。

第IIC文化層：第 30ブロックのみからなる本文化層において、総点数4点のうち 3点が黒曜石で、すべ

て接合して 1枚の剥片となる。産地推定結果は高原山・甘湯沢群とのことである。剥片で持込まれ折られ

たものか。

第田文化層：ナイフ形石器ばかりが多く検出された本文化層において、黒曜石は 5資料。すべて第 32ブロッ

クで検出され、それぞれが別の母岩であると判断した。結果が出たのはうち 3点で、ナイフ形石器につい

ては母岩 2·5 でそれぞれ男女倉群• 星ヶ台群（第 124図 1)と和田・男女倉群（第 124図3)ということで
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ある。二次加工のある剥片（第 124図6)も和田・男女倉群との結果を得ている。特異な出土状況の本文化

層においては剥片剥離の痕跡はなく、製品を他所から持込んだものと思われる。

第Na文化層：黒曜石総点数が8点で、母岩は 3つ。接合関係はなく、剥片剥離についても明確なことは

いえない。 3つの母岩の中で産地推定の結果が得られたのは母岩 3と呼称する l点のみの剥片（第 131図

7) 。男女倉群• 星ヶ台群とのことである。黒曜石 1・2と呼称したものは、第 36ブロックにおいてそれ

ぞれナイフ形石器・ 石錐という製品で出土している。

第Nb文化層：黒曜石総点数が5点で、それぞれが別の母岩であると観察された。出土点数の少なさから、

当然ここでは剥片剥離は行われてはいないと断言できる。 5つの母岩のうち産地推定ができたのは 1点の

み（第 170図26)で、天城・柏峠産とのことである。今回の分析で唯一の天城・柏峠産資料である。

第Ne文化層：黒曜石総点数は 12点、母岩は 6つ。黒曜石 2と称した第 185図27の掻器をのぞき、他は

産地推定結果が得られた。黒曜石 3と呼称したものは本遺跡で 2点のみの箱根・畑宿群の掻器（第 180図

30)。それ以外はすべて高原山・甘湯沢群との結果である。黒曜石 lと呼称したものは、第 50ブロックで

大型の剥片から角錐状石器を作りかけたものと思われる接合資料（図版 16の38)が含まれる。黒曜石 3と

呼称したものは本遺跡で 2点のみの赤褐色の黒曜石の剥片（第 187図35・36)。接合資料も含め、すべて

剥片あるいは製品で本遺跡に持込まれたものと思われる。

第V文化層：黒曜石総点数は 5点で、すべて単一母岩である。うち 4点で産地推定結果が出ており、和田・

男女倉群が2点、和田・和田峠群が 1点、そして箱根・畑宿群である。すべて小型の剥片類で、剥片剥離

の痕跡は確認できない。

単独出土石器： 20点中 4点が黒曜石で、うち 3点で産地推定の結果が得られた。ナイフ形石器が和田・

和田峠群と和田・男女倉群、剥片 l点が高原山・甘湯沢群である。

図版 24に、産地推定の分析結果が得られた資料を一括で写真掲載してある。各資料に添えられた略号

は「（文化層名）一（その文化層における黒曜石の母岩番号）」となっている。例えば、第 I文化層の黒曜石

lは「 I-1」と表記している。図版においては各産地ごとに文化層の順で並べて掲載してある。高原山

の黒曜石は第 I文化層から使われており、第IIb文化層では大型の石材から石器製作が行われ、第Ne文

化層に再び登場する。信州の黒曜石は、第IIb文化層では多量の高原山産黒曜石に混じって l母岩のみ混

在が確認され、遺跡での加工も行われていたものと考えられる。それ以外では高原山のものと混在せず使

用されていたようで、製品が単独で出土しているものに多く用いられている。箱根の黒曜石は第Ne文化

層で高原山産と、第V文化層では信州産と混在し、天城の黒曜石は第Nb文化層にて 1点のみ検出されて

いる。

今回の分析で、原山遺跡における旧石器時代の黒曜石の石材搬入と石器製作までの利用についておぼろ

げにではあるがその姿が浮かび上がった。周辺の遺跡でも今後産地推定を行いデータが追加されていくこ

とで、北総台地における石材の流通と消費の実態により近づけることを望むものである。
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第 3章まとめ

第 1節調査成果の概要

調査成果については、第2章 旧石器時代において記載したので、ここでは概要について記載する。

立川ローム X層上部からrn層にかけて 5枚の文化層が確認できた。 52か所の石器集中地点が検出され、

石器出土総点数は単独出土石器も加えると 2,254点である。

第 2節遺跡群の形成と遺跡立地

遺跡は、柏北部中央地区の中央部に位置し、地金堀と大堀川の開析谷に挟まれた広い平坦面を持つ台地

上に立地している。周辺遺跡の地形と水系と旧石器時代周辺遺跡分布は第4・5図と図版 1、柏北部中央

地区遺跡分布は第 2図と図版2に掲載した。

l. 遺跡群の形成（第 2・4・5図、第 2・3表、図版 1・2)

第 I章第2節の遺跡の位置と環境について記載したが、上記の挿図・写真図版を参照しながら、遺跡群

の概要をまとめることにする。原山遺跡周辺の旧石器時代の遺跡群は、下記の 4つの遺跡群が形成されて

いる。報告書刊行済みの遺跡を中心にして、遺跡群の概要を記載するとともに、原山遺跡と関連する石器

群について触れることにする。近接して遺跡群が形成されており、千葉県内においても最大規模の旧石器

時代遺跡群が密集する地域であることが特筆される。

①柏北部中央地区（遺跡番号 1,....., 9) 

本報告の原山遺跡（遺跡番号 1: 以下括弧内での遺跡番号を省略する）を含む遺跡群で、原山遺跡(1)は

本地区の中央部に位置する。西側に隣接する溜井台遺跡 I)(2)からは、 5枚の文化層が検出され、石器集

中地点 14か所、礫群4か所の遺構とナイフ形石器を含む 968点の石器が出土している。第4文化層第8

ブロックは原山遺跡第W文化層の石器群と類似する内容を持つ。農協前遺跡2¥7)からは、原山遺跡第II

文化層でみられたような環状ブロック群が検出されている。現在調査・整理作業がすすめられている大割

遺跡3)(4)、内山遺跡4)(5)、翁原遺跡5)(9)を含む柏北部中央地区の全ての遺跡で旧石器時代の資料が

検出されている。本地区には、手賀沼の源流である「こんぶくろ池」や「弁天池」などの湧水が点在して

おり、周囲には現在でも広大な森が残されている 6)。これらの緑地や水辺は、下総台地の谷津や里山景観

の典型例であり、旧石器時代においても豊かな狩猟場が広がっていたことが推察される。

②柏北部東地区（遺跡番号 10,..._, 24) 

大松遺跡7) (18)を含む遺跡群で、調査区北側に常磐自動車道柏地区の遺跡群が隣接する。大松遺跡か

らは、原山遺跡第IIa文化層でみられたような環状ブロック群が検出されている。黒曜石を主体とし、縦

長剥片を素材としたナイフ形石器が多数出土している。

③常磐自動車道柏地区（遺跡番号 20,.....,31) 

中山新田 I遺跡8 • 9) (27) . 聖人塚遺跡S)(30)・元割遺跡S)(31)を含む遺跡群で、昭和 50年代に発掘調

査が行われ、昭和 60年までに報告書刊行が行われている。多数の石器群が検出されており、千葉県内の

旧石器時代遺跡の様相を把握する上で重要な遺跡が多い。このうち、中山新田 I遺跡の第 1,,.....,4ユニット 9)
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（報告書8)ではNo.1 ,.,__, 9地点）は、原山遺跡第 I・II文化層の石器群と類似する内容を持つ。聖人塚遺跡第

3文化層第 15ブロックは、原山遺跡第田文化層の石器群と同様に、ナイフ形石器の占める割合が極めて

高い。元割遺跡第2文化層No.2地点は、礫群と石器の集中地点との関連について原山遺跡第W文化層の石

器群が類似する点が多い。

④流山新市街地地区（遺跡番号 34,.,__, 47) 

市野谷入台遺跡 10)(41) • 市野谷二反田遺跡 II)(44)を含む遺跡群で、坂川と大堀川の源流域に遺跡群が

立地する。このうち、市野谷入台遺跡第 3文化層、市野谷二反田遺跡第 3文化層、大久保遺跡 12)をはじ

めとする坂川の源流域には、原山遺跡第w文化層に類似する石器群が多数みられる。

2. 遺跡立地

第8図の文化層別ブロック位置図などを参考にして、文化層別に遺跡立地をみた結果、下記のような傾

向がみられた。

原山遺跡は平坦な台地上に石器群が検出されているが、現地表面のコンタ（標高）ラインにもとづいて、

地形面を細分すると高位面(20m,..._, 19. 5 m)、中位面(19.5 m,....., 18. 5 m)、低位面(18.5 m,..._, 17 m)の3

つに区分することが可能である。これらの地形面と文化層の対応関係をみると、高位な面ほど古い文化層、

低位な面ほど新しい文化層が立地している傾向がみられた。

特に、第II文化層と第IV文化層において、これらの傾向は顕著にみられる。また、広大な面積の発掘調

査にもかかわらず、平面的に文化層が重複する地点もみられなかった。これらのことから推察されること

として、①河川の流路が時期別に変遷 ②河川の水位面の高低変化 ③旧石器人の狩猟・居住場所の選地

の変遷 などがあげられるが、本書では傾向の指摘にとどめておく。

他の遺跡群においても同様な傾向がみられるものとして、八千代市の萱田遺跡群 13)があげられる。

第 3節 文 化 層の概要

本節では、各文化層の特徴を記載するとともに、周辺遺跡の石器群との比較を行いながら、石器群の位

置づけを行うことにする。文化層の概要については、第8図の文化層別ブロック位置図、第4---....7表の文

化層ブロック別器種・石材組成表にまとめてあるので、併せて参照していただきたい。

本節においては、文化層別主要石器を掲載した第 198・199図を中心にして、文化層別の概要を記載する。

l. 第 I文化層（第 198図 1,.___, 4) 

X層上部-----IX層下部に生活面を持つ。第 lブロック～第 5ブロックまでが含まれる（第9図）。本遺跡で

検出された石器群の中では、最も高い高位面(20m-----19. 5 m)に立地する。代表的な器種は、ナイフ形石

器(1)、台形様石器(2・3)で（第 8表）、ほかに局部磨製石斧が存在した可能性（第 14図 13)がある。ナ

イフ形石器(1)は基部加工でバルブを除去する調整加工によるもので、台形様石器(2・3)と類似する調

整加工であり、いわゆるペン先形石器と理解できる。 4の二次加工のある剥片のように折れ面と調整加工

が観察されるものもある。求心状の剥片剥離が行われ、幅広の不定形剥片を素材としている。第II文化層

で特徴的にみられた石刃技法による資料は、本文化層において明確には検出されていない。石器石材は緻

密で良質な安山岩が主体で、 75%を占める。 4点出土した黒曜石は 2つの母岩に分類できたが、どちらも
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産地推定分析では高原山・甘湯沢群との結果が出ている。

2. 第II文化層（第 198図5,..__, 15) 

IX層中部,..__,VlI層下部に生活面を持つ。石器総数 1,449点からなり、 25か所のブロックで構成される。

3個のブロック群からなり、それぞれ第 IIa文化層（第 6ブロック～第 20ブロック）、第 IIb文化層（第

21ブロック～第 29ブロック）、第 IIc文化層（第 30ブロック）と呼称した（第 22図）。いずれのブロック

群も、中位面(19.5 m"'-'18. 5 m)に立地する。細分した文化層の新旧関係は明確ではない。第IIa文化層

と第 IIb文化層とは石器群の内容が大きく異なる。

①第IIa文化層

石器総数 456点からなり、 22m x 38 mの範囲内に 15か所のブロックで構成され、環状ブロック群と

判断される。第 23図にみられるようにブロック間接合も頻繁にみられる。製品の比率はとても少なく、

ナイフ形石器(9の接合資料［第 72図84a]と第 29図9b)、台形様石器(5と第 30図9b)、石錐(6.7) 

が各 2点ずつのみである（第 16表）。局部磨製石斧の調整剥片（あるいは再生剥片）の接合資料(8)が、環

状ブロック群の第 IO、15ブロックで出土している。局部磨製石斧の本体が出土していないので、器種組

成においては明示してはいないが、接合資料から局部磨製石斧の存在が確実となった。石刃技法による石

刃、縦長剥片が多いが、不定形剥片も存在する。石刃技法は、打面調整がほとんどされていない。石器石

材は多様である。黒曜石の占める点数の割合は 3割程度で、 4つの母岩に分けることが可能だった。その

うち 2 つの母岩で産地推定の結果が得られ、いずれも信州産（男女倉群• 星ケ台群）であった。

②第IIb文化層

石器総数 989点からなり、 20m x 35 mの範囲内に 9か所のブロックで構成される。第 73図でみられ

るようにブロック間の接合も頻繁にみられる。出土層位は第IIa文化層と差がないが、石器群の様相はか

なり異なる。器種組成では、石刃を素材としブランティングが施されたナイフ形石器(IO,..__,13ほか）が多

く出土しており、この点も第IIa文化層と異なっている。このほかに、削器(14)が 1点出土している。また、

石斧（局部磨製石斧を含む）の本体や調整剥片（再生剥片）は出土しておらず、石斧の存在を示す痕跡は認め

られなかった。石器石材は、黒曜石が9割近くを占める。多様な石材が混在した第IIa文化層とは石材組

成においても大きく異なる（第 32表）。黒曜石は、肉眼観察で 39種類の母岩が確認され、うち 26種類で

産地推定の結果が得られた。 l資料が和田・鷹山群で、それ以外すべて高原山・甘湯沢群であった。判明

されたもののすべてが信州産という結果が出た第IIa文化層とは明確な差異がある。また、焼成を受けた

と思われる流紋岩が石器群の中央に集中して出土しているという特徴もある。

③第IIc文化層

石器総数わずか4点からなり、単ーブロック（第 30ブロック）である。製品はみられず、石核(15)が l

点出土している。石器群の様相は不明な点が多い。

3. 第川文化層（第 198図 16.......,21)

VI層下部,.,__,V層に生活面を持つ。第 31、32ブロックで構成される。中位面(19.5 ID"'18. 5 m)に立地

する。器種組成で全体の 70%がナイフ形石器という特徴的な石器群である（第 43表）。ナイフ形石器は、

すべて製品として搬入されていると考えられ、本遺跡での石器製作の痕跡は認められなかった。これらの
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出土状況（第 120図）は、聖人塚遺跡第 15ブロック 8)、中山新田 II遺跡第 10ユニット 14)と類似する。石器

石材は、安山岩、黒曜石、頁岩など多様である。ナイフ形石器の形態は、石刃を素材とし二側縁加工が施

され柳葉形を呈するもの (16・17・21)、石刃を素材として二側縁加工が施され基部にほとんど加工のない

もの (18)、小型の横長剥片を素材として二側縁加工が施されたもの (19)、やや幅広の縦長剥片を素材とし

て切出形の形態を呈するもの (20)など多様な形態のものがみられる。調整加工は入念なブランティングが

施されるものが多く、背腹両面から対向剥離が行われるもの (17・21)もみられる。第 31、32ブロックの

両ブロックの違いは、第 31ブロックからは黒曜石が出土しておらず、第 32ブロックから黒曜石が出土し

ており、判明したものはすべて信州系という産地推定分析の結果が出ている。そのほかの器種として、磨

石（第 122図 11)が 1点出土している。ほぼ全面に研磨面がみられ、平坦面に敲打の痕跡もみられ、敲石

として機能した可能性もある。製品のナイフ形石器が極めて高い組成を示す中で、磨石の用途などを推察

するには注目される組成を示していると思われる。

4 第1V文化層（第 199図 22......_, 44) 

v層"--'N層下部に生活面を持つ。石器総数 657点からなり、 18か所のブロックで構成される。 3個の

ブロック群からなり、それぞれ第Na文化層（第 33ブロック～第 39ブロック）、第Nb文化層（第 40ブロッ

ク～第 46ブロック）、第Ne文化層（第 47ブロック）と呼称した（第 125図）。細分した文化層の新旧関係

は明確ではない。本遺跡で検出された石器群の中では、最も低い低位面(18.5 m"'17 m)に立地する。

①第Na文化層

石器総数 382 点（うち 196 点が礫• 礫片）からなり、 64mx  22 mの範囲内に 7か所のブロックで構成さ

れる（第 126図）。台地の東側、地金堀へ向かう緩やかな領斜地に南北に細長く立地する。北側には剥片石

器と礫．礫片が混在しまばらな分布を示すブロック群、中央に礫．礫片が多数検出したブロック群、そし

て南側は礫．礫片がわずかで剥片石器が主体となるブロック群という分布の大きな傾向がある。北と中央

は接合関係が確認できたが、南側のブロック群との同時性については、垂直分布の状況や隣接した溜井台

遺跡の近似した時期と思われる第4文化層第8ブロックの検出状況などを参考に、積極的に同一文化層に

属すると認識することにした（第 126図）。器種組成では、製品ではナイフ形石器(22,.__, 29ほか） 16点、

石錐(30ほか） 2点、楔形石器(31ほか） 2点で、ナイフ形石器の占める割合が高い（第 48表）。ナイフ形石

器は切出形の形態を呈するものが主体である。角錐状石器は出土していないが、ナイフ形石器(29など）

としたものの中で、角錐状石器と識別することも可能であるかもしれない。接合資料や母岩別分類による

観察では、ナイフ形石器が本遺跡において剥片剥離から調整加工が行われたことがうかがえる資料もある

（第 139図26、第 143図37・38など）。

②第Nb文化層

石器総数 156点（うち 11点が礫・礫片）からなり、 60m x  36 mの範囲内に 7か所のブロックで構成さ

れる（第 152図）。台地の突端付近の東側、地金堀へ向かう領斜地に立地する。すべてのブロックで、礫・

礫片と剥片石器が混在して検出され、その分布状況はまばらである。第Na文化層の北側のブロック群に

類似する。ブロック間接合はなく、各ブロックの同時期性については明確ではない。剥片石器はナイフ形

石器(34)が I点のみ出土している。母岩分類も単一のものがほとんどであることから、他所から持ち込ま

れた可能性が高い。敲石(35・36)2点、磨石 l点、台石 l点出土しており、剥片石器に対して礫石器の割
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合が高い。石器石材は、 5点出土した黒曜石もそれぞれ単一母岩とされ、産地推定分析の得られたものは

l資料（図版 24のNb-4)のみで、原山遺跡では唯一の天城・柏峠産という結果が出ている（第 56表）。

③第Ne文化層

石器総数 119点（うち 25点が礫片）からなり、 10mx  23 mの範囲内に 4か所のブロックで構成される

（第 171図）。地金堀の低地から南西に入り込む小さな谷に面しており、急な斜面が緩やかになる台地縁辺

斜面上東西に細長く立地する。西側の台地縁辺部に近いほど、礫片は多く、東端の第 50ブロックは剥片

石器だけが検出されている。剥片石器の接合も多く、第Na文化層と類似した様相といえる。製品ではナ

イフ形石器(37・38)2点、角錐状石器(39"-'41)3点、石錐(42)1点、掻器(43・44)2点が主要器種であ

る。 3点出土している角錐状石器は、厚みのある剥片を素材として鋸歯状の調整加工が施されている。角

錐状石器と掻器が器種組成に加わっており、第Na文化層とは異なる。石器石材は、頁岩が4割以上を占

めている。この頁岩と分類したものの中には、表面が風化しているがガジリ部分が鮮やかに黒いものがあ

り、黒色頁岩と分類可能なものも含まれている。 12点出土している黒曜石は、 6母岩に識別され、掻器(43、

図版 24のNe-4)のみが箱根・畑宿群で、それ以外は高原山・甘湯沢群の結果が出ている（第 64表）。

5. 第V文化層（第 199図 45)

ll1層に生活面を持つ。第 51、52ブロックで構成される。石器総数 31点（うち 8点が礫・礫片）からなり、

第 51、52ブロックの 2か所のブロックで構成される（第 189図）。ブロック間の接合関係はみられなかった。

第W文化層よりはやや高い中位面(19.5 m,.._, 18. 5 m)に立地する。製品は削器(45)の 1点のみの出土であ

り、あまり特徴のみられない文化層といえる。黒曜石は 5点検出され、うち 4点で産地推定分析の結果が

得られて、信州和田峠・男女倉群と箱根・畑宿群の結果が出ている（第 69表）。

第4節石材入手と母岩消費の変遷

本報告では、黒曜石の原石産地について、蛍光X線分析装置を用いて行った。第2章第8節に黒曜石産

地推定結果の成果をまとめてある。前節までに黒曜石の産地推定分析結果について一部触れている。本節

では、黒曜石を中心にして、石材入手と母岩消費の変遷の概要を記載することとする。

今回の蛍光X線分析結果から原山遺跡における産地とその利用について現状で理解できる範囲で、第

75表に黒曜石の推定産地と遺跡出土量としてまとめた。併せて、図版 24において、産地推定の結果が得

られた資料をカラー写真で掲載してある。

原山遺跡における黒曜石の石材搬入の変遷の概要は、以下のとおりである。第 I文化層ではすべて高原

山・甘湯沢群で占められた。第 II文化層においては、細分した文化層において様相が大きく異なる。第II

a文化層は分析結果の得られた資料のすべてが信州産のものであった。これに対して、第IIb文化層は分

析の結果が得られた資料の大半が高原山・甘湯沢群のものであった。石器群の内容も第IIa文化層と第II

b文化層とは、大きく異なっていた。第Ill文化層は分析した資料のすべてが信州産のものであった。第IV

文化層は出土点数が少ないものの、細分した文化層により相違点がみられた。第IVa文化層は信州産の男

女倉群• 星ケ台群、第IVb文化層は天城・柏峠群、第IVC文化層は箱根・畑宿群と高原山・甘湯沢群のも

のであった。天城・柏峠群と箱根・畑宿群のものは、第m文化層までは l点も出土していないのに対して、

出土点数の少ない第IVb文化層と第IVC文化層において出土していることは、石材の流通と消費の様相の
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変化の一端が表れていると理解することも可能である。第V文化層は信州産の男女倉群と箱根・畑宿群が

混在している。

黒曜石以外の石材の変遷については、特徴的な石材の概要のみを記載するが、写真図版においてカラー

写真で掲載したので参照していただきたい。第 I文化層は安山岩を主体とする。局部磨製石斧の調整剥片

と考えられるもの（図版6の第 2ブロック 13)は頁岩と識別した。第 IIa文化層は多様な石材が用いられ

ていることが特徴といえる。局部磨製石斧の調整剥片と考えられるもの（図版7の第 10ブロック 20)は砂

岩と識別した。第 IIb文化層は 9割近くが黒曜石で占められるが、流紋岩が 49点、嶺岡産珪質頁岩が 51

点出土しており、両石材はややまとまった出土点数を占める。なかでも流紋岩は焼成を受けていると思わ

れる劣化の激しい石質のもの（図版 10の23・31、図版 11の37・39・44・52など）が多くみられ、石器群

の中央に集中して出土しているという特徴もあった。第旧文化層は安山岩・頁岩・流紋岩など多様な石材が、

ナイフ形石器として製品のまま搬入されていた。第W文化層は、礫•礫片を主体としており、石器石材が

少数ではあるが、多様な石材で構成されていた。細分した文化層において異なる様相を呈していた。第W

a文化層は、ホルンフェルスを主体とし、ホルンフェルスを母岩として持ち込み、剥片剥離から調整加工

まで行いナイフ形石器を製作しているものがみられた。第Nb文化層は多様な石材を単一母岩として他所

から持ち込んでいるものが多くみられた。第Ne文化層は、頁岩を主体として剥片剥離を行っていた。な

お、頁岩と分類したもののなかには、黒色頁岩が多く含まれていた（図版 22の5・23など）。第V文化層

は出土点数が少ないが、碧玉（図版 17 の 11) が 1 点出土している。第W文化層と第V文化層においては、礫•

礫片の占める割合が高く、流紋岩・ 砂岩・頁岩でほとんど占められる。礫• 礫片の石質・サイズや焼成を

受けている状態を図版 23に示した。

第5節 石器群の様相と編年的位置づけ

本節においては、各文化層の内容に類似する石器群を記載して、本遺跡での石器群の様相をまとめ、編

年的位置づけを行う。前節までに類似する石器群について記載してあるので、他の遺跡の石器群の関連に

ついては、本報告書では提示にとどめ、深く言及しないこととする。

第 I文化層と第II文化層の関連については、出土層位から文化層を分離したが、編年的には連続、また

は同段階の石器群と捉えることも可能である。石器群の内容的には、第 I文化層と第IIa文化層が類似す

る点が多いのに対して、第IIa文化層と第IIb文化層は相違点が多かった。

第 I文化層と第II文化層の両文化層と類似する石器群として、中山新田 I遺跡の第 1,..._., 4ユニット 9)(報

告書8)ではNo.1 ,..._., 9地点）が最も良好な資料である。両石器群の関連については、単純に関連づけること

は困難で、複雑な様相を呈している。本節では類似点を主に記載する。出土状況や石器組成からみると、

中山新田 I遺跡第4ユニットは環状ブロック群を呈しており、第 IIa文化層と類似した分布状況を呈し、

器種石材組成でも類似点が多い。中山新田 I遺跡第 3ユニットは黒曜石の比率の高いユニットであり、黒

曜石の産地同定結果も高原山を主体とするものであることから、第IIb文化層の様相と類似する。第 I文

化層については、中山新田 I遺跡の第 1,-..,_.,4ユニットでみられた様相が部分的にみられた。ただし、上記

のような個々の対応関連で石器群を捉えるよりも、総体として両石器群を関連付けることが重要である。

次に、本遺跡で主要となる文化層と類似する石器群を例示することにする。

第 IIb文化層と類似する石器群は、市原市草刈六之台遺跡第 3文化層 15)、鎌ヶ谷市五本松No.3遺跡第
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II a文化層 16・17)、柏市大松遺跡があげられる。いずれも、高原山の黒曜石を多用し、遺跡内で打面再生

の頻繁な石刃技法による石刃を剥離している。石刃素材のナイフ形石器も多く出土している。なかでも、

草刈六之台遺跡第 3文化層からは、被熱石器が石器集中ブロック群の中央部付近で半円形に分布が認めら

れ、第IIb文化層の被熱石器の分布状況と類似している。

第III文化層と類似する石器群は、柏市聖人塚遺跡第 15ブロック豆柏市中山新田 II遺跡第 10ユニット 14)

があげられる。これらの石器群は、ナイフ形石器のみがまとまって出土しており、製品として携帯して移

動したことが推察され、「おそらく、猟期にキャンプサイトを離れた、射手達によって残されたブロック

であろう。」 8)と解釈することも可能である。

第IVa文化層と類似する石器群は、柏市溜井台遺跡第4文化層第8ブロック八柏市元割遺跡第2文化

層No.2遺跡8)、流山市市野谷二反田遺跡第3文化層第 6"'11ブロック II)があげられる。これらは数か所

の石器集中地点から構成され、礫・礫片と剥片石器との出土状況に共通点がある。剥片石器のみで構成さ

れるブロックと礫．礫片とが混在するブロックとが隣接して分布している。

第IVC 文化層と類似する石器群は、市原市今富新山遺跡第 1"'5ブロック 18)、市原市武士遺跡第 5文

化層 19)があげられる。角錐状石器を主体とするが、ナイフ形石器も少量含まれ、石材構成も類似点が多い。

以上のように原山遺跡の石器群の様相と位置づけについて記載した。柏北部中央地区の遺跡群において、

多量の旧石器時代の石器群が出土している大割遺跡や翁原遣跡などで、現在も発掘調査と整理作業を行っ

ている。本報告が当遺跡群の様相を解明する端緒となれば幸いである。

注 l 新田浩三・山岡磨由子 2006「柏市溜井台遺跡」『柏北部中央地区埋蔵文化財調査報告書 l』（財）千葉県教育振興財団

2 2004「農協前遺跡」『千葉県文化財センター年報No.28』（財）千葉県文化財センター

3 2003~2006 「大割遺跡」『千葉県文化財センター年報No. 27~30』（財）千葉県文化財センター

4 2004・2005・2007・2008「内山遺跡」『千葉県文化財センター年報No.28・29・31・32』（財）千葉県文化財センター

5 2004・2008「翁原遺跡」『千葉県文化財センター年報No.28・32』（財）千葉県文化財センター

6 千葉県教育委員会 2009「利根川・江戸川の水運のゾーン」『ふさの国の小さな旅』

7 落合章雄 2008「柏市大松遺跡 旧石器時代編」『柏北部地区埋蔵文化財調査報告書 l』（財）千葉県教育振興財団

8 田村 隆 1986 「元割・聖人塚• 中山新田 I」『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書w』（財）千葉県文化財センター

9 田村 隆 1989「二項的モードの推移と巡回」『先史考古学研究第 2号』阿佐ヶ谷先史学研究会

10 新田浩三 2008「流山市市野谷入台遺跡」『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書3』（財）千葉県教育振興財団

II 山岡磨由子 2009「流山市市野谷二反田遺跡」『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書4』（財）千葉県教育振興財団（※

平成 21年度刊行予定）

12 1999~2001·2004 「大久保遺跡」『千葉県文化財センター年報No. 23~25·28』（財）千葉県文化財センター

13 橋本勝雄 2000「萱田遺跡群」『千菓県の歴史資料編考古 I(1B石器・縄文時代）』千葉県

14 清藤一順 1984 「花前］• 中山新田 II・中山新田III」『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書II』（財）千葉県文化財センター

15 島立 桂 1994「草刈六之台遺跡」『千原台ニュータウンVI』（財）千葉県文化財センター

16 矢本節朗 2003「鎌ヶ谷市五本松No.3遺跡」『新鎌ヶ谷地区埋蔵文化財調査報告書 I』（財）千葉県教育振興財団

17 矢本節朗 2005「鎌ヶ谷市五本松No.3遺跡2」『新鎌ヶ谷地区埋蔵文化財調査報告書II』（財）千葉県教育振興財団

18 新田浩三 1999「市原市今富新山遺跡・古市場(2)遺跡、千葉市古市場(I)遺跡」『東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化

財調査報告書4』（財）千葉県文化財センター

19 田村 隆 1996「市原市武士遺跡 l」『福増浄水場埋蔵文化財調査報告書』（財）千葉県文化財センター
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